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一. 

折に ふれて、 明治時代の 文人の こと を 思 ふと 私達 は まだまだ、 惠 まれて ゐ るの だと 一 

-ー 

思 ふ。  . 

一葉 も、 樗牛 も、 ^木 も獨步 も、 みな、 若 か 死だった。 もっとも 華 かだった 尾 崎れ 一 

葉で さへ、 三十 七歲 とい ふのに、 もう 世 を 去って ゐる。 北 村 透 谷 は、 更に、 それよ り 一 

十 年 も 夭い。 貧乏と 病苦と 失戀 は、 まるで 明治の 文人に は、 つきものの やうで ある。 一 

私 は、 數年 前、 「岩 野 泡 鳴傳」 を、 脫 稿した。 抱 鳴 も 亦、 貧乏と 戰ひ、 妻 を 三度 も 代： 

へ、 四十 八歲 で、 急病で 斃れた 不遇の 文士であった。 透 谷 は、 之に 劣らぬ 蒲 倖の 人で 一 

ある。  1 

しかし、 こんどの 作品 は、 厳密な 意味で は、 傳 記と は、 いひ 惟い。 可成，^ に、 私の 一 

創作家と しての 作用が、 はたらいて ゐる こと を、 御 承知ね が ひたい。  一 


殊に、 この 本 を 上梓す る 前、 一夜、 島 崎 藤 村 先生に よばれて、 麴 町の 御宅に 參 上し 

た 折、 いろいろと、 御 親切な 注意 を 頂いた こと は、 私の 非常な 光榮 であった。 先生 は、 

私の 作品 中、 特に 二つの 點を 指摘され た。 一 つ は、 透 谷と、 文學界 同人との 間に、 感 

情 的な ジグザグが あった やうに 書いた 點 について、 私の 潤色が 稍ノ 誇張 的で あると い 

ふこと、 第二 は、 透 谷と 齊藤 冬の 愛情の 燃燒 は、 疑問で あると いふ こと —— この ニ點 

であった。 

私と して は、 第一 に關 して は 、「文 學界 記傳」 その他 を參 照し、 第二に 關 して は、 相 

馬黑 光さん の 「默 移」 等 を參考 にして、 その上に、 私の 想像力 を 加へ たもので あった。 

私 は 藤 村 先生の 御言 葉 を 頂いて、 直ちに 之 を 抹殺し ようと 思った ので あるが、 家に も 

どって 讀み 直して みると、 自分の 書いた 一行 一句に、 猶、 戀々 たる 未練が のこって、 

なかなか、 オイ ソレと は、 首 打ち落とす 勇氣が 出て 來 なくなった ので ある。 

先生の 言に 背く やうで、 甚だ 申譯 がなかった が、 竟に、 思案の 末、 私 は 私の 文章に 

不憫 を 加へ て、 その ま、、 公刊す る ことにした わけで ある。 こ、 に、 あらためて、 先 


生 並びに 江湖の 諸君の 御 諒解 を 請 ふ 次第で ある。 

さう いふ わけで、 傳 記と 小說の 中間 的 存在で あるが、 私自身 は、 この 作品のお かげ 

で、 透 谷なる 古今の 天才の、 胸奥 ふかく 參 する を 得て、 文學 者と しての 覺 悟の 上に、 

非常な ブラ スを 加へ る ことが 出來 たので ある。 

尙、 透 谷 未亡人、 北 村美那 子さん は、 今 も尙、 、お 元氣で ゐられ る。 私 は、 再三、 お 

宅へ 伺って、 したしくお 話 をう か ひ、 之 を、 作 中に 盛った ので ある。 叉、 透 谷 夫人 

を 私に 紹介して、 この 作品の スタ —卜に、 カを貨 して 貰へ たの は、 透 谷 夫人の 敎へ子 

である 蛭 子 八重 子さん であった。 この 機會 に、 感謝の 意 を 表したい。 

小 田 原の ことで は、 その 鄕土 資料に 關 して、 圖書 館の 石 井さん や 川 崎 長太郞 君の 御 

世話になる ところ 大 であった。 そんな わけで、 素材の 上で は、 能 ふ 限りの 便宣を 得た 

のであった が、 大體に 於て、 透 谷に 關 する 傳 記の 材料と いふ もの は、 頗る 赛々 たる も 

のしかなかった ので ある。 資料の 點 では、 泡 鳴の 場合より、 三倍 ほどの 苦勞 をした の 

であるが、 それに も か、 はらす、 私の 筆力が その物 足りな さ を、 掩ひ 切れて ゐな いの， 


は、 私の 恥で ある。 

私 は 最後に 心から、 御高 齢の 島 崎 藤 村 先生と、 北 村 未亡人の 御 長命 を 祈って やまな 

い。 透 谷の 佳き 妻 及び その 佳き 友と して、 御 二人の いのちが、 私に は、 國の寶 の やう 

にさへ 思へ てなら ない ので ある。 

昭和 十六 年初 冬 

聖ー しるす 


北 村 透 谷 


北 村 透 谷 は、 相 模國、 國府津 在 前 川 村、 長 泉 寺で、 を 養って ゐた頃 二 タ觀」 とい ふ 隨筆を 書い 

たが、 その 終 節に、 

「漠々 たる 大空 は、 思想の 廣き 紙に 似たり。 彼 處にホ ー マ ー あり、 シェ， 'キス ビ ー ァ あり、 载 星の 天 

系を亂 して ゆく はバ ィ 口 ン、 ボル テ ー ァの 徒、 流星の 飛び 且つ 消 ゆる は、 泛々 たる 文壇の 小 星。 

吁、 悠々 たる 天地。 限りなく、. 窮 りなき 天地。 大 なる 歷史の 一 枚。 是に對 しても 暫く、 茫然たり」 

と 誌して 筆を擱 いた。 ところ は 海 近き 鄕、 時 は 秋 深く 天淸 く、 蟲聲、 縷の 如く 彼の 耳 菜 を 穿った。 

r 大 なる 歷史の 一枚」 と は、 この、 情熱と 誠 實に打 貫かれた 天才の 短い 一生 を 呼ぶ のに こそ、 大 へん 

應 はしい もので はないで あらう か。 

しかし 彼の 生れた 土地 は、 國府津 から 海岸つ 1- き 隣の 小 田 原で ある。 その 小 田 原へ わたしが はじめ 


て 行った の は、 たしか 小舉 校へ 上らぬ 前の ことであった。 そのと き- わたし は 祖母と 二人の 放で あり- 

小 £ 原へ 一 泊して、 その 翌曰、 熱 海へ nil 治に ゆく 途中であった。 年寄 りや子 供の 足弱 は、 熱 海に ゆく 

に は、 その 時分で も 二日 掛 りであった。 何とい ふ 旅館だった か 名前 は 忘れて しまったが、 煎餅 蒲圑が 

堅く つて、 綠々 安眠が 出來 なかった こと だけ を 憶へ てゐ る。 多分、 早 川口に 近い、 十字 何 丁目 かの 小 

さい 旅飽屋 ではなかったら うか。 しかし， このと き は 小 田 原 熱 海 間の 交通 はもう 輕便鐵 道の 顷で、 レ 

1 ルの上 を、 小型の 箱 様の 車 を 人夫が 二三 人で 押して ゆく 豆 相 人車 鐵 道の 時代で はたかった。 人車 鐵 

道が 輕便鐵 道に 進化した の は、 明治 三十 九 年 十月 だとい ふから、 わたしが はじめて 小 田 原へ 泊った の 

は、 人車が 輕便 になった 翌々 年で も あらう か。 ところが、 どうも 私の 茫寞 たる 記憶の なかには、 たつ 

た 一度、 人車に 乘 つたこと が 有る やうに 憶へ てゐ るので ある。 これ も 或は、 そのと き 小 田 原で 人車の 

廢物を 見せて 貰 ふなり、 それへの つけて 貴 ふなり したの が、 幼時の 記憶の 中に、 うつ すらと 殘 つて ゐ 

るの かも 知れぬ。 或は、 そのと きよりも つと 前、 まだ 物心の つかぬ 頃に、： i (海へ つれて 來られ たこと 

があって、 そのと きの 模糊た る 記憶の 斷片 であるか も 知れぬ。 

この 問、 透 谷の 生家の 跡 を 見ようと 思って 小 田 原へ 出向いた ときに も、 偶々 この 人車の 話が 出て、 

私と 同年輩 位の 小 田 原人 は、 やはり 人車に のった 記憶がない とい ふ 話であった から、 私の 記憶 も あて 

に はならぬ のであった。 しかし、 御幸の 濱 にある 養生 館と いふ 旅館の 主人の 話に よると、 そこの 先代 
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四 

は、 廢物 になった 人車 を 引取って 來て、 それ を 物置 代りに 使って ゐ たとい ふやうな 話で あつたし、 又， 

私の 懇意に して ゐる熱 海の 某 旅館の 主人 は、 私と 大して 年輩 はちが ひ はない が、 人車に のった 經驗は 

たしかに あると いふ 話で ある。 

そんな わけで、 私達 は 人車に 乘 つた か乘ら ないか を 昔話に する 程度で あるが- これから 私の 書かう 

とい ふ 透 谷 は、 人車 どころ か、 更に これより 四十 年 も 昔の、 明治 元年 十一月 十六 日、 まだ 舊藩政 下に 

あった 小 田 原の 唐人 町、 今の 萬 年 町 四 丁目に 生れた ので ある。 

—— 私 は、 いろいろ のって を 求めて、 小 田 原の 町を步 いて 見た が、 なかなか 之と いふ 資料 もない ま 

まに、 や、 疲れた 體を舊 小 田 原 城 二の丸 馬 出 曲 輪 跡に ある 小 田 原圖書 館の 椅子に かけて- そこの 石 井 

さんと いふ 主任の 方に 逢 ひ， 鄕土 資料に ついて 話 をき いて ゐ ると、 偶然 やって 來てゐ る 川 崎 長 太郞さ 

んを 見かけた。 で、 恰度い \ 幸 ひに、 #t を かけ、 それから 長太郞 さんに 案內 して 貰 • つて、 透 谷の ラま 

れた 町と いふ 唐人 町 を 見に 行った。  . 

唐人 町と いふ 町名 は、 小 田 原の やうな 傳統 的な 械 下町に は そぐ はない 名前で あるが、 之 は、 遠く 北 

條氏 政の 時代に、 三 浦 三 崎へ 南京 船が 漂着した ことが 有った。 船に は 綾羅 綿繍を はじめ、 種々 の燒 物、 

沈 水 香、 奇南、 辭香、 珊瑚 樹、 瑶璃 >  馬腦 など を 積んで ゐ たので、 之ら を 小 田 原に はこばせた 處、 四 

五日の 中に 忽ち 賫 切れて しま ひ、 船主 は 思 ひがけぬ 利益 を 得た とい ふ。？ - のとき 唐人の 中に、 小 田 原 


に留 つて、 商業 を營み 度い と 願 出た 者が あって， 氏 政 はこれ に 屋敷 を與 へたの が 唐人 町の 起り である。 

繭來、 小 田 原に は、 南京 落雁と か 南京お こしな どと いふ 菓子 も 出來， 廣 線香、 唐 木綿、 唐紙， 唐 織な 

どが 流行し、 町の 名に は 唐人 町と いふ 名が 出來 たとい ふ。 北條早 雲が 小 田 原狨を 奪取して 以來 • 北條 

五代の 根據 地と して、 その 頃の 小 田 原 は、 鎌 倉に とって 代って、 關 八州の 文化の 中心であった から、 

舶來の 品物で も 何でも、 羽根が 生えて 賣れ たので あらう。 

私 は、 前に も述 一べ た 通り- ごぐ 幼少の 頃、 祖母に つれられて、 小 田 原に-一泊して 以來、 ； 海 箱 根の 

途 すがら、 小 田 原と いふ 土地 は、 幾度と なく 通った が、 いつも 驛 から 一本道の 國道を 塔の 澤の 方へ 通 

りすぎ る だけで、 舊小田 原 城の 夭 守閣趾 も、 明治 六 年に 長く も 明治天皇が 行幸 遊ばされて 以 來名づ 

けられた 御幸の 濱も， 黑船襲 來に備 へたと いふ 臺 場の 濱 も. っひぞ 見物す る 機 會に惠 まれる ことが な 

かった ので ある。 長太郞 さんや 石 井さん の 話に よると >  江戶の 文化 は、 畢竟 小 田 原から 受けつ いだと 

いふが、 よく 考 へて 見れば、 あながち 御國 自慢 だけで はない かも 知れない。 このたび、 透 谷の ことで、 

筘 根の 表玄關 として だけの 小 田 原で ない 小 田 原 を、 それ も 土地の人の 案內 で、 着物の 袖が 黑 塗の 板堺 

や よごれた 下見. に すれすれに なるやう. なせまい 横町 や 路次を あるいて、 この 古い 城下町の 句 ひ を かい 

だの は、 思 ひがけない 仕 合せであった。 

舊記 によると、 豊 臣秀吉 は， 小 田原陣 のた め 石垣 山に 城 を 築いた が、 この 城 は 一夜に て 成り、 地の 

.  五 


利 を？.：：： てよ く 小 田 原 を 一望の 下に 瞰 下した ので、 北條方 は士氣 俄かに 挫け、 遂に 鬪志を 失 ふに 至った 

と ある。 

啼き 立よ 北條 山の ほと、 ぎす 

とい ふ 「句 は、 一 夜 城の 上に 立って、 大きな 獲物 を 前に 會 心の 笑を洩 した 豊 太閤の 名吟で あるが、 

戰 すでに 終って、 勝利 は 秀吉の 上に 輝いた とき、 彼 は 家康に そっくり 關 八州 を 與 へて、 太 腹 を 見せた 

上、 實は德 川 代々 の根據 地で ある 三 河から 遠ざけよう とする 一 石 二 鳥の 手 を 用 ひた。 

このと き、 家康 は、 然 らば 居城 は、 この 小 田 原に 定めたい といった。 とい ふ 位で あるから、 當 時の 

小 田 原が、 錄 倉よりも 江戸よりも 重要 都市と して 認められて ゐ たこと は 明らかで ある。 然るに 深謀 遠 

慮の 秀吉 は、 いや、 もう 小 田 原は舊 い。 それより、 二十 里 ほど 行く と， 江戶 とい ふ 土地が ある。 昔 太 田 

道 灌が城 を 築いた 處で、 周圍は 平地 だが、 北條の 滅亡で も わかる 通り これからの 戰爭に は、 四方の 敵 

を 遠く 防ぐ 必要が あるから、 江戶を 君の 新興 首都と 定めた 方が 得策 だぞ と、 忠言し I；：。 家康 は、 さす 

が 太閤の 見通しの いいのに 驚き もし、 敬服 もして、 江戶を 都と 定め 小 田 原の 方 は あきらめ たので あつ 

た。 

いろいろな 話になる が、 その 頃の 小 田 原 を 詠んだ 歌に、 

なるこ 引く 賤が小 田 原 見渡せば  , 


稻 葉の 末に さわぐ 群 鳥 

叉、 

箱 根 山 あくる 雲ね の 靡 公  . 

みちさ またけ のー聲 もうし 

などと いふの が ある。 いかにも 靜 かなみ のり 畳 かな 村ら しく、 一  西に 小さい 田の 原であった ところ 

こ £ るぎ 

から 小 E 原と 稱 された もので あらう か。 一 說に は、 小 田 原 は 昔、 小淘 綾の 里と いはれ たが、 やがて 小 

由留 木と なり、 更に 之 を 草書で 書いて ゐる うちに、 誤って 小 田 原と よみちが へたの だと もい はれる。 

更に 太 田道灌 よりも 古く、 私達が、 昔の 小 田 原 をし のぶと すれば >  更級 日記 や 十六夜 日記が あり、 

それより もつ と 古く と なれば、 萬 葉 集 の 歌と なる。 

今. もい つた 通り、 小 田 原 は 足 柄 下 郡の 中心地で あるが、 この 足 柄 地方 を 詠んだ 萬 葉 集の. 欺のう ちで 

代表的な もの を拔き 出して 兑 ると、  - . 

をても こ^^も 

つ： あし がらの 遠面此 面に さす E の 

か 鳴る 間靜み 見ろ 吾れ 紐と く 

〇 あし がらの 箱 根の 山に 粟 まきて 

實とは 成れる を - ： .. ...  ...v  1. や し 

セ 


八 

〇 あしがりの 土 肥の 河內に いづる 溫 泉の 

世に もた よらに ころがい はなく に 

などが ある。 殊に 第一 の 歌 は、 若い 男女が 山野に 狩 をし つ、、 暇 をぬ すんで、 互に 紐 を 解き- 愛慾 

の 夢 を 追った 古俗 を 表現した もので あらう が、 上古の 民の 生活の 實感 がしみ じみと 私たちの 胸に つた 

はって くる やうな、 すぐれた 歌で ある。 

また、 更級 B 記の 著者、 右 中 辨孝檩 の 女 は、 父と 共に 上 総に 下った が、 長ず るに 及んで、 文 學に心 

を惹 かれ、 治安 元年 十三 歲 にして 志 を 立て 上 尿に 上った。 この 時の 道す がらの 思 出 を、 のちに 日記 文 

章に 書き 綴った のが 更級 日記と いはれ る もので、 このと き、 足 柄 山の 麓に 泊った ことが 見えて ゐ るが- 

これ は 多分 >  小 田 原ではなくて、 坂 本驛に 泊った ものと 考 へられる。 

「足 柄 山と いふ は、 四 五日 かねて、 恐 しげに くらがり わたれり。 やう やう 入りた つ 麓の ほど だに、 空 

の氣色 はか， <\> しく も 見えず、 え もい はず 茂り わたりて、 いと おそろしげ なり。 麓に やどりた るに、 

月 もな き 暗き 夜の、 闇に 戀ふ やうなる に、 あそび 三人、 いづく より ともなく 出で 來 たり (中略) 髮ぃ 

と 長く、 額い とよく か、 りて * 色白く きたなげ なきに、 聲 さへ 似る もな く 歌 ひて、 さばかり 恐 しげな. 

る 山中に たって 行く を、 人々 飽かず 思 ひて 皆 泣く を、 幼き 心地に は、 まして この 宿 をた、 むこと さへ 

飽かずお ぼ ゆ。 
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また 曉 より 足 柄 を 越 ゆ。 まいて 山の 中の. 恐 しげなる 事い はむかた なし。 雲 は 足の 下に ふまる 。云々」 

と ある。 後世 德川 時代に なって、 東海道が ひらかれてから でも、 箱 根の 雲助- 酒 句の 追剝 と、 二つ 

の 名物であった 程な のに、 まして 王朝 末期の 足柄路 が、 いかに 荒廢 をき はめ、 畫尙 暗き 密林 地帶 を、 

或は 上り 或は 下り、 四 五日 かねて、 恐ろしげ にくら がり 渡った 險 難の 道中が どんなに 不氣味 をき はめ 

たかは 想像す るに 難くない。 それにしても、 彼女のと まった 坂 本ら しき 宿に は， 旣に 旅人 相手の 遊行 

女婦が 跋扈して ゐ たらしく、 色 も 白ければ- 歌聲 もなかな か 美しかった とい ふ。 王朝 時代の 遊女と い 

へば， 誰し も， 江 口、 神 崎 あたりの 遊び女 を 想起す るで あらう。 大江 IK 房 は 遊女 記なる もの を 書いて- 

「門 を 比べ、 戶を 連ね。 人家 絕 ゆる. i し。 倡 女 群 をな して 扁舟に 掉 さし、 舶 を看檢 して 以て 枕席 を薦 

む。 聲は溪 雲 をす ぎ、 韻 は 水 風に 飄ひ、 經 廻の 人、 家 を 忘れざる は莫し (中略) 蓋し 天下 第一 之樂地 

なり」 

と、 その 蕩々 たる 嬌艷の 風 を 叙して ゐ るが、 無論- 江 口 神 崎の 盛況 はない にしても、 天 さかる 阪東 

路に 於け る 遊女 賣 色の 歷史 は、 先 づ坂本 あたりに、 その 濫觴 を 見る ので はなから うか。 しかるに これ 

に 程近き 小 田 原で は、 珍しく も、 長い間 遊女の 娱を ひさぐ を 禁じられて ゐ たので あるが、 この 話 は 又 

後段に 述べる ことにしたい。 

更級 日記から 下って 阿佛尼の 十六夜 日記に なると， 小 田 原 近在の すがた はやう やく、 はっきりして 
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くる o 

「二十 八日 (建 治 三年 十月) 伊豆の 國府を 出で て 箱根路 にか、 る。 いまだ 夜 深 かりければ、 

たくましげ 箱 根の 山 をい そげと も 

なほ あけがた きよこ 雲の 空 

足 柄 山 は 道 遠し とて 箱根路 にか k るな りけ り。 

いと さかし き 山 を 下る" 人の 足 もと 1^ まりが たし。 湯 坂と ぞい ふなる。 辛 じて 越え はて たれば、 叉 

麓に 早 川と いふ 川 あり。 まことに 早し。 木の 多く 流る、 を、 いかにと 問へば， 海士 の-; -1^ しほ 木 を， 

浦へ 出さん とて 流すな りと いふ 

あづま 路の湯 坂 を 越えて 見渡せば  . 

しほ 木 流る、 早 川の 水 

湯 坂より 浦に 出で て、 日暮れ か k るに 泊るべき 所 遠し。 

伊豆の 大 島まで 見渡さる 、海面 を、 何處 とかい ふと 問へ ど、 ,p りたる 人 もな し。 海士の 家の みぞ あ 

る。 

あまの 住む その 里の 名 も 白浪の 

よす る^に 宿 やから まし 


丸 子 川と いふ 河 をい と 暗くて たどり 波る。 今- W は 酒 句と いふ 所に と-くまる。 明日 は録 倉へ 入るべし 

とい ふなり」 

こ、 に 出て 來る丸 子 川と いふの は、 後の 酒 句 川の ことで、 早 川 も 亦、 今日の やうな 乏しい 水量の 川 

ではなく- 海士の 藻し ほ 木 を どしどし 海へ 流し 出す 程の 大きな 川で あつたと 見える。 「海士 の 住む 其 

の 里の 名 も 白浪の」 と ある 如く、 小 田 原 も 淋しい 漁村だった と 見えて、 名 を 聞いても 「知りた る 人 も」 

なかった ので ある。 しかし. 伊豆の 大 島まで 見渡される 海 だとい ひ、 そこから すぐ、 丸 子 川 を 渡って 

酒 匂に 泊った とい ふの だから、 その 名 も 無き 里と いふの は、 小 田 原の； J とに ちが ひない。 

こんな 風に、 うら 淋しい 一 介の 漁村であった 小 田 原が、 關 八州の 文化の 中心地にまで 進出した の は、 

前に ものべ た 如く、 風雲 兒 伊勢 新 九郞長 氏、 のちの 北條早 It とい ふ 怪傑の 力であった。 彼 は 機 を 見れ 

ば、 電光石火の 如く、 叉、 機 を 得 ざれば- 十 年 一 日の 如く 雌伏し うる 非凡の 精神 を もって ゐた。 

彼が 小 田 原 城 を 一夜 化して 劫 奪した とき は- 表に 狩 獵を裝 ひ、 晝は鹿 狩 を 函嶺に 行 ふと 見せて、 夜 

に： や： れば， 猛 牛の 角 上に ffi 火 をつ けて、 不意 討に 小 田 原に 殺到した ので ある。 錄倉 幕府 滅亡 以後、 暫 

く 關東は 政治 上の 中心 點を 失って ゐた 形で あつたが、 伊勢 新 九郞が 目的の ために は 乎 段を撑 ばぬ 魔手 

を ふるって 小 田 原 を 劫掠した おかげで、 漸く 小 田 原 は、 勃 輿の チャンスに めぐまれた わけなの である。 

. さて透谷の出生地を^_:れかぅとして、 思 はず も 小 田 原の 歷史に 及んだ が、 しかし 不思議な もので、 却 
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つて 古い 時代の ことより、 透 谷が 生れ、 育った 明治 十 年 前後の 小 田 原に ついては、 これと いふ やうな 

文獻 がない ので ある。 それと いふの も我國 未曾有の 政治の 變 動であった、 乂 けに、 人々 の 心に さう した 

記錄 をの こさう とする 餘裕は 殆どなかった ので あらう。 とすれば 僅かに 殘存 する 故老の 話 を、 その 朧 

げな 記憶の 薄 闇から 引出して くる ほかない ので ある。 

二  . 

透 谷の 父 は、 北 村快藏 とい ひ、 母 はお ゆきさん といった。 * その 又 父 は、 北村玄 快と いひ 小 田 原 藩主 

大久 保加賀 守に つかへ て、 藩醫 をつ とめ 且つ 儒 を かねた とい ふ。 透 谷の 尊屬 について は、 先づ この 祖 

父さん までが わかって ゐる。 

恰度、 透 谷の 生れた 前後 は、 わが 日本 は、 驚天動地の 改革が 行 はれて、 當然， 小 田 原 藩 も 諸 藩 同様、 

明治 二 年 六月に 於いて 藩籍を 奉還し なければ ならなかった。 透 谷の 誕生日 は 前に も 誌した 通り 元年 十 

一月 十六 日で あるから、 その 約 一 月 程 前に、 長 も 明治 新 帝 は、 簿 肅々、 東京 遷都 • の 御 途上、 小 田 

原 を 御 通？！ あらせられ たの である」 そして 本陣 淸水金 左衞門 方に 御註輦 御宿 泊 あらせられた。 

時代の 變動 は、 しきりと 大きく 搖れ うごいた。 

ついで 藩主 大久保 忠良 は、 小 田 原 藩 知事 を 命ぜられ、 子爵 をた まひ、 華族に 列した が、 翌々 明治 四 


年に は、 廢 藩置縣 となって、 小 田 原縣が 置かれ、 更に 同年 十一月に は 柄 縣に屬 する ことと たり、 そ 

の範罔 は、 銷极 * 足 柄 以東， 相模川 以西と いふ ことで， 足 柄 上 郡、 下 郡 はじめ 六 郡 を 管轄し、 長き 藩 

政に とって 代って 郡縣 政治が はじめられ たので ある。 こ Q 足 柄縣が 現在の 神 奈川縣 となって、 小 田 原 

支 鹿 を 設置した の は、 更に 数年の 後、 明治 九 年 あたりになる ので はない かと 思 はれる。 

舊 藩の 侍た ちが、 俄かに 抉 持に はなれて、 生活の資に 困んだ こと は、 日本 全國 どこでも 同じで あつ 

たらう が、 透 谷の 祖父の 玄快も * 激しい 變 革の 嵐に 洗 はれ. 一夜に して その 環境 を 全く 異にし、 以來 

大いに 浮世の 辛酸 をな めた こと は、 想像す るに 難くない。 一人息子の 北 村 快 藏は旣 に 藩 政 時代に、 大 

河內 家から， おゆき さんと いふ 娘を迎 へて 結婚し、 間もなく 長男 門 太郞、 次男 垣穗を 生んだ ので ある 

が- これ も 時代が 時代な ので、 今迄の やうな- のんきな 部屋 住の 生活 をつ-く けて は ぬられなかった。 

かくい ふ 筆者の 祖父 も、 處 はちが ふが、 これ は 伊達 藩の 儒者で、 明治 初年、 廢藩 と共に、 忽ち 貧乏 

士族の 仲 問 入 をした ものであるから、 當 時の 佐幕 系の 俄 浪人と いふ ものの 困惑ぶ り は、 筆屋幸 兵衞の 

芝居 を 見なくても- 推察が つくので ある。 小 田 原 藩 は、 前に もい つた 通り、 德川 家康が 自分の 居城に 

しょうかと 思った 程の 土地で あるから、 無論 彼が 腹心 中の 腹心、 直參 中の 直參 に、 之 を 授けん とした 

の は當然 であった。 乃ち、 小 田 原 陣に拔 群の 働きの あった 寵臣 大久 保忠 世に 小 田 原 城を與 へ、 采地四 

萬 石， のちに 五千石 を加增 したと いはれ てゐ る。 この忠 世の 弟に、 有名な 大久保 彥左衞 門忠敎 がゐた 
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ので、 兄忠 世と 共に、 德川家 與隆に 忠勤 をいた した こと は、 なみなみではなかった。 

この 大久保 家が、 二世 忠 隣の 時 本 多 正 信と 確執 を 生じて 改易と なり、 その後、 小 田 原 城は番 城と し 

. て 諸侯が 交替に 城主と なる 定めと なった が、 將軍家 光の 頃、 稻葉正 勝が 封 じられ た。 併し 稻葉氏 は 僅 

か 三代に して 越後に 國替 となり、 再び 大久保 家に、 花 く 春が めぐり 來て、 忠 隣の 曾孫 忠 朝が、 藩主 

となり、 出で て は 老中と して、 江戶 幕府に 重き をな し、 將軍綱 吉の寵 をう けた。 それ 以來、 明治" 義新 

まで、 小 田 原 は 大久保 家の 治む る 所で あつたが" その 歷代藩 公のう ち、 殊に、 名君と 稱 された のは大 

久 保忠眞 で、 よく 人材 を拔 躍し、 文政 三年 酒 匂 河原で、 孝子 節婦 奇特 者 表彰 を 行った とき、 その 中に 

二宮 金 次郞が 入って ゐ たので 有名で ある。 

さう いふ わけで、 大久保 家 は、 昔よ れ德 川の 直參 であった から、 幕府が 崩壞 した 時には、 非常に 苦 

しい 立場に 立ち、 義に 於いて は 勤王、 情に 於いて は 佐幕と いふ やうな 板ば さみに なった ので ある。 叉 

事實、 朝に 佐幕 を唱 へ、 夕に 勤王に 轉 じたと いふ やうな、 變革 期に ありがちな 激しい 波に ふり 廻され- 

藩 諭が 猫の目の 玉の やうに ひっくり返って、 そのたび に少 からぬ 犧牲も 出た わけで ある。 所謂 箱根戰 

爭 とい ふやうな もの も、 さう した 藩 論の 去就の 間に 生れた 副産物であった。 が、 幸に して 藩士 中垣 秀 

實が、 藩の 重臣ら を 向う に 廻して 勤王 を說 き、 幕府 三百 年の 恩 は 恩と し， 大義名分に 向 ふべき 所 を 力 

說 した、 め、 遂に小田原は開域と^^し， 藩主 は 謹慎して 罪 を 待つ ことと なった ので ある。 が- ヽ 惜し 


むべき こと は、 その 際 些か 走りす ぎ- 謹愼意 stl 表示と して、 早 雲 以来の 名 城た る 小 田 原 城 を 取り こ は 

してし まった ことで ある。 

斯うい ふ 立場に あつたから， 藩士 一 同 明治 新 政府に 對 して は 何とい つても 檔子氣 分で、 勤王 藩の 藩 

士 たちより、 俄 浪人の 辛苦 困憊 は、 よけい 骨身に 應 へたに ちが ひない ので ある。 その まつ 只 中で、 舊 

藩士の 子と して 呱々 の聲を あげた 透 谷であって 見れば、 いは；^、 生れ 落ちるな り、 時代の 重 壓と. 生 

活の なやみに 直面した やうな ものである 

藩醤錢 儒の 北村玄 快が、 すばらしく 嚴 格な 武士であった こと は、 後年， 透 谷が 石 坂美那 子に 宛てた 

私信の 中に、 くり かへ しカ說 して ゐる 所に よって 知らる、 ので ある。 が、 性來、 嚴 格のと ころへ もつ 

て來 て、 俄かに 祿に はなれ、 新時代に は迎 へられぬ 不平 欝憤が， 幼時の 透 谷の 目に は、 たくもう 恐ろ 

しく 嚴 格な ぉぢ いさんと して 映った ので はないだら うか。  . 

「明治 六 年、 生の 父母 は、 生 を 祖父 祖母に 托して、 東都に 去れり。 

十一 年まで 五 年間、 生 は 全く 祖父母の 膝下に 養育せられ けり。 此の 貴重なる 時日の 敎育 にっき， 一 

言せ ざるべからず。  • 

生の 祖父、 凡そ 世に 珍. しき 厳格の 人に して， 活？ la,- 飛 はねる 事を好む 少年 を、 こら 十の 術に 苦しみ 

たる こと、 今 もしば-.,., の 物語に 聞きうる 事 どもな り。 また 祖母 は、 今で こそ 至って 溫順 なれ ど 


其 頃 は 生に とりて 餘り 利益 を あた へ しと は覺 えず。 

何と なれば、 彼 は實の 祖母に あらず して、 生に 對 して は、 機 祖母た る 人 なれば なり。 

生の 天性 は不覊 磊落- 我儘 氣隨 なる に、 此の やかましき 祖父と、 我が 利益に は あまり 心配せ ぬ 祖母 

との 間に、 養育せられ たる なれば、 此に 生が 淡泊なる 小兒 思想 は、 或る 奸 曲なる むづ かしき 想像 心に 

からまれて、 物事に 考へ 深き 性情 を 作りた るの 事實 は、 決して 蔽ふ 可から ざる あとな りと す (云々)」 

以上 は 透 谷が 明治 二十 一年 八月 十八 日、 石 坂美那 子に 送った 私信の 中の、 自傳的 要素 ある 一文 中の 

一 節で ある。 

これによ つて 見る と、 明治 六 年、 門太郞 が、 六 歳の 時、 快藏 ゆきの 兩親 は、 彼のみ を 祖父母の 膝下 

に 置 去りに して、 上京した ものと 見える。 明治 六 年と いへば、 長く も 明治天皇が、 皇后陛下 御 同列 

で- 箱根宮 の下溫 泉に 御 入湯の 途 すがら、 小 田 原に 御駐輩 あそばされた 年で、 廢藩 W 來、 萎微沈 退し 

つ、 あった 小 田- の 民心 も、 これによ つて 漸く、 氣分を 一新す る ことが 出來 たので ある。 これより 先 

き、 門太郞 少年 五 歳の 時， ヂフ テリアに か、 り、 家傳、 龍 奢 散 を 用 ひて 快癒した と傳 へられる が、 詳 

かにし ない。 島 崎 藤 村 氏が、 透 谷 を 語る 言葉のう ち， にも 

「まだ、 透 谷が 小さかった 時分- 兩親は 彼 を 祖父母の 手に 託して 置いて 東京に 出た。 彼 は 十一 歳の 時 

まで 小 田 原に ゐて、 非常に 嚴 格な 祖父の 敎 育の 下に 成長した。 祖母と いふ 人は溫 順の 婦人で， 少 半の 


彼に 對 しても おしく あるべ き 人 だが 不幸に して 赏の 祖母で はなく 繼 祖母であった。 この 祖父の 非常に 

やかましかった ことと-祖母の 彼に 對 する 愛情のう すかった こと、 で、 後に なって 彼が 氣欝病 をお レ 

た 一 番の 根本 は そこから 起って 來た …… 」  • 

といって ゐる ほどで， このと き 鬥太郞 は、 自分 をお いて きぼりに し、 弟の 垣穗 だけ を つれて 上京し 

た兩 親の 仕 打 を、 あまり 快く 思はなかった こと は あきらか である。 この 垣穗 とい ふ 弟が、 のちに 畫 家 

となって" 丸 山 古， とい ひ >  「桃 紅 日錄」 とい ふ 透 谷の 自傳 を、 兄の 死後 無 斷で持 出し、 加 之 も、 大 

震災の 時. 淺 草の 十二 階下で 燒 失して しまった 男で あるが、 兄 門 太郞と は、 その 性質 を 全く 異にし、 

氣輕な 才子 肌で、 世間から も 親しまれ 易く、 後年 は文展 などに も 出品した さう である。 門 太郞は それ 

と 正反對 の- 考へ 深い、 むしろ 偏屈な 程の 性情だった と 自白して ゐる 通りで、 兩親 ばかり か、 近所の 

^や 親類の もの も. や、 も すれば、 門太郞 より 垣穗の 方に、 チヤ ホヤした であらう こと は、 推察す る 

に 難くない ところで ある。 「桃 紅 日錄」 は 雁皮紙 を四ッ 切に して 五分 位の 厚さに 綠ぢ たもので、 「奴 

さん、 やって るな。 また 晝寢 か」 とい ふ 書き出しであった。 アメリカから 歸 朝した 美那子 未亡人が、 

百方 手を盡 くして この 日記の 行衞を 探した が、 わからなかった。 これが、 誰かの 書棚の 裏に、 塵 こま 

みれ て：：/ も隱 れてゐ るなら、 いっか は篤畢 者の 手に よって 拾 ひ 出されまい もので もない。 現に わが 國 

の 古典 書が. 長く 數 世紀 を 土藏の 隅に 捨てられて ゐて、 思 ひも よらぬ 時發 見され、 寧界の セン セ イシ 

一 七 


,  一 八 

0 ン となる こと は、 虞々、 聞く ところ だか、 震災の 火に か \ たので は、 先 づ絕對 に 再生す る 方法 はな 

いわけ だ。 

鬥太郞 の 母、 おゆきさん について は、 後段に 詳しく 說 きたいが、 先づ、 彼 を 六 歳から 十 一 歳まで、 

育て上げた a 父玄 快の 嚴格 さとい ふ もの は、 何としても、 二宮 金 次郞を 生んだ この 土地の 傳銃 であり， 

更に 古く 追求 すれば、 北條早 雲の 治世 方針にまで 溯る ことが 出來 るか も 知れたい。 門太郞 は、 姐父玄 

快から、 何 かにつ けて、 二宮 尊 德の話 や 孝子 佐 太 郞の話 をき かされた に 違 ひない が， 北 條早雲 二十 一 

ケ條の 敎訓も 幾度と なく 敎 へられ、 なかば は强制 的に、 之 を 暗誦 させられた のであった。 早 雲と いふ 

男 は、 目的の ために は 手段 を擇 ばぬ 獨裁 政治家で、 いざと なれば、 約束 も 道義 も 人情 も、 弊履の 如く 

ふみにじ つてし まふが、 一度び、 領土 を收 めて 一城の 主と なれば、 よく 民政 を 施し、 人心 を收攬 する 

術 も 心得て ゐた。 搀 取すべき はあくまで 搾取し、 多年 わが 蓄積した 財貨 は 子孫 二 代 を 支へ うるな どと 

傲 語した が、 その 搾取 法 は、 極めて 賢明で、 みだりに 領民の 怨み を 買 ふやうな へ マ は 決してん なかつ 

た。 早 雲の 寵を 得た 連歌師 宗祇 は、 

「早 雲と いふ 人 は、 非常に- 嗇で、 針 を も藏に 積む 人 だが、 是と思 ふ 武事に は、 珠を碎 いても 使 ふ 人 

だ」  . 

と 批評した さう である。 祖父 玄 快が、 我 藩の 武士道 精神 は， 北條早 雲の 不榜 不屈の 闘志に はじまる 


とば かり、 門太郞 少年 をつ かまへ て、 くり かへ し 説教した 二十 一 ケ條. の モラルの うち、 主なる もの を • 

拔萃し てみ ると の 如く である。 

一 、 祌佛を 信ずべ きこと 

一 、 朝 は 早く 起くべし。 遲く 起き ぬれば、 召使 ふ もの も油斷 し、 公私の 用を缺 くな り 

一、 水 はあり 物 なれば とて、 唯 嗽 ひし 捨 つべ からず 

一 、 家の 內 なれば とて、 高く 咳 ばら ひする こと、 人に 憚らぬ 體 にて 聞きに やし 

1 、 少し 隙 あらば、 物の 本、 文字の ある 物 を懍に 入れ、 常に 人目 を 忍びて 見る ベ，.^ 

一、 寢て もさ めても、 手 馴れ ざれば 文字 忘る \ もの なり 

1 、 歌道な き 者 は、 無下に 賤し きこと なり、 擧ぶ べし 

1 , よき 友に 交り、 惡き友 を 除く ベ し。 よき 友と は 手習舉 問の 友， 惡 友と は、 蕃. 將棊. 尺八の 友，. 

なり 

一 、 夕に は臺 所、 中 居の 火の 廻り、 我と 見廻り、 堅く 申 付け、 其 外， 類火の 用心 を くせになして、 

. 毎夜 申 付べ し。 女房 は 高き も賤 しき も、 左程の 心 持な く、 家財 衣裳 取りち らし、 油斷 多き ことな 

り。 人 を 召 仕 候 共、 寓事を 人にば かり 申 付くべき とも 思 はず、 我と 手づ からして、 様體を 知り、 

一 九 
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後に はさす る もよ きと 心?！ 5! ベ きなり 

などで ある。 干戈 殺伐の 戰國 時代の 武將の 言と して は、 意外に 文 を 尙ぶ風 も 見えて 面白いで はない 

か。 蓋し、 北條 五代の 政策と して、 小 田 原が 關東 文化の 中心と なり、 特に H 商の 發展を 致した の も， 

或點 では 首肯し 得らる V ので はない かと 思 ふ。 二宮 金次郞 が、 背中に 大きな 薪 を 背負 ひ、 手に は 書物 

を 持って、 讀 みながら 步 いて ゐる 銅像 ゃ鎗 は， 今日で も 人口に 臉 炙して ゐ るが、 早 雲 遺訓の 一 つなる 

「少しの 隙 あらば、 物の 本、 文字の ある 物 を 懐に 入れ， 常に 人目 を 忍びて 見るべし」 と あるに、 一部 

の ヒ ントを 得た ので はない かと 思 ふ。 門 太郞も 祖父 玄 快から 口 やかましく 聞かされた 早 雲 遺訓の 中で- 

文に 關 する 綱領 は、 大いに 之を德 とし， 祖父の 目 を 忍んで、 しきりに 稗史小 說を讀 み ふけった。 前祸 

の 私信の 一 部に も、  • 

「その 頃 生の 最も 好みた る小說 は、 楠 公三 代 記- 漢楚 軍談、 三國せ i 等に して、 日夜 是らの 小 說を手 離 

す こと 能 は ざり し 程な りき」 

と、 書いて ゐる。 

三 

現在、 透 谷の 生れた 唐人 町の 家 は、 うす よごれた 自動 車屋の ガレ ー ヂ になって ゐる。 隣家 は 大きな 


材木屋 さんで、 この 方 は 堂々 たる 構へ である。 この 材木屋 さんに、 同じく 明治 元年 生れのお 婆さんが， 

まだ 健在で， この 老婦 人の 話に よると， 父快藏 さんの こと も 祖父 玄 快さん のこと も， また、 おゆき さ 

ん のこと も、 皆 知って ゐる。 名前 は 小島た つさん とい ふ。 しかしお たっさん が 小島 家に 嫁に 來た とき 

は、 旣に透 谷 は 東京に 出て ゐ たので、 門太郞 少年が >  七つ 八つの 時分の こと は、 このお たっさん と雖 

も、 知って ゐ たいわけ である" 

透 谷の 生家 は、 何でも ごく 安く 寶られ て しまったの だが、 それでも 震災 前まで は錢 つて ゐて， 川 崎 

長太郞 さんな ども， うろ 覺 えに 覺 えて ゐる さう だ。 間口 は 今の ガレ ー ヂ-の ある 間口と 同じ 位で、 す、 

けた 格子 障子が 二 枚 はまって ゐる 貧弱な しもたやで あつたと いふ。 屋根 は 昔風の 小 田原葺 であった。 

小 田 原葺は 震災 後 は、 すっかり 影 を ひそめて しまった もので、 今 は 古い 寫眞 によって 知る のみで ある。 

舊記 によれば、 天 正 十七 年に 北 條氏規 が 五代 氏 直の 代理と して 上洛した とき、 洛中の 家作り が、 皆 板 

葺 であった の を、 美しく 印象して 歸 つて、 大いに 氏 直にす、 めた 處、 それまで 草葺 であった の を 全部 

葺 きかへ る わけに もい かぬ とい ふので、 表通りの 商店街の 庇 だけ を 板葺に 改めさせた ことから、 傳統 

して ゐ るので ある。 小 田 原の 故老 片岡 永左衞 門の 著した 「明治 小 田 原 町 誌」 によると， その 小 田 原茸 

とい ふの は、 先づ、 竹で 下地 をつ くり、 其 上に 巾 二 三寸に 長さ 一尺 程の 薄い 杉 板 を 横になら ベ、 ：乂、 

割 竹に てお さへ とし、 銅の 細 針金に て 締付け た 屋根で、 小 田 原の 町に、 亞纷 引の 鐵板 ゃ瓦葺 の屋 「板が 
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用 ひられる やうに なった の は、 明治 一 一十 七 八 年頃から のこと だとい ふこと である。 

そこで 大體、 ； J れ以 上に、 透 谷の 生家 を 偶ぶ よすが はない ので、 私 は 步を轉 じて、 海岸に 出て 見た * 

海岸の 眺め は 成程 壯大 である。 何故なら、 海に 向って 右側に 長く 突出して ゐる 半島 は 伊豆の 連山で 

あり、 その 根元に は 双子 山 を はじめ、 駒 ケ岳ゃ 箱 根 外輪山の 山々 が 聳えて ゐ るからで ある。 折 柄、 冬 

の 入日が、 双子 山の頂き 近く 落ち かけて ゐて 山裾 はう すく 霞 につ 、まれ、 海の 色 もや はら かい 淺 黄色 

に染 つて ゐた。 海 近く、 かう した 高い 山々 が 聳えて ゐる 景色 は. - 海 そのものが 大きくな くと も、 全體 

の 構成に 非常に 何 か、 强 ぃ浪曼 的な 印象 を もたらす ものである。 目を轉 ずると 砂丘の 終る ところに は 

丸石 をた、 んだ 大きな 防波堤が 出 來てゐ る。 昔 は 無論 こんな ものはなかった にち が ひない。 その 防 波. 

堤の 下に、 うす 赤い 枯 芝の 名殘が ところどころに 見えて ゐ るが、 昔 は； J, の 芝 土手が、 自然の 防波堤の 

役目 をして ゐ たので あらう。 更に * や、 低い 臺場 を^して" こん もりと 松林の 植わって ゐる 所が、 舊 

砲臺 跡で P- れも 明治 初年に、 取 毀され たもので ある。 大體、 門太郞 少年が 遊んだ 海岸 は、 この 邊 であ 

らうと 思 はれる。 

藤 村 氏の 「春」 によると >  透 谷の 靑木 は、 前 川 村の 海へ 飛び こんで 盛に 泳ぐ 處が あるが、 海で 育つ 

た 透 谷が、 山で 育った 藤 村より、 遊泳の 術に 於いて 一 日の 長であった こと はいふまで もない。 しかし、 

故老の 話に よると、 鬥太郞 少年 は、 土地つ 子の 中で は、 あまり： 冰 ぎの 達者の 方で はなく、 皆で 海へ 入 


る 時 も、 何とか彼とか ロ實を 設けて は、 ：冰 ぐの を 避けた とい ふこと である。 さう いふ 時 は、 大 てい、 

海岸へ 脫ぎ すて、 ゆく 友達の 着物の 番をして ゐる のが 鬥太郞 の 役目であった。 腕白 盛りの 友達 は、 ド 

ン ドン 沖へ 出て ゆく が、 門太郞 は、 着物の 傍で ジッと 坐って、 友達の 泳ぐ 靑ぃ海 を 眺めて ゐた。 旣に 

彼の メラン コリ ックな 文 柔の風 は、 幼年時代より 芽生えて ゐ たものと 察 しられる が、 しかし この 表面 

の 憂愁 は、 -s: 部に 烈々 たる 浪曼 精神 を 養 ふ 素因に もな つて ゐ たので ある。 

透 谷 は 上京して から、 数寄屋 橋畔の 泰 明小學 校に 上った こと は 有名で あるが、 小 田 原に ゐた時 は、 

何とい ふ小學 校へ 上つ たかは， ど，f^もはっきりゎからなぃ。 祌崎淸 君の 北 村 透 谷略傳 によれば、 「門 

太郞 この ころより 寺小屋に 上りし ならん。 啓蒙 擧 校- 綠學 校に 通 ふ」 と ある。 そ； J で 叉、 小 田 原の 敎 

育史 をー應 考察して 見る 必要 を 生じ、 「足 柄 下 郡史」 を ひもといて 見る と- 小 田 原の 教育の 濫觴と も 

いふべき は、 大久 保忠眞 によって 創始され た藩鱟 集成 館で あると いふ。 大久 保忠眞 が、 大久保 氏歷代 

中、 最も 名 藩主と して 光彩 を 放ち、 殊に 二宮 金 次郞を 登用した ことで 名聲嘖 々たる を 得た こと は 前に 

も 述べた ので あるが、 この 忠眞 は、 幕府に 於いても、 老中より 御 勝手 職 を 兼ね 在職 二十 年、 首席 老中 

たる こと 四 年の 久しき に 及んだ とい はれ、 潘 政に 於て は- 專ら敎 育に 銳意 したと 傳 へられて ゐる， I そ 

の 家集に 「春 鷲 集」 が あり、 歌道に も 心 を 致した ものら しい。 

斯くて 明治 以前の 敎 育機關 は、 この 集成 館に 限られ、 他 は- 僅かに 寺子屋で、 僧侶の 手に より、 初 
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等 教育、 といっても- 習字 を 主と し、 讀書， 算術、 作文の 初步 を、 有志の 子女に 授けた にと、、、 まる 

や、 進める 者で、 實 語敎、 今 川 庭訓な ど を 舉 習し， 四書 五 經を擧 ぶ 者 は 極めて 希れ で、 習字 も、 いろ 

は 名题、 商賣 往来， 都路江 戶町づ くし、 小 田 原 町、 づ くしな ど、 算術 は 八算見 一等であった。 ところが 

明治 四 年に 文部省が 置かれ、 翌 七月に 新學 制が 發布 せられた ので、 集成 館の 組， 織 を變更 し、 一部 を 小 

擧校 として 四民に 入 學を勸 誘した のが 明治 六 年で ある。 しかし、 故老の 談 によれば、 その 時 町家より 

之に 應じ たもの は 三 四 各に すぎなかった とい ふから- 門太郞 がすぐ 小擧 校へ 上った かどう か は、 明か 

でない ので ある。 しかし. - 小 擧校は 年々 歲々 その 生徒 數を增 加して いったと いふし- 啓蒙 舉 校と いふ 

やうな 名で、 新設され る もの も 出 來て來 たので あるから、 無論- 上京 以前、 この 土地が 初等 敎育 を受 

けた こと だけ は、 間違 ひがない。 若し や、 門 太郞と 同級生だった とい ふやうな 老人の 残存す る もの は 

ないかと- 私. は 一 通り 當 つて 見た が、 之 は徒勞 であった。 しかし >  當 時に 於け る 近所の 人 や 親類の 老 

人た ちが， 多く 啓蒙 學校 へ 上って ゐる ことから して、 恐らく 門太郞 少年 も 學齢期 に 達する と共に 啓蒙 

學 校へ 入舉し たもので はない かと" 推察 十る こと は出來 るので ある。 

前揭の 私信に 叉 曰く、 


「其 頃 生の 最も よろこび をる 遊戯 は、 - 多數の 小兒を 集めて 軍事 を まねる 事に て ありし。 生 は 常に 自ら 

軍師と なりて、 進退 運 轉を司 どり けり。 是らの 遊戯 は、 わがや かましき 祖父の 最も 嚴禁 する 所に て あ 

りしに も か、 はらず、 淸く 快よ き 濱邊の 砂上に あつまりて、 かしこの つ、 み、 こ、 の 丘に、 城 堡を定 

め、 伏兵 を隱す 可き 場所 を も 見極めて * 軍略 をめ ぐらし- 智勇 を ふる ひ、 砂礫 をとば して 4 一^ 丸に 代へ、 

長短の 棒 片は， 刀鎗に 代用せ り。  • 

この 遊戯 は、 卽ち 生の 祖父に 對 する 不平 を 慰む 可き 單 なる 快樂 にて ありけ り。 

然れ ども 之 を 以て 全く 生 を 慰む るに 足らずして. 欝々 怏々 として 月日 をす ごし たれば、 生 は 最も 甚 

しき パッシ ヨネ —トの 人物と なり- 叉、 極めて 淚 もろく， 考へ つめて はな か/ \ に、 いやすべく も あ 

、 

らぬ 困り ものと なりたる 事 も 明かな らん。 

何に かにつ けて、 生 は淚を こぼす 事 多 かりし。  . 

叉、 口惜しくて 口惜しくて たまらぬ 時 は、 殆ど 正體 なく、 泣き 狂へ り」 

と 0  , 

この 遊戯 は、 子供の 好む 戰爭 ごっこであった らうが、 特に 彼 は、 軍師 を氣 取って 軍略 をめ ぐらした 

とい ふ處 に、 特徵 がう か にれ る。 その上、 これ はや かまし やの 祖父に 對 する 不平 を 晴らす ための 淸 

凉劑 であった と吿 白して ゐ るの は 面白い。 

二 五 


今 も 見る 小 田 原の 海岸の、 うす 赤い 枯 芝のと ころ どころ は、 成程、 門太郞 少年が 軍略 をね つた 戰ご 

つ この 古戰揚 であるか もしれ ぬ。 彼 は ひとり、 腕を撫 し、 刀 を ふるって、 心 ひそかに、 祖父に 對 する 

反感と 不平の 思 ひ を 慰めた ので あらう。 祖父 玄快 老人が、 この 少年の 心理 を 反映した か 否か は 知らぬ 

が、 しきりに この 遊戯 を、 禁斷 しょうと すれば する 程、 門太郞 少年 は その 目 を 盗んで、 濱の 少年ら と 

殺伐の 遊戯に ふけった ものに ちが ひない。 そして、 

「門 太郞は どこへ 行った」  ， 

と、 玄快 老人が こ はい 顏 をして 祖母に 訊ねる とさう いふ 時， 祖母 は 決して、 門 太郞に 有利な 證明を 

與 へて はくれ なかった。 . 

「さう か。 叉、 やっとる のか。 あれ 程、 堅く せえ つてる のに —— 」 

玄快 老人 は 赤くな つて 腹 を 立てた。， 夕方 家へ 歸 つてく ると， 門 太郞は 散々 に、 油 をし ぼられ た。 彼 

は Si つて 神妙に かしこまって ゐ たが、 內心 では、 決して 見つかりつ こない やうに してやって ゐ るのに. 

それが 祖父に わかる の は、 や-つばり 祖母の 內通 によるの だと、 反感 を もやして ゐた。 冷淡な 祖母 は、 

直接 門 太郞を 叱ったり 虐めたり する ことはなかった が、 一度で も 門太郞 に、 積極的な 利益 を與へ てく 

れ たこと はなかった ので ある。 さう いふ 時、 門 太郞は 何とい つても、 東京へ い つてし まつた 父 や 母が 

なつかしかった。 玄快 老人に 叱られた 晚 なぞ， 蒲圑を 冠って. ソッ と、 


「お 父つ ちゃん」 

と 呼んで 見る やうな こと もあった。 しかしす ぐ、 自分 だけ を 置 去りに して、 弟の 垣穗を つれて 上京 

した 兩 親の 片手 落な 愛情が、 うらめしく、 憎らしく、 しま ひに はた、. M ベ、 く不楡 快に たって くるば かし 

であった。 

「お 父 ちゃんた ち は、 垣穗 ばかり、. 可愛がって、 俺ら は いんだ」 

門 太郞は 床の 中で、 ひとりで 齒 がみ をす る やうな 夜が 幾度 かつ、. - いた。 

「お 祖父ち やん は、 やかまし いし、 お 祖母ち やん は、 何って つたって、 あとから 來た繼 お 祖母ち やん 

だ。 血筋が つながつ てね H ん だから、 俺ら にいい 様に とりなして くれる^ 理 はね H 11 ^ 

門太郞 は、 ，z; 分の 周圍 が， まるでつ めたい 氷の やうな 氣 がする のであった" ； J のま、 いけば、 晚か 

れ早 かれ、 自分の 一 生 は 凍死す る 運命に あるので はない かと 思 ふと、 恐ろしい 氣 がした。 何 か 活路 は 

ないかと、 模索した が 徒勞に 終った。 彼 は 次第に 息づ まる やうな 思 ひに かられ、 子供の くせに、 神經 

質な や  も すれば 焦ら. P たしい 氣 分に 引 づられ 出した。 偏狭な 武家 ノ 想に 養 はれた 玄快 老人に は、 

の 門 太 郞に與 へて ゐる 恐るべき 影響に ついては、 何も わかって ゐ なかった ので ある。 

戰 ごっこ を 厳禁され た 門太郞 は， こんど は 早 川ゃ眞 鶴の 海岸に 磯干に いって、 さざえ や あはび やと 

t ぶし をと つたり、 酒 匂 川の 若 鮎つ りの 仲 問に 加 はったりし はじめた e 玄快 老人 はさう いふ 遊び も あ 

二 七 


まり 好ましく は 思はなかった が、 あまり 何から 何まで 禁止す るの も 良い 結果 を 生まぬ からと 考 へ て、 

この 方 は、 大目に見て ゐた。 

「侍の 子が 何 だ、 侍の 子が」 

と >  玄快は 二言目に はさう 叱って 門太郞 の神經 質で 柔弱な 感じに 焦ら 焦らした。 世が 世なら、 北 村 

家の ii 流と して、 立派に 一人前の 若侍になる ところ を、 こんな ことで， 果して 多難な 前途 を 切り 拔け 

ていける かどう かと. 氣が もめて ならぬ のであった。 それな のに、 >J ちらの 氣も 知らないで、 門太郞 

が玄快 老人 を 見る ときの、 ォ ドォド した、 そして、 變に 反感 を 閃めかず あの 目 付が、 不偸 快で ならな 

かった。 

この 玄快 老人が、 突然、 中風で 打倒れ たの は、 門 太 郞が十 一 歳の 春 さきであった。 

急 を 聞いて、 快藏 夫婦 も 東京から 歸 つて 来た。 北 村 快藏は その 頃す でに 大蔵省に 出仕して ゐ たが、 

中風の 老父 を 置いて 再び 上京す るに 忍びなかった から、 一旦 大藏 省の 方は辭 める ことにして、 折 柄、 

郡縣 政治 の緖 についた ばかりの 足 柄 下 郡々 役所 上席 書記と し て，. 鄕里 にあって 行政 事務 にあた る こと 

となった ので ある。 彼 は 故老の 話に よると， 玄快老人とはぅって代っ て無ロの^；！-人物でぁったから， 

却って 人々 から、 愛敬され て、 評判 はよ かった 人 だとい ふ。 小兒の 時の 疱瘡の あとが、 うすい あばた 

づら にたって のこって ゐた。 しかるに、 後に 透 谷 はこの 父 を 評して、 傲慢 磊落の 人と いって ゐる。 他 


人の 見る ところと >  實 子の 見る ところでは * この やうに 少なからぬ 相違 を 生ずる ものと 見える。 

然し， 快藏は 郡役所に 出勤し つ、、 一方， 玄快 老人の 看病に 骨身 を 惜しまなかった。 その 效験 あつ 

て， 玄快 老人の 中風 は、 少しづつ 快方に 向って 來た。 

「すまね H な。 東京で 立派に お 役に ついて、 これからって とこで、 老 ぼれ の 俺等の ために、 勤め を 棒 

に ふって、 叉、 小 田 原 くんだり へ歸 つて 來て くれたり して。 ほんとうに、 すまん こったよ。」 

と、 病氣以 來玄快 老人 はすつ かり 氣が 弱くな つて ゐた。 

「駄目です よ。 そんな こと、 くよくよ 考 へたり しちや。 何ァ に、 東京で は、 新 政府が、 どんどん 人材 

を 求めて ゐ るんで す。 小 田 原で こそ、 士族 は 食 ふか 食 はず だが、 東京へ 出て ごらんなさい。 官員 だつ 

て 何 だって、 すぐ なれます よ。 私 だって、 いつまで 小 田 原の 郡役所の 上席 書記に 埋 つて ゐる つもり は 

な いんです。 もう 少し、 お父さんの 病氣 がよくな つて， 一人で 步 ける やうに なったら、 私 は 叉、 東京 

へ 出て、 一旗 も 二 旗 も あげる つもりです」 

と、 快藏は 元氣に 答へ た。 

「さう かい。 そんなら いい けれど。 でもな、 病氣 になる まで は、 俺 は 何とかして、 もう 一度 死 花 を^ 

かしてえ と 思って、 まあ， いろいろ、 無理 もして 來 たが、 もう その 勇氣 もね H よ。  >」れ から は、 お前 

ゃ鬥 太が たより だ。 年寄 だと 思って、 まあ， よろしく たのむ よ」 

二 九 


導 


「何です ねェ。 そんな 弱音 吐いて」 

「もう ちっとよ くな つたら、 塔の 澤の 一 の にで も、 行って 來 ようかの。 あすこの 湯 は、 昔から、 よ 

く 利く つて こったから」 

「さう です ね。 こいつに は、 湯治が 一番 だせ H ますから ね」 

父と 祖父の そんな、 憐れつ ぼい 話 をき いて ゐ ると、 門太郞 も、 今まで 憎らしが つて ゐた 祖父の こと 

が 何だか 氣の 毒になる やうな 氣 がした。 

「侍て 明治 十一 年の 春と なり， 我 やかましき 祖父 は 中風に か、 りて、 其 性質 はー變 し、 生 を叱责 する 

の 性は變 じて、 生を憐 愛する の 情と なれり。 

然れ ども、 生 は 遂に 温良なる 性質 を 養 ふの 暇 はな かりけ り。 實に生 は溫 良なる 性質 を受 くるの 道に 

は、 一度 も 接した る 事な しとい ふ も 不可な かるべし」 

と、 彼 は、 私信の 中に 誌して ゐる。 祖父 玄 快の 性質 は、 中風の 發作 によって 一 變 したが、 祖父に よ 

つ て^めら れた門 太郞の メラ ン コリ ー は、 遂に 長く、 彼の 精神に と まり、 根づ よい 反抗的 魂 を 養 ふ 

所以と なった の である。 

かくして- 門 太郞の 周圍に は， 今までの 玄快 老夫婦の 外に、 兩親ゃ 弟が ふえて、 急に 賑やかな もの 

となった わけで あるが、 と 同時に、 新たなる 複雜味 を 加へ たこと になった ので ある。 門 太郞と 父、 鬥 


太郞と 母、 門太郞 と垣穗 との、 それぞれの 關係も 亦 >  一癖 も 二 癖 も ある ものと いはなければ ならぬ が、 

とれ は 後段に 詳しく 語りたい-」 

或る日の ことであった。 

門太郞 は、 手製の 竹の 釣竿 を- せっせと こしら へて ゐた。 

これ は 前に も 一寸の ベた、 酒 句 川の 若 鮎つ りに 用 ふる 細い 釣竿で ある。 長さ は 約 六尺 位。 ところが 

一風 變 つて ゐ るの は 土地の 習慣と して この 釣竿の 先き に 垂れる^ は、 普通の 糸の 代りに、 女の 髮の. 毛 

を 用 ひた ものであった。 それ も、 未婚の 婦人の 髮の毛 程、 强靱 であると されて 生娘の 髮が 珍重され た。 

强顿 であるば かりで なく、 長さ も、 旣婚者 や 老年の ものより 長く、 使用に 便で あつたせ ゐも あらう。 

の 髮の毛 を- 二三 本 編んで、 二 尺 程の 長さなら 三つに つなぎ、 三尺 程なら 二つに つないで. 釣糸の 

代用品 を こしら へる ので ある。 これ を * 螢 になる 川む し を 餌に して、 釣る の だが、 鮎と いっても まだ 

ごく 若い ところで、 ニ寸か 三寸の ものであった。 

うまく つれる 日 は、 相當 のびく に 一杯に なり、 すぐ 燒ぃ て 食っても よし、 ちょっと あぶった の を 串 

にさして 乾して おいて、 煮 浸しに して 食っても よかった。 

少年の 力に、 恰度 頃 合の 釣であった から、 當時、 小 田 原 町の 子供の 間に は、 この 釣 遊びが、 滔々 と 

して 流行した もの だとい ふ。 門 太郞も 十二 三になる と、 もう. 濱の ST こっこより は、 この 若 鮎つ りの 


方が 面白くな つて、 友達に 誘 はれ、 ば、 好きな 本 を讀ん でゐる 時で も、 スグ 立って、 川へ 出かけた。 

た、 M、 このと き、 鬥太郞 を 悲しませ たの は、 自分の 身の ま はりに、 若い 娘が なく、 女の 髮の 毛で 作 

る 釣糸に 不自由す る； J とであった。 仕方がな いので- 普通の 糸で もって 間に合せ るの だが、 そのため 

こ、 や、 も すれば、 友達に 負 をと るので あった。 でな くと も、 はやく も 早熟な 惡童 たち は、 俺 は どこ 

そこのお 何 ちゃんの 髮の毛 を 世 貝って 來 たと 云 ひ 合って は， それ を 自慢ら し く 吹聽す るの が 味 であつ 

た e 唐人 町の 南京お こし を賣る 店の 娘 や、 高 梨 町の 質屋の 娘 や、 須藤 町の 扇屋. の 娘な ど は、 小 田 原で 

も 評判 娘 だけに、 しきりに みんなから 髮を 所望され、 それが 又、 娘た ちに とっても 一種の 見榮の やう 

にもな つて ゐた。  - 

なかには 無理矢理に、 どこそこの 娘の 髮の毛 を引拔 いて 來 たとい ふやうな 亂暴者 もあった。 又" 髮 

を くれと たのんで、 女から ことわられ るの は、 彼らに とって 無上の 恥辱と 考 へられて ゐた C 

悲しい ことに， 鬥太郞 少年に は、 髮を貰 ふ 若い 娘が 見つからなかった ばかりでなく、 彼の 性質で は 

どうしても、 女に 向って、 髮を くれた どと いふ こと は， 冗談に も 云へ ない ことであった。 

すると 或る 曰、 

「ねえ. 門太郞 さん e あたいの 髮の 毛、 上げよう か」 

と， 向う から 申出て くれる 奇特 者が あら はれた。 


門太郞 がよく 若 鮎 を 釣りに 出掛けた とい ふ 酒 句 川 は 前囘に 記した 通り、 阿佛尼の 十六夜 日記の 中に 

出て くる 河川の ことで、 舊名を 丸 子 川と いった ものと 見える。 

今日で は、 東海道線が、 小 田 原驛の 構內に 入る 少し 前に、 酒 句の 鐵橋を 通過す る。 ふだん は. 磧が 

川面に 露 はれて、 水流 は その ところどころに 靑 いやたら 縞を畫 いて 流れて ゐ る。 水の 流れて ゐな いと 

ころに は、 赤茶けた 枯^が 生えて ゐて、 南 は 川口に 近く、 相模灣 の^ 海が 展け、 北は欝 然として 聳ゅ. 

る 函嶺 を 仰ぐ ので ある。 

酒 句の 鐵橋 を. 快速 力の 電氣 機關 車が 通過す るば かりでなくて、 海岸の 白い コンク リ ー トの橋 は" 

湘南 を缝ふ 新ら しい ドライ、 ヴゥ ェ ィ なの だから、 昔 t  、が 東海道の 旅人 を惱 ました 有名な 川止めの 難 

所と は 到底、 想像 もつ きかね る 程で ある。 

昔 は、 こんな 大きな 川幅ではなかった であらう。 それにしても * 一朝 增水 となると， 河水 は 

堤防に あふれ、 濁流 滔々 と、 流域の 各地に 水禍 を 及ぼした とい ふ 話が、 何だか 有りうべ からざる こと 

の やうに 考 へられる が、 しかし、 二宮 金 次 郞の傳 など を 見る と， 酒 句の 水魔が、 いかに 跳梁 を ほし V- 

ま& にし たかは、 自 から 明らかで ある。 


「足 柄 上 郡史」 の 地誌に よれば、 酒 匂 川の 水源 は 駿河國 富士山の 東 麓で あると いふ，^ それより 須 走- 

りの 南を經 て、  竹の 下に 出で、 更に、 富士箱 根の 分水界 をな す 御殿場 町 以北の 諸 水 を 併せた ものと 合 

し， 更に、 箱 根の 北 麓を繞 つて 須川を 合せ、 やう やく、 足 柄 上 郡に 入って、 河. e: 川 を 合流す る 頃から- 

ひさ n- 

酒 句 川の 名が 起こる。 これより 南東に 向 ひ、 皆 瀨川を 併せ、 內川を 合し、 川 村 向原で 尺 里 川 を 入れ- 

• 更に 南に 走り、 川 音 川に 食して、 上 郡 中央 を 南下し * やがて 下 郡に 入って、 狩 野 川 を 合せ、 小 田 原 町 

の 東、 酒 句 村に 至って 海に 注ぐ の だ 11 幹流 程 は 十三 里 十九 町、 全 川 流路の 延長 七十 三 里 九 町に 及ぶ 

東海道 有數の 大河で ある。 

河 名の 起り は、 日本 武 尊が、 御 東征に. 際して、 龍神へ 御 祈誓あって、 此の 川へ 御酒 を そ K ぎ 給 ふた 

ところ、 其の 句 ひがな がく 消えなかった ことから 名づ けられた と傳 へられて ゐる。 叉、 ー說に は、 上 

ゲ 潮の 時 は" 水が 逆に 流れる ので、 逆 川と いったの が はじまり だとい はれ、 叉、 一 說に は、 河口が 曲 

つて ゐ もところ から、 句と いふ 字に 非ず して、 勾の 字 を 用 ふ 可き だとい ふ說も ある。 この 酒 句 川 を 越 

十のに は、 大 井川 や 富士川と 同じ やうに 川 人足の 肩に かつがれて、 川越え をした ので ある。 それが 增- 

水 四 五 尺に 及ぶ と、 川止めと いって、 交通が 杜絶され るので あるから、 殊に 長雨で， 幾日も 川止めが 

つ V  くやうな とき は、 小 田 原 宿は搔 入日で、 本陣 脇 本陣 を はじめ、 多くの 旅 舍の賑 ひ は 一 入であった. 

らうと 想像され る。 


ー體， 大 井川に しても 酒 句 川に しても、 長い間、 架橋 工事が 顧ら れ なかった の は >  1 つに 德川 政府 

の 軍事 政策に よる ものであった。 將軍家 は 一 朝 事 ある 場合に 備 へ て、 江戸に 至る 道筋の 大河に はすべ 

て 架橋 を 許さぬ とい ふ 方針に 出た ので ある。 だから、 大 井川 も 酒 句 川 も、 ある 意味で は、 江戶 域の 外 

濠と しての 役目 を 持って ゐ たので ある。 やむ を 得ず、 旅人 は 渡船 或は 人足の 助け を 受けて 川越え を や 

つたが、 東海道 盛んな りし 頃 は、 その 定額 川 人足 は、 三百 名 以上の 多數 にも 及んだ と相模 風土記に 見 

えて ゐる。 明治 初年の 頃に は、 まだ、 大きい 橋 は 架けられなかった が * 酒 句 橋 を 架ける ための 準備 ェ 

程 は 次第にす、 めら れてゐ た。 

川の 傍に 小舍が あり、 假 橋の ための 橋錢 をと つて ゐた。 故老の 話に よると- 橋錢は 一 錢 だった とい 

ふが、 其の 頃の 一 錢 とい へば 相 當の値 打で、 たと へば、 髮結 錢が當 時の 小 田 原で、 銀杏 返しが 一 錢五 

厘、 丸 まげが ニ錢， 島 田で 三錢 とい ふ 時代であった。 もっとも 明治 以前で も、 冬期、 河水の 淺ぃ時 は 

土橋 を 架けて、 川越えの 便を圖 つた； 0 とが ある さう だが、 川 人足 は、 忙しい 時 は それでも いいが， 閑 

になる と、 橋が 仕事の 邪魔になる ので、 夜陰に 乘 じて- 橋 を t はし 河水に 流された 態に して、 商資の 

繁昌 を圖 つた もの だとい. 4。 酒 句 橋に 電車が 通じた の は、 ずっと 後の； J とで あるが、 門 太 郞が鮎 釣 を 

した 明治 十二 三年 頃に は、 川 名 治兵衞 とい ふ 男が、 旣に神 奈川小 田 原 間に、 定期の 馬車 乘合を 開業し 

たとい ふ t とだし、 おそく も 明治 二十 年 七月に 東海道線が 國府津 迄 開通した 翌年に は、 國府津 小 田 原 

一一 一 五 


湯 本 間に 小 田 原 馬車 鐵 道の 營 業が 開始され てゐ る。 稳梁 工事 も 逐年に^ 步 して、 川止めの 騷ぎ も、 獨 

流の 氾濫 も >  すべ て は 一 片の昔 物語と 化して しまったの である。 

酒 句 川の 話の 序に 書く と、 二宮 金 次 郞が小 田 原 藩主 大久保 加賀守 忠眞に 見出され たのが、 酒 句 河原 

であった。 文政 元年 十一月， 忠眞 は、 領內の 孝子 節婦 奇特 者 を、 酒 句 河原に 召して 表彰した が、 この 

時， 二宮 金 次郞が 入って ゐた。 彼の 運命 は 實に酒 句 川に 負 ふ 所が 多く、 大 洪水で 堤防が 決潰し， 父祖 

の 田地が 一夜に して 流失 荒廢 したの も 酒 句 川の ためだし， 堤防 工事の 夫役に 志願し、 刻苦 勉强 して、 

藩 公に 表彰され たの も、 酒 句 川であった。 今 も 見る 酒 匂 堤防の 兩 岸に は、 金 次 郞が植 ゑた とい ふ 松の 

木が 並んで ゐて、 往時 を懷 ふよす がと なって ゐ るが、 至誠. 勤勉. 分 度. 推讓 と、 二宮の 高唱 した 四 

大乇 ット ー は、 門太郞 少年 も、 玄快 老人から 耳に たこが 出來る 程、 聞かされた ものであった。 

,麥 蒔けば 麥の草 生え 麥の花 

開きて 麥の みのる 世の中 

とか、 

めしと 汁 木綿 着物 は 身 をた すく  - 

その 餘 はわれ を 賣む るの みなり 


春雨 や 濡れて 耕す 人 こ k ろ 

とかい ふ 有名な 歌 や 句 はもと より 「人道 は 一 曰 怠れば 忽ち 廢す」 とか. 「人道 は 私欲 を 制する を 道と 

し， 田畑の 草 を 去る を 道と し， 堤 は 築 立て、 堀 はさら ひ、 橋 はかけ 替 へる を もって 道と す」 などと い 

ふやうな ァフォ リズムに ついても- 門太郎 は、 なかば 强制 的に これ を覺 えこ まされた —— 。 

しかし、 實を いへば 門太郞 は- 二宮 尊德の ァフォ リズム を 暗記 十る ことよりも- 酒 句 川の 若 鮎 釣り 

の 方に 夢中であった。 やかましい 玄快 老人の 目 を 盗んで は. しきりに 釣の H 夫 を 凝らして ゐた。 

仲間のう ちで も 腕力が つよく • 餓鬼 大將 格の 萬 次と いふ 少年 は、 何かとい ふと 文 柔の門 太郞を 小馬 

鹿に して、 しきりに 侮辱 を與 へた。 通りすがりに、 わざわざ、 門 太郞の ビクを のぞきこんで、 

「何 だ、 おい。 S 問から やって ゐて、 まだ、 たんだ， 五 匹き や， つれね H のか。 どうで え， おいらの 

は、 一 時 問で、 これ ビク 一 杯 だ、 兌ろ」 

と- 自分の ビクを 見せびらかした。 成程、 萬 次の ビクに は、 二 三寸から 五寸 までの 美事な 若 鮎が 一 

杯 とれて ゐる。 釣竿の 先き から も 二つ 結びで、 七 尺 近い 豪勢な 女の 髮の 毛が、 細身の 竹に からんで ゐ- 

る。  . 

「オイ、 何てった つて、 若 鮎つ り は、 絲 によるんだ ぜ。 若い 生娘の 髮の 毛で なくつ ちゃ、 鮎が 寄つ ち 

や ァ來ね H んだ。 おいらの はな、 南京お こしのお 金の 髮だ。 昨日、 否 應 なしに、 十本ば かり 貫った の 

三 七 


三 八 

よ。 お 利益 は の 通り、 あらた か だぜ」  < 

「へ Hl。 お金 ちゃんの かい」  • 

「さう か。 羨し いか、 門」  ■ 

「  」 

r 负け 惜しみ。 何でえ、 おめえ なァ。 そんな 絲で、 酒 句の 鮎が、 つれてた まる もんか。 どうして、 お 

めえ だけ は、 娘つ 子に 緣 がね ェんだ 。親類に だって、 一人ぐ れい は、 阿 魔が ゐる づら」 

「ゐ るよ。 ゐる けれどね」 

r ゐ るん なら、 貰へば い いぢ やね ェか。 小 田 原の 若い 娘なら、 二つ返事で くれる 害 だァ」 

「でも、 俺ァ、 いやなん だ」 

「何が よ」 

「娘つ 子に、 髮の毛 くれなん て、 男が そんな、 そんな、 だら しのね ェ こと は， どうしてもい へね ェん 

だ」 

r チ H ッ。 變な奴 だな、 門 は」 

「鮎が つれね ェ でも 仕方が ね H。 だからって、 女に 頭 下げて、 そんな もの、 赏 ふなん て、 俺ァ いや だ」 

「阿呆」 


「阿：： 木って い はれても、 俺ァ この 方が いいんだ」 

i いつまで、 坐って たって、 釣れつ こ はね H ぞ」 

、 

「いいんだ よ。 そのうちに， きっと- 釣れる やうになる よ」 

「チ H ッ * 生意氣 いって やがら」  - 

と、 萬 次に ロ穢く 篤ら れ たが、 門 太 郞は默 つて 忍耐す る ほかはなかった。 彼 は 夕方まで、 ジッ と， 

堤の 上に 炭俵 をし いて- 坐り こんで ゐ たが、 果して 萬 次の いふ 通り. ビクの 中に 獲物 は」 向 入らな か.. 

つた。  . 

彼 は- シ ヨン ボリして、 家路に ついた。 彼 は、 自分の 周 圍の綠 の 黑髮を もって ゐる 若い 女性た ちの 

^を， ボン ャリ思 ひう かべた。 そのうちの 一人に 頼み さへ すれば、 明日から でも 髮の毛 は 手に入る に 

ちが ひなかった。 

しかし. 家へ 歸 つて. 自分の 部屋に 坐る と- やっぱり そんな こと を 云 ひ 出す 決心 はっかな いので あ 

る。 萬 次に 辱 か しめられ るのと 天秤に かけて、 女に 物 を 乞 ふ 恥の 方が、 門 太郞に は、 つらかった の だ。. 

 門太郞 は、 それでも 十 尾 あまりの 鮎 を、 ソ ッと燒 いて、 玄快 老夫婦に 知れない やうに、 三 國誌か 

何 かを讀 みながら、 ボリ ボリ 啥ふ のがた のしみ だった。. 
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六 

徒然 草の なかに 「女 は髮 のめで たからむ こそ 人の 目立つ ベ かめれ」 とい ひ、 叉 「されば 女の 髮 筋に. 

て 緩れ る 綱に は， 象 も 能くつな がれ」 とい ふ 文句が あるが、 酒 句 川の 若 鮎 も、 女の 髮 の- 1^ の 不思議な _ 

魅力に ひっか、 ると、 殺される の も 知らずに、 群 をな して 集って 來 るので あった。 成程、 萬 次の いふ 

通り、 それが 酒 句の 鮎 釣の 御 定法で、 門 太郞の やうに、 普通の 釣絲で 釣って る 分に は、 競爭 にも 何に 

もなら ぬので ある。 しま ひに は、 門太郞 は、 女の 髮の 夢を見る やうにまで なった。 暗い 濠 端の 柳の 葉. 

が、 ふと 女の 髮に 見える こと もあった。 械 下町の 夜、 行きずりに、 洗 ひ髮の 女が- 洗 ひ 立ての 髮の 句 

ひ を 立て 上迪 るの を、 門 太郞は 我知らず 立 止って、 見送る こと もあった。 

斯うい ふ 矢先き に、 突然、 自分の 髮を 提供し ようとい ふ 奇特な 女が あら はれた ので あるから * 門 太 

郞 も- 4- い 辛抱が、 はじめて 報 はれた やうな 氣 がした。 女と いふの は 母のお ゆきのと ころへ、 仕立物の 

使 ひにくる おせんと いふ 十七の 少女であった。 おせん は、 同じ 唐人 町に ある. 相當の 身代の 吳服屋 の 娘 

で、 その 吳服屋 は、 隣町の 高 梨 町に ある 遊女 屋 への 出入り を專 門に して ゐ たから， 自然、 仕立物の 多 

くに. 遊女の つける 帶 とか 滅裕 とか、、 多かった。 

「ありがたう。 おせんち やん」 


感じ 易い 少年の 冃に は， はやく も淚が 光って 見えた。 

「だって、 みんな 外の 子 は、 いろんな 手 立で、 髮の毛 を 貰って るのに、 門ち やんだ けが、 いつも、 普 

通の 糸で 釣って るんで しょ。 いろいろ、 評判が 立つ てるのよ」 

「評判？ 評判って？」 

「男らしい つて、 ほめる 人 も ある わ。 巾に は、 生意氣 だって *  くさす 人 も ある けれど」 

「男らしい ので も、 生意氣 なんでもな いよ。 俺ら は 口が 下手なん だ C それだけの 話なん だ —— 」 

「う 、ん。 あたい は 前から 知つ てんの。 門ち やん はね、 女なん かに 頭 を 下げて、 髮の 毛なん か 貰 ふな 

プ、 そんな、 だらしな いこと はきら ひなの。 さう でせ う」  . 

「  」 

「さう にち が ひない のさ。 そこが 叉. あたい は氣に 入った のよ。 だから， あたいの 方から、 す、 んで 

髮、 拔 いたげ る わ。 みんなの 鼻を明かして おやり」 

「でも、 萬 次 は、 俺ら がお せん ちゃんの 貰った と 聞く と、 きっと 叉、 おせん ちゃんと こへ、 ねだりに 

来る ぜ、 あいつ、 性惡 だぜ」 

「大丈夫よ。 萬 次なら、 內證 ごと を、 あたい 聞いて るの さ」 

r 內證 事？ 誰から」 


四 二 

「山 本樓の 或る 華 魁から さ。 それ を ちょっと、 せって やれば、 萬 次なん か、 青菜に 鹽さ」 

「そい っ^う まいね」 

「でも、 門ち やん も、 もう 三 四 年す ると、 華 魁に 可愛がられる やうになる ね！ 

「そんな こた ァねェ よ」 と 門 太 郞は赧 くな つた。 

「だって、 この間 もね、 萬 次 を 頭に >  三 四 人で まだ 十五 六の 子供の くせに、 もう 山 本樓へ 遊びに 上つ 

たんだって さ。 門ち やんだ け は、 そんな 子の 眞似 を、 おしで ない よ」 ， 

「あ &、 おいら は、 いつまでも 小 田 原なん ぞにゐ はしね ェん だ。 そのうち、 お 父つ ちゃんた ちと、 東 

京へ いくんだ」  、 

「まあ、 東京、 いっち や ふの。 門ち やん は」 

かきば 

「こんど は、 垣穗 だけつれ てく つても、 俺ら、 肯 かね H んだ。 誰が 何てっても、 俺ら もつ いてい くん 

だ」 

「でも 亦、 いい 若い 衆に なったら、 小 田 原へ 歸 つてく るんだ ろ。 小 田 原で お嫁さん を 貰 ふんだ ろ： 一 

「..- んな こと  >  考 へても 見た こた ァね H よ。 それより、 俺ら、 本當 の勉强 がして H よ。 小 田 原の 家に 

は、 讀 みて H 本が ちっともね H し、 このま、 大きく なれば、 阿呆になる ばかし だ」 

「やつば り- 門ち やん は、 あたり 前の 子と はちが ふよ」 


「そん こと はね H さ」 

「だって ほかの 子 は、 そんな、 夢みたい な こと、 考へ てる 者 はあり ゃァ しない もの」 

「さう かな。 夢み ていな ことかな」 

「さう だと も。 そんな 小 田 原に ないやうな 本を讀 みたい なんて 考 へて さ。 そいで、 小 田 原、 いやにな 

つて、 柬 京へ 出たい なんて 11 夢の やうな 話に ちが ひな いぢ やない か」 

「でも， お父さん だって、 夢 を 抱いて 東京へ 出て、 すぐ、 大藏 省に お勤めに 上つ たんだ。 東京へ いく 

なァ、 御一新 このかた は、 決して 夢 ぢゃァ なくなって るんだ」  • 

「さう かね ェ。 東京へ いくに は、 どうして いくの かい」 

「横濱 まで， も うぢ-き 定期の 乘合 馬車が、 通 ふやう になる てこった。 今でも、 國府津 までい けば、 乘 

合が 出る。 横 から は、 蒸氣車 だ。 急げば 一 日で 行けち まふ」 

「蒸氣 車って、 素敵 だら うね。 あたい も 一度 乘 つて 見たい よ」 

「垣 穗の奴 は、 弟の くせに、 蒸 氣車を 知って るんだ から 瘕に 障る よ」 

「さう さう。 肝心の もの を、 話に まぎれて 忘れち やって は大變 さ」 

と、 おせん は、 指 を 自分の つむりの 中へ 差し入れ たが、 

「アツ、 痛い」 
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四 四 

と、 仰山な 聲を 立て 、、顔をしかめた。 

「どうしたの」 

「ソラ ね、 痛い と 思った、 三本 も 一度に、 拔か うとして るんだ もの」 

さう いって、 出す 指先き に は、 黑ぃ 毛が 三本 程から みついて ゐた。 

「門ち やん、 拔 いてよ」  ， 

「よし 一 - 」  。 

門太郞 は、 はじめての 經驗に 胸 を 痛く しながら、 おせんの ふさふさした 髮の 中に 手 を 入れた。 

「痛い！」 

と 女 は 叉、 低い 悲鳴 を あげたが、 それでも 一 息に 一 本拔 けた。 

「御免よ。 痛かった？」 

と、 門 太 郞は上 C した 顏を 心配 さう に、 おせんの 傍に よせた。 おせん も 赤い 顔 をして、 胸の あたり 

を、 着物の 上からで も わかる 程、 はづ ませて ゐた。 

拔 けた 髮は、 優に 三尺 五寸 はあった。 光澤 も あり、 張り もあって、 れ なら 若 鮎 どころ か、 もっと 

大きな 魚で も か \ つて 來 さうな 氣 がする のだった。 

1 本で は 足りない ので、 二 本、 三本と 拔 いた。 二人 は 段々 に 馴れて きて、 拔 くコッ も、 拔 かれる コ 


ッも わかって 来た。 おせん は、 門 太郞の 胸に- 柔く もたれて、 ジッと 目 をつ むる のだった。 、 

「その代りね、 門ち やん」 

と. おせん は、 拔き 終る と、 ちょっと あらたまって いった。 

「何 だい J 

「外の 女の子の、 貰つ ちゃ， いや だよ」  . 

と， おせん は 門 太郞の 胸の 中で、 にっこり 笑った。 その 晚、 門太郞 は、 からだ 中が 溫 まる 思 ひで、 

おせんの 髮を、 結んだり、 編んだり して、 はじめて する 御 定法の 釣 支度に， 夢中だった。 萬. を はじ 

め、 町の 惡童 どもが、 之 を 見て 何とい ふかと 思 ふと、 ゾ クゾク する 程小氣 味よ かった。 カラ リと 晴れ 

た 酒 句 河原に、 特別 仕 立の 釣竿 を かついで 出掛けて ゆく 明 曰の 曰の 得意 さは、 まことに 思 ふべ しで あ 

つた。 そして その 間に も. ジッと 目 をと じて、 髮を拔 かせた おせんの 白い 額が、 惱 ましく ソコら 中に 

>>^>ら ついて ゐた。 


おせんの 家が、 出入して ゐた高 梨 町の 遊女 屋 のうちで も、 主なる もの は、 前記 山 本樓、 或は 大阪屋 

などであった。 從 つて、 透 谷の 母の ゆきが 引きう けた 華 魁の 帶ゃ 襠も、 主として 山 本 樓と大 阪屋の 

遊女の ものが 多かった ので はない かと 思 はれる。 ゆきが、 針仕事に 長 じて ゐ たこと は、 小嶋 材木 店の 

おた つさん の 話に も 出た し、 故人に なった 新 井 ぎんさん の 話に も 出た。 ゴ リゴリ した 厚い 帶ゃ、 ふき 

の 大きい 厚 織の 着物 ゃ倆檔 を， 精出して 縫 ふと、 冬な ど は、 指先に あかぎれ を 生じて、 始終、 血 を ふ 

き 出して ゐた 位であった いふ。 叉、 ゆき は 夫 快藏と 明治 六 年に 上京した 時 も、 日本 橋の 照 降 町に 小さ 

い 吳服屋 を ひらいた ことがあつ たさう で、 働き者の ゆきの 性分が、 さう いふ 所に も、 よく あら はれて 

ゐ るので ある。 つまり， ゆきが 遊女 達の 身に つける もの を 縫った といっても、 別に 鬥太郞 の 家へ、 山 

本 摟ゃ大 阪屋の 遊女が 出入りし たわけで はなく、 おせんの 家に 註文され た 新ら しい 衣裳の 仕 立に 應じ 

た-、 けの ことで あり、 おせんが その 橋渡しの 役目 を 演じて ゐ たわけで ある。 しかし、 それにしても 遊 


女の つける 金襴の M 襟が、 始終、 北 村 {豕 のせまい？ tillll- の 中に 持 込まれて くるの だし、 仕 立 上れば、 衣 

桁に 引っかけたり もす るの だから >  御一新 前の 地味な 藩醫の 生活から 見る と、 まさに 隔世の 感が あつ 

たに 相違ない。 その 何が なしな まめかし い 風ュ： 小 は、 門太郞 のうら 若い 官能に も- 少なからぬ 影響 を與 

へた ものではなかった らう か。 

舊記 によると、 小 田 原 は古來 公娼 制度の 許可がなかった 土地で あると いふ。 前記した 更級 日記に よ 

ると、 すでに 王朝 期に、 坂 本の 宿に は 遊び 者が ゐて 旅人の 慰みと なり、 驛 路の賑 ひを來 たした 旨の 記 

錄が あるが、 小 田 に、 公然と 飯 盛 女が 許可され たの は、 德川期 も 中期 以後の 文政 年間であった。 無 

論 その 頃、 他領の 三 島 宿 や 沼津宿 はっとに 場 女郎で 有名であった し、 それらの 宿々 に 飯 盛 女の 名目 

で 陰の 賣 笑の 行爲 をした の は、 恐らくよ ほど 以前からの 事で あつたに 違 ひたい。 「明治 小 田 原 町 誌」 

の 筆者、 片岡永 左衞門 氏の 話に よると、 これより 先き、 享和 年間に、 小 田 原 宿が、 風水害 その他の た 

めに、 町民が 困窮した 救濟 策と して、 旅籠 屋に、 飯 盛 女 を 置く こと を 特に 許し 置かる、 やうに と 藩 公 

に 出願した ことがあつ たさう である。 他の 宿々 は、 場 女郎で 大 繁昌 を來 たして ゐ るの だから、 當宿 

でもせ めて、 飯 盛 女 位 は 置いて、 旅人の 足 を 引きと めたい とい ふ 趣 3a の もとに 出た ものであった らう。 

でない と、 旅人 達が 少し 位の 無理 はしても- 女郎の ゐ る宿驛 に： S つた 方が、 面白い と考 へる の は、 爭 

はれぬ 人情で もあった。 然るに- 燕 政府 は斷然 この 出願 を 却下し * 當小田 原 は 北 條早雲 治世 以來- 娃 
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四 八 

風の あらざる を以 つて、 誇りと したので あるから、 今更、 そんな 醜業 を營 ませる こと は 絕對に 反對で 

ある。 若し、 たって、 宿場が 疲弊して ゐ ると いふなら、 藩から 貸 下金 を與 へる から， それで、 經濟を 

補 ひ， 決して ri:! 盛 女 を 置く とい ふやうな. 不埒た 考へを 出して はならぬ ぞと、 きついお 達しが あるの 

だった。 で、 そのと き は それで 納まった。 しかし、 時代の 大勢に は、 遂に 抗し 得ず して、 文政 度に は 

小 田 原の 旅舍 にも、 他領 並に 飯 盛 女が 置かれる やうに なり、 慕 末へ かけて 交通の 頻繁と 共に、 逐年、 

盛況に 赴いた ので あらう。 やがて 飯 盛 女が、 一人前の 遊女と なり、 下女 兼用 を 解かれ 揚屋と 置 屋が區 

別せられ る やうに なった の は、 恐らく 安政 以後の ことで あったら うか。 それ とても、 いろいろの 制限 

ゃ條 件が 附 せられて ゐて、 たと へば、 遊女 屋に立 入る ことの 出來 るの は、 東海道 筋の 旅客 か- 他領 內 

の 者に 限られ、 御領 內の もの は 之に 近づく の を 厳禁され てゐ た。 若し * この 法度 を 破る 者が あった 時 

は、 直ちに 入牢 を 申しつ け、 五人組 はもと より 村 役人に も累が 及んだ。 その代り、 領主が 抱へ 金 を 出 

して， 遊女 を 抱へ ると いふ 奇拔な 制度で あり、 從 つて 抱へ 金 も 極めて 低く、  ； 0 の 風習 は、 明治 以降に 

も 及んで、 明治 初年の 抱へ 金 は、 一一) ケ 年で 七、 八圓 とい ふ 使廉な ものであった と傳 へられる。 

無論、 藝妓も 置かれず、 女郎が 三味線 を 引き、 置 家から 揚 家まで、 寢具を かついで 出かけた もの だ 

さう で、 それでも 遊女の あるの とないのと では、 小 田 の繁 no には大 影響が あつたの である。 

これが 御一新に よって、 藩 政府が つぶれ， 全國 劃一 の 新 政府に 統合され たので、 小 田 原の 遊女 屋も、 


天下晴れて >  土地の人の 出入りが 許される やうに なった。 今迄、 禁斷 されて ゐ たこと が、 俄に 許され 

る， となった の だから、 その 人氣は 素晴らし いもので、 舊領內 の 百姓 下級 士族 はいふまで もな く、 そ 

の 他 上級の 人士 も、 半ば 珍しい ものずきに、 押し かけた から、 忽ちに して >  超滿 員と いふ 景氣 になつ 

たので ある。 しかし- もともと、 幾多の 故障 を排 して 辛うじて 經營 されて ゐ たもの だけに. 他領の 宿 

場と は異 り、 一 つと ころに、 遊女 屋が 集って ゐ ると いふ 風の もので なく、 素 人屋 や 旅籠 屋の 間々 に は 

さまって、 遊女 屋が ボッボ ッと點 在して ゐ たのが 一 つの 特徵 であった。 大體に 於いて、 高 梨 町が 中心 

であり， 現 小 田 原の 萬 年. 町 三 丁目 附近の 所であった。 

透 谷の 生れた 唐人 町と は、 だから 恰度， 背中 合せであった。 小 田 原 女郎の もっとも 豪勢 を 極めた の 

が、 あとに もさき にも、 その 禁斷 撤廢 直後の 明治 初年であった とすれば、 透 谷の 少年 時には、 恐らく 

毎夜の やうに、 さんざめ く嫖 客た ちの 醉態ゃ 嬌態が、 耳許 近く 聞え てきた に 違 ひない ので ある。 おせ 

んの 話に 出て 来た 如く、 萬 次た ちの 悪童 共が、 まだ 年齒も ゆかぬ のに、 登摟 して、 世間の 箄 を 買つ 

たの も、 舊 藩禁壓 政策め 反動と も 見られる ので あり、 また、 明治 開化の 行 過ぎで もあった ので ある。 

現在 は、 舊 東海道 表 筋の 遊女 屋は、 全く 影 もと めず、 町外れの 新 玉 四 丁目に 移って、 新 遊 靡と なつ 

てゐ るので ある。 

これに 次ぐ、 娯 樂機關 として は、 桐 座と いふ 芝居小屋 があった。 t の 座の 起源 は 非常に 古く、 北條 

四 九 ， 


氏 時代より- 傳統 したと いはれ てゐ るが、 果して どんな もので あらう か。 

門 太 郞の母 ゆき は、 玄快 老人に まさると も 劣らぬ やかまし やで はあった が、 それでも 桐 座 だけに は 

よく 出かけた ので， 門太郞 もお 伴 を 仰せつかった。 ， 

しかし- 大久保 藩 公の スト イシ ズム は， 芝居小屋 も 亦、 娃 風の 一 つと して 排斥して- 辛うじて 郊外 

足抦 村なる 寺 町と いふ 所に 於いて、 その 興行 を 許した。 寺 町と いふと- 今 は 東海道の 酒句鐵 橋に 近い 

邊 鄙な ところで、 綠三 丁目より 更に、 鐵路を 越えて 北寄りの 土地で ある。 芝居 を 見る にも 小 田 原の 人 

は、 一 々、 隣村まで 出張し なければ ならない 位で、 況して 遊女 屋の 如き は、 旅 ゆく 人の 遊興ぶ りに も 

指 をく は へ て 傍 觀を餘 儀な くさせられ たの であった。 

しかし. 小 田 村の 桐 座 は、 その 界隈に、 有名で、 江戶 の千兩 役者 も. 一度 は 小 田； g の 舞 臺を蹄 まな 

ければ ならぬ とまでい はれた ものであった。 

桐 座と いふ 名前の 芝居小屋 は、 其の 頃、 東京に もあった が、 兩者は 別に 關係 があった のかなかった 

のか、 詳細 を 得ない。 東京の 桐 座 は、 江戶 時代に は. 市 村 座の 控櫓 として. 同座が 休業した 場合 だけ 

興行す る 例であった。 中頃、 座元で、 俳優 を 兼ねた 市 川團之 助が、 經營 難の ため 自殺して， それつ き 

り斷絕 して ゐ たの を、 明治 六 年、 三世 市 川圑之 助の 子 市 川 團彌の 名義で 再興し、 四 谷 荒木 町で 開業し 

たもので ある。 小 田 原の 桐 座 も、 明治に なつてから は、 交通の便 によって、 江戶 役者の 興行す る度數 


も 多くな り • 小 田 原 町 內の人 はもと より、 眞鶴、 國 府津、 乃至、 熱 海 あたりの 人で も、 泊り がけに， 

桐 座 見物にば、 よく 出かけた ものであると いふ —— 。 

文舉 好きの 門太郞 が、 どうして. この 桐 座 見物 を とりにがす 害が あらう。 小 田 原に 讀む 可き 本のな 

いの を 嘆 じた 彼 は. せめて、 桐 座に よって、 少年の 空想と 知識 慾を滿 たさう としたの は當然 である。 

しま ひに は、 新しい 興行の 度 毎に、 門 太郞の 方から 母のお ゆきを 誘 ひ 出す 程に なった。 

その ある 日。 

彼 は 一番 目の 幕 合で、 正面 横 敷に、 おせんが 仲間の 娘 達 三 四 人と、 一張羅 を 着飾って 見物して ゐる 

の を 見た。 門 太郞は 急に 胸の 髙鳴 るの を覺 えて、 人知れず、 頰を 染めた。 おせんの 方で は、 まだ、 ； 

ちらに 氣が ついては ゐ ないやう だった。 

二  .  . 

中幕が すむ と、 やう やく、 戸外 は 暗かった。 . 

門太郞 はソッ とお ゆきの 傍 を はなれて、 便所に 立った。 

すると 、木戸のと ころで、 何かゴ タゴタ やって ゐ る人聲 がした。 何 だら うと 恩って 近づく と、 ハツ 

とした。 萬 次 を かしらに 小頭 分の 虎 ゃ八郞 たちが、 木戸番の 親爺と、 云 ひ爭ひ をして ゐる 最中で あつ 


>  r 五 二 

た。 恐らく、 顏で 入れろ とい ふのに、 木戸番の 爺さんが、 それ を 拒絶して ゐ るに ちが ひなかった。 萬 

. ^は- おせん 達が、 見物に 來てゐ るの を 知って、 あと を 追って 來 たの かも 知れなかった。 門太郞 は、 

in^ つかって は 拙い と、 いそいで 體を、 人很 みの 中に かくした。 

用 を 足して 出て 來 ると、 恰度 二階から 下りて くるお せん 達に ぶっかった。 南京お こしのお 金 や、 は 

じめ て 小 田 原で 牛 肉屋 を ひらいた とい ふ 中 宿 町の 三 河屋の 娘た ちと 一 緒で、 いづれ も 小 田 原で 評 刹の 

娘た ちであった。 門太郞 もみな 見知 越しの 女だった。 

「あら、 門ち やん、 來てゐ たの」 

と、 おせん は 一寸 顔 を 染めながら、 明るい 聲で呼 掛けた。 

「誰と？ おつ 母さん？ 何 處にゐ るの」 

「うん。 し、 下の 高 土間 さ」 と、 門 は 少し 吃りながら 答へ た。 

「今日は。 門太郞 さん」 

と、 南京お こしのお 金 もす ぐ 傍へ 近よ つて 來て 會釋 をした。 

一知って る？ 三河屋 さんのお 樂 さん」  - 

「うん。 知って る. 一 

牛 肉屋の 娘 は、 おせんの 向う から、 首 を 下げた。 やや 年 で、 一人 だけお 光に 結って ゐた。 ほか は 


みんな、 派手な てがらの 結 綿だった。 しかし、 舊藩 時代 は嚴 格な 儉約 令が 始終 出て ゐ たので、 小 田 原. 

の 娘た ち は、 うっかり 髮 1 結へ ない くら ゐ であった。 享和ニ 年に，、 絹布 類の 着用 禁止 令が 出て 以來. 

一般 町民 は 平常 は羽錢 をつ けず、 半天 を 着て 代用し- 袴も襠 高な の は、 町役人 さへ 禁じられ、 ^の 極 

めて 低い、 平 持 を 着用した。 この 習慣 は、 明治に 入って、 風俗 上の 自由 を 得た のち も 惰力と して 殘さ 

れて 居り、 一部の ものが、 舊慣を 破らう とする のに 對 して、 やはり 批難の 目 を 向けた ものである。 片 

岡 永 左衞門 氏の 記された 所に よると 「疊 付の 下駄 は、 御一新 少しく 前から. 桐の 臺に 銀で 疊を 打ちつ 

けたる もの を 使用す る 者少々 ありし が、 極めて 希に て. 鼻緖 にも、 天鵞絨な ど は 用 ゆる こと を 許され 

ず， 中 以下の 町人 は、 多く 藁 竹 皮の 草履 を 用 ひ、 下駄の 緒 も 竹 皮 を 緩り 合した の を、 わら 緒と 稱 して.. 

專ら之 を 使用し、 子供 は、 薄き 松 杉の 臺に、 藁疊を 打合せ、 木綿 眞 田の 緖を 着けた る 草履 下駄 を 使用 

した」 と あるの を 見ても、 いかに 當 時の 小 田 原 風俗が、 節儉を 旨と した もので あるか、 く 想像され る。 

自然、 髮も大 てい は、 自分の 家で、 自分で 結 ふなり、 母子 互に 結 ひ 合 ふなり して、 女髮 結に、 わざ- 

わざ 結って 貰 ふやうな こと は、  大 へんな 贅澤 とされた ので ある。 維新 以後、 交通の 發達 と共に、 贅澤 

風が 次第に 東京の 方から 吹いて 來て、 おせん やお 樂 たちの やうに- 若い 娘が、 張 羅を競 ひ， 髮 飾りに 

うき 身 を やつす やうに なった の も、 時代の 大きな 推移 を 物語る ものであった。 現に、 ぉ樂の 家で、 は. 

じめ て資り 出した 牛肉 も、 横濱 開港 當時 は、 ごく 少量の 牛肉の 味 tis を、 藥用 として 珍重した 程度で 


五-四 

あつたと いふ。 

「今ね、 萬 次 や 虎が、 木戸で 何 か， ゴ タゴタ いって ゐ たから、 おせん ちゃんた ち も、 用心した 方が い 

ぃぜ」  / 

と、 門太郞 はいった。 

「まあ， 萬 次が 叉、 來 てるの。 顔で 入れろ つて、 かけ 合つ てるのね」 

「さう らしい」  . 

「いけない 奴。 突出して しまへば いいのに」 

と、 おせん は をし かめた。 今日はい つもより 結 綿が よく 似合 ひ、 ずっと 女ぶ りが 上って 見えた？ 

「きっと- おせん ちゃんた ちが、 やって 來 てるの 知って、 押し かけて 來 たんだよ」 

「さう かしら。 こ はいね ェ」 

と、 ぉ樂 がから だを顫 はした。 

「何ァ に、 萬 次なん かに、 何が 出来る もんか。 木戶の 様子 を 見て くるから、 待って \ よ」 

負けぬ 氣の お金 はは やく も 木戶の 方に 行き か、 る。 

「見つかる-. 一い けたいよ」 

「大丈夫よ」  . 


「ぢ ゃァ、 あたい も 行って 見て くる」  . 

と- ぉ樂も その あとに 從 つた。 で、 やう やく 門太郞 はお せんと 二人つ きりに なれたの であった。 お 

せん はいそいで 訊いた。 

「どうだった。 釣れた？ 鮎」 

「あ、. ありがたう。 釣れた とも」 

「さう かい。 それ はよ かった わ。 でも、 萬 次た ち、 何 かいった？」 

「はじめの うち は 気がつかなかった のさ。 夕方に なって、 足輕 屋敷の 八郞が 見つけ やが つて、 みんな 

して、 誰に 赏 つた？ 貰った つて？」 

「まあ、 そんな ことい つて？」 

「いは なきや、 そいつ を ふんだ くって しまへ つて、 萬 次の 下知 だ」 

「そのうち、 萬 次， が、 いきたり 俺ら の 手から- 釣竿 を ふんだ くらう とする から、 俺ら はいって やった 

のさ。 この 釣竿 だけ は， 金輪際 離す こっち ゃァね H 。 これ を 取りた けり や、 俺ら の 生命 をと つてから 

にしろ つて、 俺ら の 額が. よつ ぼ ど 一 生 懸命だった んだ らう。 萬 次の 奴 も、 さすがに、 飛び か 、 つち 

ゃ來 なかった。 その代り、 ハ 、 ン、 讀 めた。 その 髮は、 門の 阿 母の だら う。 阿 母から 貰 ひやが つたん 

だら う。 あんた 婆さんの ぢゃ、 若い 鮎 はい や だョ— つて、 はやし 立て、、 みん たして、 手 をう つて、 
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ワイ ワイい ひながら  。 俺ら 口惜しかった。 よつ ぼ ど 一思 ひに、 俺ら、 おせん ちゃんに 貰った、 くっ- 

て、  いって 退けたかった けれども、 若し、 叉お せん ちゃんに >  迷惑が 掛っ ちゃ 大變 だと 思って、 俺ら 

は、 泣きながら 我慢した …… 」 

「口惜しい ね、 こんど 逢ったら， あたいから いって やる わ。 あれ はね、 おせんの 心 を こめて I 門ち や 

ん に" あたいの 方から 賴んで 使って 貰つ たんだって。 寓 次なん かに、 指 を さ、 れて たまる もんか」 

—— おせんの 目 は、 充 奮して 薄紅く 光って ゐた。 

「でもね- おかげで、 ビクに 一 杯 とれた もんだ から、 阿 母 やお 祖母さん にまで、 はじめて ほめられた 

よ。 みんなして 夕飯に 燒 いて 食った のさ。 この 次 は、 ソ ックリ おせん ちゃんち へと ゾけ るよ 

「あ k 、 ありがたう」 ， 

「でも. おせん ちゃんと こぢや ァ、 鮎なん て 珍しく も 何ともな いんだら う。 俺ら の 釣った んぢゃ 口に 

合 はね H だら うな」 

「そんな こと あり ゃァ しないよ 」 

「食べて くれつ かい」  一 

「食べ ると もさ。 攔干 橘の 西洋 料理より、 門 ちゃんの 釣った 鮎の 方が、 あたいに は 甘味し いの さ」 

と， おせん は、 色つ ぼい しな をして、 . いった。 


三 

欄干 橘の 西洋 料理と いふの は >  小 松屋と いふ 家の ことで、 明治 三、 四 年頃に はじめて この 家で 西洋 

料理が 開業され たとい ふ 記錄が 見えて ゐる。 

もともと- 小 松屋と いふの は、 馬車. M であった。 明治 初年から、 橫濱の 外人ら が、 馬車に 乘 つて 箱 

根に 遊ぶ 途中、 小 田 原で 一泊す る 際， 西洋 料理の 需要 多き を 察して、 この 馬車 宿が 試みに はじめた も 

のであった。 だから、 ^ら 外人 用であって， 小 田 原 町民に は緣 のうす いもので あつたが、 それでも 土 

地の 新ら しがり や は、 小 松屋の 洋食 を 食 ひ- 三 河屋の 牛肉 を 買 ふの を以 つて 大いに 見榮と 心得る もの 

も少 くはなかった。 

當時小 田 原 は、 外人ば かりで なく、 新 政府の 高官 達 も、 しきりに 箱 根へ 入 に 出かけ， そのたび に、 

必ず 小 田 原に は 宿泊した もので、 昔の 參勤 交代の 時代 は 十ぎ たが、 小 田 原の 旅籠 は、 又 新ら しい 話題 

に惠 まれた。 三條 とか 木戶 とかい ふ 明治維新の 大立物 はもと より、 山縣- 伊藤、 大隈- 西 園 寺の 歷々 

も、 よく、 小 田 原に 馬車 を駐 めた。 伊藤 は その後^ 浪閣を 立て. -、 しばらく、 小 田 原に 移 居した こと 

が あるく らゐ である。 

藤 公詩存 に、 
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己 丑 十月、 辭樞府 移 居 相 海 之濱. 

結 茅截樹 以居焉 

厳 谷 誠 卿 送 洽浪閣 三 字 揭諸 門榻援 筆自題 

と ある。 己 丑と いふの は 明治 二十 二 年の ことで あるから、 門 太 郞のゐ た 頃に はま だ^ 浪閣は 存在し 

なかった。 恰度， 西 村 氏の 養生 館の 一軒お いて 西 隣り だった さう で、 明治 二十 五六 年の 頃の 「小 田 原 

繪圖」 に は、 伊藤 邸の 在が 明示され てゐ る。 このぬ 浪閣 で、 日本の 民法が 起草され たこと は 有名で 

ある。 當時 帝國大 學敎授 であった 穗積陳 重、 梅 謙 次郞、 富 井 政 章の， 三法擧 博士 は、 民法 起草 委員と な 

つたが、 伊藤 公 は、 洽浪閣 を 三 博士に 提供し、 靜 かに その 想 を 練ら しめたの である。 これ はかって 伊 

藤 公 自身が， 三 浦 半島の 金 澤の夏 島に 立籠って、 帝國 憲法 を 起草した 思 出に 做った ものであった。 

そんな 次第で、 舊 弊な 小 田 原人 は、 牛肉 を 喰ったり、 洋食 を 食べたり する の は 一種の 異端であった 

が、 どんどん 東京から お客さんが 入り こんで くる 以上 は、 牛肉 も 必要 だし、 洋食 も 食 はせ なければ な 

ら なかった であらう。 小 松屋 も 三河屋 も、 自然、 外人の ためなり， 遊山 客の ためなりの 應待 設備と し 

ての み 存在理由 があった わけ だし、 牛乳の 如き は、 特に 明治 五 年、 勸農局 か. ら 5^ 牛 三 頭を货 下げられ 

て， 獎勵 された とい ふ。 しかし、 何分に も， 少数の 外人 や 高官の ためだけ の 商 費で は、 繁閑の 差が 大 


きいので、 やって いける もので はない。 

小 松屋の 如き も、 一時 は 流行した が、 地元の 客に 地盤がない ので、 次第に 凋落し • やがて は 店を閉 

ぢた。 建物が 洋館だった ので、 そっくり、 それ を 警察署に 賫 却した の も 皮肉で ある。 ■ 

その後、 西洋 料理 は- 三 河屋の 方に 引つ いだが- この 方 も 料理の 出來る HI と出來 ない 日が^る やう 

な 始末で、 小 田 IS に 於け る 西洋 料理 はかくて 明治 末年まで、 一進一退の 有様 をつ けた。 そんな わけ 

だから、 小 松屋の 西洋 料理より、 門 太郞の 釣った 酒 句の 鮎の 方が サ味 しいと いはれ たの は- 大變な 讚 

辭と いふべ きであった。 

そこへ、 ぉ樂 とお 金が 歸 つて 來た。 

「やっと、 歸 つてい つたの よ。 木戶番 だけ ぢ や、 押 返され さう なんで、 樂屋番 の 松つ あんまで 出て， 

とうく、 歸 したの」 

「いい 氣味 さ」 

と、 お 樂は笑 ひながら、 門太郞 とおせん の 樣子を 、 うろん 臭 さう に 見た。 

「大丈夫 かしら。 歸り 道。 待 伏せ をして ゐ ると いけない けれど」 

おせん は 心配 さう にいった。 

「大丈夫。 迎 ひがく るから」 
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、さう さう。 三河屋 さんと この 若い 衆が ついて くれば、 こ はい ものな しね」 

と、 おせん は 安心した。 

「門ち やん も 一 緖 にお 歸り」 

「でも. 俺ら- 阿 母が 一 緖 だよ」 

「い 、ぢ やない の。 小母さん も 一 緖で。 みんなして、 賑やかに いけば、 余計- 安心 だもの。 竹の 花 ま 

でい けば、 もう、 こ はい こと はない さ」 

r ぢゃ、 さう しょう。 その代り、 俺ら、 大喜 利の 所作まで、 全部、 見て 歸 るんだ よ」 

「あ \ いいと も」 

高く 柝が嗚 つた。 二番目の 世話物の 幕が あくの だ。 出し物 は、 近頃 東京で 流行の 散 切物で ある。 門 

太郞 とおせん たち は 歸りを 約束して、 上と 下 別れた。 . 

花道に 近い 東の 高 土間で は、 おゆきが 門 太郞を 待ち あぐんで ゐた。 . 

「どうした のさ。 どこ へ い つたの さ。 おつ 母さん、 隨分、 探した よ」 

「おせん ちゃんに 逢った もの だ-から」 と. 門 太郞は 正直に 答へ た。 

「おせん ちゃんに —— おせんち やん- どこに 來 てるの さ」 

.「 あすこ さ。 正面 梭敷 さ。 三 河屋の 娘た ちと 並んで ゐる」 


「え k  、どこ」 

と- おゆき は 正面 桟敷 を 見上げた？ 向う でも 氣が ついて ゐて、 上から おせんが、 小 腰 を 上げて 挨桜 

した。 おゆき も、 あわて 、首 を 下げた。 

「大層、 まあ、 おめかしで。 ぉ化駐 すると、 さすがに 綺麗 だね。 あれで、 十七 かい、 十八 かい」 

「十七で せう」 

「お前 も 仲々 詳し いんだね。 若い 娘の 年まで 知って るなん て」 

「だって、 阿 母さんが 訊く からさ。 鎌 を かけた のかい。 いやな 阿 母さん だな ァ」 

 しばらくして 叉 母のお ゆきが い つた。 

「さう いへば、 お前ん とこに ある 釣竿ね、 あの 髮は 誰に 貰った のさ。 この間まで、 なかった のが、 急 

に、 あ、 して 誰の か は 知らないが、 貰つ • て來 たらしい 一 

「よしと くれよ * 阿 母さん。 俺ら、 娘つ 子に そんな もの 貰 ふ 程、 まだ 根性が 成り 下って やしないよ」 

「そり ゃァ いい。 貧乏 はしても、 お前 だって、 武士の 伴 だ。 でも >  そんなら- どうして 手に入れ たの 

さ」 • 

「くれって いったん ぢ やね H。 向う から 使って くれって、 わざわざ、 くれたんだ」 

「おせんち やんだ ね」 と、 おゆき は 圖星を さした。 
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「でも、 まあ、 そんなら いい。 これが 若し、 門の 方で- 頭 を 下げて、 汚ら はし いぢ やない. か、 そんな 

女の 頭の ものなん ぞ、 貰ったり したと 聞い ちゃ ァ、 このお つ 母さんが 承知 出來 ないから ね。 わたし は 

そんな 意氣 地の ない 子 を 生んだ 覺ぇ はな いんだ もの」 

「いいよ。 わかった よ。 さあ、 幕が 明く よ」 と、 門 太郞は 舞臺の 方へ 向き 直って いった。 

大喜利 は、 常盤津 の 所作で、 賑やかに ハネ た。 

戶外 は、 青い 月夜だった。 晝 前からの ％ /居 見物に、 すっかり. 一 几 奮した 頭に、 川の 方から 吹いて くる 

風が、 ひい やりと 心よ かった。 

木戶を 出て、 二三 間 先き に、 おせんた ちが 待って ゐた。 

「お母さん. 今晩は」 と、 おせんの 方から 聲を 掛けた。 

「おや- おせんち やん。 面白い お 芝居で したね」 

「小母さん もお 芝居お 好きね。 でも 〇〇 はやつ ばり、 うまい 役者で 十ね」 

「東京で も 見ました よ。 新 富 座で ね。 そり や 豪勢な ものです よ」 

みんな は 速 立って 步 いた。 門太郞 はお ゆきと おせんの 間に はさまって 步 いた。 ぉ樂の 傍に、 三河屋 

の 店の 者が、 用心棒 格で ついて ゐた。 


「さう さう。 明日 仕立物 を 又お 願 ひに 伺 ひま 寸ゎ」 とおせん がいった。 

「はい。 いつも 御世 話さんで ござんす ね-一 

「こんど はね、 大阪屋 のお 職の 註文で、 わざわざ、 京都まで 染めに やった ものなん です よ。 柄 も 思 ひ 

きり 奇拔 だし， 染 上り もとても 綺 匿に 出来ました よ」 

「まあ. そんなお 値 打の もの、 私なん ぞに 縫へ ます かしら」 

「あら、 小母さんたら、 何 だって 大丈夫で すよ。 小母さんに 錢 つて 頂く の， 華 魁た ちみん な 大人 氣で 

すって さ」 

「おせんち やん も、 口が うまくお なり だね」 

と- おゆき は 照れて いったが、 惡ぃ氣 はしなかった。 門 太 郞は步 きながら、 何となく 樂 しい 氣 持ち 

で 月の ある 靑ぃ大 {仝 を ながめた。 

ノ  . 

石 坂美那 子に 宛てた 透 谷の 手紙の 一 部に、 

「生の 父 は， 封建 1! 度の 下に ありて、 嚴 格なる 式禮の 間に 成長した る 人た るに は あらず。 傲慢 磊落の 

氣風 あれ ども * 或る 一 部分に 至りて は- 極めて 小なる 所 も あり。 明；^ 十 一 年、 祖父の 中風 病に か 、る 
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や- 直ちに 官を辭 して 鄕里 fc 歸り. 爾後 七 年間、 孝養 をつ くして 怠る 所な く、 是が ため、 僅かの 財產 

も 消費し 去れ ども， 意に 介せ ざる 如き は、 其の 小心なる 一 例なる ベ し。 

又、 生の 母 は， 最も 甚 しき 神經 質の 恐るべき 人間な り。 

一家 を修 むる にも、 唯お のれの 欲する 如く、 己れ の畫き 出せる 小さき 模範の 通りに、 配下の 者 共 を 

處理 せんとす る六ケ しき 將軍 なり。 

さて、 生の 神經の 過敏なる 惡質 は、 之 を 母より うけ、 傲慢 不羈なる 性 は、 之 を 父より 貰 ひたり。 

言を換 へて 之 をい へば、 丁度、 五分と 五分の 血 を 父母より 受けて、 此の世に あら はれたり。 

(略) 生の 血統 中には、 溫 良なる 性質 を もつ 者 は 一 人 もな し。 況ゃ、 生の 父 は 傲慢 落の 人に して、 

生の 母 は 極めて 甚だしき 祌經 質なる に 於て を や 11 」 

と、 書いて ゐる。 父が 傲慢 磊落で、 母が 神經 質の 恐るべき 人間で あると は、 くり かへ して 述べる と 

ころであった。 この 手紙 は、 明治 一 一十 一 年の 八月 十八 日の もの であるから、 透 谷 はこのと き 一 一十一 歳 

になって ゐる。 そして 美那 子と 戀 愛の 最中に あって 書かれた ものと すれば、 その 兩親觀 が 直ちに 幼少 

時の それ を その ま 、に傳 へた ものである かどう か は 疑 はしい。 現在の 戀愛 問題に よって、 微妙に ま 配 

されて ゐる 目で、 昔の 父 を 見、 母 を 語る ので あるから、 そこに は、 多少なら ず 歪曲 的な 見方になる の 

は、 止む を 得ぬ ことか も 知れない。 おゆきさん を 目して、 六ケ しき 神經 質の 將 軍と 評する の は、 昔の 


母に 當る 言葉 か、 現在の 戀愛 問題 を 通して、 透 谷と 對 立し 易い 女 將軍を 評する 言葉 か、 その へんは 單. 

純に いかない ものが ある。 

先 日 も 透 谷 の わすれ 形見 で ある 堀越英 子さん の 話 を M いて ゐ ると， 透 谷 をし て 青年 文豪た らしめ た 

もの は、 一に も 二に も、 おゆきさん、 つまり 英 子さん のおば あさんの おかげで あり、 透ハ <n の傳記 を も 

のす るなら、 是非、 この 母の 影響と いふ 點を强 調して 貰 ひたいと いふ ことだった。 私 も- 遺族た ちの- 

この 信念の ある 傳說 を、 大いに 率直に 認める ことに、 吝か ではない。 

しかし、 さう いふ 積極的な 影響が あった こと は 認める として、 それが 透 谷の 胸に まっすぐに 響く こ 

とも あり、 響かぬ こと も あり、 時には、 あの 强ぃ 支配力に 抵抗し ずに は ゐられ なかった こ ともあれば- 

心中 ひそかに 不快の 念 を 禁じ 得なかった こと もあった らうと いふ； J と は、 察せられ るので ある。 この 

手紙 を 書いた 頃 は、 石 坂美那 子との 戀愛 問題で、 殊に 利害 を 異にして ゐ たので、 可成り 思 ひ 切って、 

おゆきさん を こき 下して ゐる 個所 も あるが、 その 誇張 を いくらか 割引して 考 へても、 幼少の 透 谷が お 

ゆきさん の嚴 格な 仕 打 を、 その ま、、 ありがた いと 心得て ゐ たか どうか。 や、 も すれば、 

「お母さん は、 おら ァ より、 垣穗の 方が 可愛い くって なんね H んだ」 

と， 不平 を らし、 背々 した 氣 持ちに させられた りする ことが 多かった ので はない か。 だから 遣 族 

達の 傳說は 根本に 於いて 正しい としても- 透 谷 自身の 主觀 では、 しかく 信じ、 しかく 服し、 自己の 成. 

六 五 


人 をす ベて 母の 丹精 一 つに よる ものと して 感謝の念 を藏 して ゐ たか 否か は、 隨分 怪しい ものであった „ 

透 谷の 手紙 は 更に 續 けて 曰く、 

「生の 父母 は 祖父 を 助けん として (註， 明治 十 一 年、 祖玄 快、 中風 病に か、 りたる によりて) 東都よ 

り歸り 来れり。 

生の 活潑 なる 心に 仇す る こと は、 生の 母の 祌經 質より 甚 しき はなし。  ， 

叉、 生の 母 は 普通の アン ピション を 抱け り 。 

則ち 生 をして、 功名 を 成さし めんと 思 ふの 情 切なり ければ、 每夜 十二時 頃まで も、 窮屈なる 書 机に 

向 はしめ. 母 自身 は 是れが 看守 人たり」 

と、 口 をき はめて 書いて ゐる。 普通の ァ ン ビ シ ョ ンとは 何 をい ふの か。 透ハ介 自身の 主觀 する それ は- 

恐らく 特別の アン ビシ ョ ン であり、 その 頃の 一 般 的な- 世間 的な 野心、 出世 慾、 功名心 等 を さして、 

普通の アン ピション といった もので あらう。 おゆき さんの 人柄 は、 几帳面で、 やり 手で， 努力家で あ 

つたから， 門太郞 少年に， 生 來文柔 の 風の あるの を、 面白から v> 田ぬ つたこと は、 侍氣 質の 玄快 老人と" 

同様であった。 かう いふ 少年 を、 將來， 一 かどの 人物と して 大成させる ために は、 何よりも、 きび レ 

い 敏鍊を 加 へ る ことが 必要 だと 信じて ゐた おゆきさん は、 や 、も すれば 門 太郞の 心に 喰 ふ 自由と か 

不撿 おとが 怠惰と かいふ 惡德 が、 最も 禁忌す ベ きものと された ので ある。 


毎夜 十二時す ぎまで >  窮屈なる 書 机に、 と ある 如く、 それ も 侍の 子弟ら しく. 挎を 着用 させて、 根 

の 間に 正坐せ しめる の を 常と した。 北條早 雲、 二宮 尊德、 大 久保忠 世、 中垣 秀實ら の 故事が、 鄕 里の 

美談と して、 いつも 門 太郞の 頭の 上に のし か、 つて 来た。 文柔の 少年の 魂に、 これらの 美談 を ふきこ 

んで 修養の 資 たらしめ ようとす るの が、 おゆき さんの 念願であった。 門 太郞の 目に， 毅然た るお ゆき 

さんの 態度が、 女 看守 人の 如く 映 じたの も 無理から ぬ ことだった。  - 

「また、 母 は、 婦女子の 性と して、 活 澄なる 擧 動- 遊戲を 好まず して、 生 を^ 縛して、 殆ど 諸ろ の 頑 

童ら との 交通 を絕 しめたり。  . 

生の もっとも 苦しく 思 ひし は、 彼の 戰鬪戲 を なすこと を 得ざる にこ そ。 

. 生の 歷史 小說 (ヒ スト リカ ル . ノべ ル) を 好む や， 英雄 豪傑の 氣風を 欽慕して、 寝ても 起きても- 

其 事ば かり 思 ひつ、.^ けて >  いつも 己れ の 一身 を、 是らの 英雄の 地位に 置かん こと を 望み 居け り。 

且つ ，叉、 生 は 旣に考 へ 深 かき 小兒 となり たれば、 諸兒の 如く， 笑ひ舆 じて 愉快に、 光陰 を 送る とい 

ふ 事出來 ず。 

最も 爽快に して 豪放なる 遊戯に あら ざれば、 樂 しみと 思 ふこと 能 は ざり し」 

と ある 自白に よっても、 旣に透 谷が、 年少に して、 英雄 浪曼の 志 深く、 や \ も すれば 自分の 一身 を- 

英雄の 地位に 置いて 考 へたがる やうな、 後年の 透 谷の 文學 精神 を勞髴 させる 壯烈な 創造の 魂が、 こ、 
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にも 夙に 芽生えて ゐ たこと を 知る ので ある。  .， 

鋭敏なる がた めに 客觀 的に は、 文柔の 風と 見えた 門 太郞の 胸奥に は、 文 柔とは 懦弱に あらず、 寧ろ 

英雄の ほ だ 火を藏 して ゐ たので あつたが、 玄快 老人 もお ゆきさん も- そこまでの 深い 觀察 はし 得ない 

で、 た、 く、 近所の 子供と 交際す る ことで 碌な こと は覺 えない。 うかう かして ゐれ ば、 早熟な 子供に そ 

その かされて、 御一新 以來の 文明開化の 新風 を はきち がへ た、 自由 放埒の 懦夫 となる ことば かり を懼 

れ たから、 先づ、 さう いふ 頑 童ら との 交際 を遮斷 し- 從 つて、 彼の 好む 戰 ごっこ も 之を嚴 重に 禁壓し 

なければ ならなかった のであった。 

叉、 其の 私信に 曰く、 

「生 は 父母、 祖父母、 みな、 愛情に うすき 人々 なりと 思 ひこみ たれば、 生 を 親愛す る 者 一人 もな く、 

人生の 價値 とすべき 所な しと 考へ 居け り。 

是れ 則ち、 後に 生 をして 氣欝 病を發 せし むべ き 最大なる 原來 なる ベ きか」 

と。 更に つ ヾ けて， 

「此に 記憶すべき 一種の 幸福なる 事 あり。 其 は 他なら ず。 生の 母 は、 生が 小說を 好む の 癖 ある を 嫌つ 

て、 堅く 之 を 禁制せ り。 若し 生に して 依然 小 說を讀 むの 權カ ありて、 全く 身 を アン ピションの 極度に 

踏み こまし めば、 其 結果 は、 實に 如何 ぞゃ。  - 


諸ろ の 英雄 の 少時に よく ある 例なる 自死を 試み るに 至らん こ と、 必 せり」 

と、 自ら 大いに 戒めて ゐる。 則ち、 おゆき さんが、 透 谷に 小說を 禁じた の は、 むしろ 勿怪の 幸 ひで 

あつたので， 彼の 年少 時に、 若し- 思 ふ 存分、 小 說を讀 み ふけり- 自己 を歷 史的 人物、 小說的 英雄に 

なぞら 〈る 極端な 野心 的 空想に 心 を 奪 はれて ゐ たら、 透 谷の 自殺 は- 恐らく 更に 十 年の 壽命を 縮めた 

ので はない かと. 彼の この 一文に 揣らず も、 その後に 起った 運命の 破 壌 を， ：！ 問自 答して ゐる 形で ある。 

或は 然 からん 或は 然 から ざらん。  * 

門太郞 は、 英雄 崇拜 家であった から、 桐 座 見物に 行っても、 二番目の 世話物の 舞臺 より は、 一番 目 

の 時代劇 か、 中幕の 傳說 的、 空想的 材料に よる 歷 史劇の 方が 好きだった。 世話物の うちで は、 濡れ場- 

の 多い 人情 もめより、  キビ キビした 白浪 ものの 方が 見 ごた へが ある やうな 氣 がした。 玄快 老人 やお ゆ 

きさんの 嚴 格な 鎖に よって 侍氣 質に 反感 を もやして ゐる 門太郞 は、 助 六と か、 If 隨 長兵衞 とかい ふ俠 

客が、 侍 を 向う に 廻して、 痛快な 疾呵 をき るの を、 まるで 自分の ことの やうに、 共鳴して ゐ るの だつ 

た。  ， 

桐 座 見物の 翌日、 おせんが 前の 晩の 約束 通り、 大阪屋 の 華 魁の 新ら しい 衣裳 を もって 來 たと きも I 

>  六 九 
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「どうも 芝居 を 見る の もい いけれ ど、 門太郞 が、 すぐ 役者の 眞似 をす るんで ね。 そら、 兒雷 也の 早替. 

りんと こね。 今朝 も 何して ゐる のかと 思ったら >  印 をむ すんで 緣 側から 飛 下り るんで すよ。 ほんし 一. 

に 困った 子です」 

と、 おゆき は 不相變 口小言 をい ふので あった。 

華 魁の 衣裳 は、 ごり ごり した 地の いい 縮緬に、 大膽な 色 をつ かった 花模様の、 目の さめる やうな 染 

上りで、 やがて それが 美事に 仕上った とき は、 大きな 衣桁に 打 懸けて、 中風で 寢てゐ る玄快 老人まで 

が、 物好きに 匐 ひながら のぞきに 來 ると いふ 驟 ぎであった。 地 もよ し、 染も よし、 それに もまして、 

おゆきの 針 は、 一寸 一分の ゆるみ もな しに、 ぴったりと こくの ある 縫 上り を 見せて ゐた。 どんな もん 

です、 と、 おゆきの 鼻 は 高かった。 

「滅法， 素敵な 衣裳 だ」  . 

と、 郡役所から 歸 つて 來た 快藏も 驚いて ゐた。 

「ほんと にさ。 大久 保樣の 時代と は、 すっかり 世の中 も變 つた もんだ。 女郎が こんな 贅澤な もの を、 

身に つける やうに なり ゃァ がつ たんだから  」 

と、 玄快 老人 は 床の 中で 述懐した。 

「この  一 二 年 こっち は、 素 町人で も 誰でも、 羽織 をつ ける、 袴 を はく。 雨が ふれば、 すぐ 蛇の目 を r. 


したがる ，t 

と 快藏も 相槌 をう つた。 

「さう さ。 あの 蛇の目 は、 An はお 前- 侍で も 身分の ある 者に 限って ゐた。 町人 は， 番傘で 結構な のさ。 

日傘 だってお 前、 町役人に 限って、 ^扇って 奴 をお 前 • つまり 尺の 畏げぇ 扇 さ- それ を かざして 步ぃ 

たもんだ。 坊主 は 竹の 笠よ。 町人 は頻 冠り をす りゃァ それでお 前-苦情 をい ふこと はたかつ たもの さ」 

「何しろ. 御 天守 もこ はせ- 黑 船に 備 へた 砲 臺も取 外せって、 時代です もの。 女郎の 氣位 も- 昔と は. 

大分ち がって ゐ ませうな」  - 

「ほんと にさ C しかし あんまり- 華 魁の 惡ロ も- 大きな 聲 では 云へ ねェ のう。 華 魁た ちの 楠椅 のお か 

げで、 今 ぢゃ食 ひ 扶持の 足し前 をして ゐる 次第なん だから」  . 

. 「さう い へ ば さう です ね」 

「ほんと にさ >  は、 --」  ,  • 

と、 玄快 老人 は、 淋し さう に 笑った。 

「就い ちゃ ァね、 お 父つ あん」 

と >  快藏は 一 膝の り 出した。 

「何 だね」 


r 實 はこの 間から 考へ てるんだ が、 まあ、 今の 分 ぢゃァ お 父つ あんの 病氣 も- 大分い ぃ鹽 梅に なって 

來 たやう だし、 私 も のま、 いつまでも- 足 柄 下 郡々 役所 上席 書記で、 埋まって しま ふな ァ- 殘念だ 

しする から …… 」 • 

r  一 

「もう 一度ね- 東京へ 出て 見たい と 思って るんで すよ 一 

「さう か — 」 

玄快 老人の 聲は、 しかし- 何故か 深い 感慨が 潛， む やうに 響いた。 いつも、 自分の 病氣 のために， 大 

藏省を やめさして、 息子 を 小 田 原 へ つれ 戻した の を、 口 では， 十 まね H  、 すまね ェ とい つて ゐ ながら 

も、 骨身 を 惜しまぬ 息子の 看病が 何よりも うれしく つてた まらず、 そのせ ゐで、 頑 同 一徹の 性格まで 

が、 少 からず や はらいだ 程の 玄 快であって 見れば、 息子が 再び 東京へ 出る の を- 理性で は 喜べ ども、 

感情で はた、：^、 悲しい、 佗しい 溜息が 出た。 透 谷 もい つてる やうに、 全く、 中風 罹病 以來- 玄快 老人 

の 性質 は 一 變 した。 人 なつこい 年寄の この 未練が 息子 や 孫に 別れと もない * ので ある。 で、 

「さう か  」 

といった ま、、 しばらく、 親子の 間に は 沈默が 流れて いった。 やがて、 

「そり や あ、 お前の 身の ためだ。 でな くと も、 俺 はお 前にす まね H と 恩って ゐる。 老 ぼれ の 役立たず. 


め 看病に、 若い 出世 盛りの 身體を 棒に ふらした なァ、 何とも 申譯 がね H。 日頃から、 さう 田 5^ つてる」 

「お 父つ あん。 そんな こと をい つち や、 困ります よ」 

「いや、 よく、 看病して くれた。 おゆき も、 よく 働いて くれた。 おかげで、 病氣も 大分、 輕く なった- 

そのうちに は、 塔の 澤の 1 の F おへ も 行ける こったら う。 さう とき まったら、 一 日 も 早く. 東京へ 出る 

がいいよ」 

「ありがたう ございます。 お 父つ あん。 それ ぢゃ、 氣 持ちよ く、 又 東京へ やって 莨へ ます か」 

「氣 持ちよ くも 何も あり ゃァ しない。 心の こりな く、 東京へ 出て， 思 ひきり、 働いて おくれ。 で、 東 

京ぢ や、 何ぞ， 仕事の あてが あるの かい」 

「四 五日 前でした が、 大蔵省の 友 から 手紙が 來て. 自分の 方の 課が、 今、 人 不足で 困って ゐる しす 

るから * 若し、 貴公に 復職の 意志が あるなら、 自分の 方で、 然るべ く、 斡旋し で やっても いい —— そ 

んな 意味の 知らせが あつたの です」 

「さう か。 そり ゃァ 渡りに 舟 だ。 さう いふ 折 を 見 はぐつ ちゃ ァ いけね ェ」 

「と、 實は、 私も考 へた もんです からね」  一 

「それにしても、 家 は あるか」 

「そいつが、。 叉、 一難 題です が、 こんど 住む としたら、 日本 橋よ か、 煉瓦です た、 思 ひ 切って 出る と 
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こへ 出ない ことに は、 やっぱり、 快腕 を ふる ふわけ にいき ません から」  - 

「煉瓦た あ、 豪勢 だな」 

「ところが、 大した こと はな いんです よ。 どうせ、 內 職が てら だから」 

「ふうん。 それ もよ からう。 子供 も 大きくな つて、 手が か&ら ない の だから」 

「まあ、 こんど は、 內職 といっても、 あんまり 骨の 折れない もの を考へ るんで すな。 煙草屋ぐ らゐが 

いいん ぢ やないで せう か」 

「ほんと にさ。 おゆき だって、 あんまり、 我 精 (がせい) に 働かせるな ァ、 氣の毒 だ」 

「何ァ に、 あたしの は、 性分です から、 働いて ない と、 氣 分が ふさぐ 位です から」 

と、 それまで 默 つて 傍に ゐた おゆきが、 このと き はじめて 口 を ひらいた。 

「それに、 こんど は、 鬥太郞 も 連れていか うと 思って ゐ るんで ね」 

「さう かい。 門 もつれて いくの かい」 

「急に みんなで 引上げち まって は、 ほんと に、 お父さん もお 淋しいだ らう けれど —— 」 

と、 おゆきが 如才なく いった。 

「その代り、 あれ は 弟と ちがって いろんな 氣風ゃ 流行に、 感染し 易い 性質 だから、 よつ ぼ ど、 監督 を 

巖 しくし なくち ゃァ いけない と 思って ますよ」 


「そり ゃァ さう だ。 垣秘 とちが つて、 門 は なかなか、 神經が 立つ 方 だから、 東京の 惡ぃ 風に 染まる と， 

一 たまり もね H やうな ことになる ぜ」 

「何しろ， 今 だって、 なかなか， 親の 目 を盜む 方です から。 よつ， ほど. 帳面に 育てない と、 とんで 

もない ものに なり かねません よ」 

「しかし、 お前み たいに、 がみがみ いふの も， よしわるし さ」 

と， 快藏 がち、 よつ と 横槍 を 入れた。 

「どうして、 どうして、 門 はね。 あなたの 考へ てる やうな、 大人しい 兒ぢ やありません よ。 變 な小說 

は讀み ふける。 女の 兒 ともつ きあつて るし、 默 つて ゐて、 何を考 へて るか 知れた もん ぢ やありません- 

あ k いふ 子 は、 始終、 監督の 目 を 休めずに 見て ゐな いと， ちっとも 油斷 は出來 ません よ。 あたし も 口 

がすつ ばくなる 程、 隨分 いってき かせ、 もっと、 堅 儀の、 几帳面な 性質に なほして やらう と 思って る 

ん です けれど、 ほんの 三日坊主 でね。 すぐ， 叉、 もとへ 戾っ ちゃ ふんです もの」 

「いや- いや、 叉.， 東京へ 出れば 出る で、 氣が變 つて、 それ もよ いか もし れんて、 東京 は どこの 小學 

校へ 上る のかね」 

と、 玄快 老人 はとり なす やうに いった。、 

「數 寄屋 橋の そばに、 大變 いい 小學 校が ありま すんで。 そこへ 入れ、 ばいい と 恩って ます」 
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r さう か、 そり ゃァ いい」 

「泰 明って 小舉 校です がね * . ^式の 敎 育法 を 施して ゐ ます， 校長の 谷 口と いふ 人が、 東京で、 先づ第 

一等の 教師と しての 評 刹 をと つて ゐる 位です から」 . 

「門 太郞 も、 さう いふい いお 師匠に ついて、 擧問 をしたら、 惡 いところ も德め 直す； U とが 出來 ませう 

よ」 

と、 おゆきが 云った。 

「さう か、 それ ぢゃ何 だね。 こんどの 東京 行 は、 快藏 自身の ためば かしで なく、 門 太郞の 身の ために 

もた るこつた —— こり や 大變、 芽 出たい つち や」 

と- 玄快 老人 も 大いに 滿 足して いった。 門 太郞は 父母と 祖父の このと きの 話 を- 實は 途中から 隣り 

の 間で、 立 聞き をして ゐた。 再び 東京へ. I 煉瓦 路に象 を 持つ —— 門太郞 もつれて 行く. I 泰 明小學 

校 —— 谷 口 校長. I 東京で 第一 等の 先生。 

そんな 言葉が、 矢つ ぎ 早に、 襖の 向う から；^ れて くるの だから、 門 太 郞の胸 は、 わくわくして、 忽 

ちに のぼせ 上った。 . 

多年の 待望が、 こんど こそい よいよ 實 現され さう だ。 こんど は 誰が 何とい つても ついて ゆく。 弟の 

垣穗 にば かり、 うまい 汁 を 吸 はれて たまる もの か。 


素晴らしい ぞ。 - . . 

いよいよ 自分 も 束 京へ 出て、 新式の 敎育 をう け るんだ ぞ。 貧弱な材料をもとにして{^^想だけで娯し 

んでゐ た 今迄と は 違 ふんだ. I 門太郞 は身內 がふる へた。 ふと、 おせんの 顏が うかんた。 あの人と も. 

おさらば だ。 門太郞 はもう すっかり 決心の ついた 氣 になった。 

六  . 

さう いふ 相談 は 出 來てゐ たもの の、 いざ 實行 となると、 家 も 見付からなかったり、 大藏 省の 話 も. 

おい それと は涉ら なかった りして、 叉、 半年 ほどが、 荏苒と ながれて いった。 玄快 老人 は、 すでに 足 

腰 も 自由にな り、 始終 口ぐ せに いって ゐた 塔の 澤の 一 の 湯へ 湯治に 出かけた。 

明治 十三 年 も旣に 秋の 終り 近い 或る 一 日、 例の 如く、 夜更けて まで 門太郞 はお ゆきの 監督の 下に、 

袴 をつ け 板の間に 坐して、 福 住 正 兄の 「二宮 翁 夜話」 を讀 まされた が、 やっと それ を讀み 終って、 門 

太郞が 窮屈 机の 前 を はなれよう とすると、 おゆき はいよ いよ 近々 に 東京に 出る； 0 とに なった からと. 

いひ 渡した。  - 

「東京へ？ 何時？」 

思 はず 門太郞 は、 にっこりし ていった。 
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「年が 明けたら 匆々 に 行きたい と 思って ゐ るんだ よ。 京 橋の 彌左衞 門 町と いふ 處に、 恰好の 煙草屋が， 

居拔 きで 讓 りたい とい ふ 話が あった もんだ から」  - 

「ぢ ゃァ、 春に なったら すぐ だね。 俺ら もつれて つて くれ るんだ ね」 

「今度 は、 つれてって 上げます よ。 そして 東京の 泰 明小擧 校に 上 るんだ ね」 

r 泰 明小擧 校、 いい 名前 だな。 俺ら、 精出して 勉强 する ぜ」 

「偉くな つて、 官 員さん になって、 新 政府の ために 御 奉公し なけり やい けない よ」 • 

と、 おゆき は それ をい つた。 透 谷の いふ 母親の アン ビシ ョ ンと は- 卽ち これの ことだった。 東京— 

—學問 —— 官員 —— 出世 —— 新 政府 ，—— これら は、 明治 初年の 人々 の 功名心の 合言葉に 違 ひなか つた。 

翌日の 夕方、 おせんが 叉、 仕立物の 華 魁の 帶を もって やって 來た。 門太郞 はお せんの 歸り がけ を- 

裏口の 方から 廻って いって 呼 止めた。 • 

「おせんち やん。 一寸、 話して い ことがあ るから、 海岸へ いかね H か」 

「海岸？」 

と、 おせん はい ひ 返して、 何となく 禱路 する 氣配 だった。 

. 「用が あるの かい」 

「用って ほど ぢ やない けれど、 —— 一 寸 頼まれ ものが ある もんだ から —— でも、 まァ いい わ- 海岸へ 


いって、 門 ちゃんの 話、 聞き ませう」  - 

.「 さう かい。 そいつ はす まね H ね」 

二人 は、 肩 をなら ベて 步き 出した。 

「頼まれ ものって、 どこへ いくの さ」 

「う、 ん。 郡役所の 人に、 一寸、 渡す ものが あつたから」 

， 

「郡役所、 やっぱり さう か。 郡役所の 人って いふの は、 栗 本さん のこと だら う」 

おせん はび つくりした 顏 をして、 返事 もせずに， 門 太郞を 見つめた。 

「知って るよ。 おせんち やん。 隱 したって 駄目 だよ。 郡役所の 栗 本さん とおせん ちゃんと、 この頃、 

いろんな 評判が 立って るの、 俺ら も 聞いて 知って るめ さ」  -. 

「まあ >  いや だ。 評 刹て 何 さ。 どんな 評判 さ？」 

「萬 次 もい つてた。 俺ら のお ふくろ もい つた。 俺ら の 親父 は. 栗 本さん の 上席 だし， おふくろの いふ 

に は、 おせん ちゃんとなら、 お似 合の 夫婦 だら うって さ」 

「あら、 好かない。 あたい なんて、 素 町人の 娘 だもの。 栗 本さん の やうな 士族の 奥さんたん ぞ になれ 

る もんかね」 

「そんな こと はない さ。 御一新 この 方、 四民 平等の 世の中なん だから， 町人の 娘だった 誰 だって、 お 
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せん ちゃんの 家 位- お金 持ちなら、 よろこんで 貰って くれる よ」 

「萬 次 は 何てい つてた の」 

「萬 次 かい。 あいつ はね —— お前なん ざお せんに 惚れた つて 駄目 だよ。 おせんに は 栗 本て、 チヤ キチ 

ャキの 若旦那が ついて ゐ るの を 知らね H か。 下 郡役所の 書記に なって、 これから いよいよ 出世す る 一 

方 だもの、 おせんが 襟に つくの も あたり 前 だって さ」 

話しながら、 いっか 二人 は、 暮色 蒼然た る 海邊に 出て ゐた。 冬の 海に は、 舟の 影 一 つなく、 伊豆の 

岬々 の 先端 は， もう 薄暗い 夕闇に 包まれて ゐた。 つい 口が すべって、 こんな 話に なった けれど、 栗 本 

書記と おせんの 噂 は、 もう 二三 ヶ月 も 前から、 門 太郞も 知って ゐて、 何となく、 平らか ならぬ 心持ち 

がして ゐ たので ある。 とはいへ、 ^にお せんに 對 して、 それ を 上 つ こに どうかう いふ やうな、 積極的 

な 野心が 働いて ゐる わけで はない。 第 一 、 年が 違 ふ。 

しかし、 おせんが これまで 陰に陽に 示して くれた 好意 を、 門 太郞が 尋常 以上の ものと して、 感じて 

ゐる こと は、 本當 である。 殊に、 酒 句 川 鮎 釣りの 髮の 毛の こと 以來、 門太郞 はお せんの 情に、 熱い 感 

激を覺 え、 いつしか それが 廿ぃ{ 仝 想と からみ 合って ゐる こと は、 否み 難い。 阿 母のお ゆきから も. 何 

となく、. 怪しげな 目で 見られ、 萬 次た ちから も. 變な 意味に とられて 冷やかされた りすれば する 程、 

子供心に も、 おせんの ことが 忘れられ なくなって ゐた。 女に 對 しての、 はっきりした 官能に めざめる 


年！^ ではたい にしても、 さりと て 友達と しての 情 合 ひ、 姉さんに 對 する 戀 しさな どより は、 もう 小 ノレ 

甘く 偸し い 感^と して、 門 太郞の 胸に， 一 つの 夢 を 投げて ゐ たので ある。 だから、 おせんが、 この ご 

ろ 急 に 栗 本書 記と 往来して ゐる とき かされた 時 は、 門 太 郞と雖 も 狼 识と動 搖の色 をつ 、むこと は出來 

なかった。 それ を 見て、 萬 次 は， してやつ たりと. 痛快が り、 おゆき は、 何が なし、 ホッと 安堵の 胸 

を； i でた ので ある。 溧 本.^ 家 は、 三の 丸の 侍 屋敷の 中に あった。 事實， 門 太郞は 或る日の 午 下り、 茶 

壶曲 輪の 方から 城の 石垣 づ た ひに 下りて くる 道で、 箱 根 口 御門 を 外 へ 出ようと して ゐる おせんの 姿 を 

見かけた ことがあった。 いつもなら、 そんな 處で、 おせん を 見かける 害がない ので、 その 時 も、 あ、 

やっぱり. 栗 本書 記との 噂 は眞實 だな と. 門 太 郞は胸 をと、、 ろかした ものであった。 嫉妬と いふべ く 

は 稍々 色 浅い、 一種の 失意の 如き 感情が 掠める のであった。 そしてい つもなら すぐ、 おせん ちゃんと 

呼 止める 處 であるの を、 門太郞 ほ、 妙に 卑屈に 押し だまって、 却って 自分の 姿 を、 傍の 松の木の 影に 

避けた のだった。 

「そり あ- 俺 だって、 おせん ちゃんが、 士族の 奥さんに なるな あ， うれしい よ。 お 父つ あんの 話ぢゃ 

栗 本さん もい い 人 だってい ふし、 おせんち やん も、 惡くは 思って ね H 人なん だろ」 

「いや だね、 門 ちゃんまで そんな こと 云って —— あたい は、 栗 本さん より、 門 ちゃんの 方が 好き さ」 

「ち H  、 うまくい ふぜ」 


と， 門太郞 は， ませたい ひ 方 をした が、 胸の 奥 を 何 か 激しい 炎の やうな ものが、 灼 きつけて 通る の 

を 感じた。 しかし- おせん は 叉い ひ 返して、 

「そり や 門 ちゃんより、 あたい は 年上 だし • 奥さん なんかに やなれ ない けれど， …… 」 

「それに 俺ら、 近々 に 東京へ いくんだ」 

と、 門 太郞は 高飛車に いった。 おせん はび つくりして. モ こに 立 止った。 

「ほんと かい」 

「ほんと だよ」 

「まあ —— 」 

おせん は 砂の 上に ぺ つたり 坐った。 門 太郞も 並んで 坐った。 沖 はもう 暗かった。 

「いつ 行く の」 

「お 正月す ぎたら な。 家 も、 丁度 都合の いいのが 見つかつ たんだ」 

「何處 に？」 

「京 橋 だって こと だ」  ， . 

「京 橋って いへば、 御 江 戶の眞 中 ぢゃァ ないか」 

「だからね， 今日は 實 は- おせん ちゃんに、 ^れ をい はう と 思って 呼 止めたん だ。 子供の 時かん. 一 


人つ ほち の 他ら を、 ほんと によく 庇 ひ 立てして くれた 御 恩に， 有難うって- 心 かち 禮を いって、 小 田 

原 を 立ちて H んだ」 

鬥太郞 も 胸が つまった。 おせん も 膝の 上に 重ねた 袂に、 白い 举 が 落ちて 來た。 

「小母さん たち も 行つ ちゃ ふの かい」 

しばらくして おせんが 訊いた。 

「うん- 皆- 行 くんだ。 當分は 小 田 原の 海 も 見られね H  。 少 くと も" 十 年は歸 つて 來 ね- H だら う」 

「十 年って いへば、 もう、 あたいなん ておば あさんだ ね」  . 

「まさか」 

「門 ちゃんの 方 はいい 若衆に なって、 あたい なんかに 鼻 も 引っかけ ないだら うね。 東京 育ちの、 パリ 

パリの ハ ィ カラさん だら うから」 

「何 をい ふんだ。 そんな- ハイカラ なんて、 眞平 さ。 俺ら、 うんと 勉强 して、 歷 史的 人物に な るんだ 

「でも- そり や 田 舍にゐ ての 考 へよ。 東京へ 出れば、 自然、 お洒落に もなる し、 ハイカラ にもなる わ 

「何 あに、 俺ら、 そんな 輕 薄な 文明開化の 風に は 染まらね ェさ。 そんなの  >  大きれ ひだ； 

「それに、 東京に は、 美しい 女子が 澤山ゐ る さう だから、 門ち やん は、 きっとす ぐ、 女の 友達が 出 

る t 
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「いいや、 斷 じて そんな こと はない よ。 小 田原ぢ や、 男の 友達に、 碌なの は ゐねェ から 仕方がな かつ 

た。 けど、 東京に は 立派な 男が どつ さり ゐる。 有 爲の靑 年、 少年が、 風雲 を のぞんで、 みんな 一 旅 あ 

げ ようと 集って 來てゐ る。 俺ら- 東京へ 出たら、 女の 友達なん かこ しら へね H で、 どんどん- 男の 友 

達を搏 へる よ。 時代のう ごき は、 躊路を 許さぬ 時 だ。 靑年 であれば ある 程- 働き 甲斐の 强ぃ 時代 だ。 

俺ら、 東京へ 出たら 見ち が へ る やうに やって 見せる よ」 

と- 昂然と して， 門 太 郞は眉 を あげた。 おせん はじつ と 動かなかった。 —— ふたり はいつ まで も、 

この 懐し い 思 出の 港 を 立 去り かねた。 晚 秋で もや はら かい 風の 吹く 濱邊. 磯の 香り、 そして 白い 砂の 

上に は. 薄閱が 下りて ゐる —— 今日ば かり は 思 ふ 存分、 この 感傷の 中に、 ひたり こんで ゐ たいと 門 太 

郞は 思った。 

「とつぷり 暮れた わね」 

「家で 待って やしない かしら 

「いいの。 もう 少し、 かう して ゐ たい」 

おせん もなかな か 腰 を 上げる 様子がなかった。 —— 實 際のと ころ、 門 太 郞は、 モの 手紙に もあった 

やうに、 自分の 父母 祖父母 を 悉く 愛情の 薄い 冷靜 酷薄の 人と 思 ひこんで ゐ たのであった から， 愛情と， 

いふ ものに 飢えて ゐ たので ある。 その上、 少年の、 P マン チックな 夢 や 理想 を 語る やうな、 理性的な 


男の 友人に も^れなかった ので あるから、 せめて このお せん を、 時には 戀 人の やうに 慕 ひ、 時には， 

肉親の；^ の やうに 懷 しみ、 時には 無二の 親友. の やうに 信愛した の も、 まことに 自然の いき ほひと いは 

ねばならぬ。 しかし， 門太郞 が、 旣に 尋常 一 樣の 少年でなかった こと は， 今お せんと 別れ、 いよいよ 

自分が 孤立 無援と なること を、 ^に 女々 しく 悲しんで ゐる わけではなかった ことで わかる。 彼は旣 に、 

自分 は 自分で 自分 を 生かす 外 はない とい ふ、 孤獨の 精神 をつ かんで ゐた 11 彼 は、 愛情う すき 父 や 母 

と共に、 一 且、 東京へ 立つ ものの、 東京で は、 更に 一層、 孤獨の 勇氣が 必要で あり、 本 當に孤 獨に徹 

する ことで、 却って、 未知の 有 爲の靑 年 や 同志と、 正しく 心 を 通じ合 ふこと が、 出來 ると 信念し はじ 

めて ゐた。 獨往通 進して、 はじめて そこに、 正しく 己れ を 知る 者の 心と 結び 合 ふ ものである こと を、 

はやく も 彼 は、 看破して ゐ たので ある。 それにしても 奮 ひ 立つ 冷靜な 勇氣の 前に、 少年 はこの 戀 人の 

如く、 姉の 如く、 信 友の 如きお せんに 對 十る 哀^の 感傷 を 抑へ 難かった ので ある。 實際、 このま、 一 

晚中 でも、 おせんの 傍に 坐りつ けて ゐ たいやうな、 なまなましい 純情 も、 靑春 直前の 門 太郞の 身う 

ちに、 ふつふつと 湧き 立って くるので あった  。 

それから 問 もな く、 玄快 老人が 一 の 湯から 歸 つて 來た。 門太郞 は、 箱 根 細工の 筆 入 を 土産に 賞った。 
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玄快 老人 は、 おゆき や 門太郞 をつ かまへ て、 しきりと 箱 根の 話 をした。 塔の 澤ゃ宮 の 下の 溫泉 場が、 

、僅か 四 五 年間に， 非常な 發展 をと げた こと、 これから 先き も、 いよいよ ひらける ばかりで、 將來 

の 繁昌が 思 ひ やられる こと、 これ も 一 つに、 明治 六 年、 長く も 明治天皇が 皇后 御 同列で、 宮 の下溫 

泉に 御 入湯 を赐 はった 大 御影に よる ものである こと、 爾來、 明治 新 政府の 大官 連の 來湯 する もの も 多 

く、 このごろ では、 來朝 使節 その他の 外人まで、 東京 近縣 の遊覽 地と して、 先づ箱 根に 足 を 向ける 脇 

係から- 自然、 設備 も發 達した こと、 日本中に 温泉 も 多い けれど、 東京に 最も 近い 距離 を 有する 點で 

としても 天下一品の 名湯で ある こと、 しかし、 一 の！^§の主人は、 堅 儀の 舊弊 人で あるから. 昔の 客 

を 粗末に する やうな ことはなかった こと、 明治に なっても、 舊小田 原 藩士 だけ は、 特別に 安ぐ 賄って 

くれ、 決して 不法の 勘定 を 取る やうな ことがない こと、 1 - など を 話して きかせて、 老人の 機嫌 は、 

上々 であった。 

11 舊記 によると >  其當 時の 箱 根の 湯治 賄 料 は 次の 如くであった。 

御 賄 料  • 

上等 一週間  金貳圓 

中等 同  金壹圓 七十 五錢 

下等 同  金壹圓 二十 五錢 


右、 炭、 油、 寢具料 共 

5^し席料浴料は別に頂鉞仕候 

明治 九 年 八月 

箱 根 堂ケ島 

奈良屋 

大和 屋  . 

これ を， 當 時の 東京の 下宿料と 比較して 見る と、 

下宿料 

一 ヶ月 金戒圓 五十 錢也 

但し 贿料 並に 座敷 料 を 含む 

賄 方 は 

朝 艱卵 一粒、 味 is 汁、 實 豆腐 位 ，  . 

晝 生魚 皿 平の 肉  . 

夕 煮豆 又は 適，： 且の もの ， 
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(座敷 六疊 一問に 付、 御 二人の こと。 八 疊は御 三人。 八疊 二人の 時 はニ圓 六十 錢宛 なり) 

と ある。 東京の 下宿が、 一ヶ月で ニ圓 五十 錢で 居られた のに、 箱 根の 奈良屋 は、 一週間で 賄 だけが 

ニ圓 とい ふので あるから、 相當の 高額と いはなければ ならない。 一 の 湯 も 奈良屋 に 遜色な き舊 家で あ 

つたから-父 快 藏が玄 快 老人に そこで ほんの 暫くで も病氣 養生させる ことが 出來 るの は 大變な 孝行で 

あり、 老人 自身 も それ を 非常な 得意と したの は當然 であった。 

ところが、 それから 二日ば かりたった 朝だった。 老人 は 不淨を 出て、 手水 鉢で 手 を 雪が うとした 拍 

子に、 突如 第二； i; の發 作が おこり、  らくら と、 緣 側に 倒れた。 

門太郞 は、 何 か 異様な 物音に、 部屋 をと び 出して 見る と、 老人 は、 うつぶし になって 倒れて ゐる。 

「おい、 大變 だ。 叉お ぢ いさんが、 ぶつ 倒れた」 

と、 門 太郞は 大聲を あげて 叫んだ。 父の 快藏 もま だ、 郡役所へ 出る前の ことだった ので、 門 太郞の 

聲に、 驚いて 出て 來た。 

しかし、 こんど は、 もう 如何と もす る ことが 出來 なかった。 門太郞 はすぐ、 須藤 町の 醫考 のと ころ 

へ 急を吿 げたが， 醫 者が 來 たと き は、 旣 にこと 切れて ゐた。 

門太郞 は、 祖母の 死 は 知らなかった ので、 肉親の 死 は、 こ ひときが 最初であった。 愛情のう すい、 

やかまし やの 祖父で はあった が、 中風の 發作 以来、 その 性質が 一 變 し- 殊に 最近 は、 門、 門、 と、 隨 


分、 可愛がっても くれ、 現に 數ョ 前に も 筆 入の 土產 もの を 貰った ばかりであった から、 門 は玄快 老人 

の 死 を 目の あたりに して、 ふかい 悲しみに 襲 はれた。  - 

「ぉぢ いちや ァ I ん」 

門太郞 は、 骸 となった 祖父の 身體 にと りすが つて、 淚を 流した。 まして、 父 恩 ひの • 孝行 息子の 快 

藏 の落膽 は、 はたの 見る目 も氣の 毒な 位であった。 

「父 は 非常な 親孝行で、 祖父の 病 索の ために は、 大事な 大藏 省の 勤めの 方 も、 平氣で 抛棄して、 鄕里 

に歸 つたり" その後 も、 日夜、 根 架 をつ くして， 看護に はげみ、 僅かの 財產 も、 悉く 治療費に なげう 

つて. 一向 それ を 意に 介さなかった 程で あり、 寧ろ. さう いふ 點 では、 日頃の 傲慢 磊落に 似ず、 甚だ 

小心 翼々 たる ものが あった —— 」 

とい ふやうな 意味の 批評 を、 後年 透 谷 は その 父快藏 なる 人の 人物に 加へ てゐ るが、 このと きの、 父 

の 悲歎ぶ り を 見て は ひそかに 思へ らく、  、 

「おや ぢも、 自分ら 子供に 對 して は、 冷淡 薄情の 親 だが、 自分の 親に 對 して は、 .1. かな か， 人情が ふ 

かく、 正直者の 小心者で ある こと を、 隱し 得ないで はたい か」 

と。 その 位の 感想 は 抱いた ので ある。 
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玄快 老人の 死 は、 いは、 く、 透 谷 一 家の， f 田 原 引上げに、 好個の ふんぎり を與 へた ものであった。 就 

中 父 快 藏は、 おのれの 志 も 大事 だが、 稍輕 快に 赴いた とはいへ、 明日 も圖ら ざる 發 作の ある 老病の 父 

をの こして、 故 鄕の地 を 立 去る こと はう しろ 髮を 引かれる 思 ひだった に 相 遠なかった。 

玄快 老人の 遗骸 は、 國府津 在 前 川 村長 泉 寺に 之 を 葬った。 この 寺 は、 北 村 家の 祖先の：^ 墓の 地で あ 

つた。 これより のち 明治 二十 六 年、 透 谷が 自分の 健康の 異常 を 知って、 靜 養の 地 を鄕 里に 求めた 時 も • 

却つ. て 小 田 原 を さけて、 この 前 川 村の 長 泉 寺の  一 i 至に 假寓 したので ある。 

藤 村の 「春」 の 一 節に は、 前 川 村長 泉 寺の 描寫が ある。 文中、 岸 本と ある は、 藤 村 自身の こと、 靑 

木と ある は、 透 谷の ことで あると いはれ てゐ る。 

r …：. . 前 川 村 は 相模灘 沿岸 の 漁村で、 密柑畠 の 多い 豊饒な 谷 一 つへ だてて、 國府津 の W につ、.^ いて ゐ 

る。 その 漁村に は、 靑 木の 祖先が 眠る とい ふ 寺が ある。 その 寺の 一 部分 を 借りて、 靑木 は家內 中で 引 

越して 來てゐ る。 萬更、 彼も緣 故の ない 場所へ 移った 譯 でもなかった。 

寺 は 小高い 岡の 上に ある。 (中略) 汽車 道 は斯の 寺の 境內を 無遠慮に 横斷 して ゐ るので、 村へ 出る 

に は 踏切 を 越さなければ ならない。 石段 を 下りる、 また 上る。 そこに 古い 鬥が ある。 岡の 盡 きたと こ 

が、 丁度、 寺の 入口 だ」  • 


斯くて、 門太郞 は、 兩 親に 伴 はれ、 一家 を あげて、 東京に 移りす むこと となった。 小 田 原の 舊家は 

人手に 波った。 これ は 震災まで 殘 つて 居て、 倉 橋 達 之 助 氏が 住み、 透 谷 庵と 號し、 裏庭の 老梅も 毎年 

昔 忘れぬ 花 をつ けたと いふ。 しかし、 隣家の 小島た つさん の 家 は、 その後、 著々 成功して、 今日で は 

堂々 たる 材木 店と なって ゐ るに 引き かへ、 透ハ 介の 生家の 方 は、 油に 染まった うす よごれの 自動 車屋の 

ガ レ —ヂ となって ゐる こと は、 前囘に 述べ た 通りで ある。 

門太郞 たちの 移り 住んだ 東京の 家 は、 京 橋區， 彌左衞 門 町 七 番地、 小さい 煙草 兼賣藥 商の 店で、 父 快 

藏は 再び 大藏 省に 出仕す る ことと なり、 門太郞 はすぐ 目と 鼻の さきの、 泰 明小學 校に、 希望 通り、 入 

寧す る ことが 出來 たので ある。 

—— 明治 十四 年の 春であった。  ノ 

明治 十四 年と いへば、 全國を あげて、 滔々 たる 民權 思想の 渦卷き 流れた 時代で、 はやく も 民選 議院 

設立の 聲は、 民間の 叫びに と、、 まらず、 臺閣 のうちから も、 參 議山縣 有朋、 同黑田 淸隆ら が、 これに 

關 する 意見書 を 上り、 就中、 大 、重 信の 唱 へた 國會 開設 論の 急進主義の 如き は、 天下に 轟々 たる 反響 

をよ び 起して ゐる眞 只 中であった。 フ ラ ン ス から 歸 つたば かりの 西 園 寺 公望 は、 其の 年の 三月 十八 日 

に 「東洋 自由 新聞」 を發 行し、 自ら 社長と なった が、 忽ちに 筆禍 を 起 レて廢 刊の餘 儀な きに 至り、 同 
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志 は獄に 降され たりした。 ぉ，^:閥對非藩閥>  國會 開設 對國 會尙 早の 政治 鬪爭 は、 この 年に 及んで まさに 

縞 を 削って、 絢觸 たる 檢舞臺 にあら はれた ので ある。 俗に 明治 十四 年の 政變 とい はれる の は、 この、 

二つの 均衡が 破れて， 藩閥 漸進の 立場に 立つ 政治家 伊藤が、 國會 急設の 經綸を か k げた 大隈 との 初陣 

の對戰 に、 まんまと 敵の 裏 を かき、 之 を 一 敗 地に まみれ しめたの をい ふの である。 

透 谷 は、 >J の、 風雲 か 雷 露 かとい ふやうな 切つ ばつ まった 十四 年の 舂、 はからずも はじめて 京 京の 

地 を 踏んだ のであった。  . 


泰明舉 校 は、 育英 舉校 などと 共に、 現存す る柬 京の 小 寧 校で は、 最も 古い 歷史を もつ 小舉 校で あ/? „ 

しかし その 當 事の 教育 方針の 實際 は、 何とい つても まだ、 創 生 期に 屬 して ゐて、 基礎の 固まらざる も 

のが あり、 文明開化の 新風と、 封建 舊 幕の 遣 風と が、 ゴッ. チヤに なって ゐて. 掠 着 矛盾の 多い もので 

あつたに 違 ひない。 

內田魯 庵 氏の. 「明治 十 年 前後の 小學 校」 「太陽 增刊 第參拾 參卷第 八號) に據れ ば、 

「その 顷>  小擧 校で は福澤 先生の (世界 W 晝) を 授けられ たが、 家庭で 大舉ゃ 唐詩 選の 素 讀を敎 へら 

れてゐ た 私に は、 世界 圖畫が 馬鹿々 々しかった。 しかし 口調が 面白かった ので、 飴屋の m ノと 一 緒に 暗 

ii した。 r 中略) 

其の 頃 は、 まだ、 教育勅語 は 賜って ゐ なかった ので、 修身の 科目で は、 據 るべき 道德の 規範がない 

めに、 ありふれた 修身 道話が くり 返された。 
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が、 二十 四 孝 式の 親孝行 咄 では、 咄す方 も 張 合が なく、 聽く方 はもと より 退屈して、 初めから ヒソ 

. ヒソ咄 をしたり、 欠伸 をしたり、 中には 大ぴら に、 ぐう/ \ 鼾 を かく ものが あっても、 あまり 叱られ 

なかった。 當時， 私達の 先生 は、 講釋が 好きで、 日曜に 近所の 講釋 席へ 行く と、 必ず 先生に 出會 つた 

もの だが、 好きから ェ 風して、 修身の 時間に 太 閣記ゃ 義士 傳の 講釋 をして きかせた。 

南 龍ば りの、 ノンく， ズィ /\ の 修羅場 讀 みが 面白い ので、 生徒 は 机に 頰杖 をつ いて、 口 を 開い 

て聽き ほれて ゐた。 が、 賤ケ 岳の 七 本 槍 や 赤 垣 源藏の やうな ものなら， 今の 文部省で も 文句 はなから 

うが、 しま ひに は 鼠 小僧 や 國定忠 治の 話 を 修身の 時間に する やうに なった。 修身の 時間 は、 ド コの學 

校で も、 退屈で 嫌 はれた が、 私達の 小舉 校で は 修身の 時間が 中々 人氣 があった」 

と 記して ゐる。 魯庵氏 は 育英 舉校 出身で あるが， .當 時の 泰明擧 校 も、 無論 この 記事と 大差ない 情況 

であった らう。 たゾ 校長の 谷 口先 生と いふの が、 東京 中で も 第一 等の 敎師と 評判され る 程の 人で、 新 

入學 した 門 太 郞を大 へん 親切に 指導して くれたの であった。 門 太郞も 深く 之を德 とし、 例の 書簡に も、 

「此擧 校 は、 聊か 以て 生の 不平 を 慰めけ り」 

と、 記して ゐる。 或は 又 曰く、 

「其 人 は 生の 淡泊なる 性質 を 鐘 愛し、 最も 親愛して 生 を敎脊 せられけ り。 叉， 生 は 人の 意表に 出づる 

議論 を 好みて、 文章 を 造る に、 偸 快、 活潑の 氣象を あら はじければ、 卑屈- コン. モンなる 數 多の 敎師ど 


も. に はかに 生 を 敬愛す るに 至りたり。 

從 つて 校 中の 評判、 生の 一身に あつまり、 生の 最も 得意と する アン ピション は、 此の 學 校の 生活に 

は 全く 其 功 を 奏したり とい ふべ し。 

この 年 は、 國內 政治 Ha^ 想の もっとも 燃え盛り たる 時たり ければ- 生 も 亦. 風潮に 激發 せられて、 政 

治 家た らんと 目的 を定 むる に 至り、 奮つ て 自由の 犠牲に もな らんと 思 ひお こせり。 

從來の アン ビシ ョ. ンは 悉く この ー點に 集合し- おそるべき 勢力 を 以て、 生の 心 を 支配し はじめたり。 

この 年 は * 多少， 生 をして 愉快に 其 日 を 接ら しむる を 得たり」 

と。 小 田 原から * ボッと 出て 來た 新人の 田舍の 少年と して は. 東京の 學 校に 才名 をうた はれた ので. 

あるから、 その 得意 思 ふべ きものが あつたで あらう。 

彼が 飄然と して 家 を 出で、 懷 中に 一 錢の金 ももたず して、 東海道 を徒步 し， 鎌 倉に 遊んだ の も. こ 

の 年であった。  ノ 

「抑 も" 鎌 倉 は 詩人に とりての ィ タリ r の 如く、 最も 生の 渴 望して 一見 せんと 欲する の 土地たり し。 

何と なれば、 其 頃 生の 日常 讀む所 は、 重に 日本の 歷史 にして、 其歷史 中、 最も 重要の 事件 は、 彼 地に 

於て 演ぜられ たれば なり」 (書簡) 

と。 當時、 滿 十三 歳に も 足らぬ 少年と して は、 馬鹿に ならぬ 識見であった。 彼 は 鶴が 岡 八 幅の 石段 

. ，し 五 . 
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に 立って、 日本の 歷史を 思 ひ、 政治の 鬪爭を 思 ひ、 叉、 遠く、 公曉 の暗設 にあった 源 家の 將軍實 朝の 

流血の 場面 を 思 ひ 描きながら、 自分 も 亦、 混沌た る 明^ 政界の 風雲に 乘 つて、 大いに 憂國の 志士たら 

ん とする 心 を かためた。 ふるって、 民權 運動の 犧牲 たらん とする 執、； 情に も 勇み立った。 と 同時に、 後、 

巖本善 治 氏が 神崎淸 氏に 送った 書簡の 中に、  , 

「彼 は 公 曉を題 村と して、 その 詩感 を、 傾盡 せんと、 長く 苦心して 居り ましたが、 終に 完結し ません 

でした。 然し * 思 ふに 公曉を 中心として、 當 時の 複雑なる 事情 を 詩 化する ことに 於て、 彼の 文才 を發 

揮せ しめなかった の は、 如何にも 殘 念です」 • 

と ある やうな 、公 曉を 主人公と した 創作の 腹案 も- この 時 亦、 ひそかに 彼の 胸中 を去來 した ものに 

ちが ひない と 思 ふ。 

鎌 倉ば かりで なく、 氣が 向けば、 彼は獨 りで どこ へ でも 出かけた。 そんな 習慣から、 自由 黨で 有名 

な 三 多 摩 地方 r 野津 田、 八 王子、 森 下) を步き 廻って、 後に 石 坂 昌孝を 知る 機緣 をな したわけ であら 

う。 また- 千葉縣 下に もよ く 出か かた。 熟 情が 腹に 溜まって くると、 小さな 煙草屋の 二階に 居た、 ま 

れ たくな つて、 田 舍の畳 富で 淸洌な 大氣が 吸 ひたくなる のであった。 

かう して、 どうやら、 小 田 原 時代の 不平 を 恢復した 彼の 泰明 時代 も、 忽ちに 一年の 課程 を 終って- 

卒業式の 日が 來た。 彼 は、 ^に、 演說の 稽古 もして ゐ たので、 其の 日 はす K んで 演壇に 上り、 空氣と 


水の 實驗 に關 する 一 演說を 試みた 所が、 非常な 好評 を 博した。 

「明治 日報」 の 如き は、 その 雜報攔 に、 北 村 門 太郞の 演說の 倾聽に 値する ところ， まさに 奇 童と いふ 

べしと 稱め そやした。 天才の 風貌 は、 すでに このと き 十分に 伺へ たので あらう。 

しかし、 この 講演に 關 する 記 錄は、 震災の 火 を 蒙って、 現在の 泰 明小學 校に は、 一葉の 痕跡 もの こ 

つて は 居らない。 

二 

すでに， 國會 開設の 詔勅 は發 しられた。 長く も 明治天皇 は、 

「我祖 我宗、 照臨して 上に 在り、 將に 明治 二十 三年 を 期し、 議員 を 召し、 國會を 開き、 以て • 朕が 初志 

をな さんと す。 今 在 廷臣 に 命じ， 假 すに 時日 を 以てし、 經畫の 實に當 らしむ」 

と- 仰せられた。 在 廷臣 僚の 筆頭 は- いふまで もな く- 大隈 との 政戰 に^ 機 をつ かみ、 時の 政府の 

實權 を 掌中に 收 めた 伊藤博文 である。 

伊藤 は 明治 十四 年の 政變に 於いて、 もの、 見事に、 政敵 大隈を 下野せ しめたば かりで。 なく， 却って 

敵の 武器 をと つて， わが 武器と したので ある。 乃ち， 明治 十 年 以後の、 漸進 對 急進の 政爭に 於いて、 

急進 黨の以 つて 最大の 武器と した ス 口  I ガン は、 國會開 の 要求であった。 しかも こ- 3 要求の 背 校に 


は、 自由 民權の 思想が、 滔々 として、 ^天下 を 1- 動せ しめて ゐた。 加 ふるに 維新 以來の 不平 士族 は、 

その 志の 酬 いられざる ま、 に、 競うて これと 合流しょう とした。 このと き、 野に 在って >  此の 風雲 を 

指導した もの は、 前の 參謀板 垣で， 朝に 立って、 この 潮流に 呼應 したの は、 時の 參議 大隈 であった。 

然るに 伊藤 は 大隈を 退 朝せ しむる と 同時に、 ー擧 にして、 敵黨の 大旆を 奪って、 之 を 自家 陣中に、 堂 

堂と 押し立て たので ある。 大隈 によって のみ， 國會 開設の 要求 は 達せら る、 ものと 信じ 切って ゐた急 

進 派の 連中 は、 寧ろ、 愕然として， とっさに 敵勢 を 切り かへ した 伊藤の 大 膽な戰 術に 舌 を まかざる を 

得なかった。  . 

11 大詔 一 下、 忽ち 局面 は. 一 變 した。 國會 開設 を、 唯一 の具體的政^_3-としてか 、げ來った自由民權 

派の 鋭鋒 は、 これによ つて、 まったく 出鼻 を 挫かれ、 氣勢！^みに；^喪した。 と 同時に- 從來 や、 もす 

れば、 憲法 政治に 反對 的で ある 如く 印象され た 明治 政府 は、 こ、 に 全く、 憲法の 味方た るべき 位置 を 

確定し 得た のであった。 

かくして、 翌 十五 年 三月に は、 伊藤 は 憲法 取調べの 大命 を拜 して、 伊東 已代 治、 山 崎 直 胤、 河 島 酷. 

平 田 東 助、 吉田 正舂、 三 好 退藏、 西 園 寺 公望ら を隨 へて 1 歐羅 巴に わたり、 つぶさに 各國の 情勢 を視 

察した ので ある。 かくして、 憲法 草案の 起草、 國會開 1?,;;- の 準備 は、 着々 として、 實 行に 移されて いつ 


それでも 一方で は、 十五 年 四月 六日、 自由 黨總理 板 垣 は 岐阜 遊說の 際、 兇漢に 刺されん とした 椅 事. 

が あり、 これによ つて、 板 垣 遭難の 報が 四方に 傳 はる や、 夭 下の 同情 は 翕然と して 彼に あつまり、 民 

權 派の 勢力 は 益々 加 はるの 情況 を呈 したので、 政府 は 十五 年 六月 集 會條例 を 追加し、 地方 長官 (東京 

府は 警視 長官) は獨斷 にて、 演說食 を 解散し、 其の 情狀 によって は、 演說 者に 對し、 一 ケ年 以內、 管 

に 於いて、 政治 を 講談 論議す る こと を 禁止し、 叉、 內務卿 は 更に 其の 演說 者に 對し、 一 ケ 年以內 -s: 

國 的に 政治 論 を なすこと を 禁止す る ことが 出 來る權 能 を もつ ことにな つたり して、 夭 下の 物情 は、 な 

一- 

ほ 一部に 甚だ 深刻な 不安 をの こして ゐた。 しかし、 何とい つても、 國會 開設と いふ 最大 問題が， 意外 

にスム ー スに 解決した ので あるから、 從來の i 且々 囂々 たりし 自由 民權の 使徒た ち は、 些か 張合拔 け， 

拍子 拔 けの 態であった こと は爭 へない。 

少年ながら、 門 太郞も 其の 一 人であった。 上京 當初 は、 自由の ために 犠牲者た らんと 考 へた 彼 も、 

打ちつ J/. く、 政治 情勢の 變 化 は、 怪奇な^ 治 家の {15 命 を 見せつ けられる やうな 氣 がした。 次第に、 彼 

は懷疑 家の 風貌 を 具へ 出した。 

そこへ もって 來て、 彼が 深く 私淑して やまなかった、 泰明學 校の 校長 谷 n 氏が、 事情に よって- 東. 

都 を ，：- ぶ り、 北海道に 赴く ことにな つたので ある。 

それ を 知った 時の、 門 太郞の 落膽は 小さい もので たかった。 彼に 父に 云った。  ， 

九九 
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「ぼく は、 このごろの 世の中の とか、 面白くな くって、 仕方がな いんです」 

1 少しば かり、 演說 なんかして、 ほめられ たりした もの だから、 お前 はすぐ、 髙慢 になって、 そんな 

こと をい ふ。 世の中が 面白い の、 面白くな いのって" まだ、 何にも 世の中の ことなん か， わ 「"つて は 

ゐ ない くせに …… 」 

と 父から は 頭 ごな しに たしなめられた。 叉 或 日、 門太郞 は、 

「どこか、 上の 擧校 へやら して 下さい」 と 母に せがんだ。 

「さう だね …… 」 

「このま \、 煙草屋の 小僧になる の は、 まつ 平です」 

「煙草屋々々々 つて、 お前 はすぐ、 馬鹿にする やうに いふ けれど、 煙草屋と いっても、 場所に より ま. 

すよ。 煉瓦 は 東京 一番の 盛り場 だし、 こんな 屈 强な揚 所に ある 店 だもの、 今に、 この 邊は， 大 へんな 

權利を 生ずる にき まって ゐ るんで す。 みんな、 お前 たちのた め を 思って、 ぉ父樣 も、 無理 をな すって， 

手に入れ なすつ たんだ」 

「しかし- いくら 場所が 目拔 きで も 煙草屋の 主人た る こと は、 一代の 男子の 志に はたり ません よ、 お. 

母さん。 ぼく は勉强 がしたい。 勉强 して、 天下の 偉人に なりたい 」 

「それ ぢ ゃァ、 どっかの 塾へ 入ったら、 どうです ね。 この頃 は、 大分、 あっち こっちに、 塾が 出來 た. 


やう だね」 

「ほんと です か、 お母さん。 塾に 入っても いいんで すか」  、 

「とにかく、 一度、 お父さんに 相談して 見 ませう」 

「お 願 ひです。 お母さん」  - 

門太郞 は、 叉 新ら しい 希望. の 湧き 立つ の を 感じた。 しかし、 やう やくの ことで 彼の 希望が 達せられ 

て、 入塾した 岡 千侬の 私塾 は、 彼の 期待 を 全く 裏切った。 

^は、 十五の 春の 憂愁に 關 して、 次の やうな 五ケ 條を 列記した。 

「明治 十五 年 は 生 をして 殆ん ど、 困 死せ しむべき 程の 一年な り。 

之 等の アン 、ノ ツビ ィの 第一 着 は、 ゎが極めて親愛せる善良の敎師谷ロ氏の去って北^^道に行けるこ 

と 之れ なり。 

其 第二 着 は、 生が 新たに 入擧 したる 岡 千侬の 私塾 は、 實に生 をして 不愉快に 堪へ ざら しめたり。 

其 第三 は、 かって 熟 心に 盡 力した る 靑年黨 の 面々、 散り/ \ に 分離した る こと 等な り。 

其 第 四 は、 政府の 擧動 やう やく を かしく たりて、 此の 神經 質の 少年 をして、 愤慨に fS え ざ.，： しむる 

事少 からず。 

其 第五 は、 生よりも 一 層甚 しき 祌經 家なる 我家の 女將軍 は、 生が 活 澄に、 粗暴 を， 交へ て 動作す る を 


1 〇 二 

いたく 嫌 ひて 種々 の 軍略 を 以て、， 生を壓 伏せん と 企てたり」 

と 0 

我が 象の 女將 軍と は、 生母お ゆきさん のこと である。 この 母の 嚴 格な 緩に 對 して- 門 太 郞が尙 不快 

の 念 を 禁じ 得なかった の は、 一家が 東京へ 引きうつつ てから も、 同じ ことで あつたので ある。 

因みに、 彼の 書簡に 神經 とい ふ 言葉が 盛んに 出て くるの は、 その 頃、 世人が 神經 とい ふ 言葉 を 新ら 

しく 覺 えて 盛んに 使用し、 何でも 少し 怪しい ことがあ ると、 すぐ、 ソラ 神經質 だ、 神經病 だとい つた 

ものである。 當 時の 「输 入朝 野 新聞」 は、 柳 亭種彥 (藍 泉) が、 神 經病を 文字った 「怪談 深 閨慰〕 と 

い ふ 、 神經， か ら 生ず る 怪談 も の を 書いて うけたり した 位で ある。 

叉當 時の 私塾 は、 卽ち 私立 擧校兼 寄宿 舍 のこと で、 福 澤論吉 の 慶應義塾、 中 村 敬 宇の 同人 社- 三 島 

中洲の 二 松 擧舍、 杉 浦 重 剛の稱 好 塾な どが、 その 主なる ものであった。 (追記 參照) 

三 

前記 五ケ 條の 仇敵 は、 交 も ごも、 彼の 心中 を惱亂 せしめた ので、 彼の 活^な りし 天性 は、 次第に そ 

こな はれ、 「穩着 沈默 なる， 肉 落ち、 骨 枯れた る 一 少年と こそな りに けり」 と、 彼 は 自らい ふ。 一 種の 

轉換 期に 立った のであった。 


r 從て * 叉 怯 弱なる 長 怖 心 を かもし， 年來腹 裡に蓄 へたる アン ビシ ョ ン をして、 徒らに を それ を 0 の. 

く 事 を 知らし むる に 至れり。  . 

ァ ン ビ シ ョ ン 果して 成す に 足らざる か。 

生が 生活 は、 何に 寄りて 過ごさん。 

何 を 目的と して 世 を 送らん かな どと 考 へれば- 考 へる 程、 心 を 病まし， 氣を 痛め- 終日 臥床に あり 

て、 淚 と共に  一 、 二 ヶ月 をす ごし- 何時 癒 ゆべ しと も 思 はれ ざいし。 

ここに 至りて、 生が 父 は、 何の ^因より 起り し 病と は， 矧らね ど、 氣需 病と は 知る ものから、 生 を 放 

つて？ H 力に 旅行せ しめたり。 

4 凡 はこれ、 生が 旅行の 矢に して、 爾後、 主に 旅行 を 以て 氣欝を 慰む るの 機具と なした る も 端緒 を、 

此に 開きし なり」 (書簡)  • 

と， 吿白 もして ゐる。 

岡 千 恨の 私塾に 失望した る 彼 は、 更に 同年 五月- 本鄕 なる 共惯 義塾と 稱 する ものに-入塾 したが、 こ 

れ又、 彼の 意に 滿 つる 能 はずして 去った。 しかし、 かうな ると 却って * 向 慕の 精神 はつ よくたって、 

翌 十六 年 三月に は、 早稻 田なる 東京 專門舉 校に 入塾した。 

島 崎 藤 村 は 透 谷 を 語って 曰く、  -  • 

.  一 〇一 一 f 
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「透 谷の 氣辯病 は 早く 青年時代に 彼 を&ぷ つたと いふ。 彼 は そのために 一 月ば かりも^に ついた。 彼の 

お父さん は 心配して、 暫く 彼 を 旅に途 り、 想 ふま k に 山野 を跋涉 せしめた。 

私が 知って からの 彼 は、 可成り 旅 好きで、 その 事 は 彼の 書いた ものに も 出て ゐ るし、 (飄透 は 吾 性な 

り) と 言って 見せた 言葉の はじに も殘 つて ゐる。 (中略) 

彼の 祌經質 は、 感じ 易い とい ふところ を 起え て、 傷み 易い ほどの 程度の ものであった。 猫 一匹、 彼 

の 住居の 側に 捨てる ものが あっても、 彼 は それが 氣 になって、 その 家の 住み 憂く たったと 聞いた こと 

が ある。 (中略)  . 

透 谷 は 空想の 多い 青年時代の 初期から、 政治に 行かう としたり、 宗教に 行かう としたり、 哲擧に 行 

かう としたり した。 

彼 は 今の 早稻 田大學 が、 專門學 校と いった 時代に、 政治 科に ゐて 法律 を 修めた こと も ある」 

と。 しかし、 彼 は早稻 田に 入っても、 普通の 學 生の やうに 教室に 出て 講義 を 聞く より は、 寧ろ、 書 

籍窒 を涉獵 して >  盛んに 古今東西の 書 史を讀 み ふける ことが 多かった。 彼の 神經 性の 氣爵病 は、 この 

讀書癖 によって、 暫く 慰め られ たので ある。 . 

「生 は 常に、 擧 問の 仕方 は、 自ら 修め、 自ら 窮む ると いふ 禪宗 臭い 說を 持ち 居れり」 

と. 自ら も 云って ゐる。 


この 年、 彼は宮 崎湖處 子と 相 知った。 又、 同年 夏、 富士山に 登った。 この こと は、 後年 (二十 三 

年) の 作で ある 「蓬萊 曲」 の 序文に 於いて，  • 

「囘顧 すれば、 十 有 六才の 夏な り、 孤 節其絕 緩に， 登りたり し 時に、 余 は 始めて、 世に 鬼神なる 者の 存 

する を； 3 ぜんとせ し 事 ありし。 

崎^た る 人々 の 行路、 遂に 余 をして、 彼の 瑞雲 橫 はり、 仙翁樂 しく 棲める とい ふ 靈嶽を 假り來 たつ 

て、 幽冥界に 擬し、 半 狂半眞 なる 柳 田 素 雄を悲 死せ しむる に 至れり」 

と 書いて ゐる。 

「蓬萊 曲」 ばかりでなく， 彼の 評論 中の 白 as である 「富 嶽の詩 神 を 思 ふ」 も. 亦、 この 時の 富士 登山 

に 胚胎して ゐる こと は 明らかで あらう。 

彼 はこの 時の 紀行 を、 それより 二 年後の 十八 年 夏 「富士山 遊びの 記憶」 の 一文に 草した が、 公表 さ 

れ ずして、 その ま 、笛 底に 藏 されて ゐた 9 を 、「明；^ 文舉 研究、 第一 卷第 四號、 北 村 透 谷 特輯 號」 に、 

その 遗 稿の 一つと して 發 表された。  ノ 

その 解說に 曰く、 

「富士山 遊びの 記憶 は、 透 谷の 遺稿の 中で、 もっとも 古い- 珍しい もの。 美 濃 判 半 截の鮮 紙 を 二つ 折 

にして、 綴り 合した 稿本で、 ； J れを發 見した と-;.」 の 與奮は 今 だに 消えが たい ものが ある。 
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^文に、 「當 分淸 書せ ぬ 者に 候」 

と あり、 墨と 赤 インクと で、 二三 度 推敲した 跡が のこって ゐる。 

桃 紅 は 透 谷の 古いべ ンネ ー ム。 蓋し、 松 尾桃靑 にち なんだ もの か。 r 中略) 

旅行 中の 製作 は， この 時代の 靑 少年の 興味 ある テ r ルの 一 つだった と 思 はれる。 しかした とへば， 

I 円 年 子規の 旅行 文が 文章の 修練 を 旨と して ゐた とすれば 1 この 桃 紅 處士の 旅行. H は、 自然と 生活の 豐 

富な 觀 察に 滿 ちて ゐる。 (中略) 

小 田 原 を 少年 時代 の 鄕土 とすれば、 自由 黨で 有名な 三 多 摩 地方 は、 透 谷に とって 青年時代 の 鄕土 で 

あった。 この 文獻の 出現に よって、 透 谷の 足跡が， いくらか、 判明す るに 至った。」 

と ある。 

彼 はこの 時、 コ ー スを甲 州 街道に とり、 日 野、 八 王子. 猿 橋、 大 月を經 て、 吉田 口から 登山した の 

である。 文章 は、 膝 栗毛 風の 戯文 體を脫 却し 得ない が、 道中の 實景は 詳しく、 觀察は 鋭敏で、 大いに 

珍 軍； す る に 足 る 文獻 である。 

「吾 はもと より 貧しき 書生に しあれば- 馬車 や 一 1^ の贅澤 は、 吾 身の 分に あら ざれば. 健康の そこな ひ 

なさぬ 限り は" 杖. « 語ら ひた どり あゆむ こそ、 誡の 本意と は 申す ベ けれ」 

とい ふ 書き出しで はじまる が、 その 一部 を抄記 十れば、 


「日 野の 原 を 打す ぎて- 橘 を 渡る 馬車の 音、 ガラ /\ 合圖 する 間に. 八 王子、 横 山 町 は 横 街なら ぬ繁 

華 場， 角 喜の 角 を 廻りて は、 中に 目につく 遊び やの、 昔の 心の 思 はれて、 片腹 せまき 片道 を、 今日は 

四の 日、 市の 曰に て、 二十四日 は 大祭 曰、 糸 や 織物 は 十： ：- 曰に て、 山車 御輿 は 祭り 曰と て、 思 ひ/ \の 

賑やか さ。 地方の • 旅に はめ づら しけれ。 

され ど不の 字の 差し ひ 5^ きに て、 山車 引く こと も 制せられ、 酒の む 場 とても 静かな り。 

八 王子 松 田の 其 名 も賫れ し滿林 は、 小兒 やたいに 入口 を， 閉門され て 客 もな く， 吾妻 や 大增， 大萬， 

軒 をなら べし 遊里 場、 ひっそり したる 夕 ％ ^色- 相 模甚九 も當八 も- 小 供 山車の 大鈹 に， 氣の根 を 止め 

られて >  すまし 控へ て ゐるぞ 可笑しき (中略) 

::: 遂に 頂上に つきたり し は 午前 八時顷 とも 覺 しく、 彼の 長 どてら を 被て、 手 を 袖に 入れて 步 きし 

が. 塞 さはし みん \ 忘れ 難き 程な り。 三月 頃の Jl ^候と 同じく、 地 霜柱 ある を 見たり。 笠 や 杖 を どっか 

と 茶屋に 寢 ころびて. しばし は正體 なかり しが、 甘酒に て氣カ をつ け. 再び 立上りて、 や をら、 富士 

の 世界 一 週と 出かけたり。 

けんのお は、 富士の 西に 見える 所に して、 最高の 峯 なり。 北に は釋： t 一の われ 石と いへ る 高 き^あり。 

南に も 一個 高き 所 ありて、 此三ケ 所 あるが ため. 不二の 景色の 美しき たりと 知るべし。 され ど， 之 を 

一週す るに、 皆 巖石を 以て 成立ち、 西の 部分 は 最も 險 しく 梯子に て 登る 處ニケ 所 あり。 一 つ 疲れ 足 を 
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踏み 損じた ば、 忽ち 駿 河の 國大宮 まで、 流星の 如く 燒け 落ちる も 知るべからず。 けんの 峯の 東に 淺間 

神社と いふ あり、 叉、 銀 明 水と いふ をく む。 けんの 峯の 頂上 は. 則ち 富士山の 絶頂 なれ ば^して 心氣 

好かり き。 

唐詩 一 つ 

自警 天地 大 恍視 山川 ー樣淸  ， 

感情 出 憶 外 悠然 瞰 白雲 行」 

大體、 こんな 調子で 書いて ゐる。 伹し、 この^45詩にっぃては. 彼 も S ら 註して 曰く、 

r 右の 詩體 は、 余 も はじめにて、 不都合 多き を實驗 せり。 讀者諒 之」 

と。 唐詩に 不都合 を自覺 したる 彼 は、 やがて、 その 感受した る 詩的 精神 を 表現 せんがた めに- 新ら 

しき 詩の 形態に 向っての 創造的 淸 熱が う V 一き 出さずに はゐ なかった ので あらう。 詩的 感受 から、 詩的. 

創造へ と" 次第に 彼 は 成長し つ、 あった ：：： 。 この 年、 何 を 思って か. 彼 は 速記術 を 習ったり もした。 

四  . 

明治 も 十七 年と なった。 門 太郞も 十七 歳と なった。 明治 十七 年と いへば、 華族 令が 出て、 公侯 伯 子 

M. 五 百 五名の 敍爵か 行 にれ た 年で ある。 日本に、 i! 貝 族と いふ 新 階 欲が はじめて 出現した の は、 の 


年で ある。 こ^ 新制 度 も- 參事 院議 長 伊藤の 手に よって 畫 策せられ 創設せられ たもので ある こと はい 

ふまで もない。 之に 叙せられ たる もの は、 舊來の 公卿 及び 諸 大名の すべて を 包含し- 且つ、 維新の 宏 

業に 冀赞 したる 文武の 功臣 を 之に 加へ た。 かくて 新に 發 生した 新 貴族の 一 團 が- 明治 政府の 强 固なる 

防 使の 役割 を果す ことにな つたの は、 當 然の理 で- すべて は 伊藤に とって- 會 心の 政策で あると 共に、 

信望 やう やく 朝野に 高く、 その 橹勢 は當 るべ からざる ものと なって 來た。 

とはいへ、 國會 開設の 逆 モ，： ン ヨンで、 度 肝を拔 かれた 民權派 は- この頃に なると * 又- あちら こ 

ちらに、 ぶつぶつ 餘燼が 燃え 出して ゐた。 門太郞 は、 早稻田 時代に、 二三の 友人 を 知り、 その 感化に 

よって、 一旦、 鋅を牧 めた かに 見られた 政治 熱が 復活した。 則ち m  く- 

「十七 年 は、 生 をして 一 度び 怯懦なる 長 怖 心を脫 却して- 再び アン ビシ ョ ンの 少年、 火 を 燃え盛らし 

むる の 歳に ありし. 此の 時の ァ ン ビ シ ョ ン は >  前日の 其れと は、 全く 別物に して、 名利 を 貧らん とす 

るの 念 慮 は、 全く 消え、 あはれ むべ き 束洋の 衰運 を 恢復す ベ き 一 個の 大政 治 家と なりて、 己れ の 一身 

を 苦しめ、 萬 民の ために 大いに、 計る ところ あらんと * 熱心に 企て 起しけ り。 

己れ の 身 を宗敎 上の キリストの 如くに、 政治 上に 盡カ せんと 望めり。 

此の 目的 を 成し遂げん に は、 一個の 大哲學 家と なりて、 歐洲に 流行す る 優勝 劣 欺の 新 哲派ゃ 破碎す 

ベ しと 考 へたり。 其考へ は實に 殆ど 一 年の 長き 一 分 時間 も、 生の 腦中を 離れ ざり し。 

一 〇 九 


一 一 〇 

嗚呼、 何者の 狂 痴ぞ、 か る 妄想 も、 か、 る 長き 月日の 間， 包 有する 者 あらん や」 (書簡) と。 

この 友人のう ち、 最も ふかく 往來 したる を、 大矢 蒼海、 本名 正 夫と する。 彼 は文久 三年 相 州 栗 原 村 

の 生れであった から、. 透 谷より 五つ 程の 年長であった。 大井 憲太郞 の大阪 事件に 連坐して、 禁獄され * 

二十 二 年、 憲法 發 布の 大赦に あって 出獄した とい ふ。 

この間の 消息に ついては， エッセィ 「三日 幻 境」 を參 照す るに 如く はない。 「三日 幻 境」 は、 明治 

二十 五 年- 再び 芝 公園 地內 にて、 執筆せられ たる ものであるが， 以下 その 一部 を抄記 すれば. 

「われ 函嶺の 東， 山水の 威靈 少なからぬ ところに 産れ たれば、 我が 故鄕 はと 問 は、 乂、 そこと 答 ふるに 

躊路 はせ ね ども、 往時の 產業は 破れ、 知己 親緣の 風流 雲散せ ざる はなく， 快く 疇 昔 を 語るべき 古老の 

存 するな し。 レ コレクション のみに 其 地 を 我故鄕 とうな づけ ど、 ホ ー プは 我に 他の 故 鄕を强 ゆる 如し。 

囘顧 すれば 七 歳の むかし、 我が 早稻 田に ありし 頃、 我 を 迷 はせ し 一 幻 境 ありけ り。 

輕々 しく も- 夙に 若く して 政界の 知己 を 得つ、 交り を當 年の 健兒に 結びて、 欝勃、 沈 憂の あまり、 

月 を 弄し 花 を 折り、 途には 書 を 抛げ、 筆 を 投じて、 一 二の 同盟と 共に、 世 塵 を 避けて、 一 切物 外の 人 

とならん と 企てき。  . 

今にして 思へば、 政 海の 波浪 は、 自 から 高く、 自 から 卑く、 虚名 を 貧り、 俗情に 縱 はる、 の 人に は. 

:S1: を 役 ひ * 橈 sffl ゆるのお もしろ みある ベ きも. わが 如く 一 片の頑 骨に 動 止 を 制し 能 はざる もの --、 


漂 ふべき ところなら ず。  ， 

然れ ども 我は實 に、 この 波浪に 漂蕩 して、 悲 愤饿慨 の壯士 と共に- 我が 血淚を 絞りたり しなり。 醜 

惡 なる 社 會を篤 縦して ー概靑 山に 入り、 怪しげなる 草廬を 結びて、 空しく 俗 骨 をして， 畸人の 名に 敬 

して 心に は 遠ざけ しめたる なり。 この 時. わが 爲め にこの 幻 境を備 へ. わが 爲に は； U の 幻 境の 同 住 を 

なせし もの は、 相 州の 一 孤 巷大矢 蒼海な り。 

はじめて、 この 幻 境に 入りし 時. 蒼海 は 一 田家に 寄寓せ り。 

w び往 きし 時に、 彼 は 一 畸人の 家に 寓 せり。 我を駐 めて 共に 居らし め- 我を醉 はしむ るに 燭酒 あり。 

我 を 歌 はしむ るに 破 琴 あり。 縱に我 を 泣かしめ、 縱に我 を 笑 はしめ、 我 素性 を枉 げしめ ず、 我 をして 

我 疎 狂 を 知る は、 獨り 彼のみ との 歎を發 せしめぬ。 おもむろに 庭 樹を敝 めて 奇句を 吐かん とする もの 

は此 家の 老 畸人。 劍を撫 して 時事 を慨 する もの は 著 海、 天 を 仰ぎ- 流星 を數 ふるもの は 我れ、 この 三 

個 一室に 同 臥、 同 起して- 玉 見 幾度 か 罅け- 幾度 か滿 ちし」 (下略) 

こ、 にい ふ老 畸人と は， 俳人 秋 山地 龍 子の ことで ある。 ヌ、 幻 境の * 名 は， 川口 村 字 森 下、 小 佛 峠の 

下より 右に 折れて 數 里の 山徑を 入った ところであった。 龍 子 はすで に 六十 を 超えた 老俠 骨で、 「中年 家 

に歸 り， 父 紙の 產を つぎたり しか ど- 生得の 奇骨 は、 鋤 g 牛に 用 ゆべき にあらず、 再三 家 を 出で て、 豪 

俠を 以て 自ら 任じ、 業は擧 ばず して 頭領 株の 一 人となり、 風流の 遊 場に 立ちて は- 幾多の 佳人 を S 設 
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し. 或 時 は劍を 挺して 武人の 暴 横に 當り， 危道を 踏み、 死地に 陷 りし， U と數を 知らず」 とい ふやうな 

激しい 精神の 持主で あつたが、 透 谷と 相 知った 頃 は、 寧ろ、 沈靜 なる 硬漢 であり、 風流なる 田 人で あ 

り、 園藝を わき まへ、 俳 道に 明らかに、 義太夫の 節に 巧みで、 又 刀剣の 鑑定に ぬきんで、 村內の 葛藤 

あら ぱ、 出で て 之 を 調停す るに 威 あり、 權 ある 分別の 士 であった。 

則ち、 透 谷 は、 老俠秋 山地 龍 子、 青年 政 客大矢 蒼海と 會 同して、 濁酒 をく み、 政事 を談 じ、 維新の 

志士 を氣 取って、 更に、 破 琴を彈 じ. 或は 劍を撫 したので あった。 透 谷の 政事 熟の クライマックス は、 

このと きに 極 はまる のであった。 

^3 由民權 運動の 虚脫 によって. その 出鼻 を摧 かれた 透 谷 は、 蒼海 龍 子と 相 知る に 及んで、 再び、 大 

いに 政治家た らんと する 志に かり 立てられ たので ある。 前記の 書簡に もあった やうに 「 一 身 を 萬 民に 

捧げん」 とも 考へ 「キリストの 如くに >  政治 上に 盡カ せん」 とも 望み、 叉、 この 目的の ために は、 先 

づ r 1 侗の 大哲舉 者に ならざる ベから ず」 とも 決心した のであった。 

しかし、 青年と 政治 熱 は- 畢竟 時代の 流行であった。 透 谷 も 亦、 その 潮流に まきこまれた にせよ > 

彼の 本質が、 政治の 純情に 惹 きつけられる と共に、 政治の 俗情に 面 を 背けざる を 得なかった の も. 自 

明で ある。 潔癖で 良心的で、 正義 を 愛した 彼 は、 政治と いふ ものの もつ 理想と 善意の 一 面に、 はげし 

い 共 嗚を覺 えたので あるが、 しかし、 政治の 他面に は、 妥協と 陋 策が あり- 條 善と ごまかしの ある t 


とが、 次第に、 彼に も わかって くると. 彼 は、 大矢苍 海ら と. 憂國的 志士 を氣 取る に は、 些か 自分が 

鋭敏す ぎる のに 氣 がつ いたので ある。 しかも 自分が、 萬 民の ために 一身 を^ ぜんとし たの は、 實に、 

天下の 風潮 のために、 靑春 の 血氣を 賭けん としたに 十ぎ ない の だとい ふことの 反省 も、 少 しづつ 頭 を. 

擦げ てきた の である。 

そこで 透 谷の 政治的 高潮 は、 この 幻 境の 會同を 峠と して、 次第に、 その 勢 を 低下し つ、 あつたが、 

しからば、 自己の 本領 を 生かす 道 は どこに あるかと いふに たると、 彼 は ハ タと行 詰る より 外 はな か つ 

た。 宗教 か、 然ら ず。 哲舉 か、 然ら ず。 或は1^-、 官僚 か. 然ら ず。 商人 か. 然ら ず。， —— この 自問 自 

答に 於いて. 彼が、 文 學を以 つて 答へ 得る に は、 尙、 ー兩年 を必耍 としたので あるから、 まさに、 政 

治に 幻滅した る 彼 は、 殆ど 人生に 失望した ると 同じく、 當 分と いふ もの は、 自分 を もてあます、 憂 群 

と 悔恨の 日が つ いたので ある。 

五  • 

「三日 幻 境」 は 更につ. くけ て、 

「三た び、 我が 行きし 時に、 蒼海 は 幾多の 少年 壯士 を率ゐ て、 朝鮮の 擧に與 らんと し、 老 畸人 も 亦、 

各 國の點 取に 雷名 を 蟲 かした る 秀逸の 吟 咏を廢 して、 自 村の 興 廢に關 るべ き 大事に 屑 を ひそむ る を 見. 


たり。 

この 時に 至りて、 我 は旣に 政界の 醜 狀を惡 くむの 念， 渐 く專ら にして、 利劍を 把って 義 友と 事 を 共. 

にす るの 志よりも、 靜 かに 白雲 を趁 うて、 千 峰 萬 峰 を攀づ るの 談 輿に 耽る の 思望大 なりければ- 義友 

を 失 ふの 悲しみ は、 胸に あまりし かど も， 私 かに 我が 去就 を- 紛"々 たる 政界の 外に 置かん と は 定めぬ？ 

義友も 遂に 我に 迫らず。  . 

遂に 大阪 の義獄 に與ら ざり しも、 我が 懐疑の 所見、 朋友 を 失 ひしに よりて、 大いに 增 進し， この 後、 

幾多の 苦獄 を經歷 したる は、 叉、 是非 もな し」 

とい ふ。 しかし- 彼が 大矢 蒼海と わかれ、 全く 政治の 興味 を 捨てる までに は、 尙相當 の 內面的 >  叉、 

外部的な^2?藤を經たことはぁきらかで， この 精祌 並びに 肉體的 彷徨 時代 は、 透 谷の 傳記 中、 もっとも 

不分明の 部分で あると いはれ てゐ る。 

前記した 早稻 田の 東京 專門舉 校 を、 中途 退學 する や、 彼 はしば らく 象 を はなれて、 英語 修得の ため、， 

横濱の 五十 七番 館に ボ ー ィ となって、 實地的 研究 をな さんと したが、 之を果 さず * 止むな く、 先年 舉 

習した 速記術 を以 つて、 祌奈川 縣會の 速記者と なること を 得た のであった。 

彼が、 のちの 自由 黨 代議士、 石坂昌 孝と 相 知った の は、 このと きのこと で、 當 時， 石 坂 は- 神奈川 

縣會議 ti 、一の 職に あった。 透 谷が、 この 石 坂の 令 孃美那 子と 戀に 落ちた の も、 すべて は、 彼が 速記者と. 


して、 祌奈川 縣 會 に雇储 された ことに、 因を發 する ので あるが • 透 谷と 石 坂との S 係に ついては、 後 

段に まとめて 述べる ことにしたい。 

このと き- 速記者の 日給 は戴圓 であった とい ふ。 彼に は、 生れて はじめての 牧人で あり、 ひそかに、 

政治 靑 年の 鬪志を 養 ふに 足りる ものが あつたの ではない かと 思 ふ。 しかし it 會 はやが て、 終った。 そ 

こで、 彼 は 更に、 英語 獨举の 必要から、 グランド. ホテルの ボ ー ィを 志願して、 首尾よく 採用され た 

がボ ー ィの 仕事 は そっちの けで、 しきりに、 圖書窒 備付の 洋書に よみふけった。 さう して、 稍々、 ィ 

ング リツ シュに 親しむ や、 大膽 にも、 外人の 客 を 相手に、 ガイドの 役 もっとめ、 その 間に、 會 話の 練 

達 も はかった のであった。 

しかし、 英語 研究 も 速記術 も、 すべて は 彼が， 政治家た らんと する 目的の たげ の 手段で あつたが， 

旣に 明治 十八 年の 頃に は、 大矢 蒼海 は、 單に、 机上 空論の 悲憤 懷慨 居士ではなかった。 大井憲 太郞ら 

と共に、 着々、 實 際の 政治 鬪爭 揚裡に 奔命し つ、 あつたので. はやく も、 鬥太郞 と 蒼海の 間に は、 一 

種の 距離が 生れて ゐ たので ある。 

或 日、 門太郞 はぶら つと、 数寄屋 橋の わが 家に 歸 つて 來た。 ぶらつと ではない。 內 心の 煩悶 を ひと 

り 解決し 得ず、 不安に 戰き、 焦燥に 耐 へずして、 止むな く 自家に 立ち もどった ので ある。 そして- 父 I 

快藏 にす ベて を 物語った ので ある。 そ； Jfc は、 大阪 事件の 生まく しい 陰謀が ひろげられた。 快藏 

1 1 五 


,  一 一 六 

は、 吃驚 仰天した。 

「何とい ふ大 それた 奴 だ。 お前の は、 政治 ぢ やない。 陰謀 だ。 政治家 ぢ やない、 陰謀家 だ 11 早く、 

壯士 仲間から 脫け 出さぬ と、 お前の 一 生 は 破滅 だぞ 11 」 

門太郞 はすで に、 この 叱責 を 十分に 豫 期して ゐた。 

すみません。 私の 間違 ひでした。 私が、 かう して、 お父さんの ところへ 一 K ひに 來 たの は、 旣に 私の 

心が、 さう いふ 企てから、 離れて ゐる 證據 です。 私 は、 長い、 惡ぃ、 夢の 中で、 無理な 身ぶ り をして 

ゐ ました、 と 彼 は 詫びた。 

「さう わかれば、 早い 程い い。 一日で もお くれて、 千秋の 恨み をの こす やうな 目にあって は大變 だ」 

r 大矢 は、 もののわかった 奴です。 私 を 無理に 陰謀に 引きずり こむ やうな こと はありますまい」 

「それ はわから ない。 あ、 いふ 壯士 仲間と いふ もの は、 仁義の 堅い もの だ。 どんな 仕返し をされ るか 

わかった もん ぢ やない」 

「さう です かね」 

「とんでも たいこと になって しまった ぞ」 

「しかし， 大矢 がっか まっても、 私の こと は 口 を 割らないで せう」 

「馬鹿 をい へ。 早く， 盟約から 脫 しなければ、 たと へ、 子供で も 同罪 だ。 お前の やうな 意 3 ぬの 弱い 奴 


が、 HE3§ の 人と なった 日に は、 生命がない」 

とい はれて、 門 太 郞も怖 毛 を ふるった。 執 (情漢 では あつたが、 武装 を. 好まない 眞 率の 精神 は. 稍 も 

すれば 傷き 易かった。 

そして 牢獄の 想像 は、 人 一 倍强烈 で、 鋭敏であった。 新鮮な だけに 一 寸 とした 刺戟に も- すぐ >  擦 

りむけ さう になる 精神の 上皮が、 彼 をして- 畢竟- 荒々 しい、 政治の 運動から 後退せ しめた 11 。 

それに 何としても- 年が 若かった。 

父に 激しく 叱責され k ば、 彼 は 卒然として. 自分の、 分際 を 知らぬ 浪曼的 彷徨に、 恐怖 を覺 えた。 

「どうしたらいい でせ うか」 

門太郞 は、 蒼. &な顔 を、 苦し さう に、 おしまげ てゐ た。  • 

「坊主に なれ、 坊主に」 - 

父の 聲が 耳の 上で、 ひ 1- いた。 

「坊主に！」 

驚いて、 門 太 郞は顏 を あけた。 

「さう だ。 その 髮を 剃って、 青い 頭の 坊主に なって、 大 矢ー盒 海に、 詫び をい ふんだ」 

「はい」  , 
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門太郞 は、 感き はまって、 田 5 はず、 拳 を かためた。 さう だ。 それ 以外に ない。 自分 はすぐ- 髮を剁 

り， 節を曳 いて、 大 矢の 家 を 訪れ、 從來の 行が かりと 盟約から 脫し、 一 切 を 政治 運動. と絕緣 して- 敗 

北 者と なる の だ —— さう、 心に 誓った。 さう すれば、 大矢 とても、 この 自分 を 貴め る こと はしない だ 

らう。 

「わかりました。 やって 見ます」 

門太郞 はさう 答へ ると、 すぐ、 とび 出して、 近くの 髮 床に 行った。 そして、 つるつると、 靑 あたま 

に 剃り 上げる と、 その 翌日、 彼は大 矢の 所へ 出かけた。  . 

これが 前記、 「三日 幻 境」 の 文中に ある、 第三^の 幻 境 行で ある。 

彼 は、 自分 を 何げ なし、 西 行の. 遁世に なぞらへ るので あった。 

r 靜 かに 白雲 を趁 うて、 古人の 跡 を ふまんと す」 

そんな 感懷 がかす めた。 

彼が 後年、 殊に、 二十 三年 頃に しきりに 「西 行傳」 を 完成 せんとして 努力した 記事が、 日記 中に 見 

えて 居り、 叉、 日頃 山家 集 を愛讀 した 旨も傳 へられて ゐ るが、 若き 曰に- 自ら 剃 愛して、 節を曳 き、 

大矢 蒼海の もとに 脫盟の 許し を 乞 ふた 思 出 は、 永く 彼の 胸裡 にと M まって ゐ たこと と 思 ふ。 

r 義友も 遂に 我れ に 迫らず」  K 


大矢 も、 この 態 を 見て は， 言 を 揷む餘 地がなかった ので あらう。 かくして 彼 は、 辛くも 大阪 事件 連) 

累の厄 をまぬ かれた ので ある。 

六 .  . 

しかし、 この 挫折と 後退が、 彼の 精神 を 叉、 はげしく 虐めつ けたの は當然 で- 

「十八 年、 生 は 全く， 失望 落膽 し、 遂に 腦病 のために 大いに 困難す るに 至れり」 (書簡) 

と 記して ゐる。 11 病と は 何 か。 例の 氣欝 病と 稱 する 神經 衰弱の 一 種で あらう が、 その 間にあって、 

彼 は、 旣に、 學校を 捨て、 今、 政治の 志 を 斷ち， 義盟の 友と 別れ、 更に 父の 叱责 にあって、 再び 煙草 

屋の 二階に 閉ぢ こもる 氣 にも なれない の であった。 

彼 は、 大 矢の 家 を 去る や、 心 を 西 行の 故事に 倣 ひ、 身 は 現 實の處 置に 窮 して、 遂に 墨染の 衣が はり 

に， 紺の 法被 を まと ひ、 糸 針 類 その他の 小間物の 行商 を やり 出した のであった。 彼 は 父に 書を呈 して. 

幸 ひに 脫盟の 許し を 得た こと を 報告し、 ついで、 自分 は、 しばらく、 行商 を營ん で、 精神の 傷 手 を、 

山野の 彷 撞に醫 したい 旨 をのべ た。 

彼 は- 從來の 行きが かりから， 主として、 八 王子 近在 多摩川の 流域 を 行商して 步 いた。 

そして- この間の、 換惱と 煩悶の 所產 として、 彼 はやう やく、 自分の 本質が、 政治よりも 文舉 にあ 
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る こと を、 はっきり 認識す る こ とが 出來た ので ある。 

書簡に 曰く、 

r 然れ ども、 少しく 元氣を 恢復す るに 至りて、 生 は 從來の 妄想の 非なる を 悟り、 爱 に小說 衆た らんと 

の 望み を 起しけ り。 

然れ ども 未だ、 美術家た らんと は 企て ざり し。 

希く ば、 佛 のヒュ ー ゴ其 人の 如く、 政治 上の 運動 を， 纖々 たる 筆の 力 を 以て 支配 せんと 望みけ り。 

此年、 生 は、 各地に 旅行し、 風景の 賞味 家と なれり。 叉、 種々 の 人 問に 交際して、 人情の 研究.： 豕と 

なれり。 

此 年の 暮， 生 は 全く アン ビシ ョ ンの 梯子より-おちて、 是 より 氣樂 なる 生活 を 得たり。 

以上、 樓 述し來 たりた る 生の 經歷と 性質と は、 以て 生 をして 自ら 小說 家た る を 得む と 自負せ しむる 

に 足る 者な り。 

鳴 呼、 此の 自負 は、 則ち 今、 生 を 苦しむ る 事 一方なら ざる 曲者に こそ。 

生 は旣に 自ら 生活 を營 むべ き にて あり。 

銳敏 に、 商 政 を 計るべき 一個の、 無 問 暇 の 男兒 な り 。  . 

汝 をして 小說歲 となるべき 企圖を 抱かし めんか、 汝は 一 捥の釵 を も 得る 能 はざる べし。 然れ ども、 


汝の 胸中に ある、 小說 家と ならん とい ふ 望み は、 遂に、 奪 ふべ からざる 者な り」 

と 0 

斯 くして、 彼 は、 長い 模索のう ちに はじめて- o 分の 本 f の 志と もい ふべき もの を 確立した ので あ 

る。 

彼 は 晴れ 上った 秋の 日の 午後、 枯 草の 上に 尻 をお ろした 絹の 法被 姿の 自分 を 顧みて、 苦笑した。 

速記者、 ホテルの ボ ー ィ、 壯士、 釗 髮、 行商 -—— さう した 數奇の 生活、 殆ど、 狂せ るに 近い 混亂と 

放浪の 過去 を ふり かへ つて、 それらの すべてが、 一種の はげしい 探求 的 精神、 自我の 追求で ある こと 

を 知った。 そして その 最後に 來た 徹底が、 遂に、 文學 である こと も 知った ので ある。 

彼 は 叉、 昔 を 思った。 小 田 原で 別れた おせんに、 自分 は 束 京へ 出たら、 女の 友達 はこしら へまい。 

小 田 原に は、 見るべき 書 もな く、 語るべき 友 もない ので、 男の 友達より、 おせんの やうな 女の 友達 を 

こしら へたが、 東京に は、 風雲 を 望んで 集る 同志の 靑 年が 多い こと だら うから、 自分 は 斷然、 女なん 

かに は 見向き もしないで、 男の 友と 交り、 互に 胸襟 を ひらいて 天下 國家を 論ずる の だと、 語って きか 

せ、 叉、 自ら もさう 心に 決した。 そのこと を、 ふと 思 ひ 出した。 そして、 今 はそんな 觀念 さへ、 自分 

の 本質に とって は、 不自然な 偽装だった と氣 がつ いた。 

彼 は 急に、 おせんが 戀 しくな つた。 長い間、 すっかり、 忘れて ゐ たもの が、 急に 亦、 まざまざと， 
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迫って 來た。 それ は 以前に もまして、 嬌激で 且つ 新鮮な 感情で ある。 —— 

そのと き、 おせんの 顏に 二重 寫 しとな つて、 茫莫と あら はれた の は、 一 二 ヶ月 前、 はじめて、 垣 間 

見た 石坂昌 孝の 令 孃の俤 であった。 

石 坂美那 子、 

彼 はふと、 口の 中に、 其 名 を 呼んで 見て、 ハツと した。 自分で も、 意外であった。 

それ は、 チラ ッと、 かすめる やうに 去來 した 瞬間の 一瞥であった。 それ以上の 何も やで もない。 そ 

のま、、 平凡に 忘れて ゐた 人の こと だ。 それが 妙な； J とに、 おせん を 思 ひ 出した 追憶の かげから、 い 

つの まに か、 すべりこんで 來て、 に はかに 彼の 目の前に、 大きな、 明晳 な、 印象 を畫 いて ゐる。 

とんでもな いこ. とだ、 と、 彼 はすぐ 打消した。 

向う は縣會 議長の 令孃 だ。 ゆくゆく は、 板 垣參議 の拔躍 さへ あれば 知事に もなら うとい ふ權 勢の 人 

である。 出身 も、 南 多 摩 郡野津 田の 豪農の 出で、 いは. i^、 三 多摩壯 士の大 親分 格で ある。 その 人の 令 

孃 とすれば、 いふまで もな く 高嶺の花であって、 糊の 法被に- 糸 針の 行商 をして ゐる 出來損 ひの 俄か 

西 行の、 逆立ちしても 及ぶべき ことで はない かもしれ ぬ。 それに 第一 、 向う の 方が、 年上であった。 

いくら 門 太郞が 早熟の 靑年 といへ、 向う から 見れば、 まだ、 ほんの 子供で ある。 

「は \  、と  . - 


と、 彼 は、 うつろな 自嘲の 笑聲 を、 我れ とわが 法被 姿に 投げ かけた。 

しかし. その 笑聲の 消え ゆく 裏に、 彼 は 不思議な 動 搖の殘 るの を 感じた。 それ は 今まで 味った こと 

めない、 つよい 執着の やうな ものであった。  - 

「  」 

彼はジ ッと考 へこんだ。 

「俺 は、 やっぱり、 女の 友達 を 求めて ゐる。 聰明で、 美しい 婦人 を。 —— 小 田 原のお せん は、 たのし 

い 思 出 を、 俺に のこして ゐる。 しかし、 もう、 おせんで は滿 足出來 ない。 もっと 新ら しい、 もっと、 

智惠の 高い ：：： ノ ー ブルで、 純潔な 處女を 俺 は 求めて ゐる。 —— さう いふ 婦人と、 心から 親友の 誓 ひ 

が 立てたい の だ」  ， 

> つ のまに か、 彼 はそんな ところに、 空想 をとば して ゐた。 

蠢. 

「それに は、 俺 も 立派な、 素晴らしい 小說を 書く の だ。 頭 を 剃って、 西行氣 取りの 放浪な ど を やって 

ゐる 時で はない かもしれ ぬ」 

彼 は 急に、 大矢 蒼海ら と會 同して、 わけの わからぬ 政治 論 を 放談し、 素姓の しれぬ 壯士 仲間と、 事 

を 同じく しか 、 つた 過去の 馬鹿々 々しい 妄想から、 いよいよ、 はっきり、 袂 別して、 新 生活の スタ ー 

トを 切らなければ ならない と- しきりに 希望が 燃えて 來た。 彼 は 野の 暮れ か、 るの も 忘れて ゐた。 
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. 明治 十七、 八 年、 透 谷が 好んで 出入した 時代の、 三 多 摩 地方の、 壯士、 博徒の 概況に ついても" も 

う 少し、 調べたい と 思 ひながら、 その 餘裕が 得られなかった。 明治 新 政府 は、 十六、 七 年 を 期して" 

徹底的な 博徒 狩り を やって 居り、 その 煽り をく つた 彼らが、 どんな 風に 動い たかは 興味 ある 對 象で 

ある。 

京 橋區， 左衞門 町の 透 谷の 家の 跡 は、 現在、 数寄屋 橋の 交叉 點 から、 尾 張 町 四 丁目へ 向って 左側 • 

晝夜 銀行と 道路 をへ だてた、 向 合 ひの たばこやが、 代 こそ か はれ、 その 跡と つた へられて ゐる。 こ 

の ー帶が もとの 彌左衞 門 町で、 松 崎の (gi 餅屋、 その 隣の つ ら屋 などが、 古くからの 家で ある。 

共慣 義塾 11 明治 六 年 四月 改正。 塾 主 は 南部 信 氏。 英學 塾の 一 つ。 英學 は、 教師に 亞人ガ タナ。 

入門 金 ニ兩、 月謝  一 IS 1 分、 外 一分 (塾 費) —— 門太郞 は、 英語 研究の 目的の ために 入った ものと 

.見 える。 


當時 奈川縣 の縣會 議長 をつ とめて ゐた石 坂昌孝 は、 南 多 摩 郡 野津田 村の 代々 の 大地 主であった。 

從 つて、 彼の 家に 出入す る もの は- 壯士- 博徒- 破落戸な どが 多かった。 かう いふ！^ 境に 生 ひ 育った 

石 坂 美 那子は >  いつしか 大の壯 士^ ひ、 破落戸 嫌 ひに なって ゐた。 

美，^?,子には弟と妹がゐた。 弟 は 公歴と いひ、 妹 は 登 志と いった。 公 歷は淺 草 三 筋 町の 濠 西濟舍 に擧， 

スでゐ た。 美 那子も 壯士ゃ 破 落戶の 溜り 場の やうな 野津田 村の 家 を きらって， 橫濱の 共立 女學 校の 寄 

宿舍に 入って ゐた。 

六月の 或 日、 美 那子は 久しぶりに、 横 濱の畢 校から 自分の 家へ 歸 つて 來てゐ た。 恰度 そのと き- 門 

太. -と 公^とが、 ひょっこり、 遊びに 來 たのであった。 門 太 郞は昌 争と 知り合って からつ，.， いて 息子 

の 公歴と も- 交り を 結んで ゐ たので ある。 

「姊 さん。 姉さん も歸 つてたん です か。 そり ゃァ 恰度よ かった。 姉さん、 今日は 珍しい お客さん をつ 
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れて來 たんです よ。 姉さんの 嫌 ひな 壯士ゃ 政治家と はちが ふ、 未來の 文豪 大小 說家を つれて 來 ました. 

お父さん もよ く 知って ゐる北 村 門 太 郎君です」 

と、 公歷は 美那 子に 透 谷 を 紹介した。 透 谷の 方で は、 いっか 東京の 本 鄕の寵 岡 町に あった、 自由 黨 

の 政治 運動の 祕密 本部と もい ふべき、 樂只 園と いふ 葉 茶屋で、 父 を 訪ねて 来た 美 那子を 垣間見た こと 

はあった ので あるが、 美那 子の 方で は、 のとき が 透 谷との 初對 面であった。 

「この 姉さんと 來 たら、 政治 象の 娘の くせに、 政治が きら ひなんで すよ。 今日は 親父 も 留守 だし、 例 

のお 客さん もゐ ないやう だから、 一 つ、 三人で 文擧 論で もやり ます かね」 

〈ム歷 ば さう いひながら， 奥の 座敷へ 透 谷 を 伴った。  ： 

その 日 は 夏の はじめで あつ-たから、 透 谷 は 中形の 浴衣 を 着て ゐた。 蝶が 背中に 三つ 程と まって ゐる 

やうな >  まるで 女が 着さうな 浴衣だった が、 それが 療せ ぎすな 透 谷の 身體 に、 非常によ く 似合って 見 

えた。 

「何しろ、 姉さん も 嫁に いかな けり やならん 年頃に なつたん だから >  大分、 いろんな 申込みに なやま 

されて ゐる らしいで すよ。 相手が みんな、 ソラ- 劍士 とか 壯士 とかって いふ 連中で せう。 姉さん、 斷 

じて 首 を ふらない。 親父 は あの 通り， 家. 1 のこと なん ざ 放任主義 だからい いけれ ど、 おつ 母さんが、 

なか/, \ 野心家 だし、 几帳面 だし、 姉さん も 間に 立って、 苦 勞が多 いんです よ」 


と美 那 子が 茶 をと りに 次の間へ 下った 頃 を 見 はからって、 公歷 がいった。 

「何とい つても、 三 多 摩の 大 親分の 令 壤 だからね。 壯士 ゃ劍. .H が * 自分 こそ 一 つ 金的 を 射て、 大いに- 

頭株に ならう と虎視 耽々 たる わけで せう ね …… 」 

と、 透 谷 も 冗談の やうに うけ 答へ たが、 內心 はさつ き，^ ら 胸の 高鳴る 思 ひがして ゐた。 その 淑 かな 

物腰の わりに、 自分 を 見 眼の 冴え-^ しさ。 キビ キビした 應待。 明晳な 物の いひ 方。 小さく つて、 . 

彈 力の ある 姿態。 すべて は 透 谷の 心 を、 グイ グイ 惹き つけずに はゐ なかった。 

この 人 こそ、 天が 自分に 引き合した 幸福の 象徵 だ！ そんな 氣 がした。 田 舍壯士 や 破落戸 共に， 負 

け をと つてなる もの か。 萬 難を排 してで も、 自分 は戀 愛の 自由 を 獲得す る。 さう も 思った。 自分の こ 

の 强ぃパ ッ シ ョ ンは、 必ず、 相手に も 通じずに は 措かない。 

11 彼 は こ の 問 か ら 漠然と 戀ひ慕 つ て ゐた對 象が に はかに 大きく つよく. 彼の 心に： g つてく るの を 

覺 えた。 

こんど こそ、 自分に はほんと うの 力が 出て くる だら う。 彼 は 公 歷が何 かしゃべ つて ゐ るの も， 上の 

さに 聞きながら、 ひとりで 力み かへ るので あった。 

夕方に なった。 

手う ちの 麥の 御馳走が 出た。  , 
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「どうです。 もうお そくな つたから、 一 晚 泊って いって. に。 久しぶりに、 夜 を 徹して 談 じょ うぢ やな 

いか I 一  . 

と， 公歷が 云った。 透 谷 は それで は 無， 0 すぎる から おそくっても 歸る といった が、 泊り客 はなれ 

てゐ るから、 どうぞ 遠慮なく 泊って いって くれと、 美那 子に いはれ ると， 透 谷 も. たって 歸る氣 はな 

かった。 

薄暗くな つてから、 昌孝 夫人の やまが 其の 母の まよと 二人で 歸 つて 來た。 やま は 石 坂 家の 家附 娘で 

あった。 

「へえ 珍ら しいお 客さん です ね。 北 村さん とい ふと 何 かしら， 縣會の 方で 速記 をして なすった 方 だつ 

たね」 

と、 やま は 聞え よがし に 云った。 暫くす ると、 普斷 着に きかへ て、 出て 來て 挨拶 をした が、 親分の 

奥さん だけあって， 人 を 見下す やうな、 横柄な ところが 見え. 透 谷に は 好感が 持てなかった。 やまの 

方で も、 瘦 せつ ぼちで、 祌經 質な 顔立ちの 透 谷 を、 たうて い 好きに なれさう もたかった。 そして、 み 

ん なが 歸 つてく ると、 美 那子は 透 谷の 側から 引き はなされて しまった。 

透 谷 は、 砂 を嚒む やうな 氣 持ちで、 とかく 默 りこんだ。 

「おい。 小 文豪。 どうした。 元氣 がな いぢ やない か」 


と、 人の 氣も 知らぬ 公歷 は、 透 谷の 憂 I おさうな のに、 反撥して いった。  - 

「臺 所から、 • 酒 を 少し、 もちこんで 來 ようか。 箭が あると いいが」 

「いや、 いらん。 いらん」 

「まあ、 一杯の めば、 元氣 になる ぞ」 

「美那 子さん は 酒の みは、 一番 きら ひだと いって ゐた —— 」 

「こら- 何 をい ふか。 未來の 大小 說家を 志す 大丈夫が， 一 婦女子の 言に 左右され て 一杯の 酒 をのみ 得 

ずと は、 を この 限り だ。 今， ソッと 持って くるから. 雜 にも 分り やせん」 

と， 公歴 は 足音 を 盗んで、 やがて 德 利と 茶碗 を 運んで 來た。 

「うまい ものが あった ぞ、 阿 母が 土産に 買って 來た、 いかの ii 辛 だ」 

「いいの か. 勝手に 出して 來 たりして」 

「何に、 かま ふもん か」 

「ね ェ、 公歷 君， 僕 は 今， すばらしい 論文の 書 出し を考 へつ いたよ」 

さう いって- 透 谷 は 一 盞を 傾けつ 、雜 記帖の  一 を 朗誦した。 

「天地 愛好すべき ギ？ 多し。 而 して 尤も 愛好 十べき は處 女の 純潔なる かな。 もし、 黄金， 瑠璃、 眞珠を 

尊し とせば- 處 女の 純 潔 は、 人界に 於け る 黄金、 if 璃、 眞珠 なり。 もし 人生 を 汚濁 穢染の 土と せば， 
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處 女の 純潔 は燈 明の 暗 牢に向 ふが 如しと いはむ。 人生 を厭惡 する も厭惡 せざる も， 誰か 處 女の 純 ■ 

潔に 遭うて、 欣樂 せざる もの あらむ」 

一息つ いて、 叉、 彼 は聲を あげた。 

「悲しく も 我が 文學の 祖先 は、 處 女の 純潔 を 尊む こと を 知らず。 千載の 孤客 をして、 批評の 筆硯 に對. 

して 先 づ血淚 一 滴たら しむ。 

鳴 呼、 處 女の 純潔に 對 して、 端然と して 襟 を 正しう する 作家， 遂に 我が 文界に 望むべからざる か」 

透 谷の 聲は 感動に ふるへ、 目に は キラ キラと 露が 光った。 公歷 も. その 进り 出る 生一本の 熟 情に う 

たれて- 義を 持つ 手 を 休めつ 聞き入った。 

今、 一人、 これ を 聞いて ゐる 者が あった。 それ は、 ソッと 隣り の 窒に忍 入って、 誰に も氣 のっかれ 

ぬ やうに、 透 谷の 樣子 をう か つて ゐる 美那 子であった。 處 女の 純潔！ それが 美那 子を對 象に、 こ. 

の 若い 詩人の 胸に 湧き上って 來 た- 止む に 止まれぬ 熱情の 塊で ある こと を、 美那子 自身 も、 はっきり 

我が 胸に うけとめずに は 居られなかった ので ある。 とすれば 向う は縣會 議長の 娘、 ； J ちら は 名 もな き-. 

煙草屋の 小僧、 たうて い 高峯の 花と、 あせりぬ いた この 戀愛 も， 案外に、 距離 は 遠くなかった ので 多 

らう。 

「よし、 では 俺が 題 をつ ける。 「詩人と 處女」 はどう だ」 


と 公歷は 酒の ま はった 顔 をして いった。 

「少し まづ いね」  - 

「さう か。 ぢゃァ 「處女 を 愛すべし」 「處 女の 價値を 41 ず」 いくらでも ある ぞ。 「處 女の 純潔 を； i?.. すへ 


「あ k、 それが いい。 それが いい」 

「よし、 題が きまった。 あと は 酒 だ」 

しかし、 透 谷 は その 晚に 限って、 いくら 飲んでも、 少しも 醉 って來 なかった。 飮 めば のむ 程. 頭が 

冴えて 來た。 美那 子の ことで 一杯であった。 ガ タツと 戶 棚の あく 音が しても、 彼の 神 經は飛 上る 程に、 

尤 ぶって ゐた。 

-  二 

その 翌朝 は、 紺碧に 晴れ 上った 初夏の すがく しい 日であった。 

「高 幡 不動まで、 散步 にい くんだ が、 姉さん も 一緒に 來 ないか」 

と >  公 歷は美 那子を 誘った。 美 那子は 母の やまに， 行っても いい かどう か を 聞いて ゐる らしかった 9 

「知らないよ。 男の人 達と 外を步 いたりして。 石ぐ らゐ とんで 來 るの を 覺 悟して なくつ ちゃね」 
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と- やま は やっぱり、 いい 返事 はしなかった。 まだ、 その 頃 は. 夫婦で も 戶外を 並んで 步 くこと は 

憚 かられた 時代で、 うっかり すると- 銀座 通りで も、 石. が とんで 來 たりした。 それでも 美那子 は. 支 

度 をして 出 て^た。 

「大分 ノ阿 母に 油 を しぼられて ゐ たね」  . 

公歷 は、 並んで 步き 出してから いった。 透 谷 は、 一人 だけ 少し はなれて、 先に 立って ゐる。 

「あ、 いふのお 母 さまの 口ぐ せね。 かま はず， どんどん 出て 來 ちゃった わ」 

と、 美 那子は 快活な 笑 ひ聲を 立てた。 道 は 明るい 野の 中の 一本道であった。 一寸 散步 といっても、 

道のり は 三 里 も あるので ある。 いつしか、 美那 子を眞 中に、 三人 は 肩 をなら ベた。 

「このへん は、 春 だと 蓮華草が 一杯 いて、 それや ァ 綺麗なん です よ」 

と、 美那 子が 云った。 

「去年の-春 は、 無理に お 父 さま を 引っぱり 出して、 妹 達と 摘 草 をし ましたの。 蓮華 や 土筆が、 籠に 一 

杯でした」  ， 

とも 一 K つた。 そんな 他愛ない 話 を 聞く ので も、 透 谷 は 幸福で ならなかった。 

話 はいつ か 結婚 論に なった。 對話は 透 谷と 美那 子の 間に はづん で、 公歴 はや、 もす ると 仲間外れ だ. 

つた。 


「ー體 お父さん は • どうい ふ 人の 所へ- あなた を やる 氣 なんです か」 

「さあ。 別に 考 へて はゐな いのでせ う」 

「財産家で すか」 

「私 は >  财產 なんか、 土か芥 ぐら ゐに しか 思って ゐ ません。 財産が 何でせ う。 名譽 がなん でせ う」 

「では、 どうい ふ 人が 好きなん です」 

「名譽 もない、 財產 もない、 壯 快な 男子 こそ， 私の 夫に ふさ はしい」  . 

と， 美那子 は. 靑春を 誇る やうに、 美しい 目 を か i ^やかした。 

「無名 無産の 壯 快なる 男子なら、 こ k に 北 村 門 太 郎君 有り だね」  - 

と.. さっきから 仲間外れの 公歷 は、 ちょっと- 冷やかす やうな 口調で 云った。 みんな は 朗らかな 笑 

ひ聲を 立てた。 しかし 笑 ひながら も. 透 谷の 胸 はちよ つと した 刺激に も はりさけ..， U うな しい 轟き を 

ひめて ゐた。 

やがて 彼女た ちと 別れて、 銀座の 煙草屋の 二階へ 歸ク てく ると、 彼 は 又 急に 淋しく つてた まらな か 

つた。 彼 は 眠りの 足らぬ 身體 をす ぐ蒲圑 にもぐ りこ ませた が、 .一 几ぶ つた 精祌は 一向に 鎭靜 しなかった。 

このま、 でい くと、 發 狂して しま ひ はせ ぬか。  . 

彼 は 恐ろしい 氣 がした。 自分で^：！分の厄介な激情をもてぁまさずにはゐられなか つた。 
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彼 は いつまでも 寝られぬ ま、 に、 起 直って とうく 熱烈な 戀の吿 白 の 手紙 を 書いた。 宛名 は- 横濱 

の 共立 女舉校 の 寄宿 舍 であった。 

やがて 返事が 來た。 そこに はやさし い 女の 氣 持ちが 溶んで ゐた。 彼 はすぐ 其の 返事の 返事 を 書いた。 

かくて 二日 置き 位に、 彼 は 長い 手紙 を 書き送った。 ー體、 門 太 郞は何 をして ゐ るの だら うと- 不審 を 

抱いた の は、 母のお ゆきであった。 しかし、 子供の 頃と はちがつて、 もう、 そんなに ガミガ ミ千涉 も 

出來 なかった。 

或 日， 結び 文 を 持った 車夫が、 煙草屋の 店先に 立って、 門 太郞を 呼んでくれ といった。 

「門 太郞、 お前に 用の ある 方が 見えて いらっしゃ るよ」 

と、 おゆき は 梯子段の 下で 呼んだ。 門 太郞は >  直觀 的に 美那 子からの 呼出しに ちが ひない と. 胸 を 

と ろかした。 果して、 手紙 はさう だった。 本 鄕龍岡 町の 葉 茶屋 樂只圜 に、 父と 一緒に 來てゐ るから、 

一寸で も 逢 ひたい 11 そんな 文面だった。 彼 は 着物 を 着かへ ると. 母に は 何の 說明 もしずに、 すぐ， 

その il; にの つて、 出かけて いくのだった。 おゆき は， 車上の 息子の 姿 を 見送りながら >  何の こと やら 

譯の わからぬ ま、 に、 不安だった。 銀座 藝者、 金春藝 者が、 やう やく、 新 輿の 勢 を 示して- 世間の 噂 

を かき 立て 出した 頃であった から * もしゃ そんな、 商賫 女に でも 引つ か、 つたので はない か。 車屋に、 


手紙 を もたせて * 呼出し を かける やうな 女が 出来た とすると， うっかりして は ゐられ ない， I- そんな 

心配が、 さすがに もろい 女親の 心 を かすめた。 

籠 岡 町の 葉 茶屋 は、 前に も 記した 通り、 自由 黨 一派の 政治 運動の 策動 祕密 本部で、 殊に 石坂昌 孝の 

根城と なって ゐた。 

向う へ つくと、 昌孝は 急に 板 垣參議 からの 用事で、 他出した あとであった。 美那子 一 人が、 彼の 來 

るの を 待って ゐた。 

逢 ふとす ぐ、 彼女 はび つくりし ていった。 

「まあ、 どうな すつ たんです か」 

ジッと 透 谷 を 見つめる 目が、 悲し さう に 光って ゐる。 

「何んで すか」 

透 谷 は 何の ことか わからずに 反問した。 

「だって、 あなたのお 顔が、 一寸お 目に か、 らぬ うちに、 すっかり、 衰へ なすった からです よ。 一 體- 

何 を 苦しんで いらっしゃ るんで すか」 

「へえ、 僕の 顔が そんなに 衰 へました か。 若し、 あなたの いふ 様に、 そんなに 衰弱した とすれば、 そ 

れは みんな， あなた を 思 ひつ けて、 毎日、 眠る ことが 出來 なかった からでせ うよ」  - 

1  一二 七 


1 三 八 

-r  」 

美那 子は默 つてうな だれた。  . 

光る ものが、 一筋 二 筋、 彼女の 頰を傳 つて 流れた。 

「僕 は、 よく まあ、 發 狂しずに すんだ と、 寧ろ 不思議な くら ゐ なんです」 

「まあ、 そんな —— 」 

「お父さん は 何 か 仰 言って ゐ ました か」 

「全然、 さう いふ 話 を、 父 は 取合 ひません の。 でも. 一言 だけ、 いひました わ。 さすがに 明治の 若い 

者た ち は、 無謀 だね つて」 

「無謀！」 

「母 は 怒りました。 とんでもな いこと だ。 あきれた 娘 だって。 そしてもう、 二人の 間 を、 何 か 汚ら は 

しい 仲に でもな つてる かの やうな， 口吻でした」 

r 大體， 豫 想して ゐた 通りです。 それで あなた は、 どうな のです」 

「私 は、 あなた 次第です。 でなければ、 あなた を、 こんな 風に 呼び出した りする でせ うか —— 」 

「しかし、 二人に は 非常た 勇氣が 必要です よ。 封建的な 古い 考 へで なく- 新ら しい 明治 を 意識した つ 

よい 信念が 必要です」 


■I 自覺 はも つ てゐ ますよ」 

「兩 親に 背いても です か」 

「  」 

「そらね。 かう いふ； J と は、 よほど、 腹 を. 据えてから でなければ 云へ ないで せう- 

「では >  若し， 二人の 思 ひ 通りに いかなかったら、 あなた はどうす るんで す」 

「氣が 狂 ふでせ う。 もし 氣が狂 はなかったら、 又、 坊主になります よ」 

「坊主になる 前に、 もっと、 强く、 お父さんに 談判して 下さい」 

と、 美那子 は、 稍 も すれば 感情的に ならう とする 透 谷を勵 ます やうに いった。 美那子 は慶應 元年の 

生れであった から、 透 谷より は 三つ 程 年上 だった ので ある。 

其の 晚 >  彼が 籠 岡 町の 葉 茶屋 を 出た 時 はもう 午前の 二 時 頃であった。 四圍の 事情 は、 全く 絕 望に 

かった。 絡 望 すれば する 程美那 子が 欲しくて ならなかった。 美那 子の 黑ぃ 美しい 目が 惱 ましく 彼を囚 

へて ゐた。 彼 は 夜の 東京 を、 熱に うは づ つた 病人の やうに 頭 を か、 へて、 蹌跟 として 步 いた。 祌 田で 

一度、 馬場 先 門の あたりで 一度、 夜警の 巡邏に とがめられた。 

三 . 
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そのうち 又 一 度 彼 は どこか へ 出かけて おそくな つて 歸っ て來 た。 そして それから 三日ば かりとい ふ 

もの は、 石の やうに なって 默 りこんで ゐた。 食事 も 碌にし なかった。 母のお ゆき は- これ はてつ きり、 

金 春 新道 あたりの 女と 熟くな つて、 意志の 弱い 男に 有りがちの、 てっきり 道行か 心中 かと、 油斷 なく 

監視の 目 を 光らした。 しかし、 あの 時の 一度つ きりで、 呼出し 狀の來 る 様子 も 見えなかった。 

石の やうに 沈默 して ゐる 間に、 彼の 理性 は、 やう やく 奔騰す る 感情 を 抑へ つけた。 彼 は 熱愛す る 石 

坂美那 子の 一生の 幸福の ために は、 何の 力 も 無い 自分の 慾 望 を、 おさへ 殺す ほか はない ことに、 やう 

やく 決意の .1 を かためた ので ある。 

それから 彼 は、 遣 書の やうな つもりで、 三人に 宛てた 手紙 を 書いた。 公 歷と、 in: 分の 父と、 當の美 

：那 子との 三人で ある。 そのうち、 美那子 及び 父に 當 てた 手紙 だけが、 今日、 現存して ゐ るので、 先づ、 

父 宛 の ものから 一 部を拔 書して 見る； U とに する。 

「生 は 我が 未だ 狂せ ざる を 怪しむ のみ。 白痴と ならざる を奇 とする のみ。 蓋し- 此 六月 W 來、 生 は，：，： 

-ら 驚く 程の 耐忍カ を 以て、 此の 大肷 軍に 伴 ひたる 失望 落膽を 防ぎたり。 然れ ども、 此の間に、 叉、 生 

を 救 ひたる 桉兵 たきに しも あら ざり し。 其の 援兵 こそ、 我が 親愛なる 石坂應 にて ありし。 

こ は 能く 生 を 助けて、 狂せ しめ ざり し 故に、 生 は 去る 十七 日まで は、 泰然と して 毫も 自ら 恐怖せ ざ 

りし も， 遂に 生 は、 僅か 四日 間にして 落城したり。 


十六 日の 夜、 生 は 石 坂 孃を訪 ふて， 二 時 頃まで 其窒 に對談 したり。 此 夜の 談話 は 一言 も 己れ の 不幸 

に 及ぼさず- 孃も 亦、 生 を 日本人 中の- 洒落なる 人、 傲 世の 客- 英雄の 末路と 評せり。 其 後 三日 を經 

て、 十九 日の タ景、 生 は 孃を訪 ふて 三時の 樓鐘を 聞く まで、 對 話せり。 

生 は實に 此の 四 曰 間に 於て、 殆ど 發狂 せんとせ り。 恰も 落城す るに 近 かりし。 

かくて 生 は、 石 坂嬸と 交際 を絕 つべ しと 決心したり。 あ、 我が 神經の 激烈なる、 殆ど 生 をして.！：： ら 

驚かしむ。 (中略〕 _ 

抑 も 石 坂公歷 (公麿と ある は 誤字) は、 すべての 朋友の 上に 立ち、 志望 膽略、 巍 然として、 諸 輩 を 

心服せ しめ 居たり。 其の 公歷 氏が、 最も 心 を 置き、 最も 計り 得 ざり し は、 小生な りき。 小生の 氣風 は、 

遠く 公歷 氏の 上に 在りたり。 之れ 則ち 公歷 氏が、 生の 傲慢 不屈なる にも 拘 はらず、 生に 結ぶ に 最も 親 

密 なる 交際 を 以てせし 所以な り。 

又、 石 坂の 一家に て 最も 公歷 氏と 意 氣相投 ぜしは 氏の 姉なる 美那 子に て あり。 叉、 美那 子と. 生との 

交際 を 結ば しめたる 主因 は、 公 fe^- 氏と 生との 間に 存 せし 親密の 交際に て ありけ りと いは J -、 生と 美那 

子との 志望の 相投 ずる 所 ある をば、 推 想 あるべし。 生の 傲 世 逸 俗の 氣風 は、 公歷氏 及美那 子の 最も 敬 

愛せし 所な りし。  • 

叉、 彼等の 淡泊に して 高 W なる 思想 は 小生の 夙に 欽 して 止まざる 所に て ありし。 (中略) 

r  一  四 一 


一 ：！  二 

抑  >  石 坂 1  滅は、 敎育も 高く、 智識 も 持し、 加 之 其 父より 受けた る 榮譽を 荷へ り。 此の 榮譽 ある 嬸 子 

は、 遂に 懇情の 爲 めに、 其 身 を 破らん とせり。 讓は實 に 生 を 慕へ り。 生 も 亦、 鎞を慕 ふの 念、 ョ 一 日 

に 加 はれり。 生 は 始めより， 敗軍の 將 なる 事 を 承知し 居りければ. 是 より 世 を 輝かさん とする 此の 一 

少女 を 誤らせん と は 決して 思 は ざり し。 然れ ども 凡俗の 人間， 佝ぞ 良心 を 全 ふす る を 得ん や。 

兩 個の 熱愛、 其 極度に 達して、 お 五六. n: を經 ば、 約婚の 契約書 も 將に出 でん どす るに 至りて、 生 は 

最も 激烈 なる 良心の 奮鬪を 以て、 全く 其の 迷 雲 を排 したり。 

嗚呼、 孃は、 眞の 神の 敎を 以て、 衆生 を 救 はんとす る 有 要の 1 責女 なり。 生 は實に 大敗の 餘り、 成 

す 所な き 一 糟粕 のみ。 

我 はかって、 人 を 救 はんがた めに は、 おのれの 生命 を も 犧牲に 供 せんと 企てし 事 も ありに き。 况ん 

や W11 々たる 懇情 を や。 鳴 呼 * 讓 をして 其 目的 を 達せし むる に は、 生と 結婚 なぞと 忌 はしき 志望 を脫却 

せし む 可し。 是れ 生が 斷然、 此の 交際 を 破らん と 計りし 所以な り。 此の 戀情は 則ち 石 坂 嬢が 世 を 益せ 

んが ための 犠牲な り。 

石 坂の 一家の 日本人 共 は、 生と 美那 子と は 怪しむべき 親友な りと 評する 趣き を 聞きし こと あり。 叉、 

右 坂の 老母 は、 生と 嬢との 交際 を絕 たし めんと 欲する 様に も 見へ たり。 碌々 たる 未開の 頑 民- 案じ 煩 

ふこと なかれ。 余と 美那 子と は、 堂々 たる 紳士 令嬢の 交際に 劣る 所な かりき。 


生 は 石 坂 嫂と 別る、 に當 りて、 霄： 一 要なる 誓言 を 約せ り。 

則ち 人生の 1^ 路を 取って 進むべき 事- 是 なり。 

蓋し 攘は 生の 激烈なる 性質 を 知る 者な り。 誤って 輕 率の 事 を 企て、 遂に 貧苦に 陷 らんこと を 前 知す 

るに 似たり。 我れ 何ぞ 親友の 言葉 を 無にせん や。 孃は實 に 第二の 大矢 なり。 

(註， 前揭、 大矢 蒼海の こと) 

生は斯 くの 如くに して、 勇猛に も 我 痴情に 打 勝ち、 叉、 我 親友の 心 を も 動かして、 二人の 幸 顧を恢 

復し 得た ると 同時に、 驚く 可き 洪水の 如き 勢力 を 以て、 ； t に 感謝し、 神に 歸 依すべき を發 悟せ り。 (中 

略) 

生の 一身上に ついては、 冷淡に して 御考 へな き 大人よ。 

生 は 今日、 生の 云 ふに 忍びざる 所 を 公言したり。 斯く 公言す る 以上 は、 生が 生の 生活 を 選む にヾ横 

濱の 西洋人の 如く 專横 奸惡 なる 人の 下に、 壓 抑され 居る の な.^」 を 悟り 給へ かし。 

生 は旣に 商業 上に て 大勝 利 を 博し、 分 取 物の 山を穣 むの 見込な くんば、 生の 商業界に 入る 可き 最初 

の 決心 は、 全く 消滅に 歸せ しなり。 

生の 試みた る 商業 は、 實に 小さき 者な りし かど、 生の 期せし 所 は、 最も 甚 しき 大 相場に て ありし。 

此の 大山 は 深みに はまらざる 內に つぶれて 去り、 此に 至って、 生の 商業界に 立つべき 企圖 は、 全く 
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敗れたり。 何と なれば、 もと 生 は 商業 を 作さん がた めに、 商界に 入りた る 者に あらず して >  此の 大山 

を 試みん となした る 故 なれば なり。 1 以下 略)」 

以上 は 其の 書簡の 一部で ある。 文章 は晦 で惡文 だ。 しかし、 自分の 父に 書き 達った 手紙と して は. 

相 當風變 り な ものと いへ る。  一 

かう して、 いよいよ、 最愛の 婦人と 絶交と いふ； J とに 心 を 決した ので、 彼 はもう、 一 日 も 煙草屋の 

1 一階に 窮屈な 生活 をつ ける 氣 持ちに はなれなかった。 思 ひ 切って 遠くへ い つ てし ま はう。 それに は、 

祌戶 あたりで はどう だら うか —— さう 思 ひ 立つ と、 彼 は 家人の 隙 をう か つて、 飄然と. 東京 を あと 

にした。 このと きの 別離の 決意 は、 相當 深刻な ものだった に 違 ひなく、 石 坂 美那子 宛の 書簡の 中に も、 

それが よく あら はれて ゐる。 

「親 なる 貴孃 よ。  . 

生 は 筆の 蟲 なりと いはれ まほし き 一 奇癖の 少年な り。 生 は 筆 を 弄ぶ 事 を 以て、 人間 最上の 快樂 なり 

と 思考せ り。 然れ ども、 として は、 此 たしな みは 却て いふに いはれ ぬ 不愉快 を 感ぜし むる 事 も あり。 

其 は 他なら ず。 詩文 を 試みて 意 想 を 寫す能 はざる の 時- 書簡 を 認めて 所見 を述 ぶる 事 叶 はぬ 曉- 精神 


欝怏 として、 殆ど 人事 を 忘る、 に 至る 如き • 之れ なり。 

生 は 貴據の 風采 を 萬， ふこと いと 永 かりし。 而 して 親友た るの 時日 は、 斯 くの 如く それ 短し。 

生 は、 貴 嫂の 親友と して 世 を 送る を 得ば、 他に 何の 幸福 あらんと 曾て 思考した りき。 

計ら ざり き。 ，4 ^の 得難き 幸福 を 破って、 遠く 貴孃に 別る、 の 曰に 迫らん と は。 鳴 呼 天 も 亦 無情なる 

乎。 今ゃ贵 孃に 別れて、 遠ぐ 去らん とする に 際し， 聊か 貴 孃に 懇願す ると ころ あり。 

其 は 他なら ず、 生の ミザ リイ を 聞いて たもと いふ 一事 是 なり。 

責壤は 常に 生の ハ ッピィ なる を 祈り 給 ふ 我 親友な りかし。 然 らば 則ち、 生の ミザ リイ を 察して、 心 

の 苦 を 慰む る 術 もがな、 あらば 是れを 指示して くれた まふ 可き 道德 上の 義務 を 持ち 給 ふ 御身なる ベ し。 

是れ卽 ち、 生が 誰に も 語らぬ 心中の 苦 を 打明けて、 責孃に 書き送り まいらす 所な り。 云々。 (中略) 

嗚呼， 此 は是れ * 當今、 生の 暇 多き 生活に ともな ひける 一 種の 病氣 なるべし。 生の 身は須 らく 繁忙 

なる 事業に 從 はしむべし。 是れ 則ち 此度， 生が 斷然、 志 を 決して 神戶 地方に 遊ばん とする 所以な り。 

我 親愛なる 石坂孃 よ。 斯 くまでに 苦しき 生が 心根 を 察し 玉へ。 若し >  友の 情 あらば。 . 

然れ ども 此の 病 ひ は 一時の み。 生が 去って 彼 地に 着せし を 報ずる 時 あらば- 再び 光り か、：：^ やく 朝日 

の 下に、 幸福なる 月日 を 過ごす と 知り 玉へ」 
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これ も 相當ゴ タゴ タ した 惡 文で あるが、 殆ど どうに も 整理の つき かねる 思慕と^ 情に、 悶えて わる 

透ハ 介の 様子 は >  よく 出て ゐる。 

この 手紙に ついては、 島 崎 藤 村 氏 も 次の やうに いって ゐる。 

「透 谷 を 語る に は、 どうしても 彼の 早い 結婚 生活に まで 行かなければ ならぬ。 

透 谷の 亡くなった 後、 私 は あの 二階へ 上って、 友人の の こした 反古； ど 調べ て 見た ことがあった。 細 

君が 取 出した いくつかの 葛 >M の 中から は、 種々 の 反古 やら、 書き かけの 舊ぃ 草稿 やらが  >  部屋 中 一杯 

になる ほど 出て 來た。 

その 時， 私 は あの 友人が まだず つと 若かった 頃に、 石 坂嬸に 宛てた とい ふ 長い 手紙 を 讀んで 見た。 

壞， は みな子さん といって、 やがて 透 谷の 細君に なった 人 だ。 透 谷の 結婚が、 終生の 好い 伴侶 を 一 人の 

異性に 見出した やうな 誠意から 出發 した こと は、 あの 手紙が 十分に よく それ を證據 立て 、ゐ た。 

そ れ に は 自己 の 少年 時代 のこと が 飾る と こ ろ な く 長 々 と 叙して あって  >  まるで 友人 に で も 宛 て、 自 

己の 將來の 希望 を 語る やうに 書いて あった。 あれ は 珍しい 手紙 だ。 透 谷の 戀 愛に、 多分の 友情の あつ 

たこと も 想像され る」 と。 *  . 

. —— しかし 彼 は 絕交を 宣言した ものの、 所詮 は觀念 的な 判斷 にと ヾ まる ものであった から、 たうて 

いそれ を 押切れ る ものではなかった。 11 彼 は 叉、 東京へ 舞 一お つて 来て- 美 那子を 呼出した。 


煉瓦 路に は， もう ほろ 寒い 秋風が 吹 レてゐ た。 

京 橘の 角に 立つ， ゐ ると、 指定した！ g り、 美那 子が 圓太郞 馬車から 下りた。 美那子 は、 髮を その 頃 

流行の 尖端であった 束 髮の朝 翁 (モ ー ユング トウィス ト) に 結って、 舶來の スコッチ シ ョ ー ルを 掛け 

てゐ た。 着物 は- こまかい 矢鉼 0. 銘仙に 濃い 紫の 半襟が、 よくうつ、 た。. 京 橋の 抉に， 突立って ゐる 

透 谷の 姿が 目に 入る と、 彼女 は、 その 特徴 的な 黑ぃ隨 を か やかして、 小 走りに 近づいた。 

「よく 來て くれ ましたね。 あんな 手紙 を あげた. すぐ だから >  とても 來て くれない かと 思った。 立 話 

しも 出來 ないから、 そこの 「松 田」 へ， でも 入り ませ、 う」 

透 谷 はさう いって 步き 出した。 美那子 はう しろに 從 つた。 

「松 田」 とい ふの は、 其の 頃、 京 橋の 角に あった 人に 知られた 料理屋であった。 のちに 新橋の 博 品 館 

になった 處に 、「千歳」 とい ふ 料理屋が あり、 當 時の 練 瓦， では、 この 二 軒が 流行して ゐた。 「松 田」 と 

向 ひ 合って 「玉ず し」 とい ふの が あり、 こ； J にも ォッな 小 座敷が あった。 「松 田」 より 「千 歲」 の 方 

. が 格 は 上で あつたが 、「松 田」 の 方 は 安値で 繁昌して ゐた。 そのころ、 二人で 五十 錢も あれば、 料理が 

一一 一品と 酒と 御顿 がつ いとい ふ。 窨 一飯 はもつ と 安く、  二 品で 十二 錢位。 一品 十錢 以上の もの は、 數 へる 

ほかなかった とい ふので あるから、 貧乏 書生の 透 谷で も， どうにか 出入り 出來 たので あらう。 

恰度、. 透 谷と 美那 子が 入って いくと、 下足番が、 
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「百番 ぢゃァ ー い」 

と 呼び上げ たので、 店 中の ものが， 揃って， . 

「わ-い」  .  ， 

と 鬨の聲 を あげた。 これ はこの 店の^ はしで、 下足 札が 百番 になる 度に >  聲の いいので 有名な 下足- 

番が、  「百 番ぢ や.  ァ  ー  ィ」  と 音頭 をと り、  それに 合せて、 皆が 鬨を つくる のであった。 

座敷へ つくと すぐ、 透 谷 は美那 子に； K つた。 

「こ、 の 家 は、 料理よりも 便所が 綺麗なん で 有名なん です よ。 途中に 噴水が あったり、 朱塗： の 橋が あ 

つたり、 傍で 水車が 廻って たりなん かす るんで すよ。 あとで 見に いってい らっしゃい」 

「まあ， さう です か。 鬨の聲 にも * びっくりし ましたよ」  - 

「あれ も、 この 家の 十八番です」 

「これから は、 お 料理屋 をす るに も， いろんな 新 H 風が 必要なん です ね」 

す fc 

「舊套 を 追って ゐては >  すぐ、 廢り もんで 十よ。 豈 料理屋の みならん や。 政治 も社會 改革 も、 文學も ■ 

人情 も、 みな >  新ら しい 時代に 應 じなければ ならんで せう」  . 

「人情 ま で變 つて まふんで 十 か； 

「人情 だって、 古い、 封建的な 世界に と まって ゐて は、 駄目です よ。 人情って いっても 僕の いって 


る 意味 は， 親友 ④. 情 を はじめと して、 夫婦の 情、 親子の 情、 それから、 戀愛 にしても…. 」 

「それで あなた は、 また 歸 つてい らしつ たんです か」 

「さう です。 僕 は 東京へ 歸 つて 來 たん ぢ やない。 あなたの ところへ 歸 つて 來 たんです」  - 

「私 も あなたの 手紙 を讀ん で、 三日 程、 ボン ャリ してし まひ ましたよ」 

と、 美那子 はちよ つと はにかんで いった。 

實は、 初對 面のと きから、 美那 子の 方で も、 透 谷に は 心を惹 かれた のであった。 先づ 彼に は 壯士ャ 

劍士 たちの やうに， 粗暴な ところがなかった。 粗暴で ない と共に. 卑屈で もない。 どこかに 高邁な も 

のが、 香って ゐ ると 思った。 それよりも 驚いた の は. 彼の 廣ぃ 知識であった * プラト ー を 論じ. ダン 

テを 論じ、 バイ ン について 語り、 或は 馬 琴 を 語り、 西 鶴を談 じ、 さう かと 思へば、 伊藤 を 論じ 大隈か 

を 論じ、 松 蔭 を 語り、 左內を 語る。 さう いふ 時の 透 谷 は、 熱が あって 雄 辯で、 美 那子は 思 はず、 うつ 

とりさせられ るので あった。 はじめは それで- よほど、 どこかの 學 校で 敎育を 受けた 人 かと 思った。 

然るに、 別に， これと いふ 學校は 出て ゐな いと 聞いて， 餘計、 尊敬したい 氣 持ちに なった。 あ： の 公 

歷が 二言目に は、 
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「北 村 は 天才 だよ」  • 

といった のが、 なるほどと 肯 けた。 自分で は、 無論， いやがつ てお るが、 兩親達 は 結局. 煙草屋 を- 

やらせよ うとして ゐる ことにつ いて、 美那子 も勿體 ないやうな 氣 がして ゐた。 何として でも- あの人 

の 天才 をのば さなくて はならない。 —— 美 那子は 彼の 獨學 の才に 敬服 すれば する 程- 彼のた めに、 自 

分を夠 じたい 氣が つよくな つて 來た。 無論、 現世 的な 幸福が、 彼ら を： II： つて ゐる 害の ない こと は、 わ， 

かって ゐた。 それより、 彼の 天才 を、 ほんとうに 正しく 發展 させる こと —— そこから- 何 か 非凡な も 

のが 生れ 出て 來る やうな 氣 がする。 それが、 彼女 を かり 立て、、 ^ぃ氣 持ちに させて ゐた。 

. 自分より、 三つで も 年下で ある. U とが、 やはり 一番 氣 になった。 

しかし、 面と 向 ふと、 とても 三つ 下の 青年の やうに は 思へ なかった。 はるかに， 年長 男性 を 望む や 

うな， 尊敬 を 抱かずに は ゐられ ない。 とい ふこと は、 透 谷が いかに 驚く 可き 早熟の 天才で あつたかと 

いふ ことになるの だ が —— 。 

「今日、 出かけて 參る ときから、 私 は 決心して 參 つたので す —— 」 

と， 美 那子は 答へ た。  ， 

「その代り、 勉强 して 偉い人に なって 下さい。 そして 私に も勉强 させて 下さい」 

「無論です。 あたた も 普通の 嗔 になる のぢ やない から. 結婚しても、 學 校に 通って 下さい。 しかし 横. 


濱は 遠い から， 東京の 女學 校に して 下さい」 

r 隨 分.、 變 つた 嫁さん で、 お父さん やお 母さんのお 氣に 入る かしら」 

「おや ぢゃ阿 母の 嫁ぢ やない。 僕の 細君に な るんだ から、 少しも かま はん。 これからの 女 は， 男に 負 

けない やうに、 絡えず 勉强 しつづけなければ ならないで すよ。 勉强家 夫婦と いふ 新式の 結婚 生活 を や 

誊 

り ませう。. 舊ぃ 奴ら の 目の玉 を、 ひつく りかへ してやる こって すね」 

r 飽 町の 女子 院 はどうで せう。 あすこなら、 同じ クリス チヤ ン だから、 横濱 から 轉學 とい. ふ， ことに 

して 貸へ ますから」 

「そり やい いでせ う」 

「その代り >  月謝 位 は、 自分で かせぎ ますよ」 

「どうして、 > 'すか」 • 

「家庭 敎師 でも 何でも や り ま す」 

「それ はます ますいい」  . 

二人の 堅い 約束が 出來 上った。 はっきり.； 具體 的な 見通し もつ いて 來た。 

瓦斯 燈に 灯の つく 頃、 二人 は 「松 田」 を 出た。 透 谷 は 少しば かり 微驟氣 分であった。 煉瓦 路を ブラ 

ブラ 步 いて 來 たが、 別に， 石 も 飛んで 来なかった。 
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新橋の ステ _ シ 3 ン から、 蒸 汽車に のって 美那子 は、 橫濱の 寄宿 舍に歸 つてい くので ある。 

それから も、 二人が 結局、 煙草屋の 二階で 式 を あげる に 至る までに は、 隨分 いろんた 曲折が あつた- 

第一に 石 坂 家の 反對は 猛烈な ものが あった。 

殊に、 まよ、 やま- の 家附の 夫人 連が、 必死に 反對 した。 唯一 人の 味方であった 公歷 が、 その 問題が 

梅の ものと も 山の ものと も- きまらぬ うちに- アメリカへ 行って しまったの は 大きな 打擊 であった。 

その 問. 二人 はしばしば、 諜し 合して 逢曳 をした。 しかし、 なかなか 好 轉の機 會は來 なかった。 

そのうちに、 偶然- 彼 は、 大藏 省の 津田眞 道 氏と 知 * 合った。 この 人 は 華族で 伯爵に 列して ゐ たが、 

氣 のおけ ない， 自由 人であった。 彼 は， この 人に すべて を 打明けて、 後循 となって 貰 ふこと をた のん. 

だ。 

「石 坂昌孝 も、 自由 黨の 代議士の くせに、 いくら >  養子と はいへ、 あまり 譯 がわから なさす ぎる。 そ 

れ ぢゃァ まるで- 不自由 黨の 代議士 だ」 

さう いって- あっさり 引受けて くれた。 そしてす ぐ、 透 谷の 父、 快藏 をつ かまへ て、 話 をした。 

快葳 は. 津田眞 道 氏の 引立てに よって、 大藏 省に も 勤まって ゐ るので あつたから、 津田 伯のお 聲が 

かりと なれば、 どんな ことに も 承服し なければ ならなかった。  - 


役所から 歸 つてく ると， 快 藏は透 谷 を 呼んで いった。 

「今日は 津田 伯から、 特別のお 話が あった。 何 かお 前 は、 津田 伯に 申 上げ， たの か」 

「はい。 すべ て 中 上げて、 實 は- 媒酌まで お引きう け 願った のです」 

「どうも、 お前と いふ 奴 は- あきれた 向不見 だよ。 實 はさつ き、 これこれと いふお 話が あって、 私 は 

たて， 恐縮す るば かり * 穴が あったら 入りたい やうな 氣 持ちだった」 

「伯爵 は、 わかりの いい 方です よ。 明るい 日本の 將來 を考 へて ゐる 方です よ。 僕らの ことに も、 十分 

な 理解 を もって 下す つて、 是非 私が 媒酌 をして やる から、 そのお 嬢さん を、 石 坂 代議士の 手から 奪つ 

て來 たまへ、 つて —— そんな ことまで いはれ るんで す」 

「どうも- 私 も 伯爵に 出られて は、 何とも 反對 も出來 ない。 私 は、 今日、 それで は 伯爵に 一 切お まか 

せし ますと 申して 來た」 

「さう です か、 どうも 有りが たう ございました、 お父さん」 

と、 透 谷 は 思 はず 兩手 をつ いて、 頭 を 下げた。 

明治 二十 一年 十一 月 三日。 

天 長の 佳節 を 卜して やう やくに して- 透 谷 美。 の 結婚式が あげられた。 媒酌 は 豫定の 如く、 津田眞 
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道 氏であった。  * 

司 式の 牧師に は、 田 村直臣 とい ふ 人 をた のんだ。 揚所 は、 彌左衞 門 町の 煙草屋の 二階で ある。 石 坂 

家の 方から は、 誰 一 人の 出席者 も 見えなかった。 

藤 村 氏が 云って ゐる。 

「この 結婚に よって、 透 谷 は 彼の 周圍 にあった 親しい 人々 を 失った。 彼の はじめた 結婚， 生活 は， それ 

らの 人々 に對 して 血戰を ひらいた やうな ものだった」 

と 0 

かりそめの 式 揚が、 又、 その ま、、 新婚 夫婦の 愛の 巢 となった。 それでも 八疊間 一 室であった。 そ 

の 隣 ％ の 四 a 半に 死んだ 玄快 老人の 後妻が 住んで ゐた。 卽ち、 透 谷の 義理 ある 祖母 だ。 その 頃、 弟の 

垣穗は 吳服屋 に 奉 <ム に 出て ゐ たので、 家族 は 新ら しい 嫁 を 加へ て 五 人世 帶 であった。 

しかし、 最初の 約束 通り、 花嫁 は 女子 擧院 に轉學 して、 毎日、 鐘 町まで 通學 した。 そして その 歸り 

に は TiS 田 錦 町の 侍醫 をつ とめて ゐる 武井靜 とい ふ 人の子 供に、 國 語の 家庭 教授 を やり、 その 月謝が * 

三圓 になる のであった。  ， 

「さすが は 明治 だ „,Jr かどの 煙草屋さん ぢゃ、 お嫁さんが お前、 毎日、 女學 校へ 通って くちやない か。 

あんな お嫁さんの 走りが 來 たん ぢゃ. おゆきさん も 骨の 折れる こったら うね 1. こ  . 


と， 近所のお かみさん たち は、 をした。 

「何 か ら何ま で 、 • あべ こ ベ になる の が、 文明開化 さ」  一 

と， まだ 丁體 のな つかしい 連中が、 そんな へらず 口 をき いた。 

五 

朝， 妻の 美那 子が、 錢 町の 女擧 校へ 出かけて しま ふと、 透 谷 は、 窓 側の 机に かじりついて、 一 生懸 

命に 原稿 を 書いた。 さう でもし なければ、 自分の 身體と 時間 を 持て あまして しま ふからで ある。 結婚 

以來. 彼 はもう、 前掛 をし めて 階下の 煙草屋の 店先に 坐る 氣に はたうて いなれ， なかった。 

「一 體、 お前 は 何 をして、 身 を 立てる つもりな の だい。 お 店の あと をつ ぐ氣 がないなら ないで、 何と 

か 自分 達の 身す ぎを考 へな いぢ や、 困る ぢ やない か」 

さう 母のお ゆきに、 顔 を 合す 度に、 チクチクい はれて、 透 谷 も、 今までの 獨身 時代の やうに. 平然 

と 聞き流して ばかり も ゐられ なか つた。 

何 か に 背後から 追 ひ かけられ. る や うな 氣 持ち で 書いて ゐ るの だから、 書いた もの も、 氣に 入る 害 は 

なかった。 一枚 書いて は 破り- 二， 枚 書いて は、 反故にした。 よほど 氣 持ちの いい 時で、 三枚 ほど、 机 

め 上に 重ねられて あるの が關の 山だった。 妻の 美那 子が、 舉校 のか へりに、 家庭 敎師 をつ とめて、 夕 
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方お そく 歸 つて 來 ると、 すぐ 原稿 を氣 にして、 观 いた。  一 

「今日は 何枚？」 

「三枚 だ」 

それでも、 機嫌が いいと、 書き かけの 詩稿 を 讀んで 聞かせたり もした。 それ は r 楚囚の 詩」 とい ふ" 

透 谷め 處女 作の 詩の 未定稿であった。 

. 曇  . 

想 ひは奔 る、 往 きし 昔 は 日々 に 新な り 

彼 山、 彼 水， 彼 庭、 彼 花に 

余が 心 は 殘れり  . 

彼の 花！ 余と 余が 母と 余が 花嫁と 

もろともに 植へ にし 花に も 別れて けり 

思へば、 余 は 暇を吿 ぐる 隙 もなか-り しなり 

誰れ に氣 兼す るに も あらね ど、 ひそひそ 

余 は 獄窓の 元に 身 を 寄せて ぞ 

何にも あれ、 世界の 音信の あれ かしと 


待つ に 甲斐 あり！ 是は 何物 ぞ？  " 

達り 來れる ゆかしき 菊の 香 ー  i 

余 は 思 はず も 鼻を聳 へたり  ，. 

〇  一 

倦み 來 りて 記憶 も 歲月も 皆 去りぬ  一 

寒くな り暖 くな り、 春、 秋と 過ぎぬ  一 

嗜さ 物憂 さに も、 余 は 感情 を 失 ひて、  一 

今 は 唯 だ 膝 を 組む 事の み 知りぬ  一 

罪 も 望 も 世界 も 星辰 も皆盡 きて  ： 一 

余に は あらゆる 者 皆 …… 無に 歸 して、  ，ん 

たヾ 寂寥 …… 微かなる 呼吸 I .  一 

生死の 闇の 響なる。  •.  ，1 

せき 愛の 花嫁 も、  • 一 

身 を 抛ちし 國事 も、  一 

鳴 呼、 數步を はこべば 卽ち壁  一 

.  1 五 七. 
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三囘ま はれば、 疲る、 流石に、 余が 足 も ー 

11 當 時の 詩と いへば、 先づ- 落 合 直 文の 「孝女 白菊の 歌」 などが 代表作であった。, その 詩 は 青年 

に は隨分 もて 離されて ゐ たから、 美那子 もよ く 知って ゐた。 と； U ろが- 透 谷の 「楚囚 の 詩」 となる 

と 韻文 だか、 散文 だか 全然 區別 がっかな いので 折^ 讀んで 貰っても 何と ほめて いい か、 面 喰 ふ 外 はな 

かった。 直 文の 「白菊の 歌」 が 「東洋 擧藝雜 誌」 に 出て、 世間の 注目 を ひいた の は、 恰度、 透 谷が 美 

那 子と 結婚した 二十 一年で、 これ は 井上 巽 軒の 漢詩 を 七五調に 譯し たもの だが、 一節 を あげて 見れば、 

橋の たもと に 身 を かくし 

わが こし 方を眺 むれば 

遠 里 小 野の 燈 火の 

影より 外に 影 もな し 

下 を 流る、 川 水の 

底の 心 は 知らね ども 

あはれ 悲しき その 折り は  . • 


乙女の 死 を や 誘 ふらむ 

といった 調子の ものであった。 その他 直 文 は 福 島中 佐 をうた つた 「騎馬 旅行」 や 「青葉 しげれる 楼 

井の」 などの 唱歌に よって、 壓倒 的に 流行して ゐた。 外に、 湯淺 半月、 大西操 山、 宮 崎湖處 子、 大和 

田建樹 などが、 詩人と して 認められて ゐた 時代で ある。 

「七五調で なくち や. 詩で ない と 思って る 人 も あるんだ らうが、 情ない よ」 

と、 透 谷 は、 半分 は 妻への あてこすり もあって. 稍 皮肉に 云った。 

「まあ- 見て ゐ らっしゃい。 今に- 七五調の 詩なん て、 古くって、 誰も 顧ない やうた 時代が 來 るから 

—— 」 

さう、 妻の 前で 力む では 見た もの、、 今 かいて ゐる r 楚囚の 詩」 が、 すぐ、 世間に 受け入れられる 

と は >  彼 も 思って はゐ たかった。 況して、 すぐ- それが、 原稿料と なって、 自分 達の 生活 を 支へ る や 

うになら うと は、 とても 考 へられる 害 もない。 

とう/ \、 或 曰、 彼 は 悲鳴 を あげた。  - 

「ねえ、 美那 子。 僕 は やっぱり、 速記め 方 を やって、 いくらか でも • かせぐ ことにしようと 思 ふよ」 

美 那子は そ の 言葉 をき くと、 激しく 胸が 迫 つ た。 

一 五 九 
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「私が もっと はたらいて、 あなたに ゆっくり、 詩 を 書いて 頂ければ いいんだ けれど。 理想の やうに は 

い きません わ」 

美那子 は淚聲 でさう 云った。 

「いや、 あせっても 駄目 さ。 どうやら、 この 詩 も出來 上りに 近づいた が、 やはり、 すぐ、 金に 代へ よ 

うと 思っても、 さう は 問屋で 卸さない からね。 實 はね 一昨日だった か、 煉瓦 を ぶらつ いてたら、 恰度、 

白 牡丹の 前で、 堀江さん に 逢った の だ」 

「堀江さん て、 i あ、、 小 田 原の 方でした ね」 

「さう だ。 やはり 舊小田 原 藩士 だが、 今では、 イビ— 博士の 「東京 演說」 を飜譯 したり、 それの 出版 

名義人に なったり して、 すっかり、 出世して しまったんだ。 その 堀江さん がね、 僕 を イビ— 博士に 紹 

介して やらう つてい つて くれ るんだ。 博士のと ころに は、 い-ろん な 仕事が あって、 筆の たつ 人間 を 求 

めて ゐ るし， 速記が 出 來れ、 は、 尙 のこと 重寶 する だら うからって ——— 」 

「さう いふ、 眞 面目なお 仕事なら、 また 一 つの 經驗 にもなる ことで 十 わね」 

「そり やさう だ。 こんな、 せまい 煙草屋の 二階に くすぶって ゐて は- 詩的 靈感も 何も、 消えて しま ふ 

からね。 美那子 さへ 贊 成して くれるなら、 僕 は 明日に でも、 イビ I 博士のと こ， ろへ 出かけて 見る つも 

り. たんだ」  ， t ト ■  .  ,  ：  I  ！  ； f  .  , ( ' 


「お 住居 は何處 なの」 

「麻布の 霞 町 ださう だ。 はじめは， 堀江さん につれ てって 筲 ふし^な いが」 

11 若い 夫婦の 間に は、 そんな 相談が、 まとまった。 誰よりも 早く、 誰よりも 强 く、. 透 谷の 天才 を、 

直觀 し、 認識した 美那 子が、 その 故にす ベての 支障と た k かって" 自由結婚 をな しとげ、 自分 達の 愛 

の 力で、 彼の 天才 を 大きく 發展 させようと 考 へた 生活の 設計 は、 かう して 先づ、 ー步の 退却 を餘 儀な 

くさせられ たので ある。 しかし さう なれば なる 程- 美那子 はます ます、 透 谷 を 愛さなければ ならな か 

つた。 

透 谷に も、 妻の 日 ごとに、 つよく、 溫く 燃えて くる 心が、 よく わかった。 

「それにしても、 少しも 早く， こ、 の 家 を 出る ことが 僕に は必耍 だよ。 もっと、 環境の 靜 かな、 落ち 

ついた 場所に 移りたい。 が、 それに は、 先づ、 金が 要る」 

と， 彼 は、 隣室の 祖母に 氣を 兼ねながら ソッ といった。 

「二人 だけで、 世帶が 持てたら、 どんなに 幸福で せう」 

美那子 は、 その 黒目が ちの 大きい 隨をか やかしながら、 透 谷の 傍に 身 を 寄せた。 

「無論、 さう しなければ ならん。 こんな、 二階 住みで、 皆に 氣 兼しながら- 戀愛 生活 も 詩作 生活 も あ 

つた もん ぢ やない。 それに、 この 邊の 人達 は、 まだ、 封建時代の 感情の のこって ゐる 奴が 多い から、 
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半分 は岡嫉 きで、 いろいろ、 僕らの こと をい つてる さう だ」 

「まあ- 何てい つてます の」 

「どうせ 碌な 噂ぢ やない。 聞けば 氣 持ち を わるく する だけ だから， 聞かない 方が いいよ」 

「いやです ね ェ」 

「しかし、 僕に は- 戀愛 のない 結婚なん て、 全然、 考 へる こと も出來 ない。 僕の 人生に とって は、 實： 

をい へば、 生活よりも 戀 愛が 大切だった の だ。 生活 を 失って いいから、 戀愛を 獲得し ようと 思った。 

だから、 果して、 獨 立した 世帶が 持って いける かどう か- 自信 は 少しもつ かな かつ だが、 何より 先づ、 

HIK 那子を 僕の ものにする t とが、 第一 だった のさ。 確實 に、 この 戀愛を 獲得して から、 第二の 生活の 

計畫に 入らう —— さう 思って、 やった の だ」 

「ほんと に、 人の 云 ふ 事なん か氣 にかけ たら、 とても、 貴方ん ところへ、 かう して、 お 嫁に なんて 來 

れる もんです か。 何しろ、 祝言の 晚 だって、 石 坂の 家から は、 兩親 はじめ、 誰一人も、 出席して はく 

れな いんです ものね」 

「まあ、 それ をい ふた. そり や- 石 坂 象から いへば、 娘 を 一人- フィ にした やうに 思って るの だもの J 

「口惜しい わ。 皆に 思 ひ 知らして やり ませうよ。 公 歷がゐ たら、 あの人 だけ は、 きっと、 喜んでくれ 

たでせ うね」 


「公 歷君 だけ は， 僕らの 味方だった」 - 

「新 世帶を もったら、 早速、 アメリカへ 知らして やり ませう」 

「まあ、 もう、 半年の 辛抱 だよ。 それまで は、 まあ 少し 位、 氣狂ひ あっか ひ をう けても、 平氣 で、 信 

念 を 押し通す の だね」  • 

「氣狂 ひ 扱 ひ 位 は、 あたし、 はじめから、 當然 のこと だと 思って ますよ」 

「理想 を 持つ もの は、 皆、 氣狂 ひさ」 

「女に は、 理想 はなくても • 情熱が あります ものね。 情熱 だって、 この 邊の 人達から いは せれば- 氣 

狂 ひで せう」 

「理想と 情熱の 氣狂ひ 夫婦 か。 こり ゃァ いい、 は、、、、」 

と >  透 谷 は 思 はず 笑った。 

透 谷 は、 急に 何 か を 思 ひついて、 美那 子の 傍 を はなれる と、 机の 上の 筆 をと つて、 

「情 熟 は 執な り。 

放に あらず」  - 

と、 手帖に 霄 きつけた。 美 那子は 側から 奪 ひとる やうに して それ を讀ん だ。 美 那子は うれしい やう 

な、 恥 かしい やうな 氣 持ちに なって 頻を 染めた。 しかし この 若 妻の 情熱 は，、 や、 も すれば 疲れ 易い 透 

..  、  1 六 三 _ 


谷の 生活に とって、 多くの 矛盾 を 秘めた ものであった。 或 時 は 善意に、 或 時は惡 意に、 叉 或 時 は、 そ 

れらの 混亂の 中に —— 夫婦 は 周圍の 敵ば かりで なく * 自分 達の 內 部の ものと も、 はげしく 爭 はねば な 

らぬ 日が 多かった。 

r 戀 愛に は、 若干の 惡 意が 必要 だよ。 それ は 一 種の 調味料の やうに、 愛情 を こまやか にも、 鋭く もす 

るのお。 11 何の 消耗 もない 戀 愛なん て、 それ こそ 味 も素氣 もない もんだら う」 

さう は 云 ふ ものの、 やはり そのころ の 二人の 生活に は、 若い 夫婦に 有りがちの 消耗が 多かった。 

六 

こ の 時代から、 透 谷 は 少しづつ、 新しい 方面の 知已を 得る やうに なった。 旣に、 宫 崎湖處 子と 相 知 

つたこと は 前記した が、 麻布 霞 町の イビ ー 博士の 家で、 櫻 井 明 石 氏と 知った の は、 結婚の^ 年 明治 二 

十一 一年の 春であった。 

明 石 氏 は 「透 谷 子 を 追懐す」 の 一 文の 中で、 當 時の 彼 を 次の やうに 描いて ゐる。 

「透 谷 子 は 年齢 は予 より 三歲 若く- ，麗な 風 丰を備 へて はゐ たが、 顔面 蒼白、 深い 物 思 ひの 有る 祌經 

質の 人ら しく 見えた。 

對談の 調子 は 極めて 打と けて ゐて、 前々 から 予の事 を 聞知して ゐ たかの やうな 趣きが あった。 


まだ 二十  一 、 二の 書生 時代で あり、 家に は 双 親が 倶慶 であった が、 直情 徑行， 他の 異議 を 顧みずに， 

時代の 尖端 を 行って. 早く も 自由結婚 をした ので あるから、 いき ほひ、 親の 助け をから ずに， 獨 立し 

た； tfi 計を營 まねば ならぬ。 且つ は 自分の 天職と 認めた 文 藝に從 事しても， まだ それによ つて、 衣食の 

資は 獲る こと は出來 ない。 それや これ やで、 何 かしら 働いて 金 を 得なければ ならなかった ので， イビ 

博士の 處 へ.^、 速記術が 出来て、 タイプライタ ー も敲 ける (或は タイプライタ ー は 博士 方で 覺 えた 

のか も 知れぬ) とい ふ 特技が 福して、 毎日 午後 (？) 通勤して ゐ るので あった。 

しかし， 收入は それ 程で もない の で、 更に 叉 何 かしなければ ならぬ。 後コ ー サ ンド 氏、 ブ レス ゥェ 

1 ト氏、 ウッド ゥォ ルス 氏な どの 手傳 ひ， また  一 二 宗敎雜 誌の 編輯な ど をした のであった」 

恰度 そのころ、 彼 は 前の 年から 取り-か、 つて、 苦吟 推敲 を 重ねて ゐた 詩稿 「楚囚 の 詩」 が出來 上つ 

た。 彼 は 自費出版 を 決意し， 印刷 を春祥 堂に 囑 した。 しかし、 いよいよ 組 上った ところで、 彼 は 急に 

之 を 中止しょう とした。  . 

「透 谷 子 漫錄摘 集」 によれば、 

「(楚 囚の 詩) と 題して、 多年の 思 望の 端緖を 試みたり。 大に 江湖に 問 はんと 印刷に 附 して、 春祥 堂よ 

り 出版す る ことと し， 去る 九日に 印刷 成りた るが、 叉 熟考す るに、 餘 りに 大膽に すぎた る を慚愧 した：. 

れば、 急ぎ 書肆に 走りて 中止す る こと を賴 み、 直ちに 印刷せ しもの を 切り ほぐしたり。 
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自分の 參考 にも 成れと、 一 冊 を 左に 綴込み 置く」 (明治 二十 二 年 四月 十二 日) 

と， 記して ゐる。 大膽 なる を慚愧 したと いふ 理由 だけで あつたか 否か はつ まびら かにし ない C が、 

とにかく 1 且は、 之 を 中止しょう とした； J と は 明らかで ある。 それに も かか はらず、 間もなく、 彼の 

心境 は再轉 して、 同年に との 詩稿 は、 發 表の 運びと なった ので ある。 それ 以前に 北海道の 新聞に 小說 

を發 表した とい ふこと が傳 へられて ゐ るが、 現存す る ものと して は、 「楚囚 の 詩」 を以 つて、 彼の 處女 

作品と 考 へ る こ とが 至當 である。 

彼 は 次の 様な 「自序」 を、 その 卷頭 にか.^ げてゐ る。 

r 予は 遂に 一 詩 を 作り あげました。 大膽 にも 是れを 書肆の 手に 渡して、 -知已 及び 文 學に志 ある 江湖の 

諸兄に 頒 たんとまで は 決心し ましたが、 實 の處、 躊躇し ました。 余 は實に 多年 斯の 如き 者 を 作らん こ 

とに 心 を 寄せて 居ました。 が、 然し、 如何にも 非常の 改革、 至大 艱難の 事業 なれば、 今日まで は默過 

して ゐ たのです。 

或 時 は 飜譯， して 見たり 叉 或 時 は 自作して 見たり， いろくに 試みます が、 底 事 此の， 篇 位の ものです。 

然るに 近頃、 文 擧社會 に新體 詩と か、 變體 詩と かの 議論が 囂しく 起り まして、 勇氣 ある 文 舉家は 手 

に 唾して、 此の 大 革命 を やっての けんと 奮發 され、 數 多の 小 詩歌 ■ が、 各種の 紙上に 出現す るに 至り ま 


した。 

是が余 を激勵 したので す。 是が余 をして、 文學 世界に 步み 近よ らしめ たのです。 

余 は 此の， r 楚囚の 詩」 が、 江湖に 容れ られる 事を耍 しませぬ。 然し、 余 は 確かに 信ず。 

吾等の 同志が 諸共に $1 力して 素志 を 貫く 心に なれば * 遂に は狹 IS なる 古來の 詩歌 を 進歩せ しめて、 

今日 行 はれる 小說の 如くに 且つ 最も 優美なる 靈 妙なる 者と なすに、 難から ずと 11。 

幸 ひに して、 余 は尙- 年少の 身 なれば、 好し、 此 r 楚囚の 詩」 が、 諸君の 嗤笑を 買 ひ、 諸君の 心頭 

を 傷く る 事 あらんと も、 尙余は 他日 是れが 罪 を 償 ひ 得 V- こと ある 可し と 思 ひます。 ■ 

元より 是は， 吾國 語の 所謂 歌で も 詩で も ありませ ぬ。 

寧ズク 小說に 似で ゐ るので す。 左れ ど、 是 でも 詩です。 余は此 様に して 余の 詩 を 作り 始め ませう —— 

透 谷 橋 外の 僑寓に 於て 

.  北 村 門 太 郞識」 

この 詩に 對 する 批評 は、 巖本善 治の 「女 擧雜 誌」 に揭 載され た。 前に も 記した 通り、 當時は 「孝女 

t 白菊の 歌」 の 時代であった から、 透 谷の 詩 は、 尙 未熟 生硬で、 一般の 鑑賞に は耐 へない ものであった 

にせよ. 一種の 「新」 であり、 叉 「獨 創」 であった/」 と は i!K ら かであった。 
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のちに、 山路 愛山が、 國民 新聞に 於いて、 

「明治 廿ニ 年、 余の 始めて 上京す る や、 偶々 銀座の 街を步 き、 書肆に 於て  一 ^を 得たり。 題して 楚囚. 

の 詩と 曰 ふ。 余 は 之 を讀ん で、 其 言の 欝愴 たる を奇 としたり き」 

と 評して ゐ るの は、 ー參考 である。 因みに この 詩の 材料と なって ゐる政 客 は、 恐らく、 舊友大 矢 蒼 

海の ことで あらう と考 へられる。  ， 

翌、 二十 三年 七月から 八月へ かけて、 透 谷 は、 美 那子を つれて、 鄕虽小 田 原へ 旅立った。 いは-;, 

遲 蒔きの 新婚旅行であった。 この 年から、 斷片 的に、 彼の 日記が 遣って ゐる。 日記の 大部分 は、 原稿 

の 腹案 を 記した もので、 當時、 透 谷が いかに 創作の 野望に 燃えながら、 苦吟 f. 吟 して ゐ たかを 察する 

に 足りる ものである。  . 

殊に 小 田 原 旅行の 間 は、 しきりに 創作 慾に 耽けり. 「西 行傳」 「盲目 旅人」 「天 香 君」 「渡 守」 「再 來浦 

島」 「鼠」 などと、 大いに 腹 稿 を 得た が、 いづれ も 未完成に 終った。 

八月 gl 日の 日記に 

r 曉起、 節を曳 て、 築地 を步 む。 雲 重く- 雨 を 催 ふし- 風 はなく- 柳 動かず。 


「天 香 君」 まさに 全局 を 終えん としつ、 尙 ゎが氣 到らず。 これ は、 時經、 月歷 るに あらで は 出來上 

る まじと 思 ふ。  , 

つらく 思 ふに 「盲目 旅人」 「金 持 乞兒」 等の 小篇は 今年の 中に 成り、 「渡 守」 の 一 篇 もやが て 成 

るべ し、 而 して 「再來 浦 島」 は 明年 を 以て 成り、 「天 香 君」 は 明後年 を 期すべし。 

「西 行傳」 は 折 を 見て 出す とよろ し。 

「盲目 巡禮」 は 「世に めくら 程 つらき はなく、 又め くら 程」 云々 の 句 を 以て 始む べし」 

などと ある。 

同 十四日 うた ひ 稽古 はじめたり。 

同 十五 曰 夕 凉に緣 先に 出て、 風を迎 ふ。 子供ら の 集りて， 花火 遊ぶ ぞ おもしろき。 芋 をかぢ りつ 

つ ある もの、 水菓子 ひと へら を- 有難 さう に、 にぎる も あり。 花火 散りて 足元に 奔り、 逃げ出す 

どよ みの 無邪氣 なる。 

同 十七 日 夜， われ、 早 川に うつる。 此夜 われ、 ばばに 伴 はれて、 觀 昔に 詣り、 御詠歌 をき けり。 

同 十八 日 江の 浦まで 步 みたり。 景色よ ろし、 わかき 夫婦の 六部 を 見たり。  ノ 

同 二十日 われ、 宮の 下に 行きて 歸る。 石垣 山 を 越え、 湯 本に おりて 行きければ、 路 なき 野 山 を あ 

さりて、 秋の 蟲 にも しみじみ 懇意に 成りたり。 

1 六 九 
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同廿 七日 東京に 歸る。 

かくして 再び、 彌左衞 門 町に 歸 つて 來た彼 は 「天 香 君」 出で て 演劇 詩の 可否 決すべし とまで 勢 込ん 

だ 小 田 原の 腹案 を 殆どす て&、 新たに、 「元祿 文 學の批 刹」 「伽羅 枕の 批刹」 等に、 鋒を轉 じて ゐた。 

卽ち、 二十 三年 七月から、 紅葉 は 「伽羅 枕」 を、 露 伴 は 「ひげ 男」 を、 共に 讀賫 新聞に 揭げ はじめた。 

國 民の 友に、 露 伴の 二  ロ劍」 が 出た の も、 この 年の 八月であった。 透 谷が、 これらの 評 制作に， 少 

なからぬ 刺戟 を 受けた こと は、 無理 もない。 

歸京 後の 日記のう ちょり、 

「厶 詩人 in ら先づ 詩 たるべし。 - 

厶 明治の 文學、 未だ 新哲 味なき こと、 其 甚大 缺點 なり。 如何にして、 新 文擧は 起るべき。 

厶コ ー サンド 氏より 書簡 來 りて >  是 より 同氏の 飜 譯を なすべき 旨 を傳ふ (九月 卄 一 ョ) 

厶コ —サンド 氏に 行く こと を 始めたり。 歸 つて 來て、 ^だ 悲し かりし。 緣日 にて、 おみな が、. ほ > - 

づき を 買 ふべ し。 お 手 もお すきだ r 廿 九日) 

厶 「蓬 萊曲」 は、 余が 最初の 作と して 出づ べし。  - 

厶 「楊 貴妃」 11 われ 支那 歷 史的 ェ ピ ック 又は ドラ マ を 作りて、 白 樂天を 泣かしむ ベ し。 


などが 兑 出される。  ■ 

又、 この 年 十一月、 彼 は 漸く、 普 連 土女學 校に 敎鞭 をと る ことにな つた 旨が 見えて ゐる。 イビ ー と 

か コ ー サ ンド とかい ふ 外國の 宜敎師 たちの 個人的な 仕事の 手 傳ひを やらされて、 僅かな 牧入を 圖らね 

ばなら ぬ 生活 も、 實 はもう 明らかに 行 詰って ゐた 時であった から、 ともかく 擧 校の 敎師と いふ 定職に 

ありつい たこと は、 彼に とって， 一 つの 安^で あつたに 相違ない。  , 

と问 時に、 もっと 彼の 生活 を 明るく、 勇氣 づけた こと は、 多年の 宿題であった 生活の 獨立、 移轉の 

實 行であった。 同年の 十一月 二十 三日、 フレンド 女舉校 一へ 就職した 三日 目に、 彼 は 早く も、 彌左衞 門 

町の 家 を はなれて、 芝 公園 地內、 三十 八號に 新居 を 卜した。 

「廿 三日、 寺門嚴 かに、 俗塵 稍々 遠き の 處に居 を 卜す。」  . 

と、 彼 は 日記. に 書いた。 結婚 後、 まる ニケ 年に して、 やう やく， 透 谷 美那の 生活 も、 人並みの 形式 

を もつ ことが 出來る やうに なった ので ある。 同時に、 內部 的に も、 彼の 詩想 は、 次第に、 爛熟の 域， に 

迫りつ、 あった。 何 かの 機會 に、 それが 吹つ きれる の を 待つ ばかりであった。 

その 年の 歳末に は、 又 妻 を 伴って、 箱极 塔の 澤 1 の？ S へ 出かけ、 年を越して、 正月 三日に 歸京 する 
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ほどの、 ゆっくりした 氣 持ちに なって ゐた。 

就職 は 十る。 詩想 は 湧く。 結婚 生活 は して 來 ると いふので あるから、 先つ 透 谷の 一 生 を 通じて、 

こ の 歳末 位、 幸福感 に ひたれた ときはなかった ので はない かと 思 ふ。 例の 小 田 原の 村 木 商の 小島た つ 

さん も、 この 年 二度 も 小 田 原へ 旅しに 來た透 谷 夫妻の 姿 を. 一 番 印象的に はっきり 憶えて ゐ ると いふ 

「戀愛 は 人生の 祕餘 なり」 

彼の この、 パッシ ヨネ ー トな宣 言が、 いよいよ 彼の 胸底に、 つよく 信念 づ けられて 來 たの も、 恐ら 

く は、 この 年 あたりからで あったらう。 彼の この 宣言に は、 當時、 木下尙 江で さへ もが、 「恰も 大砲 

を ぶちこまれ たやうな 感じが した」 とい ふ 位で あつたの だから、 それ を 一 々、 實 行の 上に 證 明して い 

つた 透 谷 夫妻の 態度が、 周 圍の舊 弊な 人々 の 目に は、 どれ 程、 異端と して 映り、 どれ 程、 奇行と して 

驚かされ たかは、 想像す るに 難くない ので ある。 


r 楚囚の 詩」 に 次ぐ 第二 作 「蓬萊 曲」 が 完成した のは翌 二十 四 年の 五月であった。 

五月 二日 「蓬萊 曲」 全く 脫稿 

十日 印刷に か  る  Z 

廿 九日 印刷 成る  ， 

と 日記に 見えて ゐる。  >. 

彼 は その 原稿 を懷 にして， 本 鄕龍岡 町の 櫻 井 明 石 氏 を 訪れた。 

「今 衣 は， かねてお 話した 劇詩の 原稿が 出來 上った ので- 持って 來た。 君の 前で 朗讀 する から、 是非 • 

忌憚の ない 批評 をして 下さい」 


1 七 四 

おもて 

と、 彼 はいった。 あきらかに、 は. j 几 奮 を 面に あら はして ゐる。 

「隨 分、 大部の ものの やう だね」  . 

「何しろ、 改作に 改作 を以 つてした、 半 歲餘の 苦心の 結晶 だからね」  . 

「もう、 九 時す ぎだが、 これから、 讀 むだけ でも 相當 だら う」  , 

「多分、 今夜 は 君を寢 かさないだ らうから、 下の 人達に さう いって * こちらに かま はず 寢て貰 ふこと 

にして くれ」 と "彼 は 率直に いった。 

「すると、 今夜 は 夜明かし か」  , 

「さう だ」 

「どうも、 えらい ことにな つたね」 

「何しろ- まだ、 誰に も、 讀 ましてない 處女 原稿 だ。 いつも、 すぐ、 讀ん でき かせる 美那 子に さへ、 

これ はま だ 見せて ゐ ない」 

「それ は 光榮の 至り だね。 ぢ ゃァ、 待って 、くれ。 下へ 行って、 家の ものに， 先き に寢る やうに いつ 

てく るから」 

櫻 井 氏 は、 この 徹夜の 强 請に は、 少々 僻 易しながら、 透 谷の 純情の 愛す 可き を 知って ゐ るので、 結 

局、 彼の 云 ふなり に、 その 夜 は、 「蓬萊 曲」 披露の ために、 共に 一夜 を 徹する ことにな つたので あった。 


實を いへば、 櫻 井 氏 は、 前 作 r 楚囚の 詩」 に は、 あまり 感心して ゐ たかった。 こんどの 「蓬 萊曲」 

たぐ ひ 

も 亦、 その 類で は あるまい かと. 內心、 怖れ をな して ゐ たが、 透 谷が， やがて 得意の 抑揚 をつ けて、 

或は 高く、 或は 低く、 或は 緩 かに、 或は 急に、 且つ 文辭の 意義に 從 つて. 朗詠して いくの を M いて ゐ 

ると、 次第に * 心を惹 きつけられ ていった。 

「ふ I む。 こり ゃァ、 なかなか 面白い。 前 作に 比して、 大いに、 新機軸、 新面目. だ」 

第一 齣， 第一 揚、 蓬萊 山麓の 森の 中の 場の 朗讀が 終って、 透 谷が 一 息 入れた とき、 櫻 井 氏 は- すつ 

かり 感心して いった。 

「何 あに、 今までの ところ は、 - ほんの 發端 だよ」  . 

と、 透 谷 は 昂然と して 眉 を 上げた。 

この 「蓬 萊曲」 は、 やがて 養 心 堂から 出版され、 その 冒頭に- 次の やうな 序文が 附され た。 

「蓬 萊曲、 將に 稿を脫 せんとす。 友人 某、 來 たりて 之 を 一 讀 し- 語って 曰く、 蓬萊山 は古來 瑞雲の 靉 

鍵く ところ， 樂 仙の 盤桓 すると ころ， 汝 何す れぞ、 濫りに 靈 山を不 群なる 舞臺に 假り來 つて、 狂 想 者 

を悲 死せ しむる。 又， 何す れぞ- わが 邦 固有の 戯曲の 鉢 を 破って >  擅に 新奇 を はんとす る。 

余 は 直ちに、 之 を 遮って 曰く、 わが 蓬萊曲 は、 戲 曲の 牀を爲 すと 雖も、 敢て 舞臺に 上げら れんとの 
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野 思 ある にあらず、 余が 亂雜 なる 詩體 は、 詩と いへ、 詩と 謂 は ざれ、 余が 深く 關 する 處 にあらず、 韻 

文の 戰爭 は、 江湖に 文壇の 良將 あり、 唯 だ， 余が 此篇を 作す 所以の 者 は、 余が 胸中に 蟠據 せる 感慨の 

幾分 を 寒燈の 下に、 彼の 蠶 娘の 營々 として、 繊糸を 其の 口より 延べ 出る 如く， 余が 筆端に 露^せ しむ 

るに 過ぎざる のみ-. 然も 彼が 勤む る は 家 を 造りて 之に 入らん とする なれ ども、 余が、 晝間 劇務の 後に、 

滴々 半 烹の句 を 成す ところの 者 は、 徒に 余 をして 債 を 起して、 價 ある 白紙 を 反古と 化せし むる に 止ま 

らん を 知る。 

蓬萊 山は大 東に 詩の 精 を迸發 する 千古 不變の 泉 源 を 置け り。 田夫 も 之に 對 して は、 インス ピレ ー シ 

ヨン を 感じ、 擧童も 之に 對 して 詩人と なる。  - 

余 も 亦、 彼らと 同じく、 蓬萊 嶽に對 する 詩人と なれる と 久し。 间顧 すれば、 十 有 六 歳の 夏な り r 

孤 叩 其の 絕巔に 登りたり し 時に、 余 は 始めて 世に 鬼神た る 者の 存， する を 信ぜん とせし 事 ありし。 

崎嶇 たる 人生の 行路、 遂に 余 をして 彼の 瑞雲 横 はり、 仙翁樂 しく 棲める とい ふ 靈獄を 假り來 つて、 

幽冥 男に 擬し、 半 狂半眞 なる 柳 田 素 雄を悲 死せ しむる に 至れるな り。 - 

友人 再び 曰く， 然 らば 汝は魔 鬼 魅 粞の類 を 信ずる や. 余 答へ て 曰く、 信ずる にも あらず、 信ぜざる 

にも あらず、 悲哀 極って 頓眠 する 時に、 祌女を 夢み- 劇 熟 を 病んで 壁 上に 怪物の 横行す る を 見る が 如 

きのみ。 友人 乃ち 放 笑して 去る。 


此に 於て、 童子 をして 燈に油 を 加へ しめ、 筆 を 走らせて 談話の 概略 を 記し、 以て 序に 代 ふ。 

明治 二十 四 年晚春  透 谷 橘 外の 小樓 にて 

i: 羽 子識」 

この 序文に ある 一 友人 某と は， 多分、 评 內雄藏 のこと であらう と 推測され る。 とい ふの は、 前記の 

樱井氏 訪問の 直後 横濱の 山手 公會 堂で、 シ .1 1 ク スピアの ハムレ ットが 演じられた ことがある。 當時 

は 劇界に も、 しきりに、 革新の 機運が うごき、 所謂、 演劇 改良 論の 火の手が あがった ばかりの 時で あ 

つた。 次第に 飜譯 戯曲 も， 盛に なって くるが、 鷗外竹 二 共譯の 「調 高 矣洋絃 一曲」 や 「折 薔薇」 など 

によって、 先鞭が つけられ たの も、 この頃だった。 

〇 六月 一 曰 横濱 にて シ ヱキ スピアの ハム レツ トを 演ずる を 聞きて 行く。 中々 面白 かりき。 舂の やに 

逢 ふ。  . 

• 再び ガイドた らんと 欲して ホテルへ 相談に 行きし も、 不都合 多くて 成らず (註、 彼の 生活の 不安 

は、 尙 かくの 如き ものであった) 

〇 六月 七日 坪 內雄藏 君 を大久 保に 訪ふ。 專門擧 校に ありて 世話になりし 故。 

春の や 吾れ に 語る に、 古事記 時代 を 以て、 パ ラダ イス 口 ー ス トを 書く ベ きを 以て 十。 
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吾れ- 淸^ の 作を談 りしに、 彼 非常に 贊 成し、 

「グ ラ ン ド なり。 ゲ ラ ン ド なり」 と 言 へ り 。 

蒸 萊曲を 評して、 第一 缺點 は、 其 優美なる 場所 を 取りて、 愤洲 なる 景色 を 声1 したる を 以てな り、 

云々 

〇 同 九日 今夜 吾れ. つくん r\ 音樂な きを 悲しめり。 

古事記 を 究す るの 念 起れ り。 

などの 記事が 見えて ゐる ところから 察する に、 恐らく 當夜 逍遙 氏との 一問一答 を >  多少の 潤色 を以 

つて、 「蓬萊 曲」 の 序文に 作った もので はなから うか。 安政 六 年生れ の坪內 逍遙 は、 透 谷から は 約 十 年 

程の 先輩で あり、 それに 對 して 友人 呼 はり は變 であるが、 日記の 文 を參照 すれば、 どうも 坪內 氏ら し 

い。 自分が 出かけて いったの を， 向う から 友人が 來 たこと ぐら ゐの 作爲は 普通の ことで あらう し、 殊 

に 戯曲の スタイル について 論じ 合って ゐる ところ は： 先づ， 坪內 氏との 問答と して 考 へる 丄 きに、 も 

つと も 要領 を 得る やうに 考 へられる。 やがて 「桐一葉」 や 「牧の 方」 を 書かう として ゐる當 時の 逍遙 

にと. つて は、 戯曲の スタイル とい ふこと は、 最大 關 心事の 一 つだった に 相違な く、 叉、 透 谷 は 透 谷で- 

自由なる 詩の 發 想と いふ 點 から， 舊來 固有の 七五調と いふ ものと は， 旣に 長い こと、 鬪 ひつ けて 來 


た 重要 問題であった からだ。 

しかし、 謂 ふべ くば、 透 谷の 詩に 於け る 理想 は， 一時 代 乃至 二 時代、 早す ぎた もので あり、 當 時の 

詩界 は、 まだ、 七五調 を以 つて 新體 詩の 基礎 を 決定す る その 以前に あつたので ある。 

明治 文 擧史の 著者、 岩 城 準太郞 氏が、 云って ゐち。 

「透 谷 夙に、 詩に 志 あり。 二十 二 年旣に r 楚囚の 詩」 とい ふ 長篇を ものし， 强て 七五調に よらざる 變. 

調 を 以てす。 によりて 世に出さ ざり しと 雖も (註， これ は、 前掲の 日記 を 信じた るた めで * 實際は 

發 免され た 岩 野 泡 鳴の 「新體 詩史」 に證 明され てゐ る) 詩界に 未だ 存せ ざり し 新體の ものに て、 

^始 0. 詩才 頗る 見るべく、 一 種の 幽韻、 當 代の 珍と すべき 者 あり。 若し、 夫れ 長篇 「蓬萊 曲」 に 至つ 

て は、 泰西 劇詩の 體裁を 借りて、 奔放の 詩想 を 披瀝せ し 者、 三 齣 八 場より 成り、 長 句 短句、 錯綜して， 

必ずしも- 七 五， 五 七の 節奏に よらず」 と、 その スタイル を 論じ > 

「世 を- m り， 戀人を 捨て、 尙 足らずして 己の 滅び を 願 ふ 憐れの 塵の 子が、 內界に 於け る 神人 二 性の 戰 

にな やみて 蓬萊 原に あくが れ步 き、 危巖削 立、 雪崩 大地 を 動かす 靈 山の 絕 巔に攀 ぢて大 魔王に 遭遇し、 

其 嘲罵に 反抗して、 物 皆 滅びよ と 叫び、 愤悶途 に 死滅 を 呼び、 蹑頭身 を 躍らして 千饭の 壑に投 ず。 こ 

れ 此の 曲の 脚色な り。 章句 散漫に して、 渾 成の 詩體に 遠く， 問々 甚 しく 散文的に して 全 體の詩 調 を 破 

る こと ありと 雖 も- 其の 內容に 至りて は、 想像 奔 逸- 情緒 熱烈、 透 谷が 多恨の 一 生と 心裡の 煩悶と を、. 
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最もよ く 代表し、 二十 七 歳の 夏に 於け る 悲慘の 最後 を豫 言す る ものの ごとし」 と、 評して ゐる。 

かくて 「蓬萊 曲」 は、 世評の 毀譽、 相 半した が， 中で も 一番手 きびしかった の は、 女舉雜 誌に ゐた. 

磯貝 雲峯が (註、 彼 は バイ ロンの 飜譯 など を やった 詩人 だが、 のち、 アメリカに 渡って、 客死した 由) 

國民 新聞で、 「蓬萊 曲」 は， 律 も 不定， 韻 もなければ 調子 もない、 こんな もの は、 詩と 稱 する わけに は 

いかたい と、 こきおろした。 

岩 野 泡 鳴 も， 「新體 詩史」 の 中で、 「蓬 萊曲」 を、 稍惡 評して ゐる。 內容に 多少、 奔放 熟烈 なと ころ 

があって も、 バイ ロンの 「マン フ レッド」 ゃゲ ー テの 「ファウスト」 の模 做に すぎない ので はない か 

とい ふやうな、 冷淡ない ひ 方 をして ゐ るが、 實際 は. 泡 鳴が 透 谷から 受けた 影響と いふ もの は、 甚だ 

大きい のであって、 殊に 透 谷の 詩に あら はれて ゐる 厭世 感， 神 祕感、 悲痛 味、 苦悶、 懊 愤、 深刻 味な 

ど は、 泡 鳴の 象徵 詩の 上に、 十分に 攝 取され てゐ ると 見なければ ならない ので ある。 そのため、 あま 

り、 影響 をう けす ぎて ゐて、 泡 鳴と して は、 透 谷 を 論じる のに は、 氣 がさした と 見える 個所が 幾分 あ 

るので ある。 

二  ， 

しかし^-の磯貝雲峯の批評は透せにはょほど、 殘 念だった と 見え、 「戯曲 を 論じて， 雲 峰 子に 質す」 


とい ふ覺 書風の ノ ー トを つけて ゐる。  - 

「〇 猫 は 鼠に 非ず、 故に 鼠に あらず と 謂 は i -、 誰か 其 愚 を 笑 はざる もの あらん 

長歌の 定義 を 以て， 戲曲を 判し. 其 定義に 背ける を 見て、 戲曲 にあらず とする は、 余が 子の 博學 な.. 

るに奇 とする 所 

〇 テ 二 ォ ハ の 誤り 多し とて、 戯曲 を排 す。 新 體詩界 すら テ 二 ォ ハ に は …… 

〇 戯曲 • 尤も 不規則な るべ き 戯曲に 於て、 無理に テ 二 ォ ハ を 要する か 

〇 君 若し 戯曲 をつ くらば 如何なる も. の を かなす。 役者 をして、 一 々* 樂 器に 合 はしむべき や 

〇 役者の エキスプレッション をして、 悉く 唱歌と すべ き や、 マ ー 口 ー、 ベンジョンソン、 シヱ キス 

ピア …： 

〇 定 調と は 如何なる も のぞ。 多分 メ テア をい ふなるべし。 余 は 未だ， 戲 曲に メ テア あらざる 可ら ざ、 

る を 聞かず。 英國の ドラ マチス トの 多く は …… 

〇 獨逸 のパヮ I フルの ランゲ H 1 ヂ にして、 ミステリアスの 事 をい ふべ し ……  • 

〇 舞臺に 曲すべき ものと、 爲 すべから ざる ものとの 二種 ある を 知らず や  . 

〇 ブ ラ ゥ 二 ン グ、 ゴ ー ル ドス ミス 等の ドラマ を讀 め。 云々」 

かう した ノ ー トの 切れ はじに も、 透 谷の 先見の 正しく 明らかであった ことが、 よく わかる。 戲 曲に 
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於いても、 詩に 於いても 舊來の 定型 を 捨てなければ * 自由 畳 富な 新ら しい 詩想 を 表現す る こと は出來 

ない の を、 彼 は 夙く から 感じて ゐて、 人に も說 き、 叉 自分の 創作 上に も、 實踐 しょうと 努力して ゐた 

ので ある。 た J-、 この 詩の 主題と なって ゐる やうな、 一種の 厭世的 悲痛 觀が、 思想と して、 透 谷の 內 

部に 旣 に、 圓 熟して ゐ たかは 疑 はしい ところで、 まだ 、「蓬 萊曲」 時代に 於け る 透 谷の 悲痛 味 や 神秘 感 

に は、 子供つ ぼい、 生硬な ところが、 多すぎた。 

透 谷の よき 理解 者の 1 人で ある 蒲 原 有 明 さへ、 

「透 谷に は、 思想の 動搖を 一 I 1 する 信念の 代りに、 主我 的 冥想が あった。 唯心自 性に 沈む 結 E ポは- 早 

くも、 その 出世作た る 「蓬萊 曲」 に豫 想せられ てゐ たと 見られよう。 

曲 中には 弘誓の 船が 描かれて ある。 これら は 「神曲」 的で は あるが、 その 弘誓の 船 は、 現實 から. き 

緣 せられた 實現 力の ない 空想的 施設で ある。 

從 つて それ は 勿論 宗敎 的と は 云 はれない。 透 谷 をして 煩惱熾 盛の 人生 を 痛感す る ことから、 さまた 

げたの は， その 主我 的 冥想であった。 それで あるから 透 谷 自身の 生活に 於いても、 それが 悲慘な 運命. 

に 行 詰 つてし まった ので あらう」 と 評して ゐる。 

透 谷が、 後の 論敵、 山路 愛山と 相 知った の は、 の 夏の ことで、 斯くて 當 時の 文人、 詩人の 間に、 


次第に 彼の 存在が； ri めら れて來 た。 「國民 新 s」 お 千； 二お ー號 所載の 愛山の 文に 口く- 

rs^ 治 廿四年 >  予の 遠. 江に ある や， 友人 明 石、 樱井 君. 一 番を 余に 贈れり。 S して 蓬萊 曲と E ふ。 

其： &、 余 再び 上京す。 

1 H. 楼井 氏が 本鄕の 小樓に 在り。 -M 上 一 客 を； E パ〕 る。 櫻 井 氏、 之 を 余に 介して 曰 ふ。 卽 ち- 曲 

の 作者、 北 村 透 谷 君な り。 余が 交 を 透 谷 君に 呈 せし は是を 始めと す。 

余 をして 遠慮なく 白狀 せしめば， 透 谷 君 は 今日に 比類な き 好人物な り。 彼の 中には 一 點の 邪念な し， 

彼 は 容易に 人の 言 ふ を 信じ、 容易に 人の 长 所に 服せ り。 

彼 は 人に 對 して 最も 深き 同情 を 表しうべき 人な り。 か、 りし.^ ば、 余 は 心より 其 人となりに 服せ ざ 

る を 得 ざり き。 かくして 二人の 交 は 成れり。 

旣 にして 君の 文名 は、 朋友の 間に 喧傳 せり。 君 は先づ 深遠なる 批評家と して 著れ、 更に 無 韻の 詩人 

として 著れ、 更に、 理想的 I 戯曲 家と して 著 れんと せり」 と。 

叉、 彼 はこの 年 はじめて 巌本善 治の 「女 學雜 誌」 に 投稿した。 十一月 號に祸 載され た 評論、 「二宮 尊 

德翁」 がそれ である。 從來 は、 二十 五 年 二月の 「厭世 詩 家と 女性」 が、 透 谷の 處女 評論と 考 へられて 

ゐ たが， この 稿の 發見 によって、 訂正され た。 この 投稿 を機緣 として、 透 谷 は 巖本善 治に 近づき、 次 

第に、 文壇の 中心に のり 出す 機 食 を 得る やうに なった ので あるが、 その代りに、 今迄. 辛くも 糊口の 
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資 となって ゐた、 イビ I 博士 その他の、 手傳ひ 仕事の 方が >  自然- 疎略に なった、 めか- やが 翌ニ. .W 

五 年 一月 匆々、 彼 は、 コ ー サンド 氏から も、 イビ ー 氏から も 罷免され る 破目と なった。 

〇 二十 五 年 一 月 十五 日、 コ ー サ ンド 氏より 愈々 免職の 相談 あり。 

歸途. 步上、 作 あり。 

ぬら/ \ とから を はなれた 蝸牛 

是 よりいよ/ \ 文壇に 躍 出る 考へ、 專ら なり。 

〇 同廿 九日 イビ— 氏 方 も、 亦 免職と なる。 (日記) 

とあって、 透 谷と しても、 今や 全 精力 を 文 寧に 打 込まざる を 得ない 客觀的 情勢と なって 來 たわけ だ。 

,  三 

11 巖本善 治君來 たりて、 明治 女學 校に 同行 を 促す。 因て 往く。 君 >  われに 向 ひて、 女 雜 誌に、 

文擧 批評の 筆 を 執る を勸 む。 

之を諾 す。 

と、 明治 一 一十 五 年 一 一月 二十 六日の 透 谷の 日記に 見えて ゐる。 


厳 木 善 治 J I 明治 女學校 11 女學雜 誌、 などと いふ 固有名詞 は、 すでに 現代で は、 明治時代の 文學 

に 特別の 與味を もつ 篤志家に あら ざれば， 殆ど 緣も ゆかり もない 言葉と なって しまって ゐる。 しかし 

せ E 時の 人々. 殊に 當 時の 若い 女性 達に とって， それが どんなに つよい 憧憬の 的だった か は 今日よりの 

想像 に は あり あまる ものが あるので ある。 

明治 女舉 校ば かりではなかった。 明治の 社會も 二十 四、 五 年になる と、 女子 敎育 勃興の 熱が 急激に 

目 ざめ て來 て、 全國 に、 いろんな 性質の 女擧 校が 設立され てく るが、 就中、 キリスト 敎の 流行と 軌を 

1 にして、 各所に 盛んに ミ ッシ ヨン スク ー ルが 立ち はじめた。 主として アメリカから 資金が 入り、 ァ 

メリ 力 人に よって 主宰され た アメリカ 式敎 育であった。 明治時代の 若い 女性に とって、 この 新形式の 

敎育. 法が いかに 魅力に 富んだ もので あつたか は. 論 を またない。 さう いふ ミ ッシ ヨン スク —ル. のなか 

で、 當 時の 最高峰と いはれ たのが、 横 濱のフ エリス 女舉 校であった。 何しろ、 資金が 十分な ので、 設 

備 はいくら でも 手が 届いた。 その 頃の 舉 校で、 地下室に 機關 庫が あり、 冬に は 全校 舍に スチ ー ムが通 

り、 栓を 捻ぢれ ばお 湯が 出る やうな 學校 は. 外に 絕對 になかった といって いいだら う。 

設備ば かりで なく、 校舍ゃ 校庭の H キゾ チックな 景色 も、 若い 娘の 心 を とらへ て あまり ある もので 

あった。 和 蘭の 風景 畫に でも ありさうな 風車。 赤 一色の 校 舍の壁 は、 た、、 窓枠 だけが 濃い グリ— ンで 

緣 取られて ゐた。 女擧 生た ちの 風俗に も 自ら 一 種の ミ ッシ ヨン スタイルが 出來 てきて. たと へ 外面 的 
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にしろ、 新ら しい 知識と 思想 を 求める 若い 情熱の 息吹き は强 かった ので ある。 

11 はじめ、 小石 川の 同人 社、 中 村 敬 宇の 門に 學んだ 厳 本 善 治 は、 當 時の クリスチャンの 中で は、 

異色の ある 存在であった。 たまたま その 屬 する 敎 派が フ H リスと 同一 であり、 又、 フ H リスの 漢學敎 

師に、 知 巳の 中島 湘煙 女史が ゐ たりした 關 係で、 彼 は厦々 フ H リス を參觀 したり、 講演に 赴いたり し 

た。 さう して ゐる うちに、 彼女 はた 1^ 「女 學雜 誌」 を 編輯す るお けに は滿 足出來 なくなり、 木 村 熊 次 

氏の あと を 引う けて、 明治 女學 校の 校長に なった ので あるか、 この 時 彼 はま だ 二十 何歳の ほんの 白面 

の靑 年で しかたかった。 だから、 明治 女舉校 は、 當時、 盛んに 與 つて 來た ミッション スク ー ル その も 

ので はない。 いは キリスト 敎 的なる ものと 「女 學雜 誌」 による 新文擧 精神的なる ものとの、 混血 兒 

であった わけ だ。 學校 がさうなら 校長た る 厳 本 善 治 自身が、 その 混血 兒 であり、 叉、 そこにつ とめて 

敎鞭 をと つた 若い 敎師 たち、 戶川、 馬場- 島 崎な どの 人々 も、 或る 意味で は その 二つの ものの 混血 兒 

つ：、： つた。 

巖本善 治の 「女 擧雜 誌」 の 前身 は 「女 學新 誌」 である。 これが、 名前 も 新たに、 芝西久 保の 寓春堂 

とい ふ 本屋から 發 行され たのが、 古く 明治 十八 年 七月の こと だ。 はじめは 月 二！！ 發行 でせ つたが、 時 

代に よって 變り、 週刊に なったり 月刊に なったり、 時には 一年 程 休刊したり もして、 それでも 明治 四 


十三 年まで つ いて、 廢刊 になった- 

創刊 號に、 巌本善 治 は、 次の やうな、 發 行の 趣旨 を 誓いた。 

「西洋 學 者の 言に、 國內 婦人の 地位 如. 何 を 見れば、 以て 其國 文明の. 高下 を さとるべ しとい へ"。 吾國 

現今の 婦人 を 見て、 日本 は尙、 開化せ し國に 非ず とい はれん に、 今、 之 を 言 ひとくべき 理 なき を憾 む- 

吾等 平生、 いたく 之を慨 し、 且つ、 吾等の 母、 吾等の 姉、 吾等の 妻の、 何故に、 かく 世に 輕 ろしめ 

ら るべき ものなる や 憂 ひ (中略) 專ら 婦女 改良の 事に 勉め希 ふ 所 は、 歐 米の 女 權と、 吾 國從來 の女德 

と を 合せて、 完全 一の 模範 を 作り 爲 さんと する に 在り」 (十八 年 七月) - 

けだし、 明治 フ ヱ ミズ ムの 典型的な 宜 言であった。 かくして、 巌本善 治 は、 先づ 「女 學雜 誌」. を 通 

じ、 この宜 言の 線に 沿って、 蓄妾 廢止 論、 公娼 制度 撤廢 論、 婚姻 條例 設置 論な どの 實 質的 指導 を說く 

と共に、 一方で は、 女性美 鱧 讚 を やって 「永遠の 女性」 とか r 戀 愛の 價値」 とかい ふやうな アイ. 、テア 

を 鼓吹した。 前に も 書いた 通り、 時代 は 女子 敎 育の 擦 頭 期で あり、 希望と 憧憬に もえた 若い 明治の 娘 

達が、 長い 因襲から 目 ざめ て、 立ち上ら うとして ゐる 矢先き であった から、 巌本善 治的フ ミ ニズム 

は、 いは 1^、 若い ヂヱ ネレ ー シ ヨンの 屈强な 足場と して 非常な 人氣と 反響 を 呼んだ。 
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その 當 時の、 代表的な 女性の 一 人で ある 新 宿 中 村屋の 相馬黑 光さん など も、 遠く 仙 臺のミ ッシ ヨン 

スク— ル、 宮城 女挙 校の 擧 窓から、 東京の 新ら しい 藝術 的な 女子 敎育を あこがれ、 女 學雜誌 や、 明治 

女學 校の 魅力に 引かれて、 故鄕を 飛び出した のであった。 私 は 今、 其の 人の 著 「默 移」 を讀む 機會を 

得て. 當 時の 若い 娘 達の 驚く 程 新鮮な 探求の 精神と 情緒と を 知る ことが 出來 た。 黑 光さん はたと へば 

こんな 風に いって ゐる。 

((私の 心 は 最初から さう であった やうに、 また 當然 の歸 結と して、 明治 女擧 校に 急速に 走り、 いま は 

もう、 以前の やうに その まひ を 抑 へ る ことが 出來 なくな つてし まひました。 

そ^は 宗敎學 校で はない けれど、 やはり キリスト 敎 主義に より、 嚴肅 なう ちに、 思 ひ 切った 自由が 

あり、 藝術 至上の 精神 を K 生活に 織 込んで、 實に 新鮮で カづ よく、 月々 の 「女 學雜 誌」 にあら はれ 

る S 斷本 先生の 隨 筆の 素晴らし さはい ふまで もな く、 若い 先生に は 北 村 透 谷、 島 崎 藤 村、 戶川秋 骨、 

馬場 孤蝶、 平 田 禿 木、 星 野天 知、 その 得が たい グル ー プ によって 「女 擧雜 誌」 から 分れた 「文 學界」 

の 高踏的な- 藝 術の 華々 しさ， また、 その 崇高 さは、 私なら ずと も、 當時 進歩的な 心 を もった 女性の 

凡てが ひとしく 讚 仰す る ものでした。.))  - 

- 或は 叉、 

《私共 は それらの 人々 の 魂の こもった 文章 を讀 み、 ダンテ を 知り、 ラフ ァ H ルを敎 へられ、 ミケ ラン 


、ジ hb を敎 へられ、 そして 自づと 心の底に 持って ゐて、 それが 德川 末期の 戲作 的な 文學 によって、 

悲觀 的な 色 を帶び させられた 女性の ひ、 それ を その 生の ま x に 呼び 起され、 人生の 光輝 を鮮 かに 

思 ひ 知らされ るの でありました。 

r 文舉 界」 を 見る 時、 女性 は-その 最も 正しき 位置に 直る ことが 出來 おした。 

ともあれ、 大 いなる 理想 を 以て、 女性 を 正しく 見て くれる ところ、 それ を 私 は 「文 擧界」 に發見 

し 「明治 女舉 校」 に 見た のであります)) 

とも 書いて ゐる。 斯うい ふ 大勢の 中で 夙に 「戀愛 は 人生の 秘餘 なり」 と 論じ、 身を以 つて、 戀愛結 

婚を實 行した 北 村 透 谷が 當 時の フ H ミ 二 ズ ム の總 本山の 觀 ある 巖本善 治と、 意氣 投合せ ざる 害 はな か 

つた。 同氣 自ら 相 求め、 さきに、 透 谷の 「女 舉雜 誌」 投稿 あれば、 今は巖 本校 長 自ら 駕を 寄せて、 彼 

に囑 する に講 淡を以 つてした ので あるから、 透 谷、 之 を 言下に 諾 して、 その ま、 よろこんで 明治 女學 

校に 同行した の は當然 のこと であった。 

- 四 

((私の 印象に 基いて 申します と、 巖本 先生 は 丈 高く、 血色 美しく、 うる ほひの ある 大きな 鮮 かな 眼が、 
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何 か を 深く 凝視す る やうな 光り を帶 びて、 い つも 靜 かに 睜 かれて ゐ ました)) 

と、 黑光 女史 は 語る。 古い 寫眞 では あるが、 鬚髯 ゆたかな 巖本 校長の 顔に は、 女性の 心を惹 きつけ 

る强ぃ 氣魄が 感じられる。 

彼 は、 明治 女 寧 校で は、 スぺ ンサ ー の 敎育學 を 講じ、 そのほかに 修身の 授業 をして ゐた。 巖本フ ァ. 

ンの 若い 娘た ち は、 皆、 誰も 彼 も.、 校長 先生の 修身の 時間 を 待ち こがれ、 話が すんで、 講堂 を 出て く 

る 時 は、 生徒 は 皆、 感激に 目 を かく やかし 幸福の 情緒に ひたって、 夢の なかに ゐる やうな 氣 がした。 

才氣も 非凡で、 辯 舌 も 爽やかだった ので はない かと 思 ふ。 內容も 適度に きびしく、 適度に 甘く、 時に、 

丄 ns^ の 理想 を說く かと 思へば、 時に 世話人 情に くだけて、 かゆい 處に 手のと くやうな 指導ぶ りで あ 

つたから、 年若い 生徒た ちが、 こぞって 彼に 傾倒した の も 無理 はない。 《 …… や、 厚く、 色 あざやか 

な 辱、 凡そ 男性的な あらゆる 美を備 へた 姿 を 壇上に はこんで、 敎を聽 く 者の 眼に、 その 强ぃ眼 を絕ぇ 

ず與 へながら 語り 出される 時、 その 聲が、 また、 實に 沈痛な ひ 、く きを 帶 びて ゐ ました。 さう いふ 魅力 

の ある 先生に 對し、 魅力の， 乏しい 古い 世界から 出て 來てゐ る 敎へ子 達^、 た もゲ 一途に 憧憬 を 寄せ、 

求めて ゐた 完全な もの を、 こ、 に 得た かの 如くに 安心し きって、 校 內の空 氣に身 も 心 も 委ねて しまつ 

たやうな ところがあります)) と黑 光さん が 語る 通りで あつたの だ。 

しかし、 この 明治 女舉 校と いふ 擧校 は、 前に も 述べた 通り、 巖本善 治の 創立に か、 はる もので はな 


い。 之より 先き、 恰度 「女 舉雜 誌」 の 創刊と 同年になる 明治 十八 年 九月、 明治 學院の 先生で つた、 

木 村 熊 次 氏の 創立になる もので、 夫人 木 村镫子 女史が、 初代の 校長であった。 日本で はじめての 私立 

女學 校と いふので 世間の 注目 を惹 いたが、 第一 囘の應 募 生徒 はわ づ かに 四 名に すぎなかった。 校舍 は" 

最初の 頃 は 九^の 牛ケ 淵に あった。 このと き錢子 女史が、 自分の 仕事の よき 協力者と して、 當時、 女 

子敎 育の H キス パ— トを以 つて 任じて ゐる厳 本 善 治 を 選んだ の は、 尤もな ことで、 彼 は 「女 舉雜 誌」 

編輯の 傍ら、 澄 子 女史 を 手助けし、 やがて 教頭の 地位に ついた ので ある。 しかし 俊 子 女史 は. いくば 

くもなくして 不幸に も、 病魔の ために れた。 その後、 夫君た る 木 村 氏が、 之 をつ、 くけ たが、 新 夫人 

を 得る に 及んで、 信 州の 小 諸に 退き. そこで、 又 塾 を ひらいて、 信 州の 青少年 教育の ために、 力 を 用 

ひた。 これが、 藤 村に よって 名高い 「小 諸 義塾」 で、 藤 村 は 木 村 熊 次の 招聘に よって、 後年， 信 州の 

自然にし たしむ 機緣を もった わけで ある。 

創立者た る 木 村 熊 次の 引退に よって、 當然、 明治 女學校 は、 巖本善 治の ものと たった。 彼 は、 その 

麦 任と 使命 を 痛感し、 全く 獻身 的な 努力で、 この 仕事に 沒 頭した ので ある。 彼が、 その 顷、 しきりに- 

横-溶の ミツ ショ ンスク ー ル、 フ H リス 女學校 を參觀 したの な、 すべて は 明治 女學 校の 新 經營に 資する 

ところ あらんと した、 めであった。 そのうちに、 フ H リス 女 校の 第一 囘 卒業生で、 才色兼備の 若松 

賤 子と： i に 落ちた が、 賤子は 婚約 中に、 肺 を 冒されて、 ^血し、 厳 本 は それ を 押して 結婚した が、 0 
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の 健康 はす ぐれず、 次第に 不幸な 家庭生活の 重壓に 苦しみ 出す ので あるが、 あまりに、 本 とかけ は 

なれん 敍述に 移って しま ふので、 割愛す る。 

！ はじめ 九 段に 所在した 明治 女舉校 は、 やがて、 飯 田 町に 移り- 更に 下 六 番町六 番地に 轉 じた。 

この 下 六番町 時代が、 いは. く 明治 女擧 校の 全盛期で、 最初 は. k 名し かなかった 生徒が、 その 頃 は  一二 

百 人 近くに も增 加して ゐた/ 恰度- 有 島武郞 氏の 邸の 隣り で、 門 を 入って 中央-に 校舍、 屋敷の ま はり 

に 長屋の やうに なって 寄宿 舍 があった とい ふので あるから、 恐らく 大名屋敷の 古いの を、 模様 替 へし 

たもので あつたの だら う。 

先生た ちの 舍宅も あり、 寄宿 舍と 反對の 側に、 楝を はなれて、 やはり 長屋 風の 建物が それであった。 

透 谷 や 藤 村 は、 自分の 家から 通った が、 靑柳有 美と か、 櫻 井 11 村と かいった もっと 若い 連中 は、 この 

舍 宅に 住んで ゐ たし、 又、 そこから 少し はなれて は、 巖本 校長の 住居 もあった。 何しろ 横 濱のフ エリ 

スと はちがつて、 大名屋敷の 古手で あるから、 設備 も わるく、 机 も 椅子 もガ タガタ で、 忌憚な くいへ 

ば、 敎窒 とか 講堂と かい へ る やうな、 ちゃんとした 體裁を そな へ てゐる もの ではなかった。 

しかし， 若い 文學 者と、 文擧 好きの 女生徒との 間に 行 はれる 敎 育の 授受で あるから、 たと へ 敎窒が 

汚く、 机が ガタガ 力であった にせよ、 又少々 位 風と ほしが 惡 かった にせよ、 講義が 熱して くれば そん 

な ことに 誰も 頓著 はしない のであった。 それに、 谷 は文學 的で も、 形式 は、 ミ ッショ ン スタイルで 


あつたから、 戶川秋 骨も岛 崎 藤 村 も， 敎窒へ 入る と、 ま づ本を 机の 上に おき、 嚴肅な 顔 をして >  お lig' 

り をして から- 講義 を はじめる とい ふ 風であった。 

i -透 谷が 巖本善 治の 招きに よって、 明治 女學 校の 講演に 赴いた 時、 その 教員 窒兼應 接 間で， 彼 は 

はじめて、 藤 村に 會 つたので ある。 

《そのと き- 透 谷 は 二十 五 歳- 私 はま だ、 やう やく 二十 一歳の 青年であった)) 

と、 藤 村 は、 透 谷 集の 序に 書いて ゐる。 しかし、 年 は 下で も、 藤 村 はすで に、 明治 學院 在舉 中から， 

巖本善 治と は 知合の なかであった から、 明治 女學 校に は 透 谷より 先き に、 關係 があった ので ある。 い 

ろい ろ 話し てんる うちに、 泰 明小學 校の ことが 出た。 

「そいつ は、 奇遇 だ。 島 崎さん も泰明 小學校 出身と は 驚いた。 僕 も、 あすこ を 卒業し ました。 小 田 原 

から 出て きたば かしの 時でした よ。 谷 口先 生と いふ 方が ゐられ てね。 僕が 出る と、 すぐ、 やめて しま 

はれた が —— 」 

と、 透 谷 はなつ かし さう に 語った。 透 谷 は氣に 入れば すぐ 誰に でも 打ちと け、 胸襟 を ひらいて 語る 

方で あつたが、 殊に この 年少の 友に は、 一面識に してす でに 深い 友愛 を おぼえた。 同じ 小擧 校の 出身- 

と いふ こと も、  まるで 祌の 啓示で もうけた やうに、 心 を とらへ た。 

「今日は どうい ふお 話 をな すった のです」 
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と、 藤 村は識 遜に たづね た。 

「わが 女性 觀 をのべ ました。 こ、 に 草稿 を もって ゐ ますが、 これ は いづれ、 近いうちに 女學雜 誌へ 出.： 

す ことにな つて ゐ ますから、 是非 讀ん で 下 さ い 」 

元氣 よく さう いって、 彼 は 草稿の おもてだけ 示した。 それに は 「厭世 詩 家と 女性」 とい ふ アト ラク. 

チ ヴな题 名が 書いて あった。 

「是非、 讀 まして 頂きます」 

「僕 は A」 れ から、 ドン ドン、 書いて いくつ もりです。 勉强 もうん とする。 もう 一年 もた てば、 硯友社 

の戲作 小說^ んか、 誰も か へ りみ る ものはなくなります よ」 

と、 氣焰を あげた。 

それから 又、 

「さう だな ァ， 僕 も あなたの やうに、 明治 學 校の 先生に ならう か。 こ、 で眞 面目な 講義 をす るの は、 

非常な 勉强 になり さう だ。 フ レ ン ド女擧 校たん か、 單 なる ミツ シ ョ ンスク ー ル で- 淸 新の 氣 風なん か-. 

全然な いんです よ。 こ、 へ來 ると、 まるで 別天地です。 目が さめる やう だ。 き は フレンドなん か、 い 

っ罷 めても いいと ひました よ」  、 

ともい つた。 フレンド 女學 校の 方 は-二十 三年の 秋から-時々 敎 へに 行. つて ゐ たが、 氣 のりう すで、 


あった。 それに イビ I ゃコ ー サンドとの 個人的 交 涉が絕 えて ゐ たので、 フレンド 女擧 校の 方 も、 何と 

なく、 居心地の よくない ものに なって ゐた。  .•  、 

「そり ゃァ、 北 村さん なんかに 來て 頂ければ、 この 擧校 もい よいよ 充實 する し、 生徒 も大 よろこびで 

すよ」  . 

と， 藤 村に いはれ て、 透 谷 も 無性に 希望が わいて 来た。 眞理の 追求と 知識 慾に 燃えた、 若い 彈 力の 

ある 娘 達の 姿態に も 好意 を 感じた が、 學 校全體 I ！ とい ふよりも、 情熱 的な 巖. 校長の ィ 二 シ ァチヴ 

の 下に 集って ゐる、 若い 敏感な 文學 者た ちの グル ー プに對 して、 透 谷 は、 實に たまらない 魅力 をお ぼ 

え た の で あ る 。 

「私から、 校長に よく 話して、 是非、 こっちべ 來て 頂く やうに、 取り はからって 賞 ひませ う」 

と、 藤 村は歸 りかけ る 透 谷の 背後から、 希望 づける やうに 云った。 —— 玄關 まで 校長 も に 出て 

來た。 その 背後に は 今、 彼の 講演 を聽 いた 女生徒た ちの 中の 代表者の 顔 も、 二三 見えた。 

透 谷 は 久しぶりに、 数寄屋 橘の たばこやへ 立 寄って 見た。 父 はいつ もの やうに、 大藏 省に 出て ゐた 

ので、 留守だった。 母のお ゆきが 店番 をして ゐた。 
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「隨分 御無沙汰 だね。 とんと， 顏を 見せな いぢ やない か」 

と、 母 は 口で はそんな 風に 突慳 貧に いひながら も、 額 色に は うれし さが かくし 切れない 風だった。 

「十み ません。 來 よう 來 ようと 思 ひながら、 この頃 は、 原稿の 仕事に 追 はれたり、 講演 をた のまれた 

りす るんで ね」 

「鬥は それでもす むだら うが、 美那 だった て、 たまに は、 御無沙汰 見舞 ひに 來て もよ かりさうな もん 

ぢ やない か」 

「ところが、 お母さん。 美 那子も あんまり、 外步 きが 出來 なくなつ たわけが あるんで すよ」 

「ぢ ゃァ何 かい。 又、 病氣 かい。 あの人の 病氣 は、 あり やお 前、 やっぱり、 神 經の方 だよ 11 」 

「い 、や。 病氣ぢ やな いんです。 まあ- ソ 口く 發 表しても い 、でせ う。 實は、 これなん です よ。 子 

供が 出来たら しいんです」 

「まあ —— ほんと かい」 

「ほんと です とも。 は- -- 

と、 透 谷 は、 高い 聲で 笑った。  , 

「そり や、 お 芽出度い。 で、 いつ、 生れ るんだ い」  ♦ 

「大 體、 六月 頃ぢ やない かと 思 ふんだ が、 まだ、 あんまり 目立つ ちゃ 來 ません よ」 


「美 那の方 は、 年に 不足 はない が、 お前の 方 は、 若い お 父つ あんになる わけ だね」 

「結婚 も 早 かったん だもの、 子が 出來 るんだ つて、 早 いのは 當り 前です よ」 

「石 坂さん ところでは 知って るの かい」  . 

「何に、 知る もんです か」 

「別にお 實 家に 歸るこ ともな いんだね」 

「え、。 自分のと ころで、 生ませる つもりです」 

「お 父つ あん も、 お喜び だら う。 あれで、 なかく、 子 煩 惱の方 だから」 

「そのうち、 美那も 寄こし ますから、 參考 になる やうな こと を、 いろく 敎 へて やって 下さい」 

「い、 え、 子供が 出來 てるん ぢゃ、 あんまり 步 いたり、 俥に のったり しちや、 あぶない からね。 今度 

は、 暇 を 見て、 わたしが 出かけて いきます よ」 

と、 母 もす つかり 機嫌が 直って ゐた。 それから、 しばらく、 四方 山の 話 をして、 やがて 夕方 近く、 

彼 は 母の もと を辭 した。 いつもの きまりで、 隣り の 松 崎 せんべ いが 一 包、 妻へ の 土産であった — 。 

尾 張 町の 角で、 やがて 生れて くる 赤ん坊の とな どを考 へながら、 鐵道 馬車の くるの を まって ゐる 

と、 だしぬけに、 背後で、 

「先生」 
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と 呼びかける ものが あった。 透 谷 は 驚いて 振 返って 見る と、 フ レ ン ド女擧 校の 學 生の 富 井 まつ子で 

あった。 

「富 井さん か。 誰かと 思った よ」 

「先生 は どちらへ。 お 父 さまのお 家？」 

「さう。 よく 知って るね」 

「そり ゃァ- 先生の ことなら」 

と、 富 井 は 一 寸 はにかんだ 科 をした。 拼の 銘仙 を 着て、 濃い 半襟 を のぞかして ゐた。 髮の つまった 

體の 小さい 桃割れに 黄色の 大きな 花かん ざし を さして ゐる。 無論、 まだ 海老茶 袴の 女學生 風俗 は：^ ら 

れ ない 時代 だ。 

「先生 は鐵道 馬車 を 待って らっしゃ るの」 

と、 叉、 まつ子が きいた。 

「さっきから、 大分、 待って るんだ が、 向う のば かり 來て、 こっち はちつ とも 來 ない」  . 

「ね ェ、 先生- あたし、 前から 先生に お話した かったんで すよ。 お話して は、 いけません か」 

「お 話？ そり やちつ とも かま はない。 ぢゃァ 少し、 步か うか」 

「でも >  それ ぢゃ、 先生に 惡 いわ。 叉、 こんどに します わ。 こんど、 先生のお 暇の 時、 ゆっくりお 話 


したいと 思 ひます わ」 

と、 まつ子 は 遠慮ぶ かくいった。 

「今日 だって かま はない が、 —— 僕の 方 は」 

透 谷の 方 も、 何となく、 このま、、 別れる の は 淋しい やうな 氣 がして 云った が、 折 柄、 鐵道 馬車の， 

走って くる 音が したので、 

「それ ぢ ゃァ、 叉に しませう。 學校 でもよ し、 家へ 來て くれても よし、 11 遊びに 來 給へ、 いつでも」 

と、 彼 はまつ 子に 後會を 約して、 鐵道 馬車に のりこんだ。 

まつ子 は、 街角に 立って、 手 を ふった。 その 白い 細い 手が、 妙に 印象的だった。 美しい 子 だが、 ど 

こか 病身な 感じが する。 首で も 手で も、 それから、 全身から 受ける 感覺 も、 敏感で は あるが、 壞 はれ 

易い やうな 氣 がする、 と 透 谷 は 思った。 

そこへ いくと、 美 那子は ガッチ リ して ゐ るな、 と 彼 は 妻の 健康で 美しく、 たくましい 情 熟 を ひめた 

肉 體を思 ひ 出した。 子供 を胎 にもつてから、 彼女 は 一層、 生き/ \ と 丈夫に なって ゐた。 しかし、 そ 

の 時代の 明治の インテリ 娘た ちに は、 病弱の 女が 多かった。 フ レ ンド 女學校 や、 明治 女擧 校の 學 生た 

ちの 中から も， Is のうちに 幾れ ていった 娘 達の 數は、 決して 少ない ものではなかった。 そして 弱さう 

な 女 程 感受性が 鋭敏で、 情 熟 的な 特徵 がつ よかった。 まあ. 美那子 位、 丈夫で、 元氣 があって >  頭 も. 

1 し し 
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い、 女 は、 フレンド や 明治 女擧 校に だって ざら に はない II 透 谷 はそんな こと を 思って、 さう いふ 妻 

を もった 滿足を 味った。 

「おい、 今日は、 數寄屋 橋へ いって、 すっかり 發 表して 来た ぜ」 

と、 透 谷は歸 るな り、 大聲 で、 美那 子に 云った。 

「まあ、 發 表って、 何を發 表した の」  ， _ 

「お前の こと を さ  子供の こと だよ」 

「いやです ね H」  • 

「いやって つたって、 お前、 いつまでも、 かくして おくわけ に はいかんだ らう。 しかし、 今 も 道々、 

考 へて 来たんだ。 美那子 は實に 丈夫で い、。 や、 が 出來て も、 ちっとも、 衰 へない、 どころ か、 益々 

元氣ぢ やない か。 さっき 尾 張 町の 角で、 フレンドの 富 井って 擧 生に 呼び とめられ たんだが、 あ、 いふ 

病的な 感じ は、 美しい に は 美しい が、 やっぱり、 あれで は 困る と 思 ふな」 

「でも、 昔から 美人の 形容 は、 みんな 病的 ぢ やありません か」 

「ところが、 これからの 美人 は、 健康 第一 でな けり や、 ならん のさ」 

と、 透 谷 は 押しつける やうに いったが、 心の どこかで は、 さっき 逢った 富 井 まつ子の 病的な 白い 手 

の 印象に 惹 かれて ゐた。 話の 途中で、 ふり 切って 別れて 來たゾ け、 餘計、 心が のこって ゐ るせ ゐも I©- 


つた。  - 

二日 ほどして 何となく 心待ちして ゐ たが、 富 井 はやって 來 なかった。 透 谷 は あてが 外れた やうに 思 

ひ、 口 さきだけ 調子の い 、こと をい つた 女の 氣 持ちが、 不愉快だった。 それでも、 次の フレ ンドに 行 

く 日になる と、 いつにな く 明るい 氣 持ちだった。 美那子 も、 すぐ それ を 敏感に 反映して、 . 

「富 井さん に 逢って いらっしゃい。 今日は 何 だが 嬉し さう ね」 

と、 ひやかした。 

「馬鹿。 僕 はもう、 フレンドの 方 はやめる つもり だよ」 

「だって、 まだ 島 崎さん から も、 厳 木さん から も、 何にもお 話が な いぢゃありません か」 

「そり ゃァ、 學期 半ば だからね。 向う にだって いろ/ \ 都合 も ある さ」 

さう いって、 透 谷 は 原稿の 入った 風呂敷 を か 、 へ ると、 そ \ くさと 芝の 家 を 出た。 —— 敎窒に は、 

いつもの やうに- 一 番 前列の 席 をし めて、 富 井が 待って ゐた。 

—— 講義 を を はって、 歸 らうと して ゐ ると、 また * 

「先生」  ■ 

といって、 呼びと めた の は >  富 井だった。 

「この間、 芝のお 宅へ うか はう と 思って、 お宅の 前まで 行つ たんです のよ。 でも、 何だか、 可怕ぃ 
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やうな 氣 がして、 引返して しま ひました の」  . 

と、 彼女 はいった。  - 

「何 だ。 隨分、 遠慮深 いんだね、 君 は」 

透 谷 は あきれて、 彼女の 顔 を 見た。 

「でも、 先生、 —— 何だか、 押し かけて いくみた いで、 叱られ やしない かと、 思つ たんです もの」 

「僕 は、 待って たよ」 

「まあ、 ほんと です か、 先生」 

彼女の 顔 は、 急に、 生き/ \ と、 活 氣を帶 びる やうに 見えた。 白い 首す ぢ にも、 サッと 赤味が さし 

た。 

「あ、、 ほんと、 も。 待って るのに、 來 ないから、 憤慨して たの さ」 

と、 彼 は 事 も なげにい つた。 富 井 は、 

「ぢ ゃァ、 ほんと にこん ど は 伺っても、 かま ひません のね」 

と、 念 を 押 一" やうに いふ。 

「いつでも、 ぢゃァ * かう しょう。 明日 來 たまへ。 舉 校の 歸 りに でも」 

「え、 • 伺 ひます わ、 こんど こそ」 

翁 


さう 言葉 を 交へ て、 透 谷が かへ つてい くと、 富 井 は、 感激に 目が くらくす る やうな 氣 がした。 や 

やばり 思 ひ 切って、 云って よかった。 長い/ \ 間の 思 ひが、 やう やく 届いて- 先生と， ほんと に、 し 

たしく 口 をき く 機會が 近づいた。 まるで、 夢の やう だ。 今まで も、 敎壇を 通して、 北 村 先生 は、 澤山 

のこと を敎 へて 下す つた。 自分 は、 どんなに、 北 村 先生に よって 啓發 された か 知れない。 しかし、 何 

といっても、 敎 壇と いふ 堅苦し さが ある。 さう いふ 垣 を 取り はらって、 ほんと に 近し いお 話が したい。 

先生の 懐に もっと 入って お 話 すれば、 今までより 何 層 倍 も、 深い 感動と 啓示 をう ける にき まって ゐる。 

自分 は 北 村 先生から、 もっと、 もっと、 いろんな ものが 頂きたい。 1 1 しかし、 先生に はどう も. 

近づきに くかった。 うっかり 話しかけて、 うるさい とい ふやうな お 顔 をされ たら， 自分 は どんなに 悲 

しいだら う。 先生の 勉强 のお 邪魔に なって はなら なれ —— さう 思って、 自分 を愼ん できた の だが、 ま 

るで、 神様の 攝理の やうに、 この間 煉瓦 路の 角で、 自分の すぐ 前に、 先生が ひよ つくり 立って ゐらっ 

しゃった のが、 いは i^、 情 熟， に點 火す るき つかけ で、 それ以来もう、 どうに も 抑へ 切れない つよい 感 

情の 囚 になって ゐ たの だ 11 。 それにしても- 明日. 先生のお 宅 を 訪問して、 ー體、 どんなお 話 をし 

たらい 、の だら う。 何から 切り出し ていった もの か、 —— それ を 思 ふと、 叉、 新ら しい 不安に 惱 まさ 

れ なければ ならなかった。 戀愛 結婚 をな すった とい ふ， 奥さんの 美那 子さん は、 どんな 方 だら う —— 

そんな こと も 思った。 
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翌日、 富 井 は 仕 立 卸しの 黄 八. を 着て、 髮も 新式の 束髮に 結って、 透 谷の 家 を 訪れた。 時々 パラ パ 

ラと 落ちて くる やうな 雨 もよ ひの 空だった ので、 彼女 は 紺の 雨具 合羽 も 着込んで ゐた。 富 井の 家は釵 

倉で、 代々 紙 類 を 商って ゐた。 さう いふ 古くからの 町家の 娘に して は、 一寸 不 似合な 程、 頭の す、 ん 

でゐる 娘だった。. 

「先生、 先生 は 近いうちに、 フ レ ンド をお やめになる つて 噂です けれど、 ほんとうで すか」 

と、 富 井 は、 やはり 一 番き、 たいこと からき いて 見た。 

「うん。 やめられ \ぱ やめた いんだ。 フ レ ン ドのミ ッ シ ョ ン スタイル も、 少々、 空疎 をまぬ かれん か 

らね」 

と、 彼 は 答へ た。 

「やっぱり、 嚼 通りなん です のね。 先生が おやめに なったら、 擧生 はどうな るんで せう」 

r 擧生 はやめない のさ」 

「さう はいきません わ。 北 村 先 ij- 崇拜の 擧生は 澤山ゐ るんで すから， その 人達が 承知し ません わ」 

「そんな こと はない よ。 僕の 講義なん か、 みんな 退屈して、 眠た さ うぢ やない か」 

「あら、 ひどい わ * 先生。 それより、 先生 は 明治 女擧 校の 方へ いらっしゃり たいんで せう」 

「あす； J は、 フレンドより は、 活氣も あるし 文擧的 だからね。 フレンド は、 あまり 型通りの クリス チ 


ヤンで、 廢剌 味が 足りん」 

「ぢ ゃァ、 やっぱり、 先生 は、 明治 女學 校の 方へ 行って おしま ひに な るんで すか」 

「まだ、 わからん。 しかし， 〈攻 はさうな るか もし れん」 

「だったら、 私 はどうし ませう」 

「困った ね。 僕 はフレ ンド なんか、 いつでも、 すぐにで も、 やめられ ると 思って、 多寡 を 括って ゐた 

めさ。 富 井 君みたい な 人-が あら はれる となると、 さう、 簡單に 進退 を 決する わけに はいかん ことにな 

るかね」  ， 

「そり ゃァ さう です よ。 CIS り 前です よ」  . 

富 井 はちよ つと 透 谷 を やりこめる やうな 調子で さう いった。 やっぱり、 この 人 は、 なかなか 齒 切れ 

めいい、 鋭敏な ところの ある 女 だと、 透 谷 は 思った。 それにしても、 自分が フレンド を罷 める からと 

いって、 擧 生にまで、 ー處に 明治 女學 校へ 移れと いふ こと は、 敎. 師と して、 いふ 可き 言葉で はな かつ 

た。 それば かりで なく、 フレンド を罷 める ことで、 富 井 まつ子の やうな 舉生 とも 別れなければ ならぬ 

こと は、 透 谷に とって、 必ずしも、 無關 心な ことで はなくな つて ゐた。 うっかり 節單 には罷 めら れな 

くな つたと いふ 言葉の 內面的 意味と して、 透 谷 は 富 井の 顔 や、 印象的な その 白い 手 を 見て ゐる うちに、 

-.^5^第に、 自分の なかに 出来て 來た 或る ひそかなる みれんに ついても 一 考 しない わけに はいかなかった。 
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實は富 井の 方で は、 たと へ 透 谷が フレンド を罷 める にしても、 自分 だけ は 見捨てないで くれ.. '一、， ふ 

- こと をい ひに 來 たの だが、 そこまで あけすけな 口 を ききにくかった。 それよりも より、 ひとす ぢこ、 

先生のお 弟子に なりたい とい ふの が 彼女の 懸命な 希求であった。 彼女 は それ を 誰よりも 純粹 に、 誠實 

に、 ひつ けて ゐ るの だが、 いざと なると、 さっきから いひた くって モ ヂモヂ しながら も、 なかな 

か 思 ひ 切って いひ 出せない のであった。 

六 

富 井が 歸 ると、 透 谷 は 急に、 机に 向って、 原稿 を 書き はじめた。 若い 女の 擧生を 相手に、 との 間 か 

ら、 何 やか やと、 {ゃ； 费 した 時間が、 惜しくな つたから である。 もっと、 もっと、 勉强 をし なければ な 

ら ない のに、 こんな ことで は 駄目 だと、 自分 を 叱りつ けた。 彼の 机の 横に は、 女擧雜 誌、 • 都の 花、 國 

民の 友、 などの 雜 誌が 散らばって ゐた。 彼 は、 新ら しい 文舉 精神 を 確立す るに は、 どうしても、 文壇 

の舊 勢力 を 打破し なければ ならぬ。 それに は、 舊 勢力の 主流 をな す 硯友社 一派 を、 徹底的に 批判す る 

ことから はじめなければ ならぬ、 と考 へて ゐた。 

I <虽 時の 文壇 情勢 を 大きく 支配して ゐ たの は、 何とい つても 紅葉 山人で ある。 紅葉 は、 明治 二十 

J 二 年に は 「拈華 微笑」 「新 色 懺悔」 「おぼろ 舟」 「夏^^」 「伽羅 枕」 「此 ぬし」 「文な がし」 「巴 波 川」 二十 


四 年に は 「むき 玉子」 「伽羅 もの 語」 「二人 女房」 「紅白 毒 饅頭」 「夏 小袖」 二十 五 年に は 「三人 妻」 と 

いふ 風に、 その 創作力 は、 壓倒 的に 旺盛であった。 その他、 江 見 水 蔭、 漣 山人、 幸 田 露 伴、 山 田 美妙 

齋らが 比較的 多量に 創作 を發 表して ゐる。 これらの 作品 は、 いふまで もな く、 舊 時代 的な 戯作 趣味の 

濃厚な もので、 これらが 文壇 勢力 を恣 にす る 限り、 新ら しい 近代 文 舉の發 達 は のぞむべく もない。 ど 

うしても、 これら を 文壇の 主潮から 放逐す る ことが 必要で ある。 となると、 やはり 第一 に マ ー ク すべ 

き は、 紅葉 山人で ある。 11 そこで、 透 谷 は 先づ、 紅葉 山人の 作品 を、 片 つばし から 讀ん だ。 そして、 

これ を、 こまかく 徹底的に 批評しょう とした。 又、 紅葉 露 伴 文學の 背景と なって ゐ る元祿 時代 文學に 

對 しても、 之 を 深く 檢討 すべ き だと 思った。 m 林 子の 批評 は旣に 以前から 透 谷の 抱资 する 所であった 

ので、 先づ そこに も 着手した。 硯友社 文舉の 批判、 元 祿文學 の 攻撃が、 彼の 評論家と しての 出 發の最 

初の 重要 テ— マであった。 彼の 眼前に は I ^ー然 たる 大樹が 聳えて ゐた。 相手 は手剛 い。 どこから 斬りつ 

けたに せよ. ちっと やそつ とのこと では、 びくともしない 傳統の 身 構へ が 出来て ゐる。 

彼 は 最初 紅葉の 「伽羅 枕」 と 露 伴の 「新 葉末 集」 を 取上げて 見ようと 思った。 「伽羅 枕」 はすで に、 

丈 壇 定評の 佳作と いはれ てゐ る。 「新 葉末 集」 は小說 「辻淨 瑶璃」 を收 め、 これ も 亦、 嘖々 たる 好評 

の 作で ある。 相 乎に とって 誠に 屈 强の對 象 だ。 先づ こ、 から 入って、 深く 兩 者の 藝 術の 基底 を 流れて 

ゐる元 祿文畢 の正體 を、 剔り 出す ことが、 新文藝 批評の 當 面の 役割で あると >  透 谷 は 堅く 信じた。 
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彼 は、 矢繼 早に 本 善 治の 「女 學雜 誌」 からの 註文 を 受けて ゐた。 彼の 原稿 生活 は、 俄かに 繁忙と 

たり、 それと 相 まって、 文壇 進出の 野心 もつ よまって 來た。 だから 彼 は フレンド 女學 校の 擧生 たちと、 

時 問 を 浪費す る 暇 はない と 反省し つ、 猛烈に 讀み 且つ 書いた。 疲れ、 ば、 先輩、 友人の 許 を 訪ねて、 

快談 した。 日記に も、 

0 十八 日 湖處 子、 及、 卷 の や 先生 を訪 ふ。 

〇 五日 戶川 安宅 氏 (殘花 子) を訪 ふ。 仲々 に 面白き 談話 ありし。  . 

〇 七日 戸川 氏 來訪。 愛山 兄來 る。 もろ 共に 深 川へ、 蛤く ひに 行く。 

などの 記事が 見え、 殘花、 愛山、 湖處 子な どとの 往復 は相當 にさかん であった ものら しい。 

〇 八日 女學雜 誌に 到り、 巌本 氏に 會ふ" 擔當 する ことと なりた. る 批評の 第一 を 置いて 來 たり。 

元 祿文擧 攻撃の 第 一 着手、 卽ち 之な り _ 

などの 記事 も ある。 


某日、 彼 は 依田 舉海翁 を 訪問した。 演釗 改良の 所見 を 訊か うがため である。 當時、 依田 舉海翁 は、 

官界から 退いて、 浪劇 改良 運動に、 力 を そそいで ゐた。 擧海翁 は 木 戶參議 の 下にあって 地方. {R 會！ g 書 

記官當 時、 伊藤博文 公 やその 他 政府 要路 の 大官 に 、 圑十郞 や 菊 五郎 を 紹介した こ とがあって" 從來 の 

俳優に 對 する 河原乞食 觀の 修正に は、 一方ならぬ 盡カ をした もので あり、 又、 杏 S 時の 劇界 刷新 を 目論 

んでゐ た 守 田勘彌 や、 活歷 劇の 創造に 苦心して ゐた市 川 圑十郞 をた すけて、 俳優の 指導 監督の 任に 當 

つて ゐた。 明治 十九 年に は 河尻寶 3 今との 合作に 成る 脚本 「吉野 拾 遣 名家 譽」 を、 演劇 改良 會に 於いて 

發 表した。 この 發表 朗讀を やった とき は、 政界から は、 伊藤博文 公 自ら 出席し、 劇界 側から は 勘彌と 

圑十郞 が 招かれた。 しかし、 この 脚本 は あまりに も 急進的と いふ ■  不評 をう けて 上揚は 見合され たが、 

翁 は その後 演劇 改良 會の 延長で ある 「演劇 矯風 會」 及び その 改名の 「日本 演藝 協會」 にも 關 係して， 

劇界に 於け る 翁の 勢力と いふ もの は， なかなか 侮る ことの 出來 ない ものであった。 

透 谷. に . こ の 舉海翁 を つかまへ て， 次の やうな 一問一答 を やった。 

0 透 「今後の 演劇の 進むべき 方針 大綱 は 如何？  . 

<" 學 「今後 の 演劇 は r 眞」 に 近 かるべき こと 

0 透 「具 體的 にい へば 如何？ 

<學 「則ち、 狐 忠信の 如き、 寺小屋の 如き、 すべて 不自然なる 構想に よる もの を 排斥す べしとの 意 
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0 透 r 臺詞 は？  . 

<1 學 「なるべく 自然 卽ち r 眞」 に 近 かるべき こと 

〇 透 「道具 は？ 

< "學 「この 方 は、 出来る限り、 美しき 方よ ろし。 則ち、 觀客 をして 「眞」 に樂 しみ 「眞」 によろ こぶ 

こと を 得せ しむ ベ きこと 

〇 透 「チヨ ボは 如何に 十べき か 

A 學 「床淨 瑠璃 はすべ て廢 すべし。 役者 自ら をして すべて を 言 はしむ る こと 

〇 透 「となると、 問題 は 一 つ に、 脚本 そのもの による ことと なる ベ し 

A 學 r 然り。 今後の 演劇 は、 脚本 第一 主義に ならなければ ならず。 よき 脚本 こそ、 よき 演劇な り 

0 透 「大いに 然り。 新 演劇の 面目 は， 一つに そこに あるべし とわれ も 信じ ゐ たり 

At,-  r 舊 演劇 は、 もともと、 木 偶より 起り たる もの たれば >  換言すれば 五官 を 具へ たる 人間の 舉ぶべ 

き 所に 非ず 

〇 透 「とすれば、 いつの 頃より、 人間と なりたる ものな り や 

<1 學 「昔 は 人形芝居と 踊りの 一派と- 兩者 ありし がいつ か 合して、 人となりし ぞ 

〇 透 「莊 高なる 者 を 古神 的 近世 神 的に 興行す る は 如何？ 


<學 「之れ 遂にお どけと なるべし。 幽靈も 鬼神 も、 若し 眞に 迫らば、 大いに 可なる べき も * 戯れに 見 • 

ゆる こそ 是非な けれ 

〇 透 r 俠 とい ふこと は、 如何なる 所より 起り しゃ  S* 

<學 「實 に、 舊 時代の 著作者が、 盜賊、 或は 心 卑しき 者 を、 脚本の 主人公に 選み て、 觀 客の 中の、 小 

人、 賤人、 小屋、 長屋の 連中 を よろこばし めんがた めに、 義俠の 心 ある ものと し 表現した るより 起 

りたる ものな り —— これ、 舊 時代 脚本の 最も 非と すべき 點 なり。 盜 みたる 金、 家 じり 切りた る 金 を 

以て、 んを救 ふと は、 愚の 骨 項と いふべき のみ 

〇 透 「この 御意 見 大いに 服すべし。 然 らば、 粹とは 如何なる 者ぞ 

A 學 「これ も 作者の 不量見より、 起り 來 たる ものな り 

0 透 「その 始めは 如何？ 

A 學 r 蜘 株の 糸 卷の中 なぞに ある 十八 大 通の 如きが 其の 始めな らん。 以て、 そのい かに 低俗の 趣味な 

るか を 知る ベ し 

0 透 「御說 に 甚だ 同意な り 

< "學 「昔 は 戯作者と いは i^、 人の 汚れと 思 ひ 居たり。 現代に 於いて は、 まさに、 之れ あるべからず。 

今日の 文擧者 は、 一代の 指導者 たるべし、 監督者 たるべし。 脚本の、 演劇 を 指導すべき 理も 亦、 之 
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にあり 

〇 透 r 戲 作者のう ち、 馬 琴の 如き は、 如何に や 

-ト ダ 

<1 學？ 「馬 琴に 至りて、 稍、 戯作者の 品格 を 上げたり。 然れ ども、 馬 琴 を 先生と 呼びし 者 はなし、 現代 

の 作者 は、 社會の 先生なら ずん ば あるべからず、 觀客 乃至 俳優に、 追隨 したる は、 昔の 作者な り。 

讀 者の 興味に 隸屬 したる は 昔の 戲 作者な り。 現代 は、 その 反對 なり。 脚本 作者 こそ、 觀客 乃至 俳優. 

を敎へ 導き、 小說 作者 こそ * 讀者 を啓發 せし むる に 任 を 有す 

〇 透 「現代、 尙、 先生の 御說の 如く、 進步 いたして 居らず、 舊弊、 新道 を 塞ぐ。 以て 如何にすべき か 

A 學 「余が 演劇 改良 意見 も、 一部に 於いて は、 尙 早と 難 じ 急激と そしる 

0 透 「文界 にあり て は、 戲 作文 寧 を攻擊 し釗界 にあり て は、 舊派 脚本 を 否定す る こと， 目下の 急務な- 

A 學 「若き 御身ら の 精進 こそ * 肝要な り  - 

〇 透 「吾ら 大いに 勵 めば， 先生の 先見、 近き 將來 に. 必ずや、 實 現せら るべ し、 云々  • 

着 

このと きの 一問一答が、 いかに 透 谷に 影響す る所大 であつ たかは、 想像す るに 難くない。 依田 寧 海 

の進步 的な 意見 は、 必 しも 直ちに， 劇界の 容る、 所と はならなかった が、 却って 透 谷ら の 胸 を 通して-. 


文 藝界の 刷新に 役立った ので ある。 

た >、 このと き、 透 谷 は、 擧海 翁の 意見が 我國 演劇の 源泉た る 能の 要素 を 度外視して ゐ るのに、 -e: 

心 不滿を 感じ、 その後、 芝 神明 町の 髙田與 五郎と いふ 人に 面會 して， 能 樂の話 を 熱心に きいて ゐる。 

この 人 は、 透 谷の 父と 同じ、 大藏 省の 役人で あつたが、 能樂 のこと に 堪能で あつたと いふ。 かう いふ. 

處 にも、 透 谷の、 研究心、 好學 心の 熱心な 表情 を 見る ことが 出來る わけで ある。 

叉、 その 頃の 日記に、  . 

〇 かねて ねら ひ 置きた る、 ナイトの シ ヱキ ス ピア 全集 を 得たり。 其の 價、 十二 金な り 

とい ふ 記事 も ある。 彼 は實に 異常な 程の 熱情 を以 つて、 內 外の 文擧 研究に 沒 頭し 始めた のであった。. 

そのうちに 「女 寧 雜誌」 に發 表される 彼の 論文 を讀 み、 次第に、 透 谷の 存在 を 知る 者が 多くな つて 

來た。 フ レ ン ドの擧 生た ちの 中で も、 今迄、 普通の 教師と 思って ゐ たのが， 段々 に、 透 谷の 存在が 文 

壇 的と なって くるの を 知る と- 今更の やうに、 彼 を 見直す もの も 出て 來た。  ， 

或 日、 彼が フレンドの 敎窒に 入って いったと き、 いつも 必ず、 最前列の 席 を 占めて 彼 を 待って ゐる. 

害の、 富 井 まつ子の 姿が 見えない のを發 見した。 
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井 君 はどうした」 

と、 彼 は 思 はず、 さう 聞いて しまって、 ハツと 思った。 

「この間から、 御病氣 でお 休みです」  < 

と、 側の 一 人が 答へ た。 

「惡 いの か」 

「さあ —— -」 

皆 は 何となく 冷い 表情 を 見せた。 透 谷 は それつ きり 默 つて 、教壇に 上った が * やはり、 張合拔 けの. 

する 氣 持ち を 否めなかった。 

昨日、 はり 切って こしら へて 來た 講義 案の r シ ヱキ スピアの 戲 曲論」 を しゃべる にも、 富 井が ゐな 

くて は、 何にも ならぬ やうな 氣 がした。 あの 富 井の 熟 心に そそがれて ゐる 情熱 的な 目がなくて は、 彼 

の 講義 は、 脂が のって 來な いので ある。  • 

しかし、 さう もい へない ので、 彼 は 仕方なく、 講義 を はじめた。 砂 を嚙む やうに、 憂 蒙な 一 時間で 

あった。 しま ひに はヂ リヂリ して 來て、 席のう しろの 方の、 何かとい ふと、 小さい 聲で 友達と 話した. 

がる 一女 生徒 を、 とう/ \、 きびしく 叱りつ けた。 

「うるさい。 講義 中に 話 をす る 者 は、 外へ 出た まへ —— 」 


普 連 土女舉 校の 方 を、 罷 める 罷 める とい ひながら、 なかなか 實行 しかねた の は、 强ち富 井 まつ子へ 

の祕 かなみ れんの せゐ だけで もなかった。 美那 子の 出 產を控 へて、 生活の 不如意 はいよ/ \ 重苦しく 

彼 を 攻めつ けて ゐ たし- 希望の 明治 女學 校の 方 は、 缺員 のない 以上、 無理に 割込む わけに もい かな か 

つた。 透 谷に その 意思の ある こと は、 厳 本 善 治 も 藤 村 を 通じて 聞いて ゐて、 明治 女舉 校の ブレ I ント 

ラ ス トを强 化する に は、 是非 こっちから も、 入って 貰 ひたいと ころだった が、 ぎっちり 時間表の 出來 

てゐる もの を、 誰に しろ 罷めさせ てまで、 彼を迎 へ ると いふ 理不盡 はやり かねた。 止むを得ず、 時々 

"！: 別 講義の 形で、 來て 貰って は、 客員と して、 待 過した。 しかし 七れ が經濟 的に どれ 程の 足し前に な 

つたが は、 知れた ものであった。 

或る日の 透 谷の 日記に、  • 

「米 九 升 七 合な り」 
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と、 ぶつつ かに 書いた 個所が ある。 恐らく、 米慣が 昂騰して、 圓に九 升 七 合にまで なった の を慨與 

した 一 句で あらう。 今日から 考 へ ると、 比較に も 何にもなら ぬが、 當 時の 九 升 七 合 は、 透 谷の 家計に 

は、 よほど、 つよく 響いた ものに 違 ひない。 ； J れに ついて、 透 谷の 舊ぃ 友、 櫻 井 明 石 氏が、 次の やう 

に、 囘顧談 をして ゐられ る。 

「透 谷 子 は 詩人で あり、 時に 飄 逸な 行動の あった 人で ある。 故に 日常 米 鹽の事 なぞ は 夫人 任せで 顧み 

なかった ので あらう と 思 ふと、 なかなか さう ばかりで は 無かった らしい。 一 つに は 夫人が 地方 豪家の 

生れで、 結婚の 當初 は、 家事 經濟に は 恐らく 不馴れであった、 め、 子 自ら 出納の 事に 當 つたの が、 度 

度 有ったら うと 思 はれる。 (中略) 多分、 此 頃の 事で 有った かと 思 はれる が、 予の 母が、 「お 米 は 高く 

なっても、 圓に 一斗までで あって 欲しい」 といった のを覺 えて ゐる。 精米が、 一 圓に 一 斗 以內に 入つ 

てから、 我々 の 生活が 次第に 苦しくな つて 來 たので ある。 「米 九 升 七 合な り」 の 一句 は、 そこに 米が 

あがって 困るな ァ、 と 眉に 一 き は 深く、 八の字 を 寄せて、 つぶやく 透 谷 子 を あら はして ゐて、 予は i々 

止々々 と、 思 はず 微笑 を：^ らした ので ある。 

又、 單に 夫人の 不馴れと いふば かりでなくて、 子 は 先天的に 算盤の 方面に 無頓 著で は ゐられ なかつ 

たので ある。 さう して 月々、 零碎の 貯金 をして、 それで 旅行 をしたり、 友の 急 を 救ったり、 また、 當 

時に 在って は 我輩 貧窨 生に は 大金で ある 十二 圓を 投じて、 シ - ク スピア 全集 を購 つたり した。 敢て南 


分 自身 や、 妻子に 粉 奢の 生活 を させようと いふ 考 から、 財 を 得たい ので はなく. た. く 一通りの 生活 を 

安定 させて、 心の どかに 創作に 從事 するとい ふこと が、 透 谷 子の 念願であった。 而 して 家に は、 若干 

の 資産が ある。 將來、 之 を相繽 する 者 は 兄弟 二人、 弟 氏 は 兄の 孤高 激越の 性格と は異 つて、 溫 順なる 

ために、 母親 は 特に 之 を 愛した。 故に 資産の 大部分 はこの 弟 氏の 手に入る ので はない かと、 兄の 透 谷 

は、 且つ 疑 ひ 且つ 憤った。 の 資産に 關デる 猜疑、 猜疑が かもす 瞋恚、 これ はずつ と 前から あった こ 

とで ある」 

しかし、 透 谷と 北 村 家 資産 分配の 問題 は、 結局 表面化す るに 至らぬ うちに、 透 谷の 自 死によ つて、 

一 旦は、 有耶無耶に 解消した 形で あるから、 果して 透 谷の 惱 みが、 さう した 現實 的な 問題の 周 圍を彷 

徨 して ゐ たか 否か、 明瞭な 證明 はない。 父快藏 やお ゆきさん の考 へから すれば、 弟の 垣穗は 丁稚奉公 

に 出して ゐ るの だから、 數寄屋 橋の たばこや は、 いは、、 門太郞 のために、 買って おいた やうな もので 

あるのに、 門太郞 がその たばこや を きらって、 文學 者た らんと、 家 を 出た 以上、 自ら、 權利を 抛棄し 

たわけで あると 考へ るの は、 無理の ない ことであった。 透 谷 も 自分の 好きな 道に 進む 限り は、 たばこ 

やな どに 未練の ある 害 もない。 そっち もこつ ち もとい ふ 卑俗な 慾ば つた 氣 持ち は、 透 ハ介に はあり 得な 

かった と 思 はれる。 從 つて、 彼の 惱 みは. 單に資 產に關 する 猜疑ば かりではなくて、 もっと 精神的な 

問題に 關 はると ころが 多かった ので あらう。 が、 それよりも 何よりも、 直接に 彼 を 苦しめた の は >  生 
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洁 であった。 刻々 の 生活の 苦しみが、 時に、 彼 をして、 資產 分配の 猜疑に 立ち どまら せる こと も 皆無 

とはい へなかった。 

心ならず、 フ レ ン ド女學 校に 依存す るの もやむ を 得なかった し、 若干の 報酬に 責 重の 時間 を 割いて、 - 

フレ ン ド敎會 から 出て ゐる 「平和」 とい ふ雜 誌の 編輯 を やったり したの は、 すべて、 生活 問題に 原因 

して ゐ るので あった。 

編輯と は 一 K ひ條、 殆ど、 自分 一 手に 引きう けて、 いろいろな ぺ ンネ ー ム を 用 ひて は、 書き まくら ざ 

る を 得なかった。  . 

恰度、 其の 頃であった。 ジョ ンス なる.： ー且敎 師に隨 行して * 奥 羽 地方の 傳 道の 旅に 出た ことがあった。 

松 島に ついた のが、 二十 五 年 四月 十日の 夜であった。 彼の この 旅行の 所產 としての こって ゐる もの 

は 「松 島に 於て 芭焦 翁を讀 む」 の 一 小品で ある。 

曰く、 r 飄遊は 吾 性な り。 飄 遊せ ざれば 吾 性は完 からざる が 如き 感 あり。 天地 粹 あり、 山水 美 あり。 

造化 之 を 包みて 景勝の地に 於て、 其 一端 を あら はすな り。 詩 性 ある 者が 「景勝の地に 來 りて、 祌 動き 

氣 躍る 至 當の理 なり」 と。 

或は 曰く、 

「迷宮と 知って 迷宮に 入る は 文士の 樂 しむと ころに して、 迷宮に 入る こと 能 はざる は、 文士の 悲しむ 

暑 


. 所 なり。 古へ より、 文士の 景勝 を 探る 者、 未だ 迷宮に 入らざる に、 未だ 妖魅を 受けざる に， 未だ 造化 

の 祕藏に 近づか ざるに、 先づ、 筆 管 を 握って、 秀句 を 吐かん とする 者 多し。 造化に 對 して 禮を失 ふ 者 

といぶべし。 

彼等 は 彫 球した る 巧 句 を 得べ し。 然れ ども 妖 魅せられざる 前の 巧 句 は、 人 H なり。 安くん ぞ、 神靈 

に 動かされ たる 天工の 奇句 を；^ 1 出す る 事 を 得ん や。 ひとり 探景の 詩文の みに 就きて いふに あらず。 凡 

ての 文章が 祌に 入る と 神に 入らざる と は、 卽ち此 境に あり。 古來の 大作 名著が、 祌に 入れる は、 孰れ 

か 祌靈に 動かさる、 を 待ちて 筆 を 握らざる 者の あるべき。 一 たび 妖 魅せら る、 は、 蓋し、 後に 澄淸な 

る 識別 を 得る の 始めなる ベ けれ」 と。 

いづれ も 透 谷 持 前の 口 マ ン チックな 文 學觀の 片鱗 を 示す ものであるが、 この 旅行で、 文化の 昔- 1 

句 を 成さず して 西歸 した 桃 靑翁を 偶び つ 、、 自家の 文學 上の 信念に 一 進境 を 劃し 得た こと は、 あきら 

か だ。 

二 

不 相變、 生活 は 不如意だった が、 書いた ものの 反響 は 次第に 强 まって 來た。 

r 厭世 詩 象と 女性」 を はじめ 「油 地獄 を讀 む」 「伽羅 枕 及び 新 葉末 集」 「粹を 論じて 伽羅 枕に 及ぶ」 及 
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二  二 〇 

び、 前記 「松 島に 於て 芭蕉 翁を讀 む」 等の H ッセィ は、 いづれ も、 芝 公園 地內、 三十 八號の 家で 書か 

れ 、「女 舉雜 誌」 の 二十 五 年 二月 號 から 五月 號 にわた つて、 それぞれ 揭 載され、 新人 透 谷の 出現 を 明ら 

かにした もの である。 

r 麼世詩 家と 女性」 の 冒頭の 一 句 は、 厘々 引用した が、. 當 時の 透 谷愛讀 者の 一 人であった 木 下尙江 は. 

《ところが、 その 女學雜 誌に 突如と して、 調子の 變 つた ものが 現 はれて 來た。 大 版で • 今から 見れば 

殺風景な 表紙 11 それ を 開ける と、 最初が 論說攔 であるが、 その 冒頭に 「厭 生 詩 象と 女性」 とい ふ 文 

章が あら はれた。 それ は 從來の ものと は 全く 調子の 變っ たもので、 その 胃 頭の 一 句が、 青年の 尙 江に 

非常な もの を ぶちこんだ。 私 も 今 は、 こんな よぼよぼの 老人に なって ゐ るが、 その 頃 はこれ で、 堂々 

たる 靑 年で あつたの だ …… 。 

戀愛は 人生の 祕^ なり。 

こ の 一 句 はま さに 大砲 を ぶちこまれ たやうな もの であった。 それまで は戀愛 —— 男女 間の ことに、 

何 か 汚い ものの 様に 思 はれて ゐた。 

それ を これほど 明快に 喝し 去った ものはなかった。 

透 谷の c 晝像 は、 この 一 句に 盡 きる。 この 一 句 は、 彼の 一 生の 大事 業で あつたと 思 ふ。 實に 不朽の 

li! 葉で ある。 


日本 も 爾來數 十 年を經 過し、 文化 も榮 えたが、 「戀愛 は 人生の 秘 (I- なり」 と 鐵門を 開いた 人 は、 天下 

に 幾人 ある だら うか。 

彼 は實は その 先驅 者で あつたの だ。 が、 はたして 透せ は、 戀 愛の 鍵 を 以て- 人生と い、" 鐵門を 開き 

樽た ので あらう か。 此處に 鍵が あると いふ 事 は 知った ので あらう が、 その 鐵門を 開く までに 至らず、 

實相を 見る に 及ばないで 倒れた 人で あると 想 ふ。)) 

と， 語った ことがあった。 つ、. - いて、 

「思想と 戀 愛と は仇謦 なる か。 安ん ぞ 知らむ、 戀愛は 思想 を 高潔なら しむる 慈母なる を」 

或は 又 、「誠 實 忠信、 死 も 奪 ふ 可から ずと 見 ゆる 者 あり。 何ぞ や、 曰く 戀愛 なり」 又、 曰く 「情人 相 

對 する 時 は、 天地に 强敵 なし」 と 叫んだ 透 谷の 戀愛 讚美が、 從來の 元祿文 學的戀 愛の 卑俗 さ を- はつ 

きり 區 別してお かなければ ならぬ 必要から、 元 祿文舉 の 影響 下に 出發 した、 紅葉 露 伴文學 への 徹底的 

な 批判と なって、 彼の 新ら しい 「粹 論」 r 俠論」 が あら はれる ことになる。 

「一は 實を 主と し、 一は 想 を 旨と する 紅葉と 露 伴。 一は 客 觀的實 相を尙 び、 一は 主観的 心 想 を 重んず 

る當 代の 兩 名家」 とい ふ 書き出しで、 

「若し 夫れ、 明治の 想實兩 大家が、 遊 靡內の 理想 上の 豪傑 を畫 くに 汲々 し、 我が 文學 をして、 再び 元 

ft の 昔に 返らし むる 事 あらば、 吾人の 遣憾 いかばかり ぞゃ」 
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と、 强 調し 鋒 を 元碌文 學に轉 じて、 

「そ も 元祿文 擧の輕 佻なる は、 其の 章句の 不羈 放逸なる が 故の みならず して、 其 想 髓の輕 挑なる が 故 

なり。」 とい ひ、 元 祿文學 の罪惡 は、 一 に 戀愛を 其の 自然なる 地位より 退けた ことで あると 指摘し、 

「恐らく、 遊廓 を 以て、 彼らの 天國と 見做し、 正路 を步 むの 人 を 愚物 視し、 人生の 大不 調子、 大不都 

合 を 見る よりも、 寧ろ 小視、 小 癖、 不調 子、 小 不都合の 眼 を 具す るを尙 び、 偏曲顿 弱た る意氣 より 朴 

直なる 野暮の 中に 隱れ たる 美 を 嘲り、 至善 至 惡に對 する 妙 念 は 残らず 罷脫し 去りて、 只 だ 慾 火炎 上の 

曲りくね りたる 一時の す a* しさ を、 こよな き 者と 珍重す。 美の 眞 ならず、 自然なら ぬ こと、 多言 を 用 

ひずして 明瞭なる ベ し」 

と、 論難し、 元 祿文學 卽遊靡 的 文學卽 好色 的文擧 である 所以 を 述べ、 

「好色 は 人類 最下 等の 獸 性を縱 にした る もの、 戀愛は 人類の 靈 性の 美妙 を發暢 すべき ものな り」 

と、 兩 者の 區別 I 嚴密に 主張した。 更に 筆 をす、 めて， 

r 粹 と^と は 遊蕩の 敗 風より 生じ、 遊廓 を 以て テンプル となした る こと、 前に 云へ るが 如し。 然れど 

も， 當 時の 文學 中の 最大 部分た る 洒落 本、 戲 作の 類の 大に 之に 與 りて 力 ありし 事 を 思 はざる 可から ず。 

當 時の 作家 は、 概ね 遊 廊內の 理想家に して- 且つ、 遊蕩 場裡 の寫實 家な りしな り。 

愛情 を 高潔なる 自然の 意義より 解釋 せず、 遊廓 內の. M 敗せ る血淚 中より、 之 を 面白 氣に畫 き 出で た 


る 者に て、 遊 解內の 理想 を 世に 紹介し、 世に 敎導 したる 者、 實に 彼らの 罪な り。 

粹と俠 と は >  遊 靡內に 生長したり。 而 して 作家 は 之 を 世に 敎 へたり。 西 鶴其碛 より 下って、 近世の 

. 春 水、 谷峨の 一き に 至る まで、 多く は 全心 を 注いで、 此 粹と俠 とを寫 さん こと をつ とめたり。 抑も粹 

は 人の 好む ところ， 俠も 人の 愛する と； J ろ、 然れ ども 粹 をして 必ずしも 身 を 食ふ蟲 とならし め、 俠を 

して 必ずしも 身 を 傷 ふ ものと ならしめ し は、 先代の 作 象、 大いに その 罪 を 負 はざる 可から ず」 

と、 論破して ゐる。 彼 もい ふ 通り 元 5i 文擧、 近世 文 學の餘 波 は、 尙、 當 時の 文壇に ふかい 傳統 をの 

して ゐ たし、 春 水、 金 水の デカダン スが、 硯友 社に よって 止揚され たと はい へ、 まだまだ 粹、 快の 

小 理想が 作家の 創作 意圖 に 支配的な 力 を もって ゐ た 時代 であった から、 透 谷の かう した 激越な 論評 は、 

赞成者 も 反對者 も、 共に 目の さめる 思 ひであった。  f 

無論、 新 日本の 健全で 正常な 文 擧の發 達の ために は、 誰か 立って、 戯作 趣味の 傳統 を破壞 しなけ 

れ ばなら ぬの は、 明らかであった。 それほど 牢乎と して、 拔 くことの 出来ない 深い、 强ぃ、 趣味で も 

あった。 透 谷 は、 年少 氣能 を以. つて、 その 役割 を 買って出 たので ある。 

前に 記した 依田 舉海 翁との 一 問 一 答に よっても、 彼の の 信念 は、 ふかめられ たに 相違ない。 

かくして、 この 四、 五の 評論 は、 たしかに 時代の 手應 へがあった。 木下尙 江の やうな、 熱心な 愛讀 

者 を 獲得した ばかりでなく、 彼の 周圍 を啓發 する 上に も、 少なからぬ 效果 があった。 
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ニニ 四 

藤 村 も、 ， 禿 木 も、 天 知 も 秋 骨 も、 この 矢繼 早に 「女 學雜 誌」 を 彩る 透 谷の H ッ セィに は、 目 を まる 

くした。 大變な 奴が あら はれた と 思った。 自分ら もうかう かして は ゐられ ない とい ふ氣 がした が、 し 

かし、 彼の 說く處 をよ く 味って 見る と、 自分ら の 仕事の 上に、 强 力な 掩護 射擊 をして 貰って ゐ るの だ 

とい ふ ことが わかった。 

はじめは 驚き、 そして 理解と 共感 —— その あとに は、 きっと 若い者た ちの 確信と 抱 食が 頭 を もたげ 

る 。 

硯友 社ば りで な. ければ、 到底、 文士たり 得ない ので はない か、 と、 時に 懐疑に 落ち； J む 日 もあった 

若い 人達 は、 透 谷の ロマンチックな 評論に よって、 時代の 黎明 を 仰ぎ見る やうな 氣 がした。 かう して、 

いつのまにか、 若き 透 谷 は、 新時代の リ ー ダ ー の やうな 位 s に、 立た されて ゐた。 藤 村 や 禿 木 や、 そ 

の 他の 友人 知已 から も、 しきりに 激勵ゃ 共鳴の 手紙が、 舞 込む やうに なった。 

三 

奥州の 旅から 歸 つて 間もなく、 彼 は 高 輪の 東禪 寺の 境內 に移轉 した。 美那子 はもう、 臨月に ちかい 

大きな お腹 を 抱へ てゐ た。 

後に 彼が 書いた 隨筆 「鬼 心 非 鬼 心」 の 中に、 の あたりの 名 寺なる 東禪寺 は、 境 廣く樹 古く、 陰^ 


として 深山に 入る の 思 ひ あらしむ。 この 境內に 一條の 山徑 あり。 高 輪より 二 本復に 通ず。 近き を擇 む- 

もの、 こ 、を 往還す る ことと なれり。 累々 たる 墳墓の 地、 苔 滑らかに 草深し。 ももち の 人の 魂魄、 無 

明の 夢に 入る ところ。 わが かしこに 棲み. し 時には、 朝夕 杖を携 へて 幽思を 養 ひしと ころ、 叉、 無邪氣 

の 友と 共に、 山い ちごの 實を拾 ひて 樂 しみし ところな り」 

と あるのに よって、 この 新居の 環境 を 想像す る ことが 出來 る。. 藤 村 も、 「亡友 反故 帖」 の 中で、 

「吾が 知りて より、 透 谷 子 四 度 居 を轉ぜ り。 高 輪の 舊 寺に 寓 せし 時、 庭前 草花 あり 花園に 隣り ~ て 畑 あ 

り、 窒 のうしろ は 老杉 欝蒼、 古 坡壘. 々として、 かの 鬼 心 非 鬼 心 を 草せ しは爱 なり」 

と、 記して ゐる。 

引越して 間 もない 或 曰、 フレンドの 富 井 まつ子が、 ひよ つくり 訪ねて 來た。 旅から 歸る なり、 原稿. 

に 追 はれたり、 引越しが あったり して、 フレンドの 方 も、 二 週 ほど 休講に なって ゐた。 

「先生。 いつからお 講義 はじめて 下さい ますの」  - 

と、 まつ子 は 恨みが ましい 調子で いった。 

「来週 は 必ず。 何しろ、 家內は にれ だし、 引越し をし なければ ならなかったり、 とても 擧 校なん ぞへ 

行って る 暇 はな かったん だ」  ~ 

と、 透 谷 は 辯 明した。 
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二  一一. k 

「何だか あんまり、 樹が 多くって、 夜なん か可怕 いやう です わ、 どうして、 こんなと ころへ お引越し 

あそばし たの」  • 

と、 まつ子 は、 家の ま はり を 見廻しながら 云った。 

「どうせ、 假の 宿さ。 飽きたら 叉、 引越せば いい。 いよいよ、 身の 置き どころ がな くた つたら、 一 思 

ひに や るんだ ね」 

「また、 そんな こと 仰 言る。 いけません わ」 

「昨日 もね、 外から 歸 つてく る 途中で、 氣狂ひ 女に つかまって しまったよ」 ， 

「まあ、 可 W い。 そして どうな すった の」 

「恰度、 東禪 寺の 寺內 から 高 輪の 方へ 出ようと する 細道に、 覆 ひかぶ さる やうな、 大きい 松の木が あ 

るんだ。 道の 傍 を 小川が チヨ 口 チヨ 口 流れて ゐて， 晝間 は惡戲 小僧が 小魚 を 網で しゃくつ たりして ゐ 

るが、 夜になる と、 人の 往來も 終えて、 ひっそり 閑と なって しま ふ。 そこ を 僕が すたすた 歸 つてく る 

と、 松の木の かげに、 誰 やら 一 人， 人間が 立って ゐる。 驚いて 足 をと める と、 いきなり、 そいつが 僕 

にか じりついた のさ」 

「あら ァ —— 氣 持ち がわる い」 

「見る と、 君、 それ は 女 さ。 髮は 亂れて 肩にから み、 色 は 眞靑、 とんと 芝居で 見る-鬼女 そっくり だ。 


そのうちに 女 は 大聲で 泣き出した。 僕 も 途方に くれたが、 ー體 何者かと 思った ので、 靜 かに、 fss いて 

見た のさ。 さう したら、 二 本 核の 方に 住む かつぎ 賣 りの 八百屋の かみさんで，、 食 ふに 困る 處 から、 子 

供を設 したと いふ 話 を 聞いて ゐた、 その 女らし いんだね。 何でも、 その 兒がゐ ない と、 一日に ニ錢の 

儉 約が 出來る とい ふところから、 女の 淺ぃ 心で、 むごたら しい、 東禪 寺の 墓の 中の 石 桶に， ぶつつ け 

て 殺して しまったの ださう だ。 しかし、 问 時に 自分 も氣が 狂って しまって、 夜になる と、 東 5g 寺の ま 

はり を うろつき 步 いて ゐ るんだ。 そいつに、 運 わるく つかまった のさ。 どうしても、 今夜 こそ 死んで 

しま ふといって 泣き やまない。 そして 僕 も 一 しょに、 連れて行か うとい ふんだ。 狂女の 馬鹿力 は 怖ろ 

しいよ。 僕の 袂を きつく おさへ て、 いくら 振り もがう としても、 はなれな いんだ。 しま ひに は、 僕 も 

可哀想に なって ね、 よっぽど、 女の 行く 處へ ついて 行って やらう かと 思って ゐ ると、 恰度 そこへ、 角 

燈を つけた 巡行の 查 官が來 か、 つたので、 ともかく 引渡した のさ」 

と * 透 谷 はま だ 昨夜の 幻影が 消え やらぬ やうに、 窓の 彼方の 古い 木立 を ながめた。 

「たった ニ錢 ぼつち で、 子供 を 殺す なんて， 隨 分野 蠻 です のね」 

「野 蠻 といへば 野蠻 さ。 しかし、 このごろの やうに、 米が どんどん 上つ たんで は、 その 日 かせぎの 人 

達 は、 全く 不安 そのもの だ。 ニ錢 だって、 あの 八百屋に は、 大變な 問題なん だ。 それに、 決して 平気 

で 殺したん ぢ やない。 自分の 精神が ぶちこ はされ る 程の 苦痛 を 受けて まで、 殺したん だ。 僕 は、 考へ 
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させられ たよ。 いろんな こと を考 へた。 とう/ \、 昨夜 は あけ 方まで、 眠られない のさ C 考へ てなる 

うちに、 腹が立って 來 たり、 悲しくな つて、 淚 がわき 出て 来たりした」 

透 谷の 目が ギラ ギラ 光って ゐた。  . 

まつ子 は、 かう いふ 透 谷の 純 粹な面 を 見せられ ると、 思 はず、 身內 がふる へ る やうな 氣 がする の だ 

つた。 あ、、 先生 は 純 粹な方 だ。 自分なん かより 十倍 も 純 粹な方 だ。 —— さう 思って、 自然と 頭が 下 

がるの だった。 

そのと き、 

「御免」 

と、 聲 がして、 誰か、：^ 玄關に 訪れた。 出て 見る と 昨夜の 巡査だった。 

「いや、 昨日 はどう も失禮 しました。 あれから どうな りました か」 

「昨夜 だけ、 署で 保護し ましたが、 さっき、 精神病院へ 入れました。 今、 こ、 を 通りす がった ので、 

1 寸、 報告し ようと 思って ね」 

と、 巡査 は 汗 を ふきながら いった。 

「はじめはび つくりし ました。 何しろ、 いきなり、 とびついて 來る もんだ から」 

「は、 、。 さう でせ う。 あ \ なると、 普通 以上の 力が 出 るんで、 私 も 手 古 招り ましたよ」 


そんな 話 をして、 巡査 は玄 關で歸 つてい つた。 

まつ子 も 今日は 久しぶりに、 いろんな 質問 を 持って 來 たの だが、 今の 話に 脅え て、 あまり 夕方に な 

らぬ うちにと、 忽々 に辭 去した。 

「鬼 心 非 鬼 心」 は、 叉 芝 公園に 引越してから 書いた もの だが、 その 結尾で、 彼 は 次の やうに、 この 事 

件 を 批判して ゐる。 

「殺さん と 思 ひ 立ちし は、 偶然の 狂亂 よりな りし。 され ども 斯 くの 如き 悲劇の、 斯 くの 如く 徒爾の 狂 

亂 より 成りし ヒとを 思へば、 まがつ みの 魔力、 いかに 迅速の 大 ならず や。 親と して 子 を 殺し、 子と し 

て 親 を 殺す。 大逆 不道 此の上 も あらず。 然るに 斯 般の惡 逆の 往々 にして 世間に 行 はる X を 見て は， 誰 

か使惻 として 人間の 運命の はかなき を 思 は ざら む。 狂女、 心底より 狂なら ず。 醒め 來 りて 一 衣悲 悼に 

堪 へず、 兒の 血を濺 ぎし 所に 行きて、 己れ を 殺さん とす。 己れ を設 さんため に * その 悲しき 場所に 獨 

り 行く こと を 得ず。 却て 路傍の 人 を 連立 てんこと を 請 ふ。 

狂に して 狂なら ず、 狂なら ずして 猶ほ 狂な り。 

あはれ や 子 を 思 ふ 親の情の、 狂亂の 之に 隱在 すれば な るら む。 その 狂 亂の原 は、 いかに 渠が 出で が 

ける、 曰 ひし 一 言、 深く 社 會の罪 を 刻めり。 

昨夜 は 淵 明が 食 を 乞 ふの 詩を讀 みて、 其淸 節の 髙 きに 服し、 今 衣 は慘澹 たる 實聞を ものして、 思 は 
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ず 袖 を？ i らしけ り。 知らぬ うちとて、 默 視追遙 の 好 地と 思 ひしと ころ、. この 物語 を 聞き てより は c ら 

に 足 を その あたりに 向けず なりに き。 かの 地に 住みし 時 こ の 文 を 作らず、 却て 今の 庵に うつりて 之 を- 

書く は、 わが 悲 悼の 念の かしこに して は あまりに かりければ なり。 田、) へば、 不思議なる ほどに、 酸 

鼻の こと も ある もの かな」 と。 

因みに 、「鬼 心 非 鬼 心」 は 「女 擧雜 誌」 三 三 一 號に揭 載され たが、 透 谷の 隨筆 として は、 大いに 異色. 

ある ものと されて ゐる。 


六月 一 日、 美 那子は 出産した。 産れ た 子 は 女の 兒 であった。 

彼 は ぶら りと、 稷井明 石 のと ころへ やって 來 ていった。 

「おい。 子供が うまれた よ、 は、、」 

例の 蝶々 の 模様の 中形の 浴衣 を 着て ゐた。 洗 ひざらし で、 もう、 色もう すく はげ 落ちて ゐた < 

「さう か。 ユ-れ はお 芽出度う。 名前 は 何とつ けた」 

「まだ" と： くけ てはゐ ない が， フサと しょうと 思 ふが どう だ」 

「フサと は？」  、 


「漢字 は 英の字 を あてる」 

「北 村 英か。 いい 名 だ。 英は 花の 秀 いづる もの をい ふ。 英邁 不 群と いひ、 忠武 英斷、 誠 冠 一一 終 古 一な ど 

とい ふ。 誠に 結構 だ」 

「さう か。 そいつ はありが たい。 實は 漢舉に 通じて ゐる 君の 意見 を徵 しに 来たんだ。 早速 届出よう」 

と 透 谷 は うれし さう に 云った。  、 

「そこで、 どうだい。 一子 を 成した 感想 は？」 

「まだ、 何も 起らぬ さ。 しかし、 さっき 產？ お をつ かって ゐる ところ を 見る と * 女の くせに なかなか 活 、 

氣 に充實 して ゐた ぞ。 まあ、 これから、 子供 を 研究す るんだ」 

「この 問、 皆が 云 ふとった ぞ。 透 谷 も 子供が 出來 たら、 論文の 調子が 一 變 する んぢ やなん かって。 子 

供 は 人生の；. i 镜 なりになる んぢ やない か」 

「馬鹿 をい へ。 戀 愛は戀 愛、 子供 は 子^ さ」 と、 彼 は 一蹴した が、 まだ 子供に 對 する 愛の 認識が 淺ぃ 

だけに、 何 か 冒險に 似た 心のと きめき を 否む こと は出來 なかった。 思 ひ 切り 好奇心の 强ぃ彼 は、 た. く、. 

柔く 赤い、 - おの 子の やうな 赤ん坊の 肉瑰を 前にして * 素直な 正視と 觀察 だけが 必要 だと 田 わった。 新ら 

しい 愛情 は それから 出發 する。 旣 成の 感情に とら はれて は、 本當の ものが わからなくなる ぞと、 自分 

を 戒めて ゐた。 戀愛 にしても さう だ。 自分 は 出來る だけ 素直に、 美那 子との 間の 愛情 を 視て來 た。 自. 
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させられ たよ。 いろんな こと を考 へた。 とうく、 昨夜 は あけ 方まで、 眠られない のさ。 考 へて ゐる 

うちに、 腹が立って 來 たり、 悲しくな つて、 淚 がわき 出て 来たりした」 

透 谷の 目が ギラ ギラ 光って ゐた。 

まつ子 は、 かう いふ 透 谷の 純 粹な面 を 見せられ ると、 思 はず、 身內 がふる へる やうな 氣 がする の だ 

つた。 あ、、 先生 は 純 粹な方 だ。 自分なん かより 十倍 も 純 粹な方 だ。 —— さう 思って、 自然と 頭が 下 

がるの だった。 

そのと き、  、 

「御免」 

と、 聲 がして、 誰か 玄關に 訪れた。 出て 見る と 昨夜の 巡査だった。 

「いや、 昨日 はどう も失禮 しました。 あれから どうな りました か」 

「昨夜 だけ、 署で 保護し ましたが、 さっき、 精神病院へ 入れました。 今、 こ、 を 通りす がった ので、 

一寸、 報吿 しょうと 思って ね」 

と、 巡査 は 汗 を ふきながら いった。 

「はじめはび つくりし ました。 何しろ、 いきなり、 とびついて 來る もんだ から」 

「は 、&。 さう でせ う。 あ、 なると、 普通 以上の 力が 出 るんで、 私 も 手 古 指り ましたよ」 


そんな 話 をして、 巡査 は玄 關で歸 つてい つた。 

まつ子 も 今日は 久しぶりに、 いろんな 質問 を 持って 來 たの だが、 今の 話に 脅え て、 あまり 夕方に な 

らぬ うちにと、 忽々 に辭 去した。 

「鬼 心 非 鬼 心」 は、 叉 芝 公園に 引越してから， 書いた もの だが、 その 結尾で、 彼 は 次の やうに、 この 事 

件 を 批判して ゐる。 

「殺さん と 思 ひ 立ちし は、 偶然の 狂亂 よりな りし。 され ども 斯 くの 如き 悲劇の、 斯 くの 如く 徒爾の 狂 

亂 より 成りし； J と を 思へば、 まがつ みの 魔力- いかに 迅速の 大 ならず や。 親と して 子 を 殺し、 子と し 

て 親 を 殺す。 大逆 不道 此の上 も あらず。 然るに 斯 般の惡 逆の 往々 にして 世間に 行 はる \ を 見て は， 誰 

か懷惻 として 人間の 運命の はかなき を 思 は ざら む。 狂女、 心底より 狂なら ず。 醒め 來 りて 一 夜悲 悼に 

堪 へず、 兒の 血を濺 ぎし 所に 行きて、 己れ を 殺さん とす。 己れ を 殺さん ために、 その 悲しき 場所に 獨 

り 行く こ と を 得ず。 却て 路傍の 人 を 連立 てんこと を 請 ふ。 

狂に して 狂なら ず、 狂なら ずして 猶ほ 狂な り。 

あはれ や 子 を 思 ふ 親の情の、 狂亂の 之に 隱在 すれば な るら む。 その 狂 亂の原 は、 いかに 渠が 出で が 

ける、 曰 ひし 1 言、 深く 社 會の罪 を 刻めり。 

咋夜は 淵 明が 食 を 乞 ふの 詩を讀 みて、 其淸 節の 高き に 服し、 今夜 は慘澹 たる 實聞を ものして、 思 は 
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ず 袖 を？ i らしけ り。 知らぬ うちとて、 默視 逍遙の 好 地と 思 ひしと ころ、. この 物語 を 聞きて より は. G ら 

に 足 を その あたりに 向けず なりに き。 かの 地に 住みし 時 この 文 を 作らず、 却て 今の 應に うつりて 之 を- 

書く は、 わが 悲 悼の 念の かしこに して は あまりに かりければ なり。 思へば、 不思議なる ほどに、 酸 

鼻の； J とも ある もの かな」 と。 

因みに 、「鬼 心 非 鬼 心」 は 「女 學雜 誌」 三 三 一 號に揭 載され たが、 透 谷の 隨筆 として は、 大いに 異色 

ある ものと されて ゐる。 

六月 一 日、 美 那子は 出産した。 產れた 子 は 女の 兒 であった。 

彼 はぶら りと、 櫻井叨 石のと ころへ やって 來 ていった。 

「おい。 子供が うまれた よ、 は &&」 

例の 蝶々 の 模様の 中形の 浴衣 を 着て ゐた。 洗 ひざらし で、 もう、 色もう すく はげ 落ちて ゐた。 

「さう か。 それ はお 芽出度う。 名前 は 何とつ けた」 

「まだ >  と.：^ けて はゐ ない が、 フサと しょうと 思 ふが どう だ」 

「フサと は？」 


「漢字 は 英の字 を あてる」 

「北 村英 か。 いい 名 だ。 英は 花の 秀 いづる もの をい ふ。 英邁 不 群と いひ、 忠武 英斷、 誡冠， I 終 古 一 など 

とい ふ。 誠に 結構 だ」 

「さう か。 そいつ はありが たい。 實は 漢擧に 通じて ゐる 君の 意見 を徵 しに 來 たんだ。 早速 届出よう」 

と 透 谷 は うれし さう に 云った。 

「そこで、 どうだい。 一子 を 成した 感想 は？」 

「まだ、 何も 起らぬ さ。 しかし、 さっき 產湯 をつ かって ゐる ところ を 見る と， 女の くせに なかなか！ tK! 、 

氣 に充實 して ゐた ぞ。 まあ、 これから、 子供 を 研究す るんだ」 

「この 問、 皆が 云 ふとった ぞ。 透 谷 も 子供が 出來 たら、 論文の， 調子が 一 變 する んぢ やな：， かって。 子 

供 は 人生の 秘驗 なりになる んぢ やない か」 

「馬鹿 をい へ。 戀 愛は戀 愛、 子供 は子洪 さ」 と、 彼 は 一 蹴した が、 まだ 子供に 對 する 愛の 認識が 淺ぃ 

だけに、 何 か 冒險に 似た 心のと きめき を 否む こと は出來 なかった。 思 ひ 切り 好奇心の 强ぃ彼 は、 たく、 

柔く 赤い、 の 子の やうな 赤ん坊の 肉：^.? を 前にして * 素直な 正視と 觀察 だけが 必要 だと 思った。 新ら 

しい 愛情 は それから 出發 する。 旣 成の 感情に とら はれて は、 本當の ものが わからなくなる ぞと、 自分 

を 戒めて ゐた。 戀愛 にしても さう だ。 自分 は 出來る だけ 素直に、 美那 子との 問の 愛情 を 視て來 た。 自 
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分 は、 西 鶴 や 近 松の 戀愛觀 にわ づら はされ ないで、 心 を 平 かにして、 自分の 內 部を觀 察して 來た。 そ 

こから、 新ら しい 戀愛觀 が 生れた ので ある。 さう いふ 點で、 自分の 考 へに は 借物がなかった。 これ は 

今後と も、 文擧 者と して 一 貫し なければ ならぬ 態度 だと、 彼 は 信じた。 

と 同時に、. 問題 は、 必 しも そんな 抽象的な 範圍 にば かり 止まって ゐる わけではなかった 。今までで 

も 不如意な のが、 たと へ 赤ん坊に しろ、 人 一人 增 えた こと は、 決して • 輕視 する ことの 出來 ない こと だ 

つた。 責任 も 感じさせられる。 一 日 ニ錢の 出費 を 慮って、 子供 を 殺した 狂女の ことが、 新たに 痛切に 

響く  ひであった。 《人の こと だとば かり は 一 K へない)) 一 I そんな 氣 もして ゐた。 . - 

「ところで 話 はちが ふが、 君の 「星夜」 を拜讀 したよ」 

と 明 石が いった。 「星夜」 は 「女 擧雜 誌」 三 ニニ 號に 出た 透 谷の 小說 である j 小說 と-いっても ごく 

短い ものであるが、 主題 は 女の 變心 による 失 戀の惱 み を 描いた もの だ。 女 は、 厚生 館の 音 樂會に 出て、 

七草 を 散らした 裾模様 を 着け、 皎々 たる 素手 を 伸べ、 金石の 音を朞 頭に 轉 ばして アルトの 獨誦 をした 

それ以来の 戀で、 二人 は 結婚の 約束まで す、 み、 或は 郊外に 散策し、 或は 甘き 物語に 時の 移る を 忘れ 

たのに、 突然、 女の 母から 「彼の ごとき 者 を 差 上げて は御爲 にならず」 いふ 理由で、 ことわられる。 

「我 は 婦人の 情の 斯 くも 變 はり 易き を 信ぜん として 信ずる 能 はず」 と 男 は 腹 を 立てる C  r 樂 しさうな 

る 面して、 我が 肩に！ りか \ りた りし 躑|| 圜の歡 意 は、 彼の 遊女の 賣 色の 笑に も 似た る 一時の 假 造よ 


り 出で しもの なりし か」 と 怒る。 辗轉又 辗轉。 眠らん として 眠り 得ざる ま、 に、 床を排 して 戶外 を眺 

むれば、 茫々 たる 虚空に は、 無數の 星屑が、 炳々 たる あるの みだった とい ふ —— その 最後から とって 

「星夜」 と 題した ものであった。 

「で、 どう だね、 出 來榮ぇ は？」 

透 谷 は 明 石の 顏を のぞきこむ やうに して 聞いた。 一 

r 實は、 それで 僕 も 一文 を 草した の だ。 女舉雜 誌へ 出して 貰 はう 思 ふ。 まあ、 その 前に 君に 見せても 

いいが、 こ、 で讀 まれて は 困る。 持つ で歸 つて 讀んで くれ」 

明 石 はさう いって 机の 上から 原稿 をと つて 渡した。 . I 透 谷 は 高 輪の 象へ 歸 ると、 早速 あけて 見た。 

r 脫蟬 子に 與へ て、 其 「星夜」 を 評す」  . 

とい ふ 題で、 署名 は (「星夜」 の 主人公と なりし 男) となって ゐる。 

「星夜、 面白く 拜見仕 候。 彼の こと ありて より、 はや 小 半年。 前 契の 歡愁 悲喜 もす でに 忘れ 居候 ひし 

に、 思 ひも かけず、 御作に よりて 復 一種の 感情 を 味 ひ、 且つ、 かけても 思 はぬ 小說 中の 主人公と 相 成 

り 終り、 芽出度 からぬ 艷名を 流し 候 事、 如何なる 歲 のま はりあ はせ かと 一 笑 仕 候 (中略) 

とにかく、 賢兄の 御 寫し被 下れし 小弟の 愛 は、 世間 普通の たはれ をの 愛に して、 堂々 たる 士君子の 

愛に て は 無 之、 少く とも 小弟の 愛に て は 無 之 候 
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寫眞を ながめて、 夜 一 夜明かし たる こと、 山吹の 花片の 細斷 したる こふ、 小弟 成程 一 時 彼らの 無禮 

を 怒り、 失望 も 致し たれ ど、 かやうな る 女々 しき 失望 は 致し 候 は ざり き。 知り 候 はぬ 人々 に は、 主人 

公 は 誰 やら 分からねば、 愛 も 失望 も 何とお 書 きな され 候ても、 苦しから ず 候へ 共、 知友 多き 小弟 故、 

小弟の 關係 知って 此 御作 を 讀 まれ 候て は、 計らぬ 宽名を 受けねば ならず 候 故、 愚痴 を こぼし 申し 候」 

明 石の 語氣 は、 意外に 荒く、 强く、 透 谷の 心 を 刺した。 

成程 「星夜」 は、 不知 不識 のうちに、 明 石の 失戀 事件 を モデルに した かもしれ ぬ。 しかし， あから 

さまに それと 見えて はならぬ と 慮って、 いろいろに 潤色した。 それが 却って、 彼を誣 ふる かの やうに、 

反撥され たの は、 透 谷の 方で も、 心外の 感が ある。 しかし、 公平に 云って、， モデル 問題が 起る 可能性 

は 十分 あるの だから、 透ハ合 としても 何とか 辯 解して おかなければ ならぬ。 

其 夜、 おそく、 透 谷 は 筆 をと つて、 明 石への 返事 を 書いた。 

r   •  " 

生が 「星夜」 ー篇、 端な くも 知友 を 弄して 小說の 主人公と なして 戯れた る ものの 如くに、 お 疑 ひ を 

蒙りぬ。 生が 知已を 辱う する 畏友に 對 して、 斯る 不敬 を 加 ふる 男と 御覽 ありし は、 生の 方に も 憾み あ 

り0  . 

若し 强 ひて 生が 「星夜」 を 草した る 時の 腹の 中 を 割って 見た しと 仰せ あらば、 まこと 頃日 は 知已の 


中に、 破 契と いふべき 不吉 事 多くして * 忌々 しき ことの 流行す る を 悲しき ことに 思 ひて、 深き まこと 

の 情 を もて、 男に 思 はれながら、 輕々 しき 心 もて 男 を 棘ん ずる 女子の 薄情に 激 すると ころ ありて、 聊 

か 其 人々 の 猛省 を 請 はむ との 野心 を 抱きて 執りし 義に有 之 候。 故に 全篇の 主要と すると ころ は、 男に 

情 ある を 示し、 其 情に 對 して 女 は 深く 酬いざる 可から ざる 旨を寓 する にあり。 左れば こそ 御 批評に も 

ありし 如く、 女の 母なる 人より、 直ちに 破約の 書 を 男に 送らし めて、 以て 破約と いふ ことの 原因 は、 

多く 女の 母より 起る ものなる こと を 暗に 示した る譯に 御座 候、 女子が 薄情な り や 否や は、 自ら 別問題 

に屬 すれば、 此に 辯ず る も 益な し。 唯 だ 今日の 女流に 虚名 虚榮を 慕 ふこと 多くして、 男子の 心 膽に戀 

する ことの 少き は事實 にて、 生を激 せしめた る 一 原因と なり 居り 候、 從 一 位の 殿様なら ば- ん かなる 

腐 腸 男子 にても、 戀 婿に せんと 願 ふ は、 當 今の 人情に て、 淺間 敷かぎ りと 存じ、 いで この 薄弱なる 婦 

人 原に、 男子の 戀 はいかなる ものなる か を 敎へ吳 れんとの 大望 も、 此の 小篇の 中に 籠り 居り 候 


知友 を 辱う してより 幾 載、 小生い かに 純な りと も、 賢兄の 品性 を 知らざる ものと 田 ^ はれし は殘 念に 

候  . 

賢兄の 事 有りし 時に、 人の 賢兄に 向って、 「失望 は-一 曆 賢兄 を大 にすべし、」 とい ひし 時、 賢兄 は 怒 

つて、 「婦人の 故 を 以て、 品性 を大 にす る ものと 見做す や」 と 言 ひ 玉 ひし 御 様子、 今に 我が 眼前に あり 
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生 も 亦、 世の 硬骨 男兒 が、 往々 にして、 戀 愛の 事に 冷淡なる を 知る。 何す れぞ、 賢兄 をう つして、 戀 

愛と 失望と 星夜の 主人公の 如くに する 愚 をな さむ」 

彼 はしば らく 筆を擱 いて 默 思した。 硬骨 男兒、 櫻 井 明 石の 面影が、 勢鬆 とした。 親しい 友で ある。 

しかし、 自分と は、 全く 違 ふ。 詩人 は 女に 似て ゐ ると、 自分 は考 へて ゐる。 女性 は、 或點で 甚だ 偏狭 

頑迷 だが、 詩 家 も 亦、 或點 から 見る と、 これに 似て ゐる。 女性 は 優美 纖細を 旨と する が、 詩 索 もこれ 

に 同じい。 たと へ 豪 逸雄 壯の 詩句 を 成す ときで も、 その 根底に 優美の 情を藏 して ゐ なければ ならない。 

その他、 神經 質なる ところ、 執着心つ よきと ころ、 感情の 豊かなる ところ、 詩人 は 普通 男性より 一 

^！^^性に近ぃところが有るにちがひなぃ。 所謂 硬骨 男兒の 心情の 粗暴 さは、 詩人の もっとも 忌む とこ 

ろ だ。 その 粗暴に 就く 位なら、 女子の 執着と 未練に 就く 可し とさへ、 彼は考 へざる を 得ない。 男子と 

女子の 中間に、 詩人の 位置が ある II— そんな 風に も 思 ふ。 透 谷 は、 戀 愛に 對 する 新ら しい 認識 をカづ 

よく 打ちた てると 共に、 女性の 地位 を 引上げる 必要 を 痛感して ゐた。 しかし、 明治の 女 は 不相變 、舊 

く、 因 盾で- 不活潑 であり、 明治の 男 は、 いつまでも、 粗野で、 硬骨で、 婦女子 を 頭 ごな しに 輕 蔑し 

ながら、 平氣で 露骨な 欲情に 支配され てゐ た。 かう いふ 對立 となれ 合 ひから は、 決して ほんとうの 人 

間の 幸福が 生れつ こない 11 と 透 谷 は 信じて 疑はなかった。 「星夜」 を 書いた 主な 氣 持ち も. 少しで 

も， 人間が ほんとうの 幸福に 近づきたい 念願から だった。  * 


彼 は 又、 筆 をと つて、 手紙 をす、 めた。 

「叉、 賢兄の 如き 人物 は、 小說 家の 禁物と すると ころに て、 もし まこと 賢兄 を 主人公に とる 心なれば、 

生 は 一部の ロマンス を 作りし 方、 宜し かりし ならん。 然れ ども、 戯れに も 知友 を 以て 主人公に とりし 

と 思 ひた まふ は、 寃 罪に 有 之 候 


篇 中の 戀愛も 失望 も 我が 想 中の 愛兒 にて、 どこまでも 手 離す こと は 出来 中さず、 小說は 世間 普通の 

實象を 描く を 本旨と すれば、 星夜の 主人公 不出来な りと 雖も * 小生の 愛 兒に有 之 候、 但し. 理想的に 

一個の 硬骨 男 兒を寫 し 出せよ と あらば、 小生 は 或は 其 模型 を 賢兄に 偸む や も 圖られ ず 候、 世の 眼 もし 

賢兄の 憂 ひ 玉 ふ 如く 、「星夜」 ー篇に 由って、 賢兄と 見誤らん 事 あらば と- 小生の 罪の 程 を も 恐れて、 

作意 を陳 ずる こと 斯の 如し。 

餘は拜 眉の 上に て、 萬 樓可申 上 候 

透 谷 拜具」 ■ 

すると、 折返し- 返事が 來た。 
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「又、 脫婢 子へ、 

「星夜」 の 主人公なら ざり し 男 

御作 意 拜聽、 此上 かごと がまし く 申す も餘り ほめた こと も 無 之 故、 何も 不申上 候 

睦奧 にあり とい ふなる 名 取 川  •  r 

なき 名取りて はくる しかりけ り」 

どうやら、 これで モデル 問題 は、 一 應 のけり がつ いたやう だった。 

そして 之 等の 應酬 は、 その ま 、、「女 舉雜 誌」 に揭 載され た。 櫻 井 明 石 氏の 「透 谷 追憶 記」 に 依る と、 

「その後、 恰度、 予が 訪問 中に、 藤 村 秋 骨 二 氏が 同道で 訪ねて 來た。 予は； U の 二 氏に は初對 面で あつ 

たので、 透 谷 子が それぞれ 紹介に 及ぶ と、 藤 村 氏が 透 谷 子に、 

((こちらが、 星夜の 櫻 井さん です か)) 

と 笑 ひながら 問 ふので、 透 谷 子 は、 一寸 頭 を 抑へ て、 

《漸くお 詫びの 叶った 處 なの だから、 もう、 星夜の 『ホ』 の 字 も 言って 下さるな)) 

といった ので、 四 人が 大笑 をした ことがあった」 

と、 語って ゐる。 


透 谷 力 フレンド 女學 校の 門 を 入らう とすると- さっきから 待って ゐた 四- 五 人の 女生徒が、 

「先生」 

と 呼びかけた。 

「先生、 お 芽出度う ございます」  ， 

「お 芽出度う ございます」 

と、 口々 にい ふ。 

「早い ね、 もう 知って ゐる のか」  . 

と、 透 谷 もす ぐ それと 察して、 思 はず" いつもの 六ケ しい 顔が、 くづれ る。 

「だって —— それや ァ もう。 とても、 可愛い いお 孃 さんなんです つてね」 

「お 父 さまになった 御 感想 は？」 

と- 遠卷 きに 攻 立てる。 

「そんな、 まだ、 生れた ばかしで、 赤い 顏 をして ゐる だけ だよ。 ー體 どこから 聞い たんだ」 

「先生， こんど、 是非、 赤ちゃん 見せで 下さいね」 
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「みんなで 押し かけて、 よろしう ございま 十 か」 

と、 わいわいい ひながら、 その 中の 一 人が、 何やら、 箱に 入った 紙 包 を さし 出して， 

「先生、 これ、 お 祝のお しるし、 クラスの みんなで、 つくり ましたの」 

「こり ゃァ、 どうも、 すまなかった ね。 それ ぢゃ ァ、 折 < ^みんなの 志 だから、 赏 つてお きます」 

彼 は、 紙 包 を うけとって、 輕 く會釋 をした。 

「何 だら う？」  一  - 

「ちゃんちゃん 亡です の。 これから、 お 暴い からと 思って、 §i にし ましたの。 皆して、 裁ったり、 縫 

つたり したんで すから、 みんなの 思 ひが、 こもって ますの よ。 富 井さん も、 襟 かた をお 錢ひ になった 

んで すの」 

さう いはれ るまで もな く氣 がつ いて ゐ たの は、 いつも、 必ず、 かう いふ 場合に 眞 先に 立つ 富 井 まつ 

子の 姿が そこになかった。 

「富 井 は 又、 病 氣？」 

と 透 谷 は 訊いた。 みんな は、 何となく、 しりごみ する やうに、 すぐに は 返事 をし なかった。 透 谷 は 

何 か、 不安な 空氣を 直観した。 すると、 中の 一 人が、 

「少し * こんど はお 惡 いんです」 


と、 口ごもる やうに 穴" へた。 

「惡 い？」 

「え、。 先生、 折角、 お 芽出度い のに、， 病氣 のこと お話した りして、 ぉ氣 持ち 惡 くして はって、 みん- 

な、  申 上げない 方が いいだら うって 話 合つ たんです けど」 

「そんな こと はかま はない さ。 どんた 風な. の、 1 體？」 

「入院なさい ましたの」 

透 谷 はび つくりした。 この間、 逢 ひに 來た とき は >  割合に 元氣 で、 その 前より、 血色 もい いやう に 

思って 丁 安心して ゐ たの だが、 何 か、 容態が 急に 惡 化する やうな ことがあ つたの かも 知れない。 

「さう か」 

深い 溜息が、 思 はず 胸に つき 上げて 來た。 

「でも、 咋曰、 これ 持って、 お； 舞 ひに 伺ったら、 あたしに も， 一 針 縫 はして つて、， 看護婦の いふ こと 

なんか、 おききに ならな いんです よ。 先生に、 くれ. <\- もよ ろしく つて」  > 

「ぢ ゃァ、 今 曰、 歸 りに 見舞 ひに 行って みょう。 あとで、 病院のと ころ 敎 へて くれ 給べ」 

「はい」 

—— みんなと 別れて、 ガラ ン とした 敎員 至へ 入る と、 危く洎 が こぼれ か 、つた。 白い、 細い、 病的. 


な 手の 印象が、 叉、 あたらしく、 透 谷の 目に うつった。 恰度、 年頃 も、 一番 惡 いところ だ。 病氣の 進 

行 は、 案外、 早い のか もしれ なかった。 

彼 は 今、 貰った 紙 包の 絲を ほどいた。 中から は、 白地に、 緋鲣を 染めた 寻^ のち やん ぢ やん こが あ 

ら はれた。 

「ホウ、 こり ゃァ、 美しい」 

透 谷 は、 窓の 方へ、 手で つるす やうに して、 それ を 眺めた。 病床で まつ子が 一 針、 縫った とい ふ、 

その 襟 かたの 方へ、 自ら 視線が あつまって いった。 

その 時、 始業の ベ ルが嗚 つたので、 透 谷 はちゃん ちゃん こ を 叉、 元の やうに 箱の 中 へ しま ふと、 r ハ. 

ム レット」 の テキスト を 持って、 敎窒へ 急いだ。 

和 泉 橋の D 病院の 一 窒に、 富 井 はやせ. 體を 横た へて ゐた。 

この間、 透 谷の 象から 歸 つて 間もなく、 感冒 氣 味で、 八 度 程、 が 出た あと、 ごく 少量で はあった 

が、 -ぉメ と共に 喀 いた ものが 赤かった。 それ 以來， 熱が つ いて ゐ るので、 醫 者の す、 め も あり、 思 ひ 

切って、 こ、 へ 入った のであった。 

透 谷 はフレ ン ドの歸 り途、 とりあへ ず、 D 病院 を 訪れた。 病人 は、 白い シ ー ッに 埋まって、 特別に 


美しく 見えた。 無造作に といた ま、 の、 眞 黑な髮 が、 枕 もとに 垂れさが つて ゐた。 

「まあ、 先生」 

まつ子 は 驚いて 白い 頻を 染めた。 

「どうしたんだ。 この 問 は あんなに 元氣 だった のにね」 

透 谷 はべ ッドの 傍に 近よ つた。 

「先生のと ころから 歸 つてす ぐなん です のよ。 變ね、 あの、 狂人 女のお 話 伺った せゐ かもしれ ません 

わ」 

「は、、、。 傷き 易 いんだね、 あなた 方の 神經 は」 

「だって。 いろんな こと、 矛盾が 多すぎ るんで す もの」 

「まあ、 そり ゃァ さう だが。  さう さう。 赤ん坊のお 祝 ひ を ありがたう。 あなた も 縫って くれたん 

だね」 

「あら、 どうし ませう。 あたくし， 赤ちゃん のこと、 申しお くれてし まひました わ —— お 芽出度う ご 

ざいます」 

「いや、 いや、 お 芽出度い のか どうか、 さつば り わからな いが」 

病院の 窓から 見る 靑 空に は、 白い 雲が 浮いて ゐた。 もう、 ソ& ソロ、 入梅 時と いふのに、 カラ リと 
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晴れ 上って、 空氣は 乾燥して ゐた。 

しばらくして、 まつ子が 輕く 込んだ。 咳 込む と、 なかなか、 すぐに 止まない のだった。 透 谷 も、 

背中へ 廻って、 女の 肩の 下 を. ソッ と、 撫でて やった。 

「つら さう だね。 咳 込む と、 胸が 痛い の？」  , 

と 透 谷 は 訊いた。 

「え、。 右のう しろに、 少し、 水 もた まって ゐる もんです から」 

「ぢ ゃァ肋 膜？」 

「まあ * いろんな 病氣 が、 一緒にな つて ゐ るんで すわ」 

「それ は、 わる. い」 

「ね H、 先生。 あたし、 當分、 勉强 つ、、、 けて やれません わね」 

r 勉强 なんか、 しなく つたって 何でもない。 それより、 ほんとうに 癒して しまはなくて は —— 」 

「でも、 折角、 勉强に 脂が のりかけて ゐ たのに、 とても 殘 念です わ。 シ エキス ピア だけで も 全部 讀み 

たいと 思って たんです わ。 i ■ でも 駄目です わ」 

「まだ- お 互に 若 いんだから * 一年 や 二 年 、中絶した つて、 何ともな いぢ やない か」 

「あら、 先生ったら、 他人の こと だと、 まるで、 簡單に 仰 有る のね。 先生 だってお 若い くせに 、「我 牢 


獄」 なんて、 可： m いものお 書きになる ぢゃ ございません？」 

「さう か。 そいつ は參 つたね。 あれ、 そんなに 可怕 いか」 . 

「可： m いわ。 まるで、 自分まで 牢獄に 入つ ちゃ ふやうな 氣 がする わ。 でも、 病院 も 牢獄ね」 

—— 「我 牢獄」 と は、 最近の 「女 舉雜 誌」 に 書いた 論文の ことで ある。 透 谷の ものなら、 細大：^ ら 

さず 讀み 漁る 富 井 は、 醫 者の 吩附に 背いても、 もう 早速、 讀ん でし まって ゐた。 その 論文 こ は、 透 谷 

の祌經 的な 憂悶が、 色 濃く あら はれて ゐた。 語 氣も强 く、 衝動 も 鋭い ものであった。 

「病人が、 あんな もの を讀ん では、 いけない ね」 

と、 透 谷 は 冷 靜を裝 ひながら いった。 しかし 富 井 は、 透 谷の ものが 讀 めない 程なら、 死んだ 方が ま 

しだと 思 ふ 程の 氣 持ちに かられて ゐ るの だから、 透 谷の 生ぬるい 慰藉の 言葉が 物足りなかった。 

「我 牢獄」 の 最後の 一節 11 それ は 富 井の 心に、 まだ、 新ら しい 刺戟と して、 のこって ゐた。 

「世 は 我に 對 して、 害 を 加へ ず。 我 も 世に 對 して， 害 を 加へ ざるに、 我 は斯く 籠囚の 身と なれり。， 

我 は 今、 無言な り。 膝 を 折りて 柱に もたれ、 齒を 咬み 眼 を K しつ k あり。 知 覺我を 離れん とす。 死 

の 影 は 我が 後に 来りて、 機を观 へり 

死ば 近づけり。 然れ ども この 時の 死 は 生よりも たのしき なり。 我が 生ける 間の 『明』 よりも、 いま 

死す る 際の 『薄暗』 は 我に とりて ありがたし。 暗黑！ 暗黑！ 我が 行く ところ は圖り 知らず * 死 も 
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亦 眠りの 一種なる かも。 眠りなら ば 夢の 一 つも 見ざる 眠りに て あれよ、 を さらばな り、 を さらばな り」 

抽象的な 言葉 の 羅列 では あつたが、 富 井 に は 、 それが 又た まらない 魅力 で あった。 ， ゆ なりの 言葉 

など はどうで もよ かった。 「我 牢獄」 の 中の 文章の やうな、 生き/ \ した、 ュ 二 ックな 言葉が 聞きた 

. 力った。 そのために 病氣が 進んだ ところで、 どうせ、 助からぬ 胸の やま ひで ある。 看護婦 さへ ゐ なけ 

れば、 いっそ 自分の 方から、 もっと 何 か 激しい こと をい つて、 先生 を 樊 驚 させて やりたい が- と 思つ 

た。 そのうちに、 ボロボ 51 、 泪が 噴く やうに 出て 來た。 

「泣い ちゃ ァ 駄目 だ。 そんな だと • うっかり 僕 は 來られ なくなる」 

 看護婦 も 何 かいひながら、 ガ I ゼで 目の 下 を ふいた。 

「ねェ 、先生。 あたし、 もう、 フレンドへ も 行けない わ HI 一  - 

富 井 は 泣きじゃくり ながらい つた。 

「さ ァ。 なほれば 叉 行ける さ。 しかし、 すっかり よくなる まで、 一時、 休擧 した 方が いい かもしれ な 

ヒ 

r  」 

透 谷 はふと 思った。 富 井が フレンド を やめる ことに なれば、 自分 ももう、 別に、. ：3 のこりな く、 明治 

女學 校の 方へ、 替 はれる かもしれ ない 11 しかしす ぐ、 そんな 功利的な、 淺 薄な 思 ひ 付 を、 恥し いも 


のに、 见 ひか へ し!^、 打消した。 

r 勉强ゃ m& 校の ことなん か、 暫く 忘れて、 鬪病專 一 にや るん たね」 

透 谷 はいた はる やうに、 優しく いった。 しかし. お 井 はすぐ 反撥した。 

「忘れろ つたって、 そり や 無理よ、 先生。 ー體 * あたし. ほんとうに 助かる とお 恩 ひになる. の- 

生、 後生 だから、 ほんとの こと 仰 言って よ」 

女 は 熟の ある 目 を 無理に みひらく やうに、 せつば つまった 磬で いった。 透 谷 は 何と 答へ てい 

からなかった。  ん 


二 四 七 


「芝 公！ I 地、 第二 十 號四番 に 移る。 樹 IS として、 地 高く、 もっとも 我意に 適せり」、 と、 日記に 書い 

たの は、 明治 一 一十 五. 年 八月 一 一十三 日の ことで ある。 

高 輪の 東 禪寺境 內の家 も 引越した 當座 は氣に 入って はゐ たが、 結局 二 ヶ月 そこそこで、 又 家 移り を 

した。 このの ち も、 その 年の 暮 までに、. 麻布の 箪笥 町へ、 霞 町へ としきり に 引越し をして 步 いて、 都 

合、 一年に 四囘の 引越し をして ゐ るので ある。 彼が、 どんな 適當な 住宅に も、 半年と つ、 くけ て、 住み 

得なかった 理由 は 何で あらう か。 

「飄遊 は 吾 性な り」 とい ひ、 r 飄 遊せ ざれば、 吾 性は完 からざる が 如し」 と 自らい ふ、 其の S 遊の せゐ： 

であらう か。 或は また、 彼の 日記に 記された いくつかの 戯曲の 腹案が、 あると ころまで 組立 てられる 

と、 恰も 興味の 大半 を 失 ふかの やうに、 その ま. 乂筐 底に 放 下された のと、 何か共通の性格的要因がぁ 

ると見てぃ ぃだら-^^-か。  . 


が、 ほゾ、 好奇 癖と 焦燥 だけに、 彼の 目まぐるしい 轉宅 を解釋 する の は當ら ない。 「情熱 は 執な り. 

放に あらず」 と 自ら 座右銘 を 書いた 彼で ある。 すぐ 氣 のか はる 飽きつ ぼい 性癖と 見る の もどう か。 私 

はかう 考 へた。 11 二十 七 年の 短命な 一 生 を 彼 は 思 ひきり 激しく 生きた わけ だが、 殊に それが、 死の 

1 二 四 年 前から は、 普通の 人の 1 年 を 五 年に も 十 年に も 生きなければ ならなかった ので は あるまい か。 

「後の 新片 町より」 の 中で 、二 體， 北 村 君の 書いた もの は、 死ぬ 三 四 年 前 あたりから 急に 光って 來た 

やうな ところがあって、 一 呼吸に あ、 いふ 處へ 躍り 入った やうな 風に 見えた」 と、 藤 村 も 書いて ゐる 

通り、 この 明治 二十 五 年 六 年の 透 谷の 文學的 活動 は、 人目 を おどろか すに 足る ものが あった わけで、 

さう いふつ よい 生命力が、 一 どきに 燃え 上る やうな ときには、 常時に は考 へられな いやうな 行動 も > 

易々 として 果 しう-る ことがあ るので ある。 

この 芝 公園の 二十 號四番 とい ふ；^ 居 は、 あっち t つちと 引越した あげ 句、 再び そこへ 舞展 つて、 彼 

あた 

が 死 を はかった 住居で も ある。 いまの 同じ 隨 筆の 中で、 藤 村が 「其 處は 紅葉 館の 裏手に 方る ところで、 

飯 倉の 通りへ 出られる 細い 坂道に 接した 位置に あった。 土地が 高く、 樹木が 欝蒼 とした 具合が、 北 村 

君の 性質に よく 協った」 とい ひ、 叉、 櫻 井 明 石 氏 も 「透 谷 子 はよ く轉 宅す る 人だった。 予が 一 囘も訪 

ねぬ うちに 引越した 家 もあった。 予の 記憶して ゐる 家のう ちで は、 芝山內 の、 子が 自決した その 家が 

一番よ い 家であった。 木立の 鬆蒼 たる 中に 建てられた 極めて 閑靜な 小屋で、 もと 僧侶 か 讀書人 かが 住 
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つた ものと 兒 えて、 書齋の 一方の 壁 を 一 尺 程 も 引 込めて、 縱も横 も 五 尺ば かりの 處に、 棚が 幾 段 も 作 

りつけ になって 書架 用に 供され てあつた。 予も 大いに 氣に 入って、 かやうな 處に 少しで も 住んで、 讀 

書 作文で もしたら、 嘸 愉快な こと だら うと 思った のであった。」 と、 語って ゐる 通り、 恐らく こ、 が、 

-透 谷の 住居の 中で は 一 番 整った 感じの する 家だった にち が ひない。 しかし、 家 そのもの は氣に 入って 

ゐた透 谷 も、 すぐ 目と 鼻の 先き の 紅葉 館から 聞え てく る 朝野の 責 顯神士 のさん ざめ きに は、 心 平 か 

なち ざる ものが あったら しい。 

或る 朝早く、 起きぬ けに 詩想の わく ま \ 彼 は 端然と 机の 前に 坐して 筆 をと つて ゐた。 すると、 すぐ 

前の 窓際で、 「にや ァ —— にや ァ J と 鳴く 仔猫の 聲 がする。 オヤと 思って、 よく 見る と 誰か 知らむ、 窓 

ごしに 白い 仔猫 を 一 匹、 すて、 あるので あった。 

「おい、 美那 子、 猫 だ。 猫 だ」 

と、 彼 は 妻 を 呼んだ。 美那子 もび つくりして、 やって 來た？ 

「まあ、 可愛い い 猫です ね、 捨てたん でせ うか」 

「捨てたん だ。 可哀 さう に。 このへん にも 情 を 知らぬ 奴ら が 住んで ゐ ると 見える」 

と、 透 谷 は 不機嫌に 云った。 

「それとも * 迷って 來 たの かも 知れません よ。 迷兒 か棄兒 か、 どっち だら うね、 お前 は」 


と、 美 那子は その 猫の 頭 を 掬で ながらい つた。 —— あとで、 近所の 御用き きの 話で、 それが  一 丁 程 

向う の、 やはり 山內 にある 或 家の 飼 猫 だとい ふこと がわかった。 その 御用き、 にた のんで 仔猫 はつれ 

もどされた。 

「何も 捨てる のに 事 を かいて、 俺の 家の 窓の 中へ、 捨てて ゆく こと はな いぢ やない か」 

と、 透 谷 は 自分が 何 か、 からか はれて ゐる やうな 氣 がして、 面白くなかった。 

「だから、 きっと、 棄 てたん ぢ やなく つて、 猫の 方で.、 あそびに 來 たんで しょ」 

と， 美 那子は 善意に 解釋 した。 

「さう いへば、 さっき 鴉が 遊びに 來 たよ」 

透 谷 は 少し 機嫌 を 直して いった。 

「まあ、 鴉が？」 

「さっき、 こ 、で 書いて ゐ ると、 其の 庭先き へ 下り立って、 僕が 追っても、 叱っても， 飛んで いかな 

いんだ。 時々、 脚 を 立てたり、 首 を あげたり する が * 平氣 で、 ちょろく 步 きながら、 何 か 餌 を あさ 

つて ゐる のさ。 汚い もので も、 餌と 見れば、 危險を 犯して 群がって 來 るの は、 鴉ば かり か、 人 問に も. 

澤山ゐ ると 思ったら， 急に 腹が立って 來 てね， 僕 は、 いきなり、 この 卦算お とって、 投げつ ける 眞似 

をしたら、 ^め、 驚いて 飛んだ よ。 ところが、 飛 去りながら、 ガァ、 ガァ つて、 變な聲 で 鳴く ぢ やな 
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いか。 いやな 奴 だよ。 皮肉な 奴 だよ」 

「そり ゃァ あなた、 鸦は、 か ァかァ つて 鳴きます わ。 それが C 虽り 前よ。 鸦が、 ボッボ ッボッ つて 嗚ぃ 

たら、 それ； J そ、 變ょ」 -  に 

と、 美 那子は 笑った。 それで 透 谷 も つりこまれて 笑った。 

その 晚， 彼 は 「秋 窓 雑記」 の 第 六 節 を ものにして、 鸦 のこと に 及び * 

「か あ、 か あと 鳴く 聲は、 我が 局 量 を 嘲る 者の 如し。 實に 皮肉 家と いふ もの、 文界 のみに あら ざり け 

り」 

と、 書き 結んだ。 その 窓の 下で は、 今宵 は蟋" 蚌の聲 が、 秋ら しく もの 哀れであった。 彼 は それに 聞 

き 惚れながら、 原稿の 筆 をす、 めて ゐ ると、 叉しても- 紅葉 館から は、 しきりに 三絃 を かき 鳴らす 音 

が 聞え て- しばしば- 彼の 耳 を、 蟋蚌 から 奪 ふので あった。 

彼 は. 撫 然として、 第 九 節 を 書いた。 曰く 「紅葉 館 は 我 庵の 後に あり。 古風の 茶 亭とは 名のみ にて、 

今の 世の 浮世 才子が、 高く 笑 ひ、 低く 語る の 場所な り。 三絃の 音、 耳 を 離れず、 蹈 舞の 響、 森 を 穿ち 

て來 る。 その 音の 卑しく、 其 響の 險 なる は、 幾多 世上 6 趣味 家 を 泣かす に 足る 者 あるべし。 紳士の 風 

儀 久しく 落ちて、 之 を救濟 する の 道、 未だ 開けず、 悲しい 哉」 と。  . 

彼が、 今の 世の 浮世 才子と 罵った 中には、 朝野の 紳士 紳商ば かりで はない、 その 頃 や i も すれば、 


紅葉 館の 女中な どと 芳しから ぬ 噂の 種子 をまい て ゐる硯 友 社 一 派の、 戯作 文舉 者に 對 する 糾彈も 意味 

. してゐ た。 金色 夜叉の モデルに なった の も、 この 紅葉 館の 一 場面であった。 硯友 社の 領袖だった 巖谷 

小波が、 この頃 愛して ゐた 紅葉 館の 或る 女に、 裏切られ たの を 憤慨の 結果、 紅葉 館の 玄關 先で、 恰度- 

熱 海の 海岸の 場の やうな、 芝居が か つ た騷 ぎが 演じられ たりした こ とも あ つ た。 透 谷 はそんな 噂を閜 

いて、 苦りき つて ゐた。 戀愛は 崇高に て、 人生の 祕 鏡と 論じて ゐた透 谷 も、 さう いふ 不 しだら な 女 出 

入 は， 正視す るに 忍びなかった。 いやしくも 世に 文士と 呼ばれ、 一代 を 指導すべき 立場に あり-ながら- 

それで は 俗物 中の 俗物と 卑しめられても、 辯 護の 餘 地がない やうに 思 はれた。 作家の 人格 は、 もっと 

髙 潔で、 宇宙 を 貫く やうな、 きびしく 激しい 浪漫的な もので なければ ならぬ と、 透 谷 は 信じた。 それ 

なのに、 

「何でも、 厳 谷の ふられた 女 を、 紅葉が、 式臺 のと ころで、 足蹴に した さう です よ」 

と、 まるで 近頃の 快 心事 か なぞの やうに いひ ふらす、 愚し い 文壇 通もゐ た。 明治の 新文學 も、 やう 

やく、 社 會の關 心 を ひき 出した ばかりな のに、 その 首領 株が、 もうこの 態たら くで は、 とてもお 話に 

ならない と、 彼 はいまい ましい 氣 持ちだった。 モれに は 徒らに 他 を指彈 する ばかりで は、 無能の こと 

で、 自ら 率先して- 新文擧 精神の 態度と いふ やうな もの を、 示して いかなければ ならぬ。 作家 は、 華 

美なる 街の 人氣 男で ある だけで はいけ ない。 作家 は 世に 迎 へられる ための みではなくて、 世の 先き に 
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立って、 憂 ひ、 考へ、 進まねば ならぬ。 それに は 何よりも 高潔な 浪漫的 精神が 大切で ある。 俗物 根性 

をな で 切らなければ ならぬ、 た s^、 しきりに 文. を賣 つて、 一部 皮相の 人氣に 投じて ゐる硯 友 社 文士の 

やうな ものが、 文士の 代表的 存在と いふ ことにな つて は、 文. 舉の眞 價を疑 はれても 止む を 得ない こと 

になる。 どうしても 日本の 文士 は、 戯作者ば かりで ない； J と を、 世に 示して 見せる 必要が ある。 —— 

透 谷 は、 「秋 窓雜 記」 の 筆 を やめて、 しばし 日本 文擧の 現狀を 憂へ た。 それに は、 自分ら の 雑誌 を も 

ちたい、 とい ふこと も、 その 頃から しきりに 胸奥 を去來 して ゐた 一案 件であった。 

その 翌日 は 雨だった。 風 も 加 はって、 雨足の 白く 光る、 秋ら しい 强ぃ 降りであった。 

窓 を 明ける と、 雨に うたれ た 菊の 葉 かげに、 又、 白い ものが ゐた。 

「オヤ、 また、 猫 だ」  ，  . 

昨日 かへ した 猫が、 叉、 その 庭に 投げ こまれて ゐ るの だ。 しぶく やうに 降り そ、 ぐ 雨に ぐつ しょり 

濡れて、 きれいな 白い モ なみ も、 今日は 無殘 にょごれ てゐ る。 

透 谷 は、 こみあげて くる、 つよい 怒り を 感じた。 怪しからん。 人 を 馬鹿にするな。 二度まで、 人 0 

庭へ 猫 をな げこむ と 6、 ー體、 何の 恨みが あるの かと、 癎瘤 もちの 彼 は、 いひ 知れぬ 腹立ちに 身 を ふ 

る はした。 捨てられた 猫 も可哀 さう だった が、 いかにも 自分ら が當 てこす り をされ てゐる やうで、 い 

- らいら した。  .. 


仔猫 は、 冷えと 飢えに、 殆ど 死に かけて ゐた。 このま、 雨に さらして おけば、 まもなく 死骸 と^る 

だら うこと は 知れて ゐた。 透 谷 は 傘 もさ、 ずに、 雨の 中 を、 庭に 下りて、 菊の 葉 かげに 小さくたって 

ふる へ てゐる 仔猫 をつ まみ 上げた。 

猫のから だに は、 もう 彈 力がなかった が、 目 は 澄み わたって 美しかった。 猫 は 抵抗 もな く、 彼の 掌 

に 身 を まかした。 濡れて ゐ るのに、 輕 かった。 まるで、 菊の花 體を 折り 取ろ のと 大して か はりが なか 

つた。 

フ」 れも何 かの 緣だ。 • 飼って やらう」  - 

と、 透 谷 は 思 ひ 直した。 

北 村 先生 

きの ふ は、 わざわざ 新橋 ステ H シ 3 ン まで 御 見送り を 賜 はり 候 こと、 わたくしの 一 生の 光榮と 存じ 

たてまつり 候。 おかげさま にて、 道す がら 恙なく， その ゆ ふべ 五 時半と 申す に" 汽車 は 山 ふかき 田舍 

の驛 にっき 申し 候。 モ こより、 人力 を やと ひてい モぎ 候。 二と せぶ りに て^む 村里の 土 もい となつ か 

しう 存じ そろ、 汽車の 窓に てのお わかれ 際に、 たま は n し 御言の 葉、 くり かへ し 田 5 ひ 出で まゐら すう 

二 五 五 


一一 五六 ，. 

ち、 はやく も 俥 は 叔父の 家に つき 候、 さい は ひに 疲れもう すく、 宵の 熱 も 三十 六 度 八 分に て、 いつも 

より 却って 低き 程に ござ さう ろ ふ。 これ もみな、 ひとへ に 先生のお 加護と、 なつかしの 都の 空 適 かに 

拜 みま ゐらせ 候へ ども、 これにて、 愈々 先生のお 顏 見る たより 絕 えたり と 思へば、 叉 一し きりは、 泪 

の 雨に そろ。 すれ違 ふ 汽車に て、 いっそ 引き かへ さば やと 思 ひし は 幾度 か。 横濱 にて、 國府津 にて、 

箱 根の 山中に て —— あ \ 

すぐに も 安着のお しらせし めし 參ら すべし と は 存じ 候へ 共、 半日 汽車に 搖られ 候 懸念 も 有 之、 叔父 

叔母の 親切なる 世話に て その 夜 はは やく、 . 床 にっき 申し そろ。 いつも 叔父の 書見な どす る曰當 りよき 

二階の 一 間 を、 わたくしの 関に あてが ひ、 心 おきなく 養生 致す やう、 申され ぞろ 

何分、 人に きら はる、 やま ひのこと に 候へば、 この 恩、 夢にも おろそかに はならず 候。 山村 はすで 

に 秋 ふかく、 萬 木 凋落の 氣 せまって、 窓に 近き 蟲の聲 風の 音に も、 そゾ ろに 心 はいたみ 候。 たと へ 病 

む 身 にても、 都 はいと たのしき ものに そろ。 田舍 はさび し、 田舍 はかなし、 田舍は 淋し、 田舍は 悲し 

と、 吟 むう ち、 洎は頰 をった うて、 髮を ぬらし 候。 いつぞや 神 田の 病院に て、 はげしき 咳 出で 候 折、 

この 髮の あたり 先生の いと もやさし く 撫でさす りた ま はりし こと、 に はかに、 楚り そろ。 あれが、 あ 

とに もさき にも、 たった 一度の おん 情に て ござ 候 

あと はいつ も 知らん 顏. —— わたくしまで、 心に もな く、 いつも 色 を內に 含み まゐら せし は、 今に 思 


へば よくよく- 不運の 女に こそ。 とかく 物 思 ふうち、 夜な かう ち 過ぎ 申し 候。 せっかくの 早寢、 養生 

これで は 何にもな り不申 …… 

養生 叶 はずへば、 お 目 もじ もなる まじく、 ふた、 び 都の 舂 にも. めぐりあ ふこと は あら じ 

わかれ 來し 方の、 切なく 戀し きを、 た 一  恩 ひに 押し しづめ て、 早く 夢路に 入らば やと、 目 をつ む 

る …… 

ゆ ふべ の 眠り 淺 ければ にや、 けさ はつむ りい と 痛 かり。 され ど さすが は 山の 秋、 紺青に 澄， みわたれ 

る 朝 空に、 大きく 赤き 神の 實の 垂れた る窓邊 あけはなち たると き は、 思 はず も、 忧惚 として、 しばし 

いたつ きの 身の、 むなしく 故 鄕に歸 り ま ゐり候 こと、 打ち 忘れて 居り そろ 

はやく も叔& 上. の、 臺所 にて 朝 炊きの 用意と 見え 候に、 いそぎ 衣が へ、 階下に 下り立ち 候 を、 まだ 

まだ、 寢 ていら つし やい、 下りて 來 てはいけ ません よ、 と 押しと ヾ めら れ、 これ も 養生の 一 つと、 又 

閨に 引き もどり、 朝げ までの うちにと、 先づ 先生への 文 かき はじめ 候 ことにて そろ 

やがて この 山に 雪 ふり、 雪と けて 春と なる まで、 この 二階に ひとり、 病 を 養 ふ ほか は ある まじと、 

心に さだめ、 つれづれに は、 せめて、 古き 「女 舉雜 誌」 なる 先生の 評論 を 友と すべし。 新しき は、 と 

て も 見る よすが も なきやう にて、 た、 M 心細し とも 心 ぼ そし、 せっかく、 敎へ 導かれし 思想 も 文 藝も、 

この 山に て は、 やがて 萬 象の 枯る \ 如く、 色 も 消えう せ 香 も 朽ち はてなん す 

.  ニー 丄七 


.  . 二 五八 

先生に はきつ と、 それ も 亦 善しと 仰せ あるべし。 いたつ き 早う 癒 ゆる もの なれば、 或はよ けれ。 レ 

よせん は 不治の ものに てあらば、 化して 山 娘と ならん も 何す る も のぞ 

すでに バイ ロンに はなれ、 シ ヱキ スピア を讀 まずして ある こと、 半 歳に すぎ 候 これより 又 半 歳の. 

いかに 荒凉 として、 長から ず や。 いかに 荒漠 として かなし からず や …… 

若し、 いかなる 折に か、 わたくし のこと 思 ひ 出で 候て、 一 ふで にても 御文 賜 はらば、 せめての 命と 

もなる ベ しと 存じ そろ、 そのほかの 榮耀 しん ぞ 望み 不申候 

なにぶん にも、 時候 不順の 折から、 ぉ油斷 なきやう 御 自愛い のり 上げ ま ゐらせ そろ おん 奥 さま- 

お 孃 さまへ も、  御き げんよ ろしく、 おん 伺 ひ 申し上げ ま ゐらせ 度く、 先 は 安着のお しらせ 旁々、 むね. 

のうち、 あら/ \ 申入 候 もはや 何と 見 そな はせ 給 ふと も、 決して 恥なら ず 侯 

かしこ 

富 井 まつ子 

そんな 手紙が 來た。 胸 を疾ん で、 向學を 中道に は、 くまれ 、悲しく 山に 療養の 身と なった 女の 氣 持ち- 

が、 測々 と 透 谷の 心に せまらずに はゐ なかった。 

一 ふでの 文で も 貰へば、 それが せめての 命と、 悲しい こと. をい つてよ こした 女に、 透 谷 は、 とる も 


の もとり あへ ず 返事 を 書いた。 しかし、 思 ひが 激しく、 一杯な ときと いふ もの は、 筆が うまく 廻らな- 

い ものである。  彼 は、 今日に 限って、 どう 書いても、 眞實 がそ こに 表れて こない のが、 もどかし かつ 

た。 どう すれば、 この 眞 情が、 そっくり 打 出せる ので あらう か。  . .  - 

いっそ、 明日に でも、 富 井の 住む 山の 家まで 出掛けて いって 見よう か、 とまで 思 ふ ほどであった。 

「貴 菱^ 拜見候 ：：： 」 

と 書き かけて 破った 紙が、 何枚 も 風に とんで， 部屋の 隅に かたよせられて ゐた。 やう やく 書 上げた 

の は、 もう 日の 落ちる 頃であった。 

彼 は 兵兒帶 をし めな ほして、 近くの 郵便局まで、 それ を 出しに いった。 

歸 つて 来ても、 まだ、 その 事が 氣 になって ゐて、 たのまれて ゐる 女學雜 誌の 原稿の 方に 向 ふ 氣には 

なれたかった。 

彼 は 書き 損 ひの 手紙 を、 片 づけながら、 遠く 山の 女 を 想った。 

印象的な、 細い 白い 手が、 目の前に またう かび 出た。 彼 は、 その 思 ひ 出に ふけりながら， 「秋 窓雜 

記」 の 一 節 を 書き足した。 

「病みて 他鄕 にある 人の 身の上 を， 氣づ かふ は、 人 も 我 も か はら じ。 左れ ど 我 は 常に 健全なる 人の た. 

また ま 床に 臥す を 祝 せんと はするな り。 

二 五 九 


二 六 〇 

病な き 人の、 道に 入る ことの 難き は、 富める ものの、 道に 入り 難き に 等しから む。 世に は、 體健か 

なる がた めに、 心 健 かならざる もの 多ければ， 常に 健 かなる ものの、 十日 二十日、 病床に 臥す は、 さ 

まで 恨む ベ き 事に あらず。 

？ 仏して、 この 秋の 物色に 對 して、 命運 を學 ぶに、 こよな き 便 ある を や。 

斯く我 は、 眞意を 以て、 徵恙 ある 友に 書き 遣れり」 

と" 

山から は、 又、 十ぐ、 返事が あった。 しかし それ は、 前文より、 更に、 つきつめた 女心の 悲しい 訴 

へであった。 二日 目の 朝に は、 もう 柿の 實 がふり 落された とい ふところの 描寫も かなしかった。 山 は 

1 日 ごとに、 氣 候の 變り目 を 際立た して ゐ るに ちが ひなかった。 富 井が その 淋し さに、 身を顫 はして 

ゐる のが、 目に 見える やうだった。 富 井 は あきらかに、 透 谷が 徵恙 あっか ひして ゐ るの を. 半分 はな 

ぐ さめに しながら、 半分 は 不服だった。 もっと、 もっと、 大げさに 同情して くれない のが、 物足りな 

い 思 ひだった。 

三  。 

それにしても、 富 井が ゐ なくなつ たので、 フレンドの 方 は、 いよいよ 氣 のりの しない ものに なって 


來た。 それに 引き かへ. 明治 女學 校の 方 は、 次第に、 世評 も 高かった し、 講師 達の いろんな 噂 も、 文 

壇 をに ぎ はして ゐた。 

或 日、 フレンドの 敎 頭から、 どうも 北 村 先生 は、 この頃お 休みが 多い やう だが， , もう 少し， 勤勉に 

やって 頂き 度い、 とい ふやうな 話が あった。  - 

「休んだ の は、 たしかに 私が 惡 かったです。 しかし * 必ず 次の 時間に は それ をと りかへ して、 舉生は 

私の 誠意 を 疑って はゐ ない と 思 ひます。 お 話 はよ くわ かりまし たから、 家へ かへ つて 考 へて、 善處し 

ま せう」 

さう いって、 彼 は 家へ 歸 つて 來た。 それから、 美那 子と も 相談して、 辭表を 書いた。 ついでに、 叉、 

山の 富 井に も、 手紙 を 出して 、「自分 は 今日 限り、 フレンド を罷 めた。 あなたの ゐ ない フレンド は、 僕 

に はもう， 用 はない の だ」 

と 書いた。 それでも、 いよいよ 投函 するとき、 その 文句が、 富 井の ために 善き 慰めに ならず、 惡ぃ 

迷 ひに なって はいけ ない と、 禱籍 したが、 思 ひ 切って、 ボ ストに 落した。 

歸り みちで、 芭蕉の 葉が- 雜を蓋 ふ 微かな 住居から、 しづかに 琵琶の 音の 洩れる の を 聞いた。 何氣 

なくの ぞいて 兑 ると、 年老いた 盲 女が、 獨り 琵琶 を彈 じて ゐ るので あった。 その 姿 は、 凛 乎と して 嚴 

しく、 雜調は 甚だ 端正と 聞え た。 彼 も 亦 襟 を 正して、 しばし その 音に 聞き惚れた。  - 

二 六 一 


二 六 二 

「今日はい いもの を閜 いて 來 た.。 紅葉 館の 三味線ば かりで は、 耳が 腐る からね」 

と、 彼 は 妻に、 その 盲 女の 話 をした。 

「さう いへば、 さっき、 民 友 社から、 手紙が 來てゐ ましたよ」 

と美 那子 はいった。 

「民 友 社？」 

と、 彼 も 一寸、 意表 をつ かれた 形で、 問 ひかへ した。 

美那 子は戶 棚の 上から、 白い 封筒 を もって 來た。 裏 を かへ して 見る と、 美那 子の いふ 通り、 それ は： 

民 友 社からの 書狀 だった。 さっそく、 あけて 見る と、 「國 民の 友」 からの 原稿 註文の 手紙だった。 

「何てい つて 來 たんです の」 

と、 美 那子も それ を观 くやう にす る •  - 

r 國 民の 友からの 依頼 だ。 しかし、 まだ、 僕の 原稿が この 雜誌 にあら はれる 時機 かどう か、 僕 は 自信 

がない よ」 

と、 透 谷 は それ をく りかへ して 讀 みながら 謙遍 して いった。 

「そんな こと はないで せう」 

「さう かね H。 しかしと にかく、 頼んで くれた 好意 は， 感謝し なくて はならん。 德 富さん に 逢 ひに 行 


つて 見る か」  / 

. 「ま だ お 逄 ひに た つたこ とないんで 十 か」 

「うん。 まだ、 ない のさ」 

11 そのころ 「國 民の 友」 とい ふ雜誌 は、 發 行部數 のうへ で， 一 番 盛んな 賫行 を. 示して ゐた。 主筆 

德富^„5ー郞の思想の、 その 時代に 於け る 革新的な 色彩 は、 この 雜誌 を、 靑年 たちの 間に もっとも 先覺 

的な ものに 感じさせ るに 十分だった。 厳 本 善 治の 「女 學雜 誌」 は、 これに 對抗 する 意味で、 發 行され 

てゐ たが、 これ は 何とい つても 婦人 向きであって、 「國 民の 友」 の 敵ではなかった。 加 之 もこれ までの 

透 谷の 論調 は"、 や、 も すれば、 「國 民の 友」 を 向う に 廻して 物 をい つて ゐた。 そのい は 論敵から 註文 

が來 たこと は- ともかく 意外とし なければ ならなかった。 

藤 村 も， 前記 「後の 新片 町より」 のなかで 、「明治 年代の 文 擧を囘 顧す ると、 民 友 社と いふ もの は、 

大 なる 貢獻 をした 事 は、 事實 であるし、 慶花、 獨步、 湖處 子の 諸君の 仕事 も、 民 友 社と いふ 事から は、 

離して は考 へられない。 

遠くから 望む と 一 群の 林の やうな 觀を なして ゐ たが、 民 友 社に も 種々 異 つた 意見 を もった 人が 混つ 

てな て、 透 谷 君の 激しい 論戰 は、 主に 民 友 社の 德富 蘇峯 氏、 山路 愛山な ど を對手 取った ものであった。 

でも、 愛山 氏な ど は， 殆ど 正 反對に 立った 論敵で はあった が、 一面 北 村 君と は 仲の い、 友達であった Q 

二 六 三 
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それから 喧嘩 をして 却って 對 手に 知られた 形で、 北 村 君 は、 r 國 民の 友」 や r 國民 新聞」 なに かへ も， 

寄稿す る やうに なった」 と、 書いて ゐる。 

芝 公園 第二 十號 地に 於け る 透 谷の 仕事 は 、「三 曰 幻 境」 (上下) 「心機 妙變を 論ず」 「秋 窓雜 記」 「他界 

に對 する 觀念」 「處 女の 純潔 を 論ず」 「鬼 心 非 鬼 心」 等であった。 このうち 「三日 幻 境」 は、 その 昔、 

大矢 蒼海と 交った 時代の 思 ひ 出の 一 幻 境 を 叙した もので、 「政治 か 文 祟 か.」 の 間に 彷徨した 當 時の 透 谷 

を 低ぶ によき 資料で ある。 蒼海と 二人で、 この 幻 境に 身 を かくして ゐた 頃、 山に 入って 炭 燒ゃ薪 木 樵 

の 手傳ひ をしたり、 わざと 破れ 衣 をつ けて 身 を やつし、 炭賫 車の 後から 車 を 押して、 市に 出て、 炭賣 

をした 話な ども 出て ゐる。 

「一 二日 幻 境」 に 次いで は、 装 裟を靳 つたこと で， 心機 を開發 した 文覺を 論じた 「心機 妙變を 論ず」 と 

いふ 評論 は、 もっとも 注目され ていい 好 文章であった。 

「文 覺が 装裟を 害した る は、 實に 彼の 心機 を開發 したる 者たり。 蓮 花 蕾 を 破りて 玉 女 泥中に 現 はれた 

るは眞 に此晨 なり。 至善の 至 惡を仆 したる もこの 朝な り 11 凡そ 傲 逸 彼の 如き をして、 遂に 劍搶に 杖 

かずして、 經 典に 倚ら しめたる もの、 抑 もい かなる 鬼 物の 神 力なら む。 他なら ず。 この 一瞬 時の 發露 

刀な り。 心機 妙 變,， i り。 剛健 彼の 如く、 執着 彼の 如く、  11 谩 彼の 如き もの をして、 志の 壯 偉なる 事 は、 


全盛の 平家 を 倒して I 孤島 瓢 落の 人 を 起す 程に ありて、 而 して 胸中 一物の 希 ふところ なきもの、 抑 も 

奈何の 故 ある。 曰く 彼 時の 發 心なり、 彼 時の 心機 妙變 なり。 彼 時に 得た る ものが、 ふかく 胸奥に 印し 

て抹 除す る こと 能 は ざれば なり。 冷淡に して 執-; 血 ある 好漢、 遂に 半 悟の 人と ならず、 能く 自家の 弱 性 

を 暴露し、 罪業 を 懺悔せ り」 

とい ふやうな 文章が、 た に 流暢の 故に 人々 に 愛された ばかりでなく、 その 思想に も 見るべき 新ら 

しさが あった こと は、 一 作 毎に 彼の 聲價 を大 ならしめ た 所以であった。 

これにつ いで は 「他界に 對 十る 観念」 とい ふ 論文が ある。 十月 六日の 脫 稿で、 r 國 民の 友」 の 註文に 

應じ たもの だ。 

この 論文 は、 前 作に くらべる と、 や、 生硬の 感じが あるの を 否めない。 

「三日 幻 境」 や 「心機 妙變」 は， いづれ も 「女 擧雜 誌」 -」 發 表した ものであるから、 どこか のんびり 

した 筆の おちつきが 見えて ゐる。 r 國 民の 友」 は 何とい つても、 他流試合であった から、 透 谷 も 思 は 

ず、 堅くな つてし まった ので あらう。 その 頃の 「國 民の 友」 は、 表紙に も、 政治 社會經 濟の雜 誌で あ 

る こと を 標榜して ゐて、 社會的 反響 は 大きかった が、 - 文 學の方 は 手薄だった。 その代り 新年の 特別 附 

錄に は、 小說の 特輯 を 行 ひ、 一流 作家の 力作 を 揃へ て、 大いに 文壇 登 龍 門と しての 權威を 示して ゐた。 

—— 日記に よると、 透 谷が 蘇 峯に會 つたの は * 明治 二十 五 年 九月 二十日と いふ ことにな つて ゐる。 
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この こと は、 のちに、 蘇峯 feu らが 次の やうに 語って ゐる ことで、 符節 を 合する。 

「記者 は 自ら 君の 友人た る 可 き 資格 あ る や 否 や を 疑 ふ。 君の 日記 を 21 すれば，， 記者が 君と 始めて 相 見 

たる は、 明治 二十 五 年 九月に して、 而 して 君 は 二十 七 年 五月 を 以て、 旣に 他界に 旅行したり。 この 僅 

僅た る 歳月 中、 互 ひに 相 見る の 期 甚だ 多から ず。 

而 して 君が 思想の 領土の、 三分の 二 は 余に 於て は 未觸の 地に して、 ただに 其の 同情の 缺 乏した るの 

みならず- 亦、 君 を 文士と して 評 値すべき 理解 さへ 不足なる が 如し。 然も 君の 美質 は、 記者の 不敏 を 

以てする も、 尙之を 愛好す る を 禁ずる 能 はざる もの あり。 君 は 自ら 『生の 神經の 過敏なる 悪質 は、 之 

を 母より 受け、 傲慢 不覊の 性 は 之 を 父より もら ひたり』 と 語り たれ ども、 君 は 其の 以上に、 尙 一種 純 

粹 なる 美質の 致した る こと を自覺 したる や 否や。 余 は 嘗て、 より 多く 君 を 知れる 愛山 君に 語りて 曰く、 

透せ 子 は あまりに 純粹 なり。 是れ 自ら 消磨した る 所以に あらざる なき 乎。 世に 通用せ しめんに は、 金 

貸さへ も * 他の 鑛質を 加味す るに あらず やと。 若し それ 君の 不幸 は、 君の 缺點 よりも、 寧ろ 君の 美質 

より 來 たりと 知らば， 如何に 鐵 石の 心 腸 を 以て 自 から 居る 男兒 も、 焉んぞ 君の ために、 一掬の 哀淚を 

迸し り 出さず して、 止まん 哉」 

と。 よく 透 谷の 面目 を 評した る 好箇の 一文で あるが、 これ は 明治 三十 五月 十月 五日 r 國民 新聞」 三 

八 五一 號 にか、 げたる 蘇峯の 「透 谷 全集 を讀 む.. 一 の 中から、 その 一部 を拔 いた ものである。 


この 同日、 透 谷 は蘇峯 に初會 した 餘勢を かって、 星 野天 知の 家 もお とづれ た。 天 知の 思 ひ出談 しに 

よると， この 日 透 谷 は、 薩摩拼 りの 單 衣に、 兵 兒帶- ステッキ、 ヘルメットの 白帽 とい ふいで たちで 

あつたと いふ。 

天 知 は その 頃、 日本 橋の 本 町 四 丁目に 住んで ゐた。 昔風の 土藏 造りの、 五 間間 口の 老舗で、 店員が 

十五 六人ゐ て、 それが まるで、 花魁の 張 見 世の やうに、 格子 先に ずらり と 並んで ゐる 砂糖 問屋が、 そ 

の 天 知の 店であった。 

「天 知 和 尙はゐ ます か」 

と、 透 谷 は 店先で 大 聲を發 したから、 店員た ちは樊 驚した。 天 知が 出て 見る と * 透 谷 はすぐ、 便所 

へ 入って ゐて、 帽子 もとらず、 そこから 出て 來た。 

「いや。 今日は。 透 谷です。 文 覺に逢 ひに 来ました」 

さう いって、 店員た ち を 尻目に、 ずい と 座敷へ 通った。 天 知が 「女 學雜 誌」 に 書いた 「文 覺 上人」 

は、 透 谷の 快讀 すると ころで あり、 それ を機緣 に、 自分 も 「心機 妙變を 論ず」 を 書いた あとで も あつ 

た。 天 知 も 彼に 負けない 氣銳の 勇士であった から、 之 を 快く 迎 へて、 談論 風發 した。 透 谷が その 頃し 

きりに 愛讀 した 陶淵明 「乞食」 の 詩 を、 まるで、 地で行つ たやうな ものであった。 
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やがて、 夕飯が 出た。 それが すんでも 二人の 快談 高論 は 止む ときがなかった。 とう， く、 泊る こと 

になって しまった。 天 知の 部屋に 蚊帳 を つらせ 床 をし き、 共に 寢 についた が、 .一 几 奮した 二人 は 眠られ 

る 害 もない。 

「すまん が、 洗面器 を かして くれ、 頭へ 血が のぼって、 カツ カツして ゐ るの だ」 

と、 透 谷 はた まら なくなって 云 ふ。 蚊帳の 中に、 水の 入った 洗面器が はこばれた。 手拭 を 水に ひた 

して、 彼 は腦を ひやしながら、 話 をつ けた。 煙草の けむり も、 蚊帳の 中に 澄々 となった。 

天下の 文豪 は、 ことごとく、  二人の 姐 上に のぼされた。 殊に、 硯友 社、 民 友 社に 據る當 代 文士の 話 

になる と、 激しい 火花が 飛び散った。 二人 はし まひに は 起 上って- 論じ 合った。 

もう 深更であった から、 店の 者に 知れる 心配 もなかった。 そのうちに、 東が 白む 頃 ともなった。 や 

うやく 疲れて 眠った： 人 は、 翌日 は、 高く 日の のぼる 頃に 起きて、 朝餐 をす まし、 再會を 約して 透ハ 4： 

が 去った の は、 もう 正午 近かった。 

「まあ、 どうな すった の ゆうべ は？ 一 

と、 家で は 妻の 美那 子が、 心配して 待って ゐた。  . 

「星 野天 知に はじめて 逢って、 夢中で 話し こんで しまったんだ。 別に 變 つたこと もなかつ たか。 英子 

. も.^ -; 事 だら うね」 


と- 透ハ介 はすぐ、 晝寢 して ゐる英 子の 顔を观 きにいった。 

「德富 君に も 逢って 來 たよ。 一 應は辭 退し たんだが、 たって 書かん かとい はれた ので、 書く と 返事 を 

して 來 たよ」  ， 

「まあ、 それ はよ ござんし たね」 

と、 妻 も 機嫌 を isl して ゐた。 

十 一 月 三日、 天 長の 佳節に、 彼 は 麻布 箪笥 町 四 番地に 移轉 した。 宣 敎師コ ー サ ンド から 山羊 を購っ 

て >  之 を 飼 ふこと にした の も、 この 簞筍 町へ 引越した 當 座であった。 しかし、 こ、 はすぐ いやにな つ 

て、 同月 中に- 同 區霞町 ニニに 轉 宅した。 山羊 は その ま、 持って いった。 

民 友 社から は、 第二 囘 目の 註文が 來た。 前に 述べた 新年 特別 附録に、 小說を 寄稿せ よ、 とい ふので 

ある。 この 附錄 は、 かって 美妙の 「胡蝶」、 など ものって、 文壇の 檜舞臺 ともい ふべき であった ので、 

-透谷 も- こんど こそ は、 會心作 を ひつ さげて、 眞價を 世に 問 はなければ ならない と、 覺悟 をき めた。 

或 日、 こんど は 天 知が 透 谷 を たづね て來 た。 すでに、 藤 村、 秋 骨と は 交りが ある 透 谷で あり、 つ 

いて、 藤 村と 天 知が しげしげと 往復 を はじめ、 これに 同じ 日本 橋區 伊勢 町の、 平 田 秃木も 仲間に 加 は 
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つた。 かう して、 少しづつ 、「文 舉界」 同人の 結成の 氣 運が、 かもされて 來っ、 あつたの である。. 藤 村 

と 天 知に は、 その 頃、 共通した 胸の なやみが 燃えさ かって ゐた。 一人 はの ちに 天 知の 妻と なるおまん 

であり、 今一 人 は、 藤 村に 失 戀の苦 1^ をな めさせた 佐藤輔 子であった。 藤 の 「春」 に 登場す る 勝 子 

とい ふ 女性が、 その 人で ある こと はすで に 有名で ある。 しかし、 戀の 勝利者で ある 天 知に しても、 そ 

の 頃 は、 まだ， おまん さんから、 二言目に は、 

「先生と して は 尊敬し ます。 しかし、 どうしても、 自分の ラヴ ァ として 考 へる こと は出來 ません」 

などと、 あっさり きめつけられて ゐ たのであった。 

天 知 は 「女 學雜 誌」 の妹雜 誌の やうな、 r 女舉 生」 とい ふの を、 自分が 主任で 發 行して ゐた。 それ は- 

よ く 時好に 投じた ので、  二十 五 年の 夏に は號 外まで 出す とい ふ 繁昌ぶ りであった。 執筆者 も、 無名 子 

(藤 村) 脫蟬子 (透 谷) 夕 軒 (天 知 弟 男 三郞) 禿 木な ど， と顏 ぶれが 揃って ゐた。 そのうちに、 「女 學雜 

誌」 の 方に、 透 谷 や 藤 村の 書く ものが 多くなる に從 つて 文擧的 色彩が つよくな り、 女擧生 相手の もの 

として は、 其の 思想 內容 も六ケ しいと いふ 訴へ があった ので、 巖本善 治 も、 どうやら この 若い 文人た 

ち を、 もてあまさなければ ならぬ やうな 狀態 になつ てゐ た， I- 

そこで 彼 は、 「女 學雜 誌」 を、 赤 表紙と 白 表紙に わけ、 そか を 交替に 發行 する ことにして、 赤 表跌は 

彼 自ら 任に 當り、 主として 婦人 向き 家庭 向きの 雜誌 とし、 白 表紙の 方 は 天 知に 編輯 を 一任して、 文馨 


的な 色彩 をつ よく 出して ゆく とい ふこと にした c 透せ S 「我 牢獄」 は、 この 白 表紙、 甲の 卷の 「女學 

雜誌」 に 出た 最初の ものである。 これが 二十 五 年 六月、 同誌 三 二 〇 號の時 である。 以後 「女 學雜 誌」 

は、 赤 白に わかれて 發 行され たが、 翌ニ 十六 年 四月に は、 白 表紙の 方 は 改題して 「評論」 と稱 する に 

至った。 

すな はち、 「文 學界」 なる 文藝雜 誌の 誕生 は、 實 にこの 「女 舉生」 「女 擧雜 誌」 など を 母胎と して、 そ 

の 執筆者 グル— ブの 中に、 段々 に 萌芽 をし めし はじめて ゐ たので. ある。  - 

或 日の こと， 天 知から、 相談したい ことがあ るので、 とい ふ 呼 出， し狀 がと いた。 透 谷 は、 r 國 民の 

友」 に 書く 約 is^ の 小說の 腹案に なやみつ けた 頭 を 休める のに は、 恰度い ぃ氣 ばらし だと 思って、 家 

を 出た。 秋の 日 ざし は、 弱く 赤く、 ふかい 木立の かげに、 黑ぃ幌 を かけた 車の ゆく 景色 も 何となく 淋 

しい もの に 見えた。 

11 例の 格子戸の ある 砂糖 問屋の 奥の間の 茶窒 風の 部屋に は、 すでに、 藤 村 や 禿 木が あつまって ゐ 

た。 秋 骨 や 新 額の 孤蝶 もゐ た。 

「さあ * これで 揃った」 

と、 天 知 は、 透 谷 を 正座に 招いた。 皆が 一 わたり 挨拨 する 間， を、 天 知の 妹のお 亮 さんが 茶 を はこん 

で來 たりした。 „s の 夕 軒 は、 まだ 高等 擧 校の 舉 生だった が、 將 來は大 si-r の 工科へ 入らう とい ふ 畑ち が 
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ひだった。 それでも、 兄の 天 知 をた すけて、 雜誌 のこと では、 いろく 目立たない、 緣の 下の 力持ち 

をして くれて ゐる のだった。 

「それで は 申し上げる」 

と、 天 知が 座 を あらためて、 かしこまった。 

r 實は、 この 六月から、 御存じの 如く、 「女 舉雜 誌」 の 白 表紙 を 引きう けて をり ましたが、 …… 」 

そんな 調子で やり 出した。 話と いふの は、 つまり、 r 女擧 生」 や 「白 表紙」 程度で は、 すでに、 激し 

い 時の ながれから いへば、 もう 時代お くれに なった。 こ、 に 集った やうな 若い 執筆 グル ー プの 生長 は、 

日に 新たに、 日に 强く、 す \ みつ \ ある。 いつまでも 舊套を 追って、 女學生 相手の 作文 を 綴って ゐら 

れる 時で はない。 新ら しき 酒 は 新ら しき 器に 盛られなければ ならぬ。 それに はどうしても、 新雜 誌が 

必要で ある。 この 氣 運に 乘 じて、 斷然 われわれの 雜誌を もた うで はない か、 とい ふの が、 彼の 逞しい 

提案で あつたの だ。 

「それ は贊成 だ」  - 

と、 最先 きに 叫んだ の は、 禿 木だった。  - 

「で、 「女 擧生」 の 方 はどうす るんで す」 

と、 藤 村が 訊ねた。 


「あれ も 白 表紙 も、 兩方共 やめる とい いんだが * 白 表紙の 方 は、 もともとが 厳 本 君の もの だから、 こ 

れは あの人に 返せば いいだら う。 「女學 生」 の 方 はこの 年末で 三十 號 だから、 それで 廢刊 さ」 

と 1K 知が^ へた。 

「そり ゃァ まあ、 我々 の 書く ものが 、「女 學雜 誌」 では、 六ケ しすぎて 困って ゐる こと は、 明らかなん 

だから 11 」 

と、 秋 骨 もい つた。  ， 

「それで どうで せう。 皆さんが やる となれば、 僕 も， 今までの 行が かり は 全部 清算して、 渐 らしい 雜 

誌を專 1 に、 か、 つてい くつ もりです。 幸 ひ、 編輯の 方 は、 乙れ までの 經驗丄 弟の 助力で、 相 當のも 

の に はして いける つもり だし —— 」 

と J IK 知 は 額 を 見 ま はす やうに してい ふ。 

「北 村 君 はどう だね」 

さっきから、 默 つて ゐ るので、 禿 木 は 促す やうに いった。 

「赞 成に きまって ゐ るよ。 何とい つても 自分の 雜誌を もつ の は、 非常なる 强味 さ」 

と 透 谷 は 答へ た。 

「さう か。 それ ぢゃァ よし。 來春 一月 を 期して 創刊と いふ ことにしよう」  一 
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「一 月 か。 なら、 すぐに も 原稿 を あつめなければ ならん ぞ」 

「無論 だ」 

一座 は、 それで 急に 活氣づ いて、 皆が しゃべり 出した。 しばらくして、 急に 透 谷が 大きな 聲で いつ 

た。 

「しかし、 星 野 君。 僕 は、 ごらんの 通り、 性格が 尖鋭 だし、 もし 同人と 爭 ふやうな ことが 起る 時 は、 

雜 誌の 前途 を危 くす る ことがあって はならぬ から、 僕 だけ は 客員と いふ ことにた らう」 

攀 

「何 だ、 客員 だって。 そいつ はま づ いよ」 

と、 藤 村が 反對 した。 

「いや、 まづ くない。 僕 は危險 だよ、 同席 は 避けた 方が いいの だ」 

と、 透 谷が 答へ た。 この 自家 爆彈 動議で、 一座 は 叉 甲 論乙馼 したが、 夭 知 も、 透 谷の 性格 を 知る も 

のとして、 或は、 彼の 希望 通り 客員 待遇と いぶ こと も わるくな いと 思 ひ 出した。 

「成程、 それ もよ からう。 ぢ ゃァ、 北 村 君 は 客員と して、 他の 人々 は、 同人た る ことに 異存ない か」 

と、 夭 知 は 叉、 提議 をし 直した。 皆 は、 異存の ない 旨 を 答へ た。 

「では、 さう 決める。 しかし、 透 谷 君 も， 書く だけ は、 必ず 書いて 賞 はなければ 困る ぜ」 

「そり やい ふまで もない。 同人 以上、 書く よ。 書きたい こと は、 うんと ある」 


と、 彼 は 昂然と いった。 

「何とい ふ 名前に する か」 

と- 秀 木が 夭 知. にきいた。 

「まだ、 名前 は 出 來てゐ ない。 一つ、 みんなに この 次までに 考 へて 來て骨 X はう」 

「やはり、 われわれの 氣 持ちに ピッ タリした 名前で ない といかん ね」  - 

と、 秋 骨が 考へ 深さう にいった。 話が きまった ので、 あと は 叉、 めいめい 勝手な 文 寧 熱の 昂揚で あ 

つた。 やはり、 何とい つても 一座の 中心 は、 透 谷と 藤 村で あり、 殊に 透 谷の 氣焰は 虹の 如き ものが あ 

つて みんな を 傾聽 させた。 

それから、 しばらくして、 透 谷 は 藤 村の 訪問 をう けた。 新 雜誌發 行の 氣運 は、 やう やく 爛熟して ゐ 

た。 さう した- 何が なし あわた、 M しい 日、 突如、 藤 村の 旅立ちが- 告白され たので ある。 

「旅へ 11 いつまで？」 

と 透 谷が おどろいて 聞いた。 

「いっかへ ると も、 あてのない 旅です」 

藤 村 はう つむいて 答へ る。 

II 七 五 ； 


二 七 六 

「雑誌 の 方 はどうす る？」 

「書け たら、 旅先き から 送ります。 却って 旅の 方が、 面白い ものが 書け るか もしれ ない。 今の 生活 か 

らは、 もう 何もう まれて は來 ないで せう」 

藤 村が 低い 聲で 谶悔 すると ころに よれば、 彼 は、 明治 女擧 校の 敎へ子 佐藤輔 子に、 なすべからざる 

思 ひ を かけて、 その 惱みを 忘れる ために、 あてどない 旅に 出る 氣 になった の だと、 —— 。 彼 は 急に 思 

ひ 立つ と、 一刻の 猶豫 もなら ぬ程氣 がせいた。 彼 は それ をす ぐ、 巖本 校長の 許に 申し出て、 その 足で、 

先づ 芝 の 透 谷 を 訪れた. ので ある。 

透 谷に も、 思 ひ 當る節 はいくつ かあつた。 現に 其の 日 も、 山の 富 井から、 又、 長々 と 靑ぃ情 熟の 燃 

える やうな、 乎 紙が とどいた ばかりであった。 それ を 思 ふと、 この 年若い 友の、 思 ひつめ た 姿に は、 

心からの 同情 を 禁じ 得ない —— 。 

「それ も 止む を 得ないで せう。 行き 給 へ、 旅へ、 旅へ 。君の 原稿の こと は、 僕が たしかに 引きう ける」 

透 谷 はさう いって、 友の 手 をと つた。 友の 目に も泪が 光った。 

「それでね、 北 村 君。 旅へ 出る となると 學校を やめなければ ならん。 實は 今、 それ も 校長に 申し. H て. 

諒解 を 得た のです が" そのつ いでに ね、 もし、 君の 都合 さへ よければ、 僕の 代りと いって は失禮 だが、 

その 時 問 を 引きう けて 世 a- へない かしら —— 」 


と. 藤 村はォ ヅォヅ した 口調で いった。 

「さう か」 

と- 透 谷 はしば らく 考 へてから- 

「いいだら う。 前から、 あすこ は 行って 見たい と 思って ゐた」 

「ぢ ゃァ、 引きう けて くれる かい。 そいつ は 有りが たう」 

「しかし、 僕が 引きう けても、 巌本 君が 何とい ふか」 

「それ も實 は、 早 手 廻し に、 承諾 を 求めて 來て ある」 

「何 だ。 馬鹿に 要領が いいんだ ね」 

「いや、 舉 校の 方 は >  すぐ >  後签 をき めて 貰 ふんだ から、 大 よろこび さ。 君の ことで は 向う でも 機會 

を 作らう と 待って たと ころ だつ たんだから」  • 

「それなら いいが」 

「僕 は 又、 雜 誌の 同人まで ことわる 君のと とだら、 僕の 後釜なん か 嫌 だってい はれ やしない かと、 そ 

れを 心配して 來 たんだ」 

「そんな こと はない。 僕 は 決して そんな ケチな こと はい はない よ。 大丈夫。 よろこんで 君の あと を 引 

きうけよう」 

-  二 七 七 


二 七 八 

11 透 谷が さう いって くれたので、 藤 村 もやつ と 安心した。 「これで 僕 は 明日に でも 立てる」 

藤 村 は、 しかし 遠く 傷心の 旅路 を 想 ふかの やうに、 目 を ふせた。  . 

—— 花卷の 生れで、 いかにも 雪國の 人ら しく、 色が 白くて 頰が楼 色 をして、 ぱっちり したうる ほひ 

の ある 眼が、  < き 時の 世間の 好みと して は、 や \ 大きす ぎる 位、 その 眼が ひとし ほ、 その 人の 印象 を 深 

くしました。 背 も すらりと して、 心 立 も その 通り、 富 も 理解 も ある 家庭に、 のびのび として 育った 人 

の、 素直な 優しい 性格 …… 。 

と、 相馬黑 光さん は、 當 時の 佐藤輔 子の 印象に 就いて、 語って ゐる。 

透 谷 も， 藤 村の 後签を ひきうけて、 はじめて、 明治 女擧 校の 專任 講師と なって 敎 壇に 立った 時、 や 

はり、 自分の 若い 友が， その 人の ために 職 を 捨て \彷德 の 旅に 出なければ ならなかった とい ふ 相手が- 

1 體、 どんな 美しい 人な のかと、 人並みの 好奇心 を そそられずに は、 ゐられ なかった。 

講義 をす ますと- 例 の 敎員窒 兼 應接間 で 秋 骨 が 恰度、 バイ ロンの 詩の 下調べ をし きりに やって ゐる 

傍に よって， 

「ねえ、 戶川 君、 島 崎 君の 問題の 人と いふの は、 どこに ゐ るの だね」  . 


と、 質問した。 

「何 だ。 君 はま だ 知らないの」  -  . 

「だって 君、 あの クラス は 今日、 はじめて、 講義した ばかり だし、 至って その 方面 は-寡聞 だからね」 

「窓際の 前から 二番目に 坐って ゐる子 だよ。 色の 白い、 股のば つちり した、 雪國の 女の 特徵を 具へ て 

ゐる 美人 だ。 こんど 名 を さして. テキスト を讀 まして ごらんなさい。 とても， 發 音が 美しい の だ。 島 

崎 君 も、 あの H  ロキュ —シ ヨンが 耳に ついて、 眠られない、 と、 いつも 吿 白して ゐ ました」 

—— この 佐 輔 子と いふ 問題の 人 は、 北海道 大 擧の總 長、 佐 藤昌介 氏の 令妹であった。 彼女ば かり 

でな く、 當時 明治 女舉 校の 才^た ちの なかには、 何故か 東北の 人達が 多かった。 巖本善 治の 妻、 若松 . 

賤子 も， 會津 藩士の 長女で あつたし、 のちに 星 野天 知の 妻に なった 松 井お 萬 も 盛 岡の 侍の 娘であった。 

仙臺 の ミッション スク —ル、 宮城 女擧校 の ストライキ 組の リ一ダ I たち も、 そ こ を退擧 させられる と、 

相 前後して 上京して、 大 てい、 明治 女擧 校へ 入って しまって ゐた。 そんな 關 係から、 東北の 女性が 多 

かった ので ある。  * 

宮城 女舉校 の ストライキと いふの は、 その ミツ シ ョ ンスク ー ルの 勃興 期に あ つて、 や、 も すれば， 

日本の 傳統が 無視され、 アメリカ 式敎 育の 盲目的な 追從 であるのに 反對 した、 各 クラスの 秀才た ちが、 

結：^ して 校長 ミス ，ブル ボ —に 英文で 建白書 を 書いて 提出した のに 始まる。 其の- s: 容は、 本校の 教育 

二 七 九 


二八 〇 

方針が、 たと へ アメリカの 資金に よる もので はあって も 從來の 如く、 あまりに も アメリカ 萬 能で ある 

べきで なく、 日本の 傳統と 精神に 立脚して、 も. つと 日本的な 敎育 をして 贳 ひたいと いふ 耍 望であった „ 

このと き 英文 を 書いた のが、 小 平 小雪と いふ 生徒で あり、 これに 共鳴して、 ストライキの 主唱 者に 

なった のが、 齋 藤お 冬、 石 川 梅 代、 町 田お 辰、 尾花 梅 代な どであった。 校長 ミス . ブル ボ I は、 激怒 

して この 五名 を 退學處 分に 附 した。 生徒 一 同 を 講堂に あつめて、 ミス • ブル ボ I は、 小雪 以下の 罪狀 

を說 明し、 彼女ら は 全く、 宮城 女擧 校と 調和す る ことの 出來 ない 要求 を 提げて、 純眞 なる 生徒 を 徒ら 

に 不安と 動搖に 導いた デマ ゴ ー グ であると 强 調し、 五 人の 名 を 呼び上げて、 全 生徒の 前に 立た せ、 最 

も 憎むべき 輕擧 盲動の 徒 はお 前 達 だと、 宣言した。 そして 遂に 昂奮 を 抑へ きれず、 ブル ボ ー は、 大聲 

を發 して、 

「0.0  away!  Go  away  ！」 

と、 左手の 戶ロを 指して 絕 叫した。 

かう して 否應 なしに 退學 させられた 五人組の うち， お 冬お 辰 小雪の 三人 は、 多年 憧憬の 明治 女學校 

を 目 ざして、 すぐ 上京した。 その後 宮城 女學 校で は、 この 先輩 をした つて、 擧校を やめる もの、 上京 

して 明治 女學 校に 轉校 する ものが 繽 出した とい ふ。  . 

11 佐藤輔 子の 話の ついでに、 透 谷 は、 秋 骨から 宮城 女舉 校に 於け る ストライキ 事件の 話 を はじめ 


て 聞かされて、 その 若い 生徒 達の 情 |_ 一に まじり つけの ない 美しい もの を 感じさせられた。 

r 實 にいい 話 だな ァ。 まったく、 宣教師の 奴ら の、 勝手 氣 儘の 魂膽に は、 僕 も 手を燒 いてき たんだ。 

フレンド だって さう だよ。 僕 は、 あ 十 こを罷 めた の は、 ほんと によかった と 思って ゐる。 しかし、 よ 

く、 生徒の 立場に ねて それに 抵抗して くれたね、 英文で 日本 敎育 論の 建白書 を 書いた の は 愉快 だが、 

あっさり、 退校され て、 揃って、 明治 女學 校へ やって 來 ると ころも 痛快 だね。 さう いふ 生きのいい 生 

徒が ゐ ると 思 ふと、 われわれ も敎へ 甲斐が あると いふ もんだ」 

と、 透 谷 はたの もしい 氣 がした。 

「まあ、 一度、 齋藤か 小 平に、 詳しい話 を 聞いて 見 給へ。 殊に 齋 藤なん か、 頭腦 は明暂 だし、 態度 は 

毅然として ゐ るし- 却って、 ミス • ブル ボ ー を カンカンに 感情的に させと いて、 彼ら は 甚だ 冷 靜な行 

動 をと つて、 生徒 を 指導して 來 たらしい。 時代の 流れ は、 あ、 いふ 新ら しい 女の タイプ を 生み出 すん 

だね。 僕ら も、 うかう か はして ゐられ ない よ」 

秋 骨 は、 そんな 風に いった。 

フレンドの 富 井 まつ子な ども、 女ながら、 好擧の 精神に 燃えて ゐて、 眞理の 追求に かける 誠實 さに 

は 見るべ^ ものが あると 思った が、 宮城 女學 校の 連中の やうな、 積極的な 行動 性に は缺 けて ゐた。 

、 次の 日、 彼は敎 室で、 齋藤 冬の 名 を 呼んだ。 


二八 二 

「はい」 

と 答へ て、 最前列の 右側に 座席 を もった 一人の 生徒が 立 上った。  • 

「あなた は、 もと， 宮城 女學 校に ゐた 人です か」 

「はい、 さう です」 

「あなた は、 何故、 その 擧 校に 不滿 だった のか」 と、 透 谷 は 威儀 を更 めて 訊ねた。 

「そこ は、 何から 何まで、 アメリカ 式に 敎育 されて 居りました。 校長 先生 は、 無論、 アメリカ人です 

し. その他 *  二三の アメリカ 婦人が、 主要 學科 を擔 任して ねられました。 私達 は、 アメリカの 臭 ひに、 

窒息 しさう になった の で ご ざ います」 

と、 冬 は 答へ た。 

「國語 や 國文學 の 授業 はあった のです か」 

「それ は、 科目と して はありました。 けれど、 上 扱 も、 下級 も 同じ 本を讀 まされて ゐ ると いふ 狀 態で、 

寧 校と して は， その 方が 手數が 省け て、 都合が よかった. でせ うが、 擧ぶ 生徒の 方から い へば- 隨分妙 

な もの で ございました。 

それに 段々、 卒業 近くなる と、 誰し も 思 ふの は、 英語 だけ はとに かく 進んでも、 日本の 女性と して、 

必要な 準備 は、 何 1 つ、 出 來てゐ ない ので はない か。 いくら、 英語 だけが 達者に なっても、 日本 を 知 


ら ぬ： n 本の 女が 出來て しま つて は， 大變な こ と に た る —— お 達 は、 そんな 風に 考 へずに は ゐられ なく 

なった ので ございます」 

r 擧校當 局 は、 その 無理に 氣 がっかないで ゐ たの かね) 日本人 を、 日本の^.; I ゃ氣風 や、 民族 精； t な 

« どから 全く 引き はたして 敎育 する ことの、 お 本 的な 間ち が ひ を —— し 

「少なくとも 日本人の 先生方 は、 その 矛盾に 氣が ついて ゐられ ました。 たと へば 敎 頭の 藤 生 金 六 先生 

は、 小雪さん の 建白書に 對 して 『皆さんの 希望が 容れ られる やうに ミス • ブル ボ ー に 話して やる』 と 

お引きう けにな つたこと もあります。 しかし- いくら 待っても * それ は實 現されませんでした。 龜山 

先生な ども. アメリカ 側と 生徒の 間に 介在して、 いろいろ 面倒 を 見て 下さる 氣 持ち はあって も、 や は 

り 一 つと して、 それが 徹底いた しません。 その他- 小此木 先生な ども 生徒 間の 人望 も あり、 內々 私達 

五 人の 意 闘に 贊 成して ゐられ たのです が、 やはり、 意志が 通りません。 

何とい つても- あの 學 校の 首 腦部は アメリカ人 であり、 日本の 先生方 は、 手の 出し やうが なく、 恐 

らく > 發言權 さへ、 持って ゐられ たか どうか * 疑 はしい ので ございます」 

「東北 舉 院長の 押 川方義 先生が、 あなた 方の 0^ 押し をした とい ふ 風に、 噂され てゐ るが 本當 です か」 

「それに. たしかに、 仙臺 在住の 宣敎師 達ぬ 逆宜傳 でございます。 私共 は それ を はるかに 聞き、 押 川 

先生に 御迷惑 を かけた こと を、 深く お： びし なければ ならぬ と考 へて 居ります」  - 

二八 三 


，  二八 四 

「では、 押 川 先生 は、 この 事件と は、 無關 係だった の だね」 

「いいえ、 全然、 無關 係ではありません。 今 も 申 上げました 通り、 校長 先生と 生徒の 對 立が、 次第に 

尖銳 化して 來た 時、 押 川 先生が そのこと を 聞かれて、 大變に 心配され、 どうかして、 五 人の 意志 を 思 

ひ 止まらせようと、 色々、 なだめ 論して 下さい ましたが、 私達 は、 こればかり はと、 主張 を 守りつ-く 

け- とう/ \.、 押 川 先生の 御 仲裁 をお ことわりして しまったので ございます。 それ を まるで、 押 川 先 

生が 暗躍で もされた やうに、 皆が いひます の は、 勿體 ない こと だと 思って 居ります」 

「ほかに、 君達の ために、 迷惑の か、 つた 人 はない か」 

「はい」  ■ 

と齋藤 はしば らく 考 へ てから、 

「さっき 申 上げました 小此木 先生 も、 犧牲 者のお 一人で ゐ らっしゃ います。 何 か、 私達と 共謀した と 

いふ やうな 誤解 をう けられて、 宮城 女擧校 をお やめに なった と 承って 居ります」 

「さう か —— 」 

透 谷 は それで、 事件の あらまし がわ かり、 この 人達に 對 する 敬意 を 新たに する 思 ひがした。 殊に 齋 

藤 冬に 對 して は、 今日の 答 辯ぶ りから いっても * 頭腦 のい い、 度胸の ある、 正義感の つよい 女性で あ 

ると とが はっきり わかった。 分析 も 鋭く 雄 辯 家で もあった。 美那 子に も、 富 井に もなかった 新ら しい 


性 挤の發 見が そこに あり、 敎へ 子と いふより は、 寧ろ！ $i 力 者の 親し さが 感じられる のであった。 

お 冬た ちの 持って ゐる 日本 敎育 論に 對 しても、 透 谷 は 同感であった。 外 國文擧 に 接すれば 接する 程 r 

日本の， 認識が 大事で ある こと は、 このごろ. 透 谷の しきりに 思 ふ 所で あり、 現に 新雜 誌の 創刊 號 のた 

めに、 富獄の 精神 を 論ずる 一 種の 日本 論 を 起草し つ 、ある 際で もあった。 

「僕 は 君達が、 日本の 婦人と して、 ミッション スク I ルの 現狀に 反省 を 促し- 犠牲の 行動 をと つた 思 

想に 敬意 を 表する」 

と、 彼 はお 冬の 答 辯に、 つよく 結論 をつ ける やうな 調子で 云った。 

さすがに、 頰を 紅め て. 一 几 奮した お 冬 は そのと き 着座した。 そして、 ジッ と、 透 谷の 顏を 見つめた。 

透 谷 は テキスト を あけて、 講義 を はじめた？ しかし. お 冬の 目 は、 いつまでも 透 谷の 額に そ、 がれて 

ゐた。 

六 

この 齋藤 冬の ことに ついては、 彼女の 後輩で あり、 その 指導に よって 動かされた 相馬黑 光さん の 語 

る處を 聞く ほか はない。 黑 光さん は 次の やうに 云って ゐる。 

「お 冬さん は、 英語 舉者 では 知らぬ 人 もない、 あの 齋藤 秀三郞 さんの 令妹で、 お 家 は 仙 事 ：- 伊達 藩の 
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士族。 恰度、 私の 父と お 冬さん のお 父さんと は、 藩の 同僚と いふ 關 係で ございました。 

當時、 齋藤 家に は 二 男 二 女あって、 いづれ も 秀才、 長男の 秀三郞 さん は あの 通りの 立派な もの、 次 

ぎがお 冬さん、 弟さん もなかく すぐれて ゐて、 大いに 前途 を囑 望され てゐ ましたが、 惜しい ことに、 

AJ の 人 は 熊 本の 高等 舉校 在舉 中に、 その 地で 病死し ました。 

秀三郞 さんの 語 學の才 はお 父さんの 代から 旣に 根ざされ たもので、 明治と いっても. まだ ほんとう 

に はじめの 頃、 仙臺で 英語 を 知つ. てゐ たの は、 男で は齋 藤さん、 女で は 私の 叔母の 星艷 (のちに 佐々 

木璺壽 ) この 二人 だけであった とい ふこと です。 私が 子供の 頃に も、 東京で 勉强 中の 秀三郞 さんから、 

お 家へ 來る 手紙 は、 みんな 英語で、 それ をお 父さんが， 辭書を 引き 引き 讀んで をら れる とい ふこと を、 

よく 聞いた もので ございます。 何だか 不自由な やうな 話です が、 如何にも 語學の 天才の 生れる 家ら し 

いところ が あり、 お 冬さん にも， たしかに この 血 は 通つ でゐ ました C 

天才 的な 秀三郞 さんに は、 なか/ \ 奇拔 なと ころが あり、 吉原通 ひの 結果、 或る 問題 を 起して、 帝 

大 を退擧 になった のな ども その 逸話の 一 つです が、 これ も當 時の 青年の 一面 を 語る もので、 今から 見 

れば、 放^とし か考 へられない 行 ひも 所謂 浩然の 氣を養 ふとい ふところでし たか。 

大舉 は退學 になっても * 實カを もって- ぐん/.、 世に あら はれ、 遂に 大を 成す。 かう いふ 氣魄 は、 

ちょっと 今の 世に 見られぬ もの、 叉、 解され ぬ ものであります。 


お 冬さん が、 恐らく 日本で 最初の 擧校 ストライキの 主謀者と して 追放され たの も、 事の 性質 こそ 違 

へ、 やはり この 兄の， 妹ら しい 激し さに よる もので、 明晰な 頭腦、 確固と した 信念、 そして 何處 かに 自 

由 人らしい 毅然と した ものが あった こと は、 實に 私の 11 に、 鮮 かな 印象 をの こして 居ります」 

と、 齋藤 冬に ついて 語る 黑 光さん の 文章で ある" 校長 ミス • ブル ボ ー に Go  away! と 叫ばれて、 

あくまで 冷靜 に、 講堂 を 去って いった 冬た ちの 自信に 滿 ちた 態度が、 勢！ として あら はれて くる。 

黑 光さん は、 尙 う、、 けて 曰く 「お 冬さん を 表現す るのに * 最も 適切な 言葉 は 『指導者』 —— ほんと 

うに、 お 冬さん は、 其顷、 仙臺に 於け る 知識 的な 若い 女性， 向上心に 燃える 少女 達の 唯一 の 指導者で 

ございました。 

東北の 种 様と いはれ た 押 川 門下で、 男子 を 代表す るの が 島 貢さん。 女性 を 代表す るの が、 お 冬さん 

とい ふ 有様で、 實に 魅力の あった ものです。 聲の 美しい 人で、 日曜 學校 では オルガン を彈 き、 讚美歌 

を敎 へて ゐ ました。 

さう いふお 冬さん が、 明治 女 擧 校に 入った の は、 實に 花の 苗が、 土の 淺ぃ、 養分の ない、 そして 四 

方に 限られた 温床から、 廣ぃ 花壇に 出された やうな もので、 忽. ち、 非常な 發育 をと げた こと は、 もう 

何 を 聞かないでも. 私共に はよ く 想像され るので ぁリ ました」 と。 

黑 光さん の 響への 通り、 お 冬の 宮城 女學 校から 堪能であった 英語の 力 は、 明治 女學 校に 轉 ずるに 及 
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んで、 更に 素晴らしい 成績 を 示した のであった。 語舉 そのもの として は、 無論、 ミツ シ ョ ンの敎 育の 

方が 本格的で ある。 ミッションから 明治 女學 校に 入った もの は、 誰でも、 英語の 力 はす ぐれて ゐた。 

しかし、 こ \ にに ミッション にない 別の 分野が ひらけて ゐた。 お 冬た ち も、 ミッションで 得た 語學の 

力 を 更に 縦横に ふるって、 新ら しい 收獲 をす る チャンスが、 こ \ に は 十分 備 へられ、 お 冬た ちの 希望 

し、 愤 憶した いろいろの 夢に、 手のと 1^ く 思 ひがす るの だった。 

「宮城 女學 校で は、 語學 としての 英語の 力 はっき ましたが、 敎科 書に 制限が あって、 どんなに 讀 みた 

くても、 せいぜい 歷 史的な もの、 範圍を 出ない のでした が、 明治 女舉 校の 舉 問の 仕様 は- 最初から さ 

うい ふ埒を 越えて ゐて、 實に 豊潤な 文藝の 野が 展 けて ゐ ました。 

そして 先生 はみ な 二十代の 若さで、 淸 純で、 嚴肅に 人生 を 凝視 するとい ふしつ かりした 人物が 揃つ 

てゐ るので したから * 敎 へる ものと、 敎 へられる ものと が、 ぴったりして ゐて、 その 間に 自 から 问を 

擧 ぶかと いふ 目標が 定まる。 舉 問と 人との 間に、 些の 間隙 もない のでした。 

ほんとうに； J  、では、 一行の 文字 も 空疎な もの はなく、 一つの 言葉 も 心に 遠い もの はたい とい ふ 風 

で、 これまでお 冬さん の內 部に 閉ぢ こめられて ゐ た文藝 的な 素質が ぐん/ \ 引出され、 すると 眞の持 

前と もい ふ 可き 緊張で"、 行動 一切が 文藝 的と なり、 さう してお 冬さん が 最も 傾倒した のが、 北 村 透 谷 

であった のです」 


- さう、 黑 光さん はいふ。 特に 黑 光さん の レ ンズを 通して、 こ 、まで， 齋藤 冬の 人となり、 を說明 

して 来たの は、 實に透 谷に 傾倒した 明治 女擧 校の 若い 女性た ちの 中で、 最も 代表的な 存在と して， 自 

他 共に ゆるして ゐ たのが、 この 齋藤 冬であった からで ある。 卽ち藤 村に 於け る 佐藤輔 子、 透 谷に 於け 

る 齋藤冬 は、 あきらかに 一 種の コ ン トラストであった 前者が 抒情 的な 大きな 眼 を もった 色白の 美人 

で、 しかし 極く 穩 健な、 尊 常す ぎる 程 尋常な 女性だった のに 引き かへ、 冬 は どこまでも 冴えた 頭腦と 

理 智に秀 いでた 婦人であった。 藤 村と 透 谷の 對此 は、 その ま 、その 婦人た ちの 性格の 上に、 投影され 

てゐる 感じであった。 
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^ 八 章- 


明治 二十 五 年 もやう やく 終らう として ゐる 頃、 透 谷 は 三つの 雜 誌の 註文 を 引きう けて、 f. 吟 して ゐ 

た。 一 つ は、 前記した 國 民の 友からの 小說 依頼で あり、 他の 二つ は、 文 舉界と 女學雜 誌への 評論で あ 

る。 その他 まだ 關 係の 切れない 「平和」 へ も、 いくつかの H ッセィ を 書かなければ ならな か. つた。 

やっと 書き上げ たの は、 國 民の 友の 小說 だった。 しかし、 讀 みかへ して 見る と、 どうも 不滿 である。 

題 も 二日 程 苦しんだ 擧句 「宿 魂 鏡」 とつけ た。 

「どうも 面白くない。 破いて しま はう か」 

彼 は 煩悶して、 妻に 訴 へた。 それから、 藤 村に 手紙 を 書き、 非常に 不出來 だから、 やめようと 思つ 

たが、 一 且 引受けた 以上、 雜 誌の 方で は、 あてに して 待って ゐる とい ふから、 自分の 名 を 汚さぬ ため 

に、 透 谷の 透の-字 を 桃と いふ 字に かへ て發 表しようと 思 ふと 書いて 達った。 ー膨村 も、 「宿 魂 鏡」 につい 

て は、 


「あの 作 は 透 谷 君 も 得意の 作で は、 無論なかった と 思 ふが、 でも 私に は、 その 病的な 方面が 窺 はれる 

かと 思 ふ」 

といって ゐる。 病的と い へば、 この頃から、 少 しづ 、、 透 谷の 健康に は 異常が 起り つ 、あつたので 

はなから うか。 藤 村が 「後の 新片 町より」 の 中で、 透 谷 を 語って ゐる 言葉に も. その 頃から >  透 谷 は、 

や、 も すれば、 身體を 横にしたがった とい ふ。 文 擧界の 相談で、 皆が あつまって ゐる 時で も、 すぐ、 

ゴ &リ と、 横にな つたり、 何 か 身 體をさ 、 へ る ものが 欲しい とい ふ 様子 をした の は. あながち. 透 谷 

の 習癖ば かりではなかった ので あらう。 

同じ 時， 女舉雜 誌に 發 表した 「罪と 罰の 殺人罪」 とい ふ 論文に も、 さう した 病的な 感じが、 句って. 

ゐ るの を 否めない。 しかし、 これらの 脫稿 後、 勇 を 鼓して 執筆した 「富 嶽の詩 神 を 思 ふ」 とい ふ 論文 

は、 彼の 多くの 論文の 中で も、 力の こもった 佳作であった。 それが、 文擧界 創刊 號を 飾った こと は、 

新雜 誌の 發足 のために、 どんなに 大きい、 貢獻 であった かはい ふまで もない。 

これより さき、 新雜 誌の 創刊 準備 は、 着々 としてす \ められ たが、 肝腎の 原稿 は、 なか/ \ 集って 

來 なかった。 

編 料 責任者 星 野 IK 知 は、 不安な 氣 持ち をまぬ がれなかった。 藤 村 は、 すでに！！々 として、 放浪の 旅 

二 九 一 


一 

二 九 二 

に 上り、 透 谷 は、 あくまで 同人 を肯 じず して、 客員、 寄稿 家た るの 距離 を以 つて せんとす る。 僅かに 

相談 相手 は、 平 田 禿 木 一 人であった。 その 禿 木の 原稿が なかく 進まない。 

第一 、 まだ 雑誌の 名前 もき まって ゐ なかった。 仕方がな いので、 天 知の 一 存 ではあった が 、「女 舉雜 

誌の 文 學界」 とい ふ 長ったら しい 題に して 見た。 そして 近 协の秃 木のと ころに 行って. 之 を 見せた。 

未ル木 も、 

「好から う」  . 

とい ふので、 とりあへ ず、 それにして、 天 知 は 出版 届 を 書いた。 しかし、 いざ、 表紙の 装 傾 をす る 

段に なって 「女 舉雜 誌」 は 小さい 字で 書き 「文 擧界」 の 方 を、 大きい 標題に した。 しかし， これ は 同 

人間に 評判が わるく、 結局 「女 學雜 誌」 の 肩書 は、 第三 號 から 削除され て、 爾來 「文 舉界」 の 一 枚 看 

板と なった ものである。 印刷所 は秀英 社に たのんだ。 そのうち 禿 木の 『兼 好 法師』 が 締切 月 をす ぎて 

やう やく 届いた。 天 知も考 へる 暇な く、 一夜 づ くりで 「阿佛尼」 を 書いて 穴 を 埋め やっと 月末に 辛う 

じて 第一 號を 出す ことが 出來 た。 W 來、 文擧界 は、 三十 ョ發 行と いふ ことにな つた。 創刊 號は、 四 六 

倍 判四ト 頁， 初版 千 五百部 忽ちに 賫 切れと なりす ぐ 再版 一 千 部 を 出す と、 また 資 切れ、 第三 版 はどう 

しょうかと いふ ことだった が、 これ は手控 へる ことにした。 とにかく、 編 料 者と して は 大成功 を かち 

得た わけ だ。 1K 知の 「文 擧界 雜誌顚 末」 とい ふ 一 文に、 當 時の 狀況 が、 次の やうに 囘 想され てゐ る。 


て、 編輯た る^ は、 斯う 考 へた。 初め 同人 (天 知、 禿 木、 藤 村、 秋 骨) 共同の 責任と いふ 相談で 

取 極めた が、 出費 も 印刷 も 販寶も 編輯 も， 皆 自分の 負擔 だから • 先づ 編輯の 方針 も豫め 極-わて おかう。 

編 韓人 に は 素より 撰 擇の權 は ある。 其に は 誰の 文で も、 努力と 熱 力の ある 文 をなる ベく 卷 頭に 置かう。 

同人 外の もので も、 さう しょう。 他から 此の 雜誌を 見る と >  誰が 主幹 だか 見分けが つかない かも 知れ 

ない が、 其が 平等で、 生彩が あって 好い と 思った。 

其 頃、 各 書店 は、 皆 原稿料 を拂ひ 出して ゐ たが、 同人た ち は、 はじめの うち は 原稿料と いって は受 

けて ゐ ない。 文 舉界も 二月 號ま では 女 學雜誌 社の 營 業で、 私は會 計の 事 は 知らなかった が、 三號 から 

は、 私が 出版す る 亡と となって、 出費 一切 あきらか となった。 

原稿料 は 折々 提供す るば かりだが、 隨分 原稿 は 集った。 若い 氣銳 の意氣 で、 褐載を 仰望し 入社 を 申 

込む 人 も 多かった。 其 頃、 硯友社 同人に は、 中々 通人 もゐ て、 相應に 洒落者 もゐる やうだった が、 こ 

ちら は 極めて 眞 面目な、 地味な 熱血 家の 連中で、 折々 催す 小宴で も、 三 四 杯の 猪口で 陶然と 十る 仲間 

で、 せいぜい 警句の やりとり 位で、 唄 一 つうた ふ 者 もない 無粹な ものだった。 透 谷 は 一度 も來會 しな 

かった から 知らないが、 あと は 皆、 斯うい ふ 風であった。 

文擧 界を擧 校と すれば、 擧監は 禿 木、 藤 村が 主 座 敎師、 透 谷が 囑託 講師で、 私が 校長 兼會 計、 夕 軒 

が 庶務と いふ 所 だ」 
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といって ゐる 通り、 透 谷の 「文 挙界」 に 於け る 地位 は、 決して、 世評の やうな- 華々 しい 頭領： W で 

はなかった。 頭領 はあくまで 星 野天 知で あり、 透 谷 は 客員であった。 しかし. 客員に しろ、 囑託 にし 

ろ、 仕事の 上で は、 斷然、 透 谷が 一 人 役者であった。 創刊 號の 「富 嶽の詩 神 を 思 ふ」 以來 * 彼の 「文 

擧界」 に 一お 表した 作品 は、 事實上 「文 舉界」 の 表看板であった。 後世の 人が 見て 「文 舉界」 のリ— ダ 

は >  透 谷であった かの やうに 考へ るの も 無理 はない。 

しかし、 實際 は、 星 野 夭 知の 記す 如く、 透 谷 は、 雜 誌の 編輯に 關 して、 何の 關心も 示して は 居らな 

いのであった。 彼 はあくまで、 作家と して、 寄稿 家と して、 活動した にと どまる。 彼 は、 文擧 者が、 

戮獨に 徹すれば 徹する 程、 大衆の 胸に 通ず ると いふ、 逆說を 確信して ゐ たので ある。 その 意味で、 彼 

は、 硯友社 同人の 結成 を輕薄 才子の 集りと 罵り、 文 擧界の 小宴に も、 めったに 顏を 見せない 氣六ケ し 

やで あつたの だ。 作家の 生命 は， 作品に ある。 編輯の 權カゃ • 結社のへ ゲモ 二 ー や、 交際の 上手に、 

あるので は 決してな いこと を- 彼 は 重々 承知して ゐた。 しかし、 それが、 1K 知 や 禿 木に とって 何とな 

レ， 透 谷 一 人が、 お 高く とまって ゐる やうに 見え、 雜 誌の 氣勢を 揃へ る 上に、 今一 つ 物足りない 感じ 

の す る の を . 否む こと は出來 たか つたと 見える。 

さう かとい つて、 今更、 透 谷 を 除く わけに もい かない。 同人 會には 出席し なくても、 透 谷の 書く も 

の は、 文舉界 同人の 水準 を はるかに 拔 いて. いつも 嘖々 たる 好評 を 博す るので あって 見れば 3 多少の 


異端 は 我慢しても、 やは^ 透 谷 を 大事に しなければ ならない —— 少 くも 天 知 はさう 觀 念して、 結局、 

自分 は、 緣の 下の 力持ちになる の だと、 腹 をき めて か、 つた。 

この それぞれの 特徵を 活かした 同人 間の コ ン ビネ I シ ョ ンが、 つまり は 「文 舉界」 が、 豫期 以上の 

仕事 をな し 得た、 最大 原因で あつたに 違 ひない。 透 谷 も 頑固だった が、 1K 知 も、 なみなみならぬ 忍耐 

力が あつたの であった。 

「方今， 文學雜 誌の 類 名 ある もの 少 からず、 而も 文擧の 域、 漠々 として 際み なく、 徒に 諸氏の み勞 せ. 

しむべからず、 吾曹の 任務 尙盡 さざる もの ある を 信ず。 本社 さきに 發 兌の 雜誌を 分ち て， 白 表 赤 表の 

ニ卷 とし， 一 は 益々 政治 社會 時文と 關係を 厚 ふし 一 は 愈々 實 際の 埭に 進みて 家庭に 友た らんこと を 期 

せり。 而 して 今や 擧界の 友に 向って は、 此 「文 舉界」 なる 冊子 を發 し、 社員 社友の 斯道に 志 ある 者， 

相 集りて 互に 其の 得た 所、 思 ふ 所 を 述べ、 我好讀 者と 共に、 幽味得 も 言 ふ 可から ざる 文界 に道遙 し. 

併せて 志 篤く、 便り 少き 人れ ために、 好 修養 場と なり、 指導者と なり、 叉 人 々がー 場に 會 して. 近 を 

語り 想 を 練り、 文 を 研く のた よりと なり、 以て 他日の 大成 を 待たん とする ものな り。 (以下 略)」 

以上 は 「文 舉界」 創刊 號に 於け る r 發行 緒言」 の 一部で ある。 叉、 その後に 附記して、 執筆者 グル 

二 九 五 


.  二 九 六 

1 ブを 紹介し。 

「〇 本誌の ために、 特に カを盡 さんと せらる る 諸君、 大略 左の 如し。 

• 若松賤 子、 三 宅 花園、 樋 口 一  葉の 諸 名 緩 は、 袂を 連ねて、 淸婉 優雅なる 作に 筆 を 染め， . 

• 大和 田建樹 氏、 井上通泰 氏 等 は、 釋義歌 話 等に カを盡 され 

• 紫苑 山人. 古藤 主 庵 等 は、 時々 詩歌 ドラ マ 等 を吟じ 

• 其 他>  透 谷 子、 天 知 子、 棲 月 子、 秀木 子， 女擧 子、 叉 各 筆硯を 新たに し， 時事 文舉 評論 批評、 

文學 論說， 史談 >  飜譯 等に 勉 めんと す」 

と、 各 執筆者の 役割 を、 それぞれ M 明した ものであった。 尙 「文 擧界 記傳」 なる 書の 調査す る處に 

よれば これらの メンバ ー の、 本名、 ペンネ ー ム、 及、 明治 二十 六 年に 於け る 年齢 等 は 次の 如くで ある 


星 野 愼之輔 (天 知 . 夭 爲 居士  • 蓮花坊 • 破蓮坊 等)  三十 一 一歳 

平 田 喜 一 (禿 木 • 管 孤 洞 主. 無名氏)  二十歳 

戶川明 三 (秋 骨 • 棲 月 .鷗 水)  二十 三 歳 

島 崎春樹 (藤 村 • 古藤 庵 • 無聲 . 藤 生 等)  二十 二 歳 

戶川 安宅 (殘 花)  .  三十 八 歳 

馬場 勝彌 (孤蝶)  二十 四 歳 


上田 敏 (柳 村. あやめ)  十九 歳 

北 村 門太郞 (透 谷 • 脫蝶子 • 蟬羽 . 電影 等)  二十 六歲 

大野 豐太 (洒 竹)  .  二十 一歳 

星 野 男三郞 (夕 軒. 夕 影)  . 二十 五歲 

三 宅 龍 子 (花 圃) ■  二十 六歲 

極 口 夏 子 (一葉)  二十 一歳 


また、 創刊 號の 主なる 目次 を揭 ぐれば、 

〇 琵琶 法師 (悲曲) 古藤 庵 

〇 吉田兼 好  秀 木 

〇 阿佛尼  1K 知 子 

〇 文章の 道  巖本善 治 

〇 富 嶽の詩 神 を 思 ふ  北 村 透 谷 

〇 漫 語  無 磬 
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(附錄 ) 

〇 女 家 仙 歌集  大和 田建樹 

〇 翁 好 法師 家集 

〇 阿佛^ 母の 文」 

等であった。 前記した る 如く、 初版 千 五百部 は、 すぐ 羽が 生えた やうに 賣 切れた。 再版 千 部 も， ま 

た、 くう ちだった。 無論、 明治 女擧 校の 若い ファンた ち も、 先を爭 つて 之 を 買 ひもとめ た。， 11 もう 

視友 社で も あるまい、 紅葉 露 伴で も あるまい、 江戶戲 作文 學 でも あるまい と、 模索して ゐた 新ら しい 

時代の 若い 人達 >  それで ゐて、 古藤 庵 ゃ脫蟬 子が、 「女 學雜 誌」 のせまい 夭 地に、 跼 跨して ゐ るの を- 

何となく > 物 足りず 思って ゐた 連中が 「文 擧界」 の 創刊 を. まるで、 天來の 福音の やうに、 初めて 日 

本に あら はれた、 文學 精神の 獨立 として、 歡迎 したの は 無理 もなかった。 こ、 にこ そ 時代の 新ら しい 

行く手が ある —— 彼等 はさう 信じた。 そして、 蟻の 甘き につく 如き 勢 ひで 「文 舉界」 に 傾倒した。 讀 

んで 見て、 やはり 何とい つても- 彼ら をう つたの は 透 谷の 一 文で^った。 世評 はい やが 上に も 彼の 前 

に 集らざる を 得なかった。 

「富 嶽の詩 神 を 思 ふ」 は、 短い 隨筆 では あつたが • 透 谷の とぎすました 奔放な 熱情 は、 今が 露 盛りと 

見える のだった。 


「填 墓， 何の 權か ある。 宇內 を睥晚 し、 日月 を叱陀 せし 古來の 英雄、 何す れぞ坡 墓の 前に 弱 鬼の 如 

くなる。  ， 

鳴呼坡 墓、 汝の 冷々 たる 舌， 汝の 常に 餓ゑ たる 口、 何者 を か *J まざらん >  何物 を か まざらん、 

而 して 墳墓よ。 汝も亦 遂に 空々 漠々 たり。 水流 滔々 として 洋 海に 赴け ど， 洋海は 終に 溢れて、 大地 

を 包まず、 冉々 として 行暮 する 人世. 遂に 新なる を 知らず， 又、 故なる を 知らず」 

と、 彼 は 叫んだ。 また， 

「白雲、 黑雲、 積雪、 潰 雪- 閃電、 猛 雷- 是 等の もの を 用役し， 使 僕し、 制御して、 而 して、 恆久 

不變に 威靈を 保つ もの、 富嶽 よ。 夫れ、 汝か。 渡る 日の 影 も隱ろ ひ、 照る 月の 光 も 見えず。 晝は晝 

の 威 を 示し- 夜 は 夜の 威 を 示す。 富 嶽ょ汝 こそ 不朽 不死に ちかき もの か。 (中略)  一 

盡 きず、 朽ちざる 詩 神、 風に 乘り 雲に 御して、 東西 を飄 遊し 玉 ヘリ、 富嶽駿 河の 國に堀 起せ，, -と 

いふ 朝， 彼 は 幾 億 萬 里の 天涯より、. その 山嶺に 急げり。 而 して 富嶽の 威容 を 愛する が 故に. その 殿 

居に 駐 まり 棲みて、 遂に 復た 去らず。 是 より 風流の 道 大いに 開け、 人 麿、 赤 人より 降って、 西行芭 

蕉の徒 • この 詩 神と 逍遙す るが ために， 富 嶽の周 邊を往 反して. 形な く 像な き 記念碑 を 空中に 構設 

しはじめたり。 詩 神 去らず- この 國 なほ 愛すべし。 詩 神 去らず、 人間な ほ 味 あり」 

と. 道破した。 思想 も 文章 も、 今より すれば 甚だ 口 マ ン チックな もので は あるが、 當時、 低文挙 
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の 俗流， 地を掩 ふの 感 あるとき、 この 透 谷の 論調 は、 恰も 爽缀 たる 夭 籍の聲 であった ので ある。 

と问 時に、 明治 文 舉者數 多し と雖 も、 彼 ほどに、 素直な 凝視と 直 觀を以 つて、 その 論調、 論 1$ に、 

がっちり、 曰 本論 を 把握して 讓ら なかった 文擧 者が ある だら うか。 「富 嶽の詩 神 を 恩 ふ」 の 一 編 は. 

たしかに、 當 時の 文 界を錄 動し うる 好 箇の曰 本論た る を 失はなかった。 

「先生。 北 村 先生。 今、 文 擧界の 創刊 號を 請んで ゐる ところです。 先生の 論文： 無論、 ィの 一番に 

讀 みました。 讀 んでゐ るう ちに、 冗 奮して、 頰が 熱くな りました。 素晴らしい 傑作です わ。 二度で 

も 三度で も、 何度 讀ん でも 素敵です わ。 

先生、 北 村 先生。 でも、 とうく、 かう して 先生と お別れして しまって、 もう、 私に は、 何の 希望 

ももて ません。 生きて ゐ ると いふ だけの、 屍の やう， な絕 望の 毎日で ございます。 先生。 病氣は 大分 I 

進行して 參 りました。 それが- 手に とる やうに 自分に も わかります。 恐らく、  二度、 都の 土 を 踏む 

こと は、 かな ひますまい。 私 は、 あきらめて 居ります。 …… 」  、 

山に ゐる、 病める 女 友からの 手紙が 來た。 透 谷 は、 近いうちに 是非 一度、 この 友達 を 慰めに 山へ、 

逢 ひに 行かなければ ならな いと 思った。 しかし、 明治 女舉 校に 出る やうに なつてから は、 仕事が 規則 


的に なって ゐ るので， なかなか 思 ふやうな 暇が 得られない のであった" 

その 頃の 或る日、 敎窒へ 入らう とすると、 廊下の 角に、 齋藤 冬が 立って ゐた。 

「先生、 お 願 ひが あるんで ございます けれど」 と、 彼女 は 低い、 カづ よい 聲で いった。 

「何 だ」 

「いつぞや お話した、 宮城 女 ijf 校の 小此木 先生です けれど >  向う をお 罷め になって、 あと、 まだ、 何 

虚 にもお 勤めな すって ゐ らっしゃらな いとい ふこと なんで、 もし、 お 願 ひ 出來れ ば、 明治 女擧 校へ 就 

職したい の だって、 私の 姪のお 幸のと ころへ 先だって、 お 話が あつたって 申します の」 

「あ、、 小此木 先生 か.^ そり ゃァ 一 つ 校長さん に 話して おき ませう」 

と. 透 谷 は. .1^ 分 も その 事 は內々 考慮して ゐ たこと であった。 

「姪のお 幸 も、 来年 は つちへ、 御 厄介になる つもり だとい つて 參 りました」 

冬 はさう いって、 恭しく 頭 を 下げた C 

敎窒へ 入る と、 こんど は、 小 平 小雪が 立 上って、 

「先生， 今日はお 講義の 代りに、 ドスト H フ スキ I のお 話 をして 下さい」 

と、 いひ 出した。 內田 不知 庵の 「罪と 罰」 の 批評 を、 その 月の 女學雜 誌に 書いた のが、 クラスの 中 

で , 問題に た つて ゐ るの だとい ふ —— 。 
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「では、 皆さん は、 罪と 罰を讀 んでゐ るので すか >  讀んで ゐる人 は、 手 を あげなさい」 

と、 透 谷 はいった、 クラスの 半分 程が 勢よ く 手 を あげた。 

「讀ん でる 人 も あれば、 讀 んでゐ ない 人 も ある。 話 をす ると すれば、 皆が 讀ん でゐた 方が いい。 ラス 

コル ニコ フ について 話しても それが どうい ふ 人間で、 どうい ふこと をし たかを、 皆が 一 應 知って 、貰 

はない と 困る。 この 次の 時間までに、 準備して きて 貰 ふこと にしよう —— それから、 依田 學海 先生の、 

罪と 罰 の 批評 を讀ん でる 人 は あるか」 

さすがに 之 は 少なかった。 宮城 女學校 組の 三人が、 手 を あげたき りだつた。 

「これ も 一 種の 參考 になる。 ついでに、 讀ん でお いて くれた まへ —— 」 

さう いって、 透 谷 は 又、 いつもの テキスト を 取上げた。 小雪 や 冬た ち は、 あきらかに、 それが 不滿 

め 額であった。 

放課後、 小雪と 冬が、 敎員窒 まで 顔 を 出して、  • 

「北 村 先生。 先生 は あ、 仰 有る けれど、 皆 はこの 次 だって、 ドスト H フ スキ —なんか、 讀ん では 來ま 

せん わ.' あの人 達 は、 た！；^ 擧 校の 敎科書 さへ 勉强 して ゐれば それでい いと 思って ゐ るんだ し、 又、 そ 

れ 以上に、 手 をのば す元氣 もな いんです わ。 それな のに、 先生 は， いつも みんな、 みんなって 仰 有つ 

て、 先生の 一番す ぐれた 高級な ところ を、 私達に 與 へて は 下さらな いのです わ。 それで は、 私達 は 退 


屈して しま ひます わ」 

と、 冬が いった。 

「先生、 もっとも つと、 先生が、 文學界 にお 書きになる やうな よつ よい 熱情 を、 私達に も頒 けて 下さ 

い —— さう いふ 意味で 今日のお 時間に、 ドスト H フ スキ ー を 持ち出し たんです わ」 

と、 小雪が いった。 

「いや、 君達の いふ こと はよ くわ かる。 どんな 素晴らしい 傑作で も、 教科書と なれば 退屈な の だ。 し 

かし、 君た ちが、 クラスの ものと 調和 しないの は、 やつば り 僕に は 不都合 だと 思 はれる。 君た ちが、 

ほんと に クラスの みんなと 調和して ゐる とわかったら、 僕 は 斷然、 油の のった 講義 を やる。 さう なれ 

ば 僕 は、 お 冬さん や 小雪さん だけ 相手に して しゃべっても、 クラス 全體 がそれ に 反感 や 不平 を 持た な 

いやうな 熟 情 を 示す とも 出來 ると 思 ふ。 現在の 狀態 では、 君 たちだけ が、 變に ほかの 連中から 分裂 

して ゐ るので， 僕は實 にやり にくい の だ —— 」 

透 谷 はさう 答へ た。 二人 はジッ とうな だれて しばらく 沈默 した。 先づ、 冬が 頭 を 上げた。 

「先生、 わるう ございました。 明日から、 クラ ス の 調和に ついて、 一 所 懸命、 努力して 見ます。 きつ 

と、 出來 ると 思 ひます。 叉、 どうしても、 さう しなければ ならない と 思 ひます」 

「すみません —— 」 
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と、 小 平 小雪 も、 頭 を 下げた。  — 

1 一人が 敎員窒 を 出ようと する 時. 透 谷 は 思 ひ 出して いった。 

「あ、， さっきの 小此木 先生の こと だね。 晝 休みの 時、 校長さん に 話して おいた。 多分、 君達の 希望 

逋 りになる だら う」 

「まあ、 うれしい」 

「ありがたう ございます」 

1 一人 は 感動して 互に 手 を 取合 ひながら、 泪の あとの 靜 かな 微笑 を 見せた • 

/. 嶷本善 治の 「文章の 道」 を讀ん で、 俺 は 憤慨した。 あ. - いふ ものが 、「文 舉界」 に 載って はいけ な 

い。 目障り だから、 以來、 「文 舉界 J は 巖本善 治と 手を切って くれ、 女， 寧雜誌 社と はなれても. 「文 

擧界」 は、 十分に 成立って いける と 田 わ ふ」 

そんな 意味の 手紙が、 ,一 ^儿 木から 天 知へ 送られた。 

旅先き の 藤 村から も、 創刊 號の 出來 は上乘 だが 、「女 擧雜 誌の 文 擧界」 とい ふ 長ったら しい 肩書 は、 

どんな もの か。 出來る ことなら、 肩書 を 削って 欲しい。 これ は、 他の 同人 諸氏 も 恐らく 同感で はない 


かとい ふ 註文が 屈いた。 

厳 本 益： 治の 「文章の 道」 とい ふの は， 主として、 文章に 於け る 功利主義 を强 調した ものであった， - 

明治 女擧 校の 校長で あり、 女學雜 誌の 社長で ある 彼が、 その 文章論の 本質に、 功， 利 主義 を說 かう とす 

るの は、 止む を 得なかった が、 純 文 藝の旗 を 立てる 他の 同人 間に 惡 評だった こと も- 亦當然 である。 

しかし、 星 野天 知と 巖本善 治と は、 前々 から 深い 交涉を 持って ゐる。 天 知と 十れば 今、 同人の 言に 

和して、 直ちに 厳 本と 袂を 分つ こと は、 情に 於いて 忍びない ものが 多い の だ。 

天 知 は、 文 學界の 結成に ついては、 年齡は 若い が、 禿. に恃む 所が 一番 多かった。 その^^儿木から、 

抗議が 出た ので ある。 次に 信頼すべき 藤 村 は、 放浪の 旅に ゐる。 その上、 旅からの 消息で は、 彼 も 亦. 

秀 木と 同感 想に あるら しい。 そこで、 當然、 客員の 透 谷に 相談す るの が 順序で ある。 夭 知 も それ は 重 

重 知って ゐる。 しかし、 何となく、 それ を 禱 路 する 氣 持ちが， 天 知の 中に わ だか まって ゐ るの を 如何 

ともなし がたいの だ。 

何故で あらう。  * 

天 知に もよ く はわから ぬ。 わからぬ なりに、 どことなく、 煙った いやうな、 親しみ 憎い やうな * 一 

種の 雰圍氣 が ある。. i - しかし、 はじめ 天 知 を たづね て、 天 知 和 尙はゐ ます かと、 大聲を あげて 入つ 

て來 たの は 透 谷で あり、 その 夜、 二人 は、 一面 直ちに 十 年の 知已の 如く * 床 をなら ベて、 徹宵、 文擧. 
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を 論じた 間柄であった にも か、 はらず、 天 知と 透 谷の 間に は、 その後、 一種の 割り切れぬ ものが のこ- 

されて ゐ たので ある。  . 

「結局， 北 村 は 文 藥界に 於け る、 一種の 彗星 的 光芒で、 伎 星と して 期待 は 出来ない と 僕 は 見て ゐる」 

そんな こ-と を、 ひそかに 禿 木の 耳に 顿ぃ たこと もあった.。  ,  . 

「あいつ は、 無論 惡ぃ男 ぢゃァ ない。 いや、 むしろ、 善す ぎる くら ゐ 善い 男 だ。 純眞 そのもの かも 知 

れん。 しかし、， あれ ぢゃ ァ、 人に 誤解され てし まふね。 自分の いいと ころ を、 人に 傳へ ていく 方法 を 

知らん の だから」 

と、 禿 木 も 相槌 をう つた。 

「とにかく、 僕 は 北 村 を 認めて はゐ る。 あいつの 書く もの は、 光彩 を 放っとる。 しかし、 まだ， まだ 

苦勞が 足りん。 人間が 出來 とらん」 

「さう いふと ころ は、 實 にある」  • 

—— だから、 こんな 場合に も- 1K 知 はどう も、 透せ に 相談し にいく 氣に はならない。 それに、 若し 

そんな 弱い ところ を 見せる と、 透 谷が 何 を 云 ひ 出す か 知れた もので はない とい ふ氣 もした。 そんなら 

俺に、 編輯 權を 渡せ * ぐら ゐ のこと は、 いつい ひ 出す かわからない の だ。 そして 若し、 彼に、 編輯 檨 

を あたへ たら、 それ こそ どんな 雜誌を こしら へる か、 その 點の 安心 は 箱對に 許されない。 純眞 だから 


單 純で、 單純 だから 無鐵 砲で ある。 狂人に^ 物と いふ 譬 へが あるが、 どう 考 へても. 苦勞の 足りない 

感じが、 透 谷に 對 する 天 知た ちの 信頼 を 阻む のだった。 

しかし 1K 知 も- 編輯の 實權は 握って ゐる ものの、 雜 誌の 仕事が、 自分 だけで やって いける もので な 

いこと は、 重々 承知して ゐる。 雜誌 といっても、 女擧生 向きの  一 雜 誌と ちがって、 これ は 志 を 同じ 

くす る ものに よって 結成され た新銳 の文舉 運動で あり、 天下に 向って、 其の 存在 を 主張 せんとす る も 

ので ある 以上、 どうしても 足 並 を 揃へ ていかなければ ならぬ 必要が あった。 それに は、 創刊 號に r 士 a 

田 兼 好」 を 書いて 好評だった 充木 にしろ、 又、 藤 村に しろ、 天 知に は 大事な メン. バ —である。 親しみ 

にくい 透 谷で さへ、 雜 誌の 客観性 を强 くす るた めに は 失 ふことの 出來ぬ 仲間で ある。 

さう 考へ ると、 同人 問に 起った 反 厳 本 善 治 熟 を、 姑息な 手段で 彌 縫して おく こと は、 必ずしも 「文 

擧界」 百年の 計を樹 つる 上に 得策と はいへ ない。 且つ はこの 際、 田 5^ ひ 切って、 女 擧雜誌 社から はなれ 

て、 自分の 手に よって 「文 舉界」 が獨 立す る こと は、 世間の 氣 受けから いっても、 きっと 喜ばれる こ 

とだら う。 何 か、 若々 しい 勇氣と 潔癖が 感じられる こと だら う。 同人の 不滿も 解消し、 世評 も 好し と 

ならば、 一石二鳥と いふべき で これ を ー氣に 決行す るに 如く はない。 

更に、 ^vれにょって、 名實 共に、 文 舉界の 編輯 責任者が、 天 知 その 人と ならざる を 得な いのも、 亦 

些か 得意で ある。 
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さう 思 ふと、 天 知 は 多少の 冒險、 經濟 上の 危惧 をお かしても、 この 際 、「文 學界」 の獨 立を圖 らうと 

いふ 決心が、 やう やく- つよく 高まって 來た。 

そこで、 彼は單 身、 明治 女舉 校に 巖本善 治 を 訪れた。 例の 應接窒 兼 敎員窒 の 卓子 を はさんで、 彼 は 

口 を 切った。 

「今日は 君に、 云 ひ 憎い こと をい ひに 來 たの だ。 その代り， すべて 率直に いふから、 聞いて くれ」 

厳 本 善 治 は、 泰然と して 默 つて、 天 知の 顔 を 見て ゐる。 

r 實は、 君が、 文 學界に 書いた 「文章の 道」 とい ふ 論文が、 同人 間で 問題に なった の だ」 

r ホ ホウ」 

「君の、 文章 上の 功利主義が、 氣に 入らん とい ふの だ。 で、 かう いふ ことになると いふの も * 畢竟、 

君と 同人 問に、 見解の 相違が ある わけ だと， 僕 は 思 ふ。 ついては、 結論 をい そぐ やう だが、 三號 から 

女擧雜 誌の 肩書 を 削り、 君の 社から 離れて， 純粹の 同人雑誌 として、 獨 立して やって 見たい と E ぬ ふが 

ど うだらう か」 

と 天 知 は、 ずばず ばと いっての けた。 嚴本は 尙默々 として、 半眼 を閉ぢ ながら、 考 へて ゐ たが、 

r 问 人って、 誰が、 それ をい ふの か」 と 訊き かへ した。 


「誰と いふ わけで もない。 耍す るに、 みんな だ。 期せず して， 同人 間の 空氣 となった わけ だ」 

「 さう か。 では、 北 村 も か」 

「いや、 あれ は 知らん。 北 村 は 同人ではなくて、 客員 だから 雜 誌の 組織 上の ことに も、 經營 上の こと 

にも、 像 は 入れぬ とい ふ 約束な の だ。 彼 はた 乂、 原稿の 寄稿者に すぎない。 それ以上の 關係 は、 絕對 

にないの だ」  . . 

「僕 は 又、 彼が その 急先鋒 かと 思って をった よ」 

と、 巌本は 破顔一笑した。 こ 、にも- 透 谷の 理解 者に して、 誤解 者で ある 男が ゐた。 

「文章 上の 功利主義の 主張が、 何故 そんなに わるい か」 

厳 本 は キラ リと 光る 明眸 をつ よく 見 ひらいて、 反撃して 來た。 

「要するに、 文 蔡界の 同人 は、 物質 以外に、 髙 遠な 理想の 殿堂が 嚴存 して ゐる こと を、 文藝 によって. 

鼓舞しょう として ゐ るの だ」 

「それ はわ かる。 わかって ゐれば こそ、 僕 は 皆に 敬意 を呈 して ゐる。 しかし 僕の 所懐が 民 友 社の 功利 

主義と、 軌をー にす る もので ない こと は 皆 も 諒解して ゐ- るので はない か」 

「さう、 II それ はわ かって ゐる。 しかし、 民 友 社が、 當時、 最も 功利的な 論鋒で、 靑 年間に、 淺薄 

な 功名心 を 刺激して ゐ るの を、 同人 は 甚だ 面白から ずと 思って 居る。 君の 所說 とそれ とが、 功利主義 
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の 名に 於いて、 同一視 せられる 危險 がないで もない。 モれを 皆 は惧れ るの だ。 皆が 理解す るに しろ、 

世間が 何と 見る か。 「文 擧界」 は 口に、 純 文藝の 理想 を說 きながら、 結局、 巖 本の 功利的 文 藝觀の 走 

狗 とな つ てゐ るので はない か I さう 見られる こと は、 これから 気勢 を 上げよ. うとす る 同人に とって、 

一番 辛い ことなの だ」 

r  」  ， 

「そ こだよ。 厳 本 君。 わ か つ て くれる か」 

天 知 は、 思 はず 卓 をう つ. て、 熱心に 顔 そっき 出した。 巖本は 再び 眼 をと ぢて、 考 へこんだ。 しばら 

くして 彼 は 一 K つた。  . 

「よし。 僕 は 引かう。 成程、 同人 をして 正しく 世に立た せる に は、 もう * 僕の 存在が 背景になる こと 

は、 或は 不利 だ。 わかった よ 星 野 君。 心配 を かけた の は 十まなかった。 やってくれ、 すべて を 君に 一 

任す る。 僕 はむしろ、 雜 誌の 背景に ならず、 君 個人の 背景になる よ。 今後 は * 君の プライ ヴュト だ。 

ね、 それが いいだら う」 

「ありがたう、 巖本 君」  - 

と、 夭 知 は 椅子 を はなれて、 巌 本の 手 を 握った。 

「ほんと に、 君が こんなに、 あっさり、 同人の 苦衷 を 察して くれようと は 思 はたかった。 君 は 實に立 


派な 人 だ」 

と 夭 知は尙 くり か へ した。 

「いは、 く、 文 舉界の 生みの親 たる 君 だ。 もし 君に、 ^を まげられたら、 どうしょうと、 ほんと に、 今. 

日まで、 僕はォ チォチ 眠れない 位、 心配した のさ。 何しろ、 こんどの こと は、 いは、、、 正論 的 暴論な 

ん だから」 

「暴論で も 正論で も、 そんな こと は、 僕 は苦勞 しねいて ゐ るから、 大丈夫 さ」  • 

—— そのと き、 授業の 終る ベルが 鳴った。 やがて 教師 達が か へ つてく るので、 二人の 話 は そこで 社 

切れた。 

11 透 谷が 歸 つて 來た。 袂をチ ョ ー クの粉 だらけに して。 

「や ァ、 夭 知。 今日は 時間の ある 曰か」 

透 谷 は、 例の 調子で、 開け放し にいった。  - 

「いや. 一 寸、 授業の 打合せに 來た のさ。 もう 歸 らうと 思って た處 だ。 君 はま だか」 

「もう 一 一時間 ある」 

「そいつ は 御苦勞 だ」 

透 谷 は袂の チヨ I クを バタく 拂 つた。 敎員窒 の si 中 は、 迷惑 さう に 額 をし かめた。 
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「星 野 君、 それ ぢゃァ 叉」 

と、 巖本 は、 もう、 さっきから、 何もなかった やうな 顔 をして、 鷹揚に 敎員窒 を 出て いった。 

天 知 もやが て、 歸 つてい つた。 透 谷 は、 自分が 敎窒 にゐる 間に、 天 知と 巖 本の間に、 雜 誌に 關す to 

こんな 重要な 取引が 行 はれた などと いふ こと は、 たうて い 知る 由 もない ことであった。 

た 4-、 何となく、 「文 畢界」 創刊 以來、 自分と 友人 達との 間が、 水と 油の やうに なって くる 氣配 は、 

人間 は單 純と 批評され るに しろ、 神經 のこ まかい 透 谷の カンに、 微妙な ひ-くき を もたらさぬ 害 はない _ 

「何だか 變だ」 

さう 思 ひながら、 しかし、 それ を 徹底して 追求す る 興味 は、 彼に はたかった。 

五  ， 

「孤雲 野 鶴 を 見て、 別天地に 逍遙す る は 詩人の 至 快な り。 然れ ども、 苦 海 塵 境を脫 離して、 一身 を 挺 

出せん とする 人間の 道に あらず。 苦 海 塵 境に 淸凉 の氣 を、 輸び 入る、 にあら ざれば、 詩人 は 一 の 夭 職 

を帶 びざる 放蕩 漢 にして 終らん のみ」  -, 

齋藤冬 は、 聲を 出して、 透 谷の 文章 を讀 んでゐ た" 「女 雜 誌」 に 出た 「山 庵 雜誌」 の 第 七 節で あ 

る。  、 


敎窒に は 小雪 ゃ輔子 や、 五六 人の 寧 生が 殘 つて ゐた。  ■ 

「でもね、 北 村 先生 は、 少し、 別天地す ぎ やしたい かしら」 

と、 小雪が 口 を はさんだ。 

「それは定：^ばょ。 でも， 先生 は、 この 通り、 詩人の 天職と いふ もの を、 洞察して いらっしゃる ぢ やな 

いの。 苦 海 鹿 境に 淸凉 の氣を 運ばう、 と はっきり 仰 言つ てるのよ。 でも、 それに は、 別天地に 逍遙し 

たことの ない， 埃 まぶれ の 詩人に は、 苦 海 塵 境に 淸凉 の氣を もたらす こと は、 出来ない わ」 

と、 齋脇 冬が 應酬 した。 

「この間、 お 萬さん が 云って た わ。 星 野 先生 や 平 田 先生の 言を以 つて すれば、 透 谷 は 苦勞の 足りたい 

セル フィッシュな 天才です つて。 客觀 性がない のよ」  一 

と、 小雪が 更に 駁論した。  1 

「島 崎 先生の 方が、 謙 通で、 心の ふかい 所があります わ」 

と、 佐 一お 輔 子が 云った。 そり ゃァ あなた はさう でせ うよ、 と、 みんな は 揶揄が 口まで 出かけて、 し 

. かし、 ちょっと のまれた やうに 目と 目 を 合せて、 默 つて ゐた"  . , 

「さうよ。 北 村 先生の は、 人に 押しつけ るみたい なと ころがあって、 髙馒 といつ ちゃわる いけれ ど、 

つまり、 下手ね。 いい もの を 持って いらっしゃっても， それが、 ぴったり、 私達の 胸に 來な いところ 
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が あるの よ。 反撥した くなる やうな 感じになる のよ」 

と、 小雪が いよく 鋒 を 向ける ので、  . • 

「そんな ことない」 

と齋藤 冬 は、 赤くな つて、 

「ぢゃ ァ、， もう 一 っ讀む わ。 第 八 節よ。 11 他を議 せんとす る 時、 尤も 多く 己れ の 非 を 悟る。 頃者激 

する 所 ありて、 生來 甚だ 好まざる 駭擊の 文 を 草す。 草し 終. 9 で， 靜に內 省す るに、 人 を 難ず るの 筆 は、 

同じく 己れ を 難 ぜんとす るに 似たり、 是非 曲直、 輕々 に 刹 じ 難し。 如かず 修練 鍛 磨して、 叨 りに 他人 

の 非 を、 測らざる こと を つとむる に —— これで もま だ、 北 村 先生 は 高慢と いへ るで せう か」 

皆は默 つてし まった。 これ 以上い ふと、 齋藤冬 を 泣かして しま ふこと になる。 でな くと も、 彼女 は 

もうさつ きから 興奮して ゐて、 今にも 泪 がふき 出し さうな 顏 をして ゐ るの だ。 

ヂ ャ ラン • ヂャ ラ ン • ラン  . 

と、 鐘が 鳴り、 みんなが 校庭の 方から、 入って 來た。 

こんど は、 その 問題の、 北 村 先生の 授業で ある。  - 

- —— 透 谷 は、 そんな ことと は 知らないから、 いつもの 態度で 入って 來た。 珍しく、 首 まきをし たま 

まだ。 


「今日は、 風邪をひいて ゐる。 首 まきを 許して 貰 ひたい」 

と、 彼 はこと わって 、教壇に 上った。 

はじめ 暫く は、 テキスト によって、 英語の f8 である。 しかし、 そのうちに、 テキスト を はなれて、 

文舉 論が はじまる。 いつもの 習慣で ある。 

話. して ゐる うちに、 あつくな つて 來て、 折角の 首 まき は 取って しま ひたい 程 だが、 鼻の 方 はしき り 

と むづが ゆく、 さっきから、 何度も、 チン、 チンと、 ハンケ チで鼻 をかん でゐ る。 

話が 敎( してく ると、 彼 は 敎壇を 下りて しま ふ。 そして、 自ら * 絞 中の 一 番熟心 &聽き 手に 向って 話 

し 出す。 實 はこれ が、 クラスの 反撥 を 買って ゐる 所以だった が、 透 谷に はわから なかった。 一人と い 

ふの は、 いふまで もな く、 齋藤 冬の ことで ある。 

彼 はい ま、 孤獨 について 論じて ゐる。 彼 自身、 このごろ、 孤獨を 味って ゐる。 或はむ しろ、 ffi; 獨を 

愛して ゐる形 だ。 これ は 却って、 文 舉界を やり 出して-文 學 上の 同志と 交る； J とが 多くな つて、 一層、 

そんな 氣 持ちに 突きつ めて ゐる。 時には 持 前の ペシミズム も 額 を 出す。 しかし、 彼 は、 人間 を 愛して 

ゐる。 彼 は、 孤獨を 愛しつ、、 それが、 排他的な 意味の も. のでない こと を、 やはり- 强調 せずに はゐ 

られ ない。 

しかし， 彼の 孤高の 精神 は. や、 も すれば 排他的の ものに 兑られ 易い の だ。 彼 は その 誤解 を 知って 
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ゐる。 彼が 腹 を 立てる の は、 いつも その 誤解に 對 する. 云 ひやう のない 悲しみ からだ. - 

そのうちに、 とう/ \、 彼 は齋藤 冬の 机の すぐ 前に 立って しゃべり 出した。 これで はまる で、 透ハ介 

と齋藤 冬の 個人 敎授 を、 他の 生徒が 取りまい て 聞いて ゐ ると いふ 形 だ。 —— さう いふ 形 は、 美し さや 

誡實を 通り こして、 やはり 誤解され 易い。 

しきりに 鼻水が 出る。  . 

それでも、 まだ、 ハンカチで 拭いて ゐ るう ちはいい。 しま ひに は、 もう、 その 感覺も 忘れる 程に 執 ( 

して 來て、 ボタ ボタと、 水が 冬の 机の 上に 落ちる の だ、 ，—— みんな は それが 氣 になって、 折角の 熱 辯 

も、 さっきから 上の S なの だ。 齋藤冬 も 困って、 懷 から 紙 を 出して、 

「先生、 お 鼻」 

「あ、、 さう。 これ は. どうも」 

透 谷 は ハツと 氣が ついて、 鼻紙 を 受取る と、 いそいで、 鼻水 をお さへ た。 しかし、 又、 夢中になる 

と、 鼻水の 噴出 は 忘れて しま ふ。 

「先生， お 鼻」 

そのたび に、 齋藤冬 は、 紙 を 出した。 すると 皆はク スクス 笑った。 しかし、 そのうちに、 皆 も 透 谷 

の 熟に 惹き 入れられて、 もう、 その 紙の やりとり も、 笑へ ない ものに 思 ふので あった。 無論 齋藤冬 は、 


端然と して、 透 谷の 言葉に き、 入って ゐた。 いかに、 師の 鼻水が、 しぶきと なって、 自分の 髮ゃ 顔に 

ふりかかっても、 何 女 は 何の 辭色 も變 ずる ことがなかった。 た 時々、 懷 中の 紙 を 用意した だけで あ 

つた。 しま ひに は、 その 紙 を 受取る 方 も、 渡す 方 も、 すべて 以心 傳心、 殆ど， 無意識の 狀態 になって 

ゐた。 

しかし、 その 授業の あとで、 やはり クラスで は、 緊急動議が 持 上って ゐた。 ュめ、 いふ セクト 的な 授 

業 はやめて 貰 はう とい ふの だ。 小 平 小雪と 齋藤冬 は、 前囘 にも 書いた 通り、 宮城 女擧 校の ストライキ 

組の 堅い 同志であった のがい つの 間に か 二人の 間に は、 溝が 据 ゑら れてゐ たので ある。 

何故 だら うか。 小雪 も はじめの うち は、 冬と ともに、 透 谷 ファンの 一人であった こと は、 誰し もが 

認めて ゐた。 

二人 はいつ も 揃って、 透 谷の ま はり を取卷 いて ゐた。 そのうちに、 小雪 は、 透 谷の 側 を はなれて い 

つたので ある。 透 谷 を はなれる と 一 緒に、 仙 臺以來 の 盟友で ある 齋藤 冬との 間に も、 一 種の 暗流 を 生 

じて ゐた。 冬 は それが 何よりも 悲しく つてなら なかった。 女 同志で はあった が 一 生の 友情 を 契った つ 

もりで ゐた 小雪、 すべ ての 行動 を 共に して 來た 小雪が、 透 谷へ の 師事に あきたら ずして、 事毎に 反撥 

を 示す やうに なって 來 たこと は、 全く、 致命的な 煩悶であった。 

一二 一  七 
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しかし、 たと へいかに 小雪が 反目しても、 自分 も 亦、 その 故に、 透 谷への、 思慕、 敬愛 を 捨てる こ 

と は出來 なかった。 

「あれで は、 お 冬さん 以外の 生徒 は、 全く 無視され てし まって ゐ るんで す。 それで は學 校と いふ もの 

の、 本來の 趣旨に 副 はない。 あ \ いふ 教授法 を絕對 にやめ て 頂き ませう」 

と、 小雪 は 主張す る。 

「北 村 先生 は、 何と 辯 解な さらう と、 別天地 派です。 この クラスに あって さへ、 透 谷對ぉ 冬さん の刖 

天地 をお こしら へになる。 苦 海 塵 境なん て 仰 言る けれど、 それ は 全然、 わかって はいらつ しゃらない 

のです。 同じ クラスに ありながら、 お 冬さん だけが、 あ、 して 特別に 扱 はれて ゐ るの を、 我々 はた s^， 

見せつ けられて ゐる。 さう いふ 我々 の氣 持ちに 察しがなくて、 何の 苦 海 塵 境で せう。 私 は、 箭然、 北 

村 先生の 別天地 主義と 簡 ひます よ」 

さう 叫ぶ やうに いふ 小雪の 言葉 を、 冬 は 一 人、 斷 罪される やうな 深い 惱 みの 中で 聞いて ゐる。 嘗て 

の 同志から、 この やうに 激しく 戰を 挑まれながら、 冬に はもう、 一言の 反駁 を 加へ る元氣 もたかった。 

「でもね、 もっと 功利的に 考 へれば、 あ、 いふ 別天地 的ボ— ズを とる ことが、 北 村 先生の 情熱 を、 も 

つと も强烈 に、 噴き 上らせる の だとしたら、 我々 は それ を、 大所高所から 見て、 十分に 吸收 した 方が 

賢明なん ぢ やない かしら —— 」 


と， お 萬が、 いった。  ~ 

「さう ね、 あ、 いふ 浪漫 詩人 は、 出来るだけ 自由な 形 をと る ことで、 然燒 する のよ」 

と、 町 田お 辰 —— このん も ストライキ 組の 一人 だが —— 彼女 も、 冬と 小雪の 反目に は、 少 からず 胸 

を 痛めて ゐ るの で 仲 をと る やうな 氣 持ちで いふ。 

「でも、 お-おさん。 こ  >  は學 校よ。 敎窒 よ。 詩人の 自由 も、 こ、 では 或る 種の 制約の 中に ゐ なければ 

ならない 害よ。 そり や 先生が、 文攀界 にお 書きに なるとき は、 いくら 自由で も 奔放で も、 それ 力 先生 

の燃燒 だと すれば、 誰し も 異存 はないで せう。 でも、 同じ 資格で 敎へを 受ける ものの 間に、 甲乙が あ 

る-の は、 正しい ことで せう か」  - 

. と、 小雪の 銳鋒は 止まない。 何しろ、 校長 ミス • ブル ボ ー に 率先して 英文の 建白書 を 出した とい ふ 

元氣 者であった から 1 . 

「でも、 小雪さん だって、 北 村 先生のお 講義に 就いては、 敬服して いらっしゃ るんで せう」 

と、 お 辰が きく。 

「そり ゃァ， 無論よ」 

「そんなら、 あなたみ たいに. 彈劾 ばかりな さらないで、 もっと みんなの 利益と いふ もの を考 へな け 

れ ばなら ない わ」 
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「とい ふと」 

「おねが ひする のよ。 お 冬さん ばかりでなく、 みんなに も、 お 話 をして 下さい —— みんなに も 話して 

くださる とい ふ氣 持ちで、 甲乙 や 優劣 をつ けないで、 お 講義 をして 下さいって。 さう お 願 ひして お 聞 

分けに ならない やうな、 そんな 先生 ぢゃ ァ、 きっとありません」 

と、 お 辰 は 自信 を もっていった。 冬 は、 たまらなく なって、 机の 上に、 うつぶし になった。 泪が湧 

くやう に、 手の なかに 落ちて 來た。 

みんな は それ 以上、 何もい はなかった。 小雪 も默 つて、 頭 を 窓 硝子に くつ、 けて， 上の 方 を、 眺め 

てゐ た。 

しかし、 小雪 は そのこと あって 以來、 いよいよ、 冬と はは なれて いった。 そして、 いま、 での 文學 

熱 を 一擲して、 宗敎の 方へ 向って いった。 わたくし は、 いま、 での 長い 文舉 熱から、 目が 醒めました 

—— と、 彼女が それ を 植村正 久師の 前に、 吿 白した の は、 それから 間 もない 或る日であった。 . 

植 村正久 も、 明治 女擧 校に は、 深い 關係 があった。 學 校が まだ 九 段に あった 頃、 彼 はこの 擧 校で、 

熱心に 宗敎々 育 を 鼓吹した ので ある。 

小雪が 入學 した 頃に は、 もう 彼 はこ 、にゐ なかった が、 趣 町 一 番 町の 敎會 が、 植 村正久 の敎會 であ 

り、 明治 女擧 校の 宗敎 グル— プは、 必ず、 日曜に この 敎 食に 出かけて、 植村 先生の 宣敎を 聞いた もの 


であった。 

その 敎會 が、 つまりの ちの 富 士見町 敎會の 前身に あたる。 透 谷に 反撥した 小雪が、 勢 ひ、 足 を その 

方に 向ける の は 自然の 成 行であった。 それに、 植村 夫人が、 漢學の 先生と して、 明治 女學 校に まだ. 殘 

つて ゐ たので、 さう いふ 關 係から も、 生徒 間の 植村 崇拜 熱と いふ もの は、 透 谷 傾倒 派に 對 して、 遜色. 

のない ものであった。 

或 日- 小雪が 敎會へ ゆかう として ゐ ると、 向う から 植村 先生が 歸 つて 來られ るのに 出會 した。 

「あら、 もう、 おすみに なつたん です か」 

と、 小雪 は 失望 を あら はして いった。  • 

「おそかった ね、 どうしたの」  . 

「いろいろ、 クラスで、 北 村 先生のお 話なん か 出て ゐ たもんで すから I J 

「さう かい。 それ もい いが、 この頃の 流行で あんまり、 文擧界 系統の 文舉 熟に かぶれて は、 いけない 

よ」 

さう いって、 植 村正久 は、 叉、 ス タスクと 向う へ 步ぃ ていった。 

小雪 は 犬 來の聲 を 聞いた やうに 思った。 

「さう だ。 その 通り だ」 
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彼女が、 文學を 一擲し ようと、 堅く 決心した の は、 このと きであった。 そして、 植村 先生の 前に、 

すべて を吿 白し、 信仰生活に 入る こと を、 堅く 誓 はねば ならぬ やうな、 つよい 衝動 を 感じた。 

そのために は、 お 冬さん とも、 きれいに 別れよう。 北 村 先生の ことで も、 ク ョクョ したり はすまい n 

もう、 小說 も、 戯曲 も、 自分に は 何の 魅力 ももた ないだら う —— -と、 小雪 は 自分に 宜 言した。 いま、 

での ことが、 すべて 徒勞 になる の は 悲しかった が、 さう する 以外、 彼女の 新ら しい 生活 は拓 けない と 

いふ 確信が ついた。 11 彼女 は氣を 取り直す と、 鍾 を かへ して、 植村 正久の あと を 追 ひかけ た。 

「人生に 相涉 ると は 何の 謂ぞ」 は、 「文 舉界」 J 第二 號に揭 載され た。 これ は、 透 谷の 評論 中で も、 特に 

著名な ものであるが、 民 友 社の 山路 愛山との 論爭を 展開した ことで、 大いに 當 時の 視聽を あつめた か 

ら である。 

透 谷の 筆端 は、 この頃に なると、 いよいよ 大を 吐く 勢 ひが 感じられる。 

〇 反動 は 愛山 生 を 載せて 走れり、 而 して 今や 愛山 生 は 反動 をのせ て 走らん とす。 彼 は 「史論」 と 

名づ くる 鐵槌を 以て 擊碎 すべき 目的 を擴 めて、 しきりに 純 文擧の 領地 を 襲 はんとす。 反動 をして 反， 


動の 勢 ひを縱 にせし むる に 余 も 異存な し。 唯、 反動 を 載せて、 他の 反動 を 起さし むる まで 遠く 走ら 

ん とする を 見る 時に、 反動より 反動に 漂 ふの 運命 を、 我が 文 學に與 ふる を 悲しまざる 能 はず。 

〇 天下に 極めて 無言なる 者 あり。 山嶽 之な り。 然れ ども 彼 は 絶大の 雄 辯 象な り。 若し 言の 有無 を 

以て、 辯の 有無 を爭 は^、 凡ての 自然 は 極めて 惱 むべき 啞兒 なるべし。 然れ ども 常に 雄 辯た るは自 . 

然に加 ふるものな きなり。 人間に 若し、 自然の 如く 無言なる もの あらば、 愛山 生 一派の 論士 は、 そ 

の 傍に 來 りて、 爾何ぞ 能く 言 はざる と 嘲らん か。  - 

〇 文學は 事業 を 目的と せざる なり。 文 學は必 しも 一 人 若しくは 數百 人の 敵、 見る ベ きの 敵 を 目が  、 

けて 擊っを 要せざる なり。 (略) 山陽 も擊 てり。 山陽の 擊ち たる 戰は、 今日に 於て 人に 記憶 せらる 

るな り。 

然れ ども 其の 擊ち たると ころ は 愛山 生の 言 ふ 如く 直接に 人生に 相涉れ り。 人生に 相涉 るが 故に 人生 

を 離る k 事 も 亦た 速な らんと す。 源 賴朝は 能く 撃てり、 然れ ども 其の 擊ち たると ころ は 速 かに 去れ 

り。 彼 は 一 個の 大戰士 なれ ども、 彼の 戰揚は 實に限 ある 戰揚 にて ありし。 西 行 も 能く 撃てり、 シ ヱ 

クスピ I ァも 能く 擊 てり、 ゥォ ー ヅォ ルス も 能く 撃てり、 曲 亭馬琴 も 能く 撃てり。 

是 等の 諸 輩 も 大戰士 なり。 而 して 前者と 相 異なる 所以 は、 前者の 如く 直接の 敵 を 目掛けて 限 ある 戰 

揚に戰 はず。 換言すれば 天の 限な き ミステリ ー を 目掛けて 撃ちた るが 故に、 愛山 生に は {4! の 空を擊 
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ちたり と 言 はれん も， {仝 の 空を擊 ちて 星にまで 達せん とせし にある のみ。 行いて 頼 朝の 墓 を 鎌 倉 山 

に 開きて 見よ。 彼が 言 はんと 欲する ところ 何事 ぞ。 來 りて 西 行の 姿 を 山家 集の 上に 見よ。 孰れ か 能 

く 言 ひ， 孰れ か 能く 言 はざる。 

〇 文學の ュ チリ テ ー 論 今日に 始まりた るに あらず。 吾等の 祖先に 勸善 懲惡說 あり、 吾等の 同時代 

に 平民 的 批評家と しての 活用 論者 を 愛山 生に 得た る も 故な きに あらず。 

などの 文字が 見られる ので ある。 しかし、 これ は、 當時、 最もつ よく 文學 上の 功利 說を 主唱した 民 

友 社 系の、 論 殿の 的と なった こと はいふまで もない。 文學界 系と 民 友 社 系の 論爭 は、 この 口火に よつ 

て、 はげしく 捲き 起された。 しかし、 當の 論敵、 山路 愛山 は、 次の やうに 透 谷との 公私の 交 涉を說 明 

してね る。 曰く、 

「余 は 文壇に 於て、 もっとも 多く 君に 攻擊 せられたり。 私 交に 於て、 最も 多く 親しまれたり。 君が 痛 

酷なる 論文 を 「文 舉界」 に 掲げて、 余 を駁擊 したる より、 數日 をへ だて、、 君 は予が 家の 薯： t 飯を樊 

せり。 余が 君に 遇 ふや • 屢. - 論駁の 鋒 を 向けぬ。 君 は 毫も 之に 逆 ふこと なかり しなり。 竹 越 君 曰く、 

透 谷と 月下に 語れば、 清. ぼ飄潘 として 神仙の 如し。 亦 俗界の 人に 非る を覺 ゆ。 蘇峯 氏、 余に 謂って 曰 

く- 透 ハ介は 銀 匙な り。 君に 至って は 乃ち 鐵瓶 のみ。 彼れ が 超俗の 資は、 我 儕の 同じく 認識す る 所たり 


き」 と。  ， 

これによ つて 見ても、 透 谷 は、 烈々 たる 鬪志 を以 つて、 論爭を 挑んだ 愛山 生の 家 を 訪ねて、 けろ つ 

として、 薯汁釵 を 食べて ゐ るので ある。 さう いふ 態度 を、 浪曼 的稚氣 として 愛した もの もあった が、 

又、 一方で は、 高慢 放縱 として、 憎む もの もあった。 

甚 しきに 至って は、 稚氣 をて らふ ものであると 解す る もの もあった。 或は 叉、 彼が とてつもない 陰 

謀 家の やうに 歪曲して 見る もの もあった。 口角、 論 を かまへ つ \、 ひそかに 態 動 を 通ず る ものの やう 

に、 事 更に、 誹謗す る もの もゐ た。 

「いや、 彼 はそんな 腹黑ぃ 男で はない さ —— 彼に あって は、 論爭は 論爭、 私 交 は 私 交と、 ちゃんと 區 

^して ゐる のさ —— 彼 は 善意に 一 貫して ゐる奴 だよ」 

と、 星 野天 知 は、 透 谷 を 辯 解した。 

しかし さう 辯 解しながら も- やはり、 透 谷 も 困った 奴 だ。 苦勞を 知らぬ、 お 坊ちゃん 育ちで、 實に 

仕樣がない と 持て あまして ゐ るので ある。 

「北 村 は、 何 だってね、 山路のと ころへ、 ノ メノメ 出かけた さ うぢ やない か」 

何とな し、 穩 かならぬ 額で、 天 知のと ころへ、 やって来る 同人 もあった。 そして 話して ゐる 中に、 

「俺に はわ からん。 何故、 山路が 可 恐 いんだ。 民 友 社、 何の 恐る、 所 あらん や だ。 北 村 は 大言壯 語の 
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わりに、 實に、 氣が 小さい。 あれで はすぐ 敵に 見す かされて しま ふよ」 

と、 愤慨し 易い 若い 同人 はもう 顏を 赤く して ブ ンブ ン しはじめた。 

. I 'この 雰圍氣 が 理由した のか どうか、 透 谷 はしき りに、 旅に ゐる藤 村が 人戀 しく、 彼の 歸京を 

やう やく 待ちわびる 日が 多かった。 


二十 六 年 七月 二十 二日。 放浪の 旅に 出た 藤 村 を 呼び かへ し、 東京から も 同人が 出掛けて、 恰度、 兩 

方からの 出會頭 を、 東海道の 吉原 ときめて、 そこで 久しぶりに、 「文 擧界」 派の 氣焰を あげようと いふ 

計畫 が、 秀木ゃ 秋 骨の 間で まとまった。 天 知も贊 成であった。 透 谷 も 同人で はない が、 客員と して 一 

枚 加 はって 貰 ふこと にした。 前に も 記した 通り、 透 谷 は， 天 知らとの 間に、 何となく 水と 油 を 感じて 

ゐ たが、 藤 村に は、 しきりに 懷 しい 氣 持ち を 寄せ、 「文 舉界」 の 三號に は、 「古藤 庵に 遠 寄す」 などと 

いふ 文章 を 書いて ゐる 位で あるから、 こんどの 企てに はすつ かり 乘氣 で、 藤 村の 旅費 も、 自分が 出さ 

- うとい ひ 出した。 

「さう か。 それ はすまない な。 島 崎 だって、 もう ソロ ソロ 東京が 戀 しい 害なん だが、 旅費の 工面に 困. 

つて、 歸 るに 歸れな いんだと 思 ふよ」 

と、 秀木は 答へ た。 


.  三 二八 

「實 は、 どうしようかと 思って たんだが、 それ ぢゃ ァ、 北 村 君の 厚意 をう ける ことと しょう」 

秋 骨 も 傍から、 うれし さう にい. つた。 早速、 その 場で 手紙が 書かれた。 

島 崎 君。  ， 

七月 二十 二日に、 東海道の 吉 原まで 來 給へ。 其の 曰 を 期して- 東西から 富 土の もとに 食す る ことと 

しょう。 君の 都合 も あらう と 思 ふから、 爲替で 旅費 を 送る。  東京の 友人より 

「これでい いか」 

「よし」  ■ 

透 谷 は、 財布 を はたいて、 爲替を 組ました。 II 會 合の 場所 は、 街道 筋に よく ある 旅人 宿で ある。 

二階建の 離れが あって、 そこから 富士 がすぐ 見上げられる、 景色の いい 家だった。 一行 は 三人、 I . 

星 野 兄弟 は、 同行す る豫定 になって ゐて、 急に 所用が 出来て、 參 加出來 なかった ので ある。 

透 谷 は、 新ら しい 紺 飛白に、 兵兒帶 をまい てゐ る。 秀木は 高等 學 校の 制服 を 着て ゐる。 霜 降の 上衣 

に、 短く 黑ぃ 髮、 鷹の 嘴 を 見る やうな 隆ぃ 立派な 鼻が、 彼の 特徵 である。 秋 骨 は 濃い 靑ぃ 鬚の 痕 のう 

つくしい、 小柄な 體樞の 青年で ある。 11 汽車の 都合で、 東京 組の 方が、 少し 早く 吉原 につく。 さき 


に、 宿屋へ 上って、 暫べ、 くつろいで ゐる ところへ、 藤 村が 入って 來た。 久留米 飛白に 角帶 をし め、 . 

夏帽子 を かむ り、 脚枰 ばき の 尻 端折と いふ- 板に ついた 道中 姿で、 肩へ 振り分けた 風呂敷 包みが 二つ。 

それに 大和の 槍 木 笠まで、 持って ゐた。 

感じ 易い 藤 村 は、 久しぶりに 友人の 顏を 見る と、 もうた まらずに、 その 汗臭い.. 風呂敷 包 を 額に 押し 

あて、 泣いた。 待って ゐた 三人 も. 少し 硬くな つて 坐り 直した。 

「どうも、 旅費まで 途 つて 貰ったり して、 すまなかった」 

やう やく、 泪を ふいて、 藤 村 は 三人の 前に 手 をつ いた。 

「うん、 あれ は、 北 村 君に 出して 蔑った のです」 

と、 秋 骨 も 少し 面 喰って 答へ る。 

「さう か。 それ は、 有難い —— 」  - 

藤 村 は 透 谷の 方 を 向いて， 態 勲に挨 i> をす る。 

「何 だ、 恐ろしく、 物堅い な。 そんな こと は、 どうで もい いぢ やない か。 それより まあ、 ゆっくりし 

て、 旅の 話で もき か うぢ やない か」 

透 谷 は 少し、 胸 を ひろげて、 窓から 吹いて くる 風 を、 ふところに 入れた。 それで 藤 村 もやつ とニッ 

!1 リ した。 しかし、 目の ふちが、 紅く 泣き はれた 藤 村の 顏を 見る と、 透 谷 も 何 か、 胸 もとへ こみあげ 
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.  三に ：- 

てく る、 熱い もの を 感じる のだった。 

. 二 

やがて 酒が 出た。 秋 骨 はの めない 方で あつたが、 みんな は 旅先き の 落ちついた 氣 持ちで、 盛んにの 

んだ。 醉が 廻って くると、 遠慮が とれて、 談論 風發が はじまった。 話題 は、 主として 透 谷の 評論で あ 

つた。 就中、 「文 舉界」 の 第五 號に 出して、 世評 を 沸き立た した 「內部 生命 論」 が 問題に なった。 

「僕 は 感激して、 ー晚 中、 眠れなかった よ。 11 瞬間の 冥 契と は 何ぞ。 インス ビレ ー シ ヨン 是 なり。 

この 瞬間の 冥 契 ある 者 を、 イン スパイ アドされ たる 詩人と は 言 ふなり —— 僕 は あすこ は、 諳誦して ゐ 

る」 

と、 藤 村が いふ。 

「僕 は、 北 村 君の もの は、 昔の ものの 方が 好きだ。 厭世 詩 家と 女性なん か、 ほんと に、 心 を しめつけ 

られる やうな 氣 持ちで 讀ん だ。 あ、 いふのに くらべる と、 內部 生命 論 は、 少し 板に つきす ぎて やしな 

いか。 率直に いふと， マンネリズム を 思 ふ」 

と、 秋 骨が 反對 する。 透 谷 は 風呂敷 包みから、 原稿 を 取 出して、 

「それ ぢゃ、 こんど 書いた の を、 讀 むから 聞いて くれ。 こんどの は 心中 論 だ」 


「何に、 心中 論！」 

と、 禿 木が 一 膝の り 出す やうに してい ふ。 

「題 はま だついて ゐ ない。 しかし、 旅に 出る前に、 ニ晚 程、 夢中に なって 書いて 來 たの だ」 

と 前置きして、 透 谷 は讀み 出した。 「桂 川 を 評して 情死に 及ぶ」 の 草稿だった。 

〇 人の 世に 生る や， 一 つの 約束 を 抱きて 來れ り。 人に 愛せら る、 事と、 人 を 愛する 事 之な り。 造 

化 は 生物 を理 する に、 一 つの 法 を 設けたり。 禽獸鱗 介に 至る まで、 自ら、 この 法に^る、 事な し。 之 

ありて、 萬 物 >js 情 あり。 之 ありて、 世界 變化 あり。 他なら ず- 心性 上に 於け る 引力 之な り。 人 はこの 

引力の 持主に して、 彼の 約束の 捺印 者な り。 

〇 人 は 常に 或 度に 於て、 何物 かの 犧牲 なり。 能く、 何物に も犧牲 たらざる もの は、 人間と して、 

何の 佳趣 をも備 へざる 者な り。 何 を 以て 犠牲た； る。 何が 故に 犠牲た る を 甘ん ずる を 得る や。 美しい か 

な 人 問の 情、 好むべき かな 人間の 心。 友の ために 身 を 苦しめ、 親の ために 心 を 痛め、 而 して 自ら 甘心 

し、 眞實 何の 悔恨な きを 得る は、 豈に、 讚むべき 事に あらず や。 

「自己」 とい ふ 柱に よりか、 りて、 われ 安し、 われ 樂 しと、 喜悅 する ものの 心 は、 常に 枯木な り。 花 

は玆に かず、 實は玆 に 熟せず。 情 は 一 種の 電氣 なり。 之 あるが 故に、 人 は 能く 活動す。 

時に 或は、 愁雲恨 雨の 中. に、 暴 然鳴吼 をな して 霹靂 一 聲、 人 耳を愕 ろかす こと ある も、 亦た 止む ベ 
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からず。 花な き 花 は 之な り。 實 なき 實は曰 k なり。 情死 輕ん ずべ からず。 

〇 世の中に 絶えて 心中な かりせば、 二世の ちぎり もなから まじ •：：. と 冥土の 飛脚に 云 はせ たる 巢 

林 子、 われ、 その 濃 情 を 愛す。 人の 誠意 は、 情に よりて 始めて 見るべし。 沈静 は、 元より 沈静の 味 あ 

り。 然れ ども、 熱意 も 亦、 熱意の 味 あるに あらず や。 

熱意 は 人 を 誠 實に驅 り、 誠 實は往 々にして 人 を 破 却に 遂ふ。 破 却 素より 悪むべし。 然れ ども， 破 却 

の 中に 誠實 あり。 人 死して、 誠實殘 る。 

〇 よしや * 幻想に 欺かる、 審 ありと も、 二人の 間に は 一 點 の詐僞 なく、 一粒の 疑念な し。 二に し 

て 一、 一 にして 二、 斯の 如く 相 抱いて 水に 投ず。 死す る 時、 樂境 あるが 如く、 獨水も 亦、 甘露 を 味 ふ 

に 似たり  

—— 草稿 を 讀む透 谷の 聲は 熟し、 目 は 燃える やうに 血走って ゐた。 みんな は、 その 鬼氣 にう たれて、 

シ ン として 聞いて ゐる b 透 谷 は 更に 一 段、 聲を はげまして、 

「死 は 罰な り、 然り 罰な り、 然れ ども、 世間の 罰に して、 斯の 如く、 せ 美なる 罰 あり や。 鳴 呼、 狂な 

り。 然り、 狂な り。 然れ ども 世間の 狂に して、 斯の 如く 眞 面目なる 狂 あり や」 

—— 藤 村 は、 ジッ と、 この 友の 顏を 見て ゐる うちに、 友 自身が、 霹饞 ー聲、 何 を やり 出す かわから 

ない とい ふ氣 がした。 感じ 易い 自分 は、 しかし、 とても， この 友の やうな 破壞カ はない。 友 は、 感じ 易 


いだけ でな く、 思 ひつめ たら、 破 却 を 怖れない やうな、 强ぃ i9 愁が ある —— しかも、 友 は、 こんどの 

論文で、 いよいよ、 强く 「樓牲 の 美し さ」 を說き 出して ゐる。 「自己」 を 憎んで、 花も實 もない、 と- 

道破して ゐる。 友が、 この やうに、 烈々 として， 「犠牲」 とい ふこと をい ひ 出した こと は. 大いに 注目 

する 必要が あるが、 叉 注目と： 1: 時に、 警戒の 必要 も あるので はない か. —— 彼 は、 そんな 風に ョラ リた。 

衣 はもう 更けて ゐた。 どうせ、 横にな つても >  眠れる 害 はない ので みんな は徹 衣に 腹彖 きめて、 飮 

み 且つ 談 じた。 離れの 方に は >  他に 泊 客 もたい 様子な ので、 四 人の ほしい ま、 な 饒舌 を 妨げる 者 は、 

誰も ゐ なかった。 

三 

翌々 日の 朝、 四 人は吉 原の 宿を發 つて、 箱 根に 向った。 みんな、 尻 端折で、 毛脛 を 出し、 紺 足袋に 

革鞋 ばき とい ふ、 道中 姿であった。 

「おい 島 崎 君、 君の その 笠 を、 かして くれない か」 

透 谷 はさう いって、 藤 村が 大和から 持って 來た、 槍 木 笠 を 借りて 冠った。 沼津 まで 步 くと、 そこ か 

ら三 島まで は、 乘合 馬車が 通じて ゐる。 誰も 客がない ので、 四 人が のりこむ と- すぐ 發 馬した。 これ 

では、 貸切り も 同様であった。 暫くい つて、 沼 津の町 を 外れる と、 透 ハ介は 奴 者 臺に聲 を かけ， 


三 一一 一四 

「君、 僕に 敷 さして くれない か」 

^者 は 驚いて 透 谷の 顔 を 見て ゐ たが、 

「大丈夫 かね」 

■「 大丈夫 さ。 鞭 を かし 給へ」 

透 谷の 氣 合に のまれて、 殿 者 は、 鞭 を わたした。 透 谷 は 馭者 臺に 入り 替り、 鞭 を 鳴らして、 馬 を 走 

ら せた。 お 客の 三人 は、 內心ハ ラ ハ ラ しながら も、 痛快、 痛快と、 手 を 打った。 

プ ー ブ ー、 と， 透 谷 は頰を ふくらまして、 ラッパ を 吹く。 そして、 うしろ を ふり 返り、 

,「 どう だ、 うまい もの だら う」 

で、 みんな も、 

「うま い、 うま， S 一 

と- 相梯を 打つ。 しかし、 どこか 本職と は コッが 違 ふの か、 透 谷が 馭車臺 にの つてから、 馬の 體に > 

しっこくた かってく る蠅 が、 客室の 方へ 群れて 來て、 みんなの 衣服に 取り ついては なれない のに は、 

困った。 

馬車 は、 黄 瀨川を 渡り， 長澤， 伏 見、 新 宿の 村々 をす ぎて、 三 島の 町に 入る。 そこで 一 同 は 下車し 

て、 箱 根の 山 を 裏から 上り. 出した。 


步 きながら- 透 谷 は 藤 村に 話しかけた。 

「僕 は、 このごろ、 人生 は 要するに、 欽； 意 だと 考 へて ゐる。 況ゃ、 詩人の 詩人た る 生命 は、 熱意 だ。 

人生、 執 (意 を 感ずれば、 僕 は 何でも やっての ける よ。 死 は 人の 怖る-^ 所 だが、 その 最も 怖れる 死 さ. た 

熱意の 赴く ところ、 佝 まか あらん や だ」  - 

と、 t 钲は 昂然と いひ 放つ。  -, 

「しかし、 君 は 何故、 熱意 を說 いて、 常に 死に 及ぶ のか。 熱意が 生命の 發展 である 所以 を、 强調 する 

方が、 僕 は赞成 だ」  ， 

「だって 君、 熱意 は、 死 をせ受 すると ころに、 最高の 魅力が あるんだ もの」 

「そり ゃァ、 まあ、 わかる が、 しかし、 君の 考へ方 は、 僕が 旅立. つ 前より、 一層 突きつ めて 來 たね。 

1 點の瞹 味 も 許さずに、 ぎりぎりのと ころまで、 持って いってる。 僕 は 君 を 見て ゐ ると. ちょっと、 

怖くなる よ」 

「は、 X  > -。 怖くなる はよ かった。 そんな こと 1:- たいさ」 

「だって、 君 は、 この頃 二言目に は、 いつ 死んでも いいやうな こと をい ふぢ やない か」 

「そんな こと はない よ。 そんなに、 君、 簡單に 死んで は、 やり切 れんよ。 僕に は， まだ、 澤山、 仕事 

がの こって ゐる。 僕の 日記 は， 創作の プランで 1 杯な くらね だもの。 そのほか、 僕 は、 鬪 ふべき もの 


を、 うんと 持って ゐる からね」 

「とにかく、 あんまり、 無理 をして はいけ ない と 思 ふ。 君は錢 すぎる」 

「有りが たう" しかし、 僕 は、 壤れる こと を 恐れて、 暖昧に 生きる こと は出來 ない の だ。 十り 切れる 

まで 使って 死ねば、 人の 一 生 も心殘 りが たいわけ さ」 

「僕 は、 君の やうに 鋭く も、 激しく もない から、 自分と いふ もの を、 大事に、 長く か、 つて 使って い 

く つ もり だ」 

と， 藤 村 は 答へ た。 

段々 に 山道 は 急傾斜に なった。 みんな は 汗 をたら したら し、 呼吸 を 切らして， ， 峠 にか、 つた。 

元 箱 根の、 湖水に 面した 宿屋の 座敷に 上った の は、 午後の 三時す ぎであった。 日 はま だ 高かった が、 

さすがに 湖上 を 吹き 渡って 來る 風は凉 しかった。  . 

「浴衣 を 出し、 風呂 も 焚いて、 夜具 蒲圍ー 切で、 一 晚- 三十 錢と いふ 契約 だ」 

と、 秋 骨が 早速- 帳場と 交渉して、 旅籠 料 をき めて 來た。 

「そり や 安い。 何しろ、 この 通り、 凉 しいの が 何よりの 御馳走 だ。 昨夜 は 暑かった からね」 

と， 透 谷 は、 すぐ、 浴衣に きかへ ながらい ふ。 

窓の 近くで は、 鶯が 鳴いて ゐる。 —— 風呂場へ 下りて、 蓋 をと ると、 靑ぃ 木の葉が、 一 一枚 ほど、 湯 


の 表面に 浮いて ゐた。 

四 

湖畔の 宿に、 四 人 は 枕. ひなら ベた。 その 翌日、 透せ は 一人 だけ、 先き に 東京へ 歸る ことにな つた。 ■ 

宣教師と 一緒に、 東北 地方へ 旅に 出る 約 鬼の 曰が、 間近に 迫， つて ゐた。 

「こんど は、 仙臺に 少し 逗留す る豫定 だ」 

と 透 谷 はいった。 

「宮城 女學 校に も 寄って 見る の だね」 

と 秋 骨が 冗談の やうに いった。 透 谷は眞 面目で、 

「さう だ。 校長の ミス • ブル ボ ー と， 議論して やらう。 それから、 東北の 神様に も會 つてく る」 

「誰 だ、 東北の 神様って」 

と、 禿 木が 聞いた。 

「東北の 神様 は、 押 川方義 さ」 

11 別れの 晝 めしに、 芦の 湖 名物の 赤つ 腹の 魚 田 を 食べて、 少し 日が 傾いた 頃、 透 谷 は、 宿屋 を 出 

た。 

三 一一 一七 
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道 は ゆるい 上りで あつたが、 同行がない ので、 却って、 草臥れる やうな 氣 がする。 芦の 湯で 一 休み。 

そこから は、 下り坂になる の だ。 草鞋が 危 かしくな つたので、 新ら しいのと 取り かへ た。 

芦の 湯 を 出て、 暫く 行った ところで、 彼 は 急に 足 をと めた。 實は、 この 旅行に 出る前から、 彼の 念 

頭 を去來 した 誘惑に、 彼 はまた、 つかま へられた ので ある。 それ は、 病： 3^ る 女 友、 富 井 まつ子の ゐ： 

村が、 仙 石から 二つ 程 峠を越し て 御殿場の 方へ 下って ゆく 途中 の 山の 中に あるから であった。 

このま、、 箱 根 を 下りて しまって、 東北の 旅へ でも 出て しまへば、 とても 女に 會ふ 機會 はない。 彼 

は、 青い 夏草の しげる 野道に、 尻 をつ けて、 ジ ッと考 へた。 

目の前に、 病み ほうけ たまつ 子の 顔が、 浮かび 出た。 

《ここまで 來てゐ て、 見て 見ぬ振り をして、 山 を 下りる こと は、 とても 出来ない。 人間と して、 友達 

として、 叉、 かっての 師 として、 たと へ 一 曰の 行程 をのば しても、 見舞って やる ことが- ほんとう だ 

11 )) 

彼 は、 さう 考 へざる を 得なかった。 しばらく 夏草の 上に、 仰向けに 寢ズゐ たが、 

《よし、 行かう))  . 

さう、 心が きまる と- 彼 は 元気よ く 立 上って 歩き 出した。 道 を 左に とって， 今夜 は、 仙 石 上 湯 泊り 

だ。 明日、 朝早く 長 尾 峠を越 えれば， ゆっくり 見舞 ひ をして、 夕方の 汽車で 御殿場 を發 てばい い。 1 


1 しかし、 彼 は、 何となく、 湖畔に 置いて 來た 友達に 對 して、 惡 いやうな 氣 がした。 あとで， その 話 - 

をき いたら、 そのために、 彼が みんな を， まいた やうに 思 ふで あらう。 —— まさか、 今頃、 彼が 路を 

かへ て、 こんな コ ー スを步 いて ゐ ようと は、 誰も 知って ゐる蒈 がない。 しかし、 自分の この 不意討ち 

の 訪問に、 富 井が どんなに 喜ぶ か を 思 ふと >  友人への 斛酌 など は 問題に ならたかった。 

その 夜 は、 一 人、 仙 石の 上 湯に 泊った。 深い 木立の 中の >  古い 温泉で、 淸 水の 湧き 立つ 音が、 雨垂- 

れの  やうに 淋しく 鳴り  つ 1- けて ゐた。 

「君た ちと わかれてから、 ふと、 思 ひ 立つ ところあって、 塔の 澤泊 りの 豫定を かへ、 今、 仙 石の 上 湯- 

に ゐる。  湖畔の 宿 は、 佳趣 横溢たり しも、 こ、 もなかな か、 幽逮 枯淡で ある。 これより、 道 を かへ、 

病める 女 友の 住む 村 を 訪問す る ことにした。 しかし， 明日 中には、 歸京 しなければ ならない」 

暗い ランプの 下で、 彼は殘 して 來た 友達に 一筆書いた。 やはり 正直に >  さう 云 はずに は ゐられ ない 

のであった。 

五 . 

透 谷が 富 井の 死 を 知った の は、 東北の 旗の 歸り路 であった。 いつも は 

る やうた こと をした こと はない のに、 蟲が 知らせた のか、 こんど だけ は 


旅先き の 宿と 連絡 を 取らせ 

旅程 を 一 々美那 子に 云 ひの 
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こして 來 たので、 彼 は 或る 朝、 松 島の 旅館で、 美那 子の 手紙 を うけとった。 

「富 井さん が、 急に いけなく なって、 お亡くなり あそばしました。 咋日 おそく、 電報が 參 りました ぐ 

私 もび つくりいた しました が、 あなた も、 さぞ、 びっくり なさる ことで ございませう。 この 問、 箱 根. 

のかへ りに お見舞 ひに いらし つたと き は、 隨分、 ぉ元氣 で、 血色 もい いと 仰 言つ てんました のに。 1 

1 飯 倉のお 店で-も まだ 電報が 來た けで、 詳しい こと はわ かりま せんと 仰 有って ゐ ます。 

とりあへ ずお 悔み を 申 上げて きました。 それから 富 井さん の 寫眞を かざり、 お 花と、 お 線香 を 供へ 

て、 冥福 をお 祈りいた しました。  美那 子」 

手紙の 中には、 電報 も 折込 まれて あった。 讀 みながら、 透 谷 は 深い 谷へ 落ちて いくやうな 氣 がした。 

富 井の 死 は、 當然、 來 たるべき ものが 來 たので ある. とい ふ氣 もした が、 又、 乙ん なに- もろく 死ぬ 

と は >  思 ひがけなかった、 とい ふ氣 もした。 

この間、 仙 石から、 長 尾： t を 越して、 逢 ひに いった 時 は、 美那 子の 手紙に も ある 通り， 富 井 は 案外 

に元氣 であった。 透 谷 を 見る と、 突然の 感動に 一瞬 立ちす くんで しまったが、 ちょっと 見ない 問に、 

女 はずつ と 大人 大人して、 フレンド 時代の 茶目な 悌 は>  全然 なくなって ゐた。 

「ほんと に、 幽靈ぢ やない かと， 思 ひました わ」 

—— 女 は モんな こと をい ひながら. 彼 を 二階の 自分の 部屋へ 伴って いった。 いっかの 手紙の 中に あ- • 


つた、 窓際の 抑の 木が、 すぐ 目に 入った。 部屋に は、 病床が とって あつたの を、 富 井 はいそいで 片づ 

けようと する ので- 透 谷 は 驚いて とめた。 

「だって， 先生、 ぉ氣 持ちが おわる いでし よ」 

富 井 は、 顿を ほてらせながら、 少し 橫 坐りに 坐った。 

「外に 部屋 も いし、 失禮 なと こで、 ほんと にす みません わ」 

「いいんだ よ、 いいんだ よ ，—— やっぱり、 寢 たり、 起きたり なのか」 

「え、。 夕方に なると， まだ 熟が 出る もんです からね  」 

枕 もとに は、 文舉界 だの、 女 舉雜誌 だのが、 うづ 高く つまれて ある。 書き かけの 原稿 1  〔も 二三 枚 置. 

いて ある。 

「でも、 よかった。 僕 は 又、 寢 たつき りに なって るの かと 思った」 

と 透 谷 は、 書き かけの 原稿紙 を^き こみながら いった。 富 井 は、 あわて、、 袂を かぶせて 原稿紙 を 

かくした。 さう いふ 所作 も、 昔に くらべる と、 すっかり 女らしく 板に ついて ゐた。 

少し 話して ゐ ると、 富 井 はすぐ 泪聲 になった。 それ を 我慢しょう として， 眉 を 苦し さう に、 寄せる 

のだった。 

「あたし、 どうしても 死にた くないんで すよ。 死ぬ のが 可 厭で 可 厭で、 あたし 11 可 腹って いふより. 

一二 四 一 


三 四 二 

可怕 いんです。 死んで、 入" たくな つて、 土色に なって、 それから， 火 を かけられて、 燒 けこげ て、 

い 灰になって I 'さう 考へ ると、 夜中なん か、 體 中に、 油 汗をかいて しま ふんです。 とても、 可怕ぃ 

ん です。 —— 先生、 何とか、 この 苦しみから、 のがれられな いもので せう か」 

女-に そこまで、 突きつ めて ゐた。 透 谷 も、 このせつば つまった 訴 への 前に は、 自分の 書いて ゐる厭 

世 f;^ 論な ど は、 まだまだ、 生ぬるい もの だとい ふ氣 がした。 

「死ぬ とき まって やしな いぢ やない か」 

「いいえ、 駄目よ。 —— もう、 右の 方 はずつ と 深いと こまで やられて ゐ るし、 —— 實際、 あたしなん 

て、 こんな 無意味な 人生に、 どうして かう 未練が あるの かしら」 • . 

と、 女は經 望し きって ゐた。 透 谷 は、 今更、 御座な りの 慰め 言葉 をい ふ 氣もレ なくなって、 段々、 

自分まで、 女の 虚無的な 氣 持ちの 中へ 引ずり こまれて いくやうな 氣 がした。 

「でも、 駄目ね、 あたし- もし、 先生が いらし つたら- 先生の 胸に しがみついて、 聲を 出して、 思 ふ. 

存分、 泣いて 見たい と 思って たのに、 やっぱり、 そんな、 はしたな いこと も出來 ないし、 人 問って、 

窮屈に 出來 てる ものね ——— でも 入って らした 時、 先生のお 顔、 とても 靑 かったんで、 あたし、 可怕く 

つて、 ブ ル ブルした わ」 

「僕 は 又、 君が、 ちょっと のうちに、 すっかり 年增 になった のに 驚いた」 


「年 增？ へえ、 さう です かね。 やっぱり 病氣 のせ ゐょ、 きっと」 

富 井 は 淋し さう に、 笑った。 笑 ひながら、 叉す ぐ 泣き顔に なった。 

そのと きの 面影が、 透 谷に は、 いつまでも 忘られなかった。 歸 りに は、 いくら ことわっても、 もう 

少し、 もう 少しと いって、 山道 を 三 丁 あまり も 送って 來て くれた。 女の いふ 通り、 それ は 1^ ぬ ことに 

きまって ゐ る病氣 だった かもしれ ない が、 さう かとい つて、 透 谷が 東北の 旅に 出て ゐる うちに、 急に 

悪化して 來る やうな 兆候 は、 未だ 感じられなかった。 

そのの ち， 透 谷の 日記 (二十 六 年 八月) に は 次の やうな 記事が 見えて ゐる。 

「富 井 まつ子 は、 曾て、 一 たび 師弟の 緣 ある もの。 而 して、 親しく 交れる こと 兩 三年、 其 人品に 於て- 

氣禀に 於て， わが 深く 重んずる ところ ありし もの、 わが 奥州に あるの 間に 於て >  溢焉 として 遠 逝す， - 

われ 深く 悼む の 心 あり。 知 巳 は 多く 得べ からず， 渠の 如き は、 余が 生涯に 於て 有數の 友な りし を、 惜 

しいかな、 余が 此 所に 於て， 尤も 多くの 興 をう ち 消されし は， 渠を失 ひし.； 事の 愁 よりな り」 

と 0  , 

叉 * 彼 は 富 井 を 追悼す る 意味に 於て 「哀詞 序」 とい ふ もの を 書いて ゐる。  - 

「(中略) 枕を排 して、 燈を 剪りて、 亡友の ために 哀詞 を 級る。 筆う ごく こと 極めて 過々、 涕零 つる こ 
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と 甚だ 多し。 相距る こと 二十 餘日、 天と地の 間に 於て、 この 距離 は、 いくばく ぞ」 

と あるの は 、「哀詞 序， 一 の 最後の 一 句で あるが、 恰度， 東北 旅行 二十日 程のう ちに 彼等 は 幽明 界を異 

にした ので ある。 透 谷と 富 井の 間の 交情に ついては、 當時 * どの位の 人々 の 間に 知られた ものである 

か は、 つまびら かに しないが、 少 くも、 文 舉界の 仲間に. は、 わかって ゐ たこと と 見えて >  藤 村の 「後 

の新片 町より」 の 中に も、 

「透 谷 君の 晚年を 慰めた 一人の 女の 友達が あつたが、 その 人が 病床に ゐる とき、 それと たく、 この. 人 

に 書いて 宛てた 慰めの 言葉 は、 たしか 『秋 窓雜 記』 の 中に 出て ゐた害 だ。 あれ は 極く 短い もの だが、 

とにかく、 病人に 對 する 深い 理解 や 同情が >M つて ゐ ると 恩 ふ。 この 女の 友達の 死んだ 時に、 透 谷 君が 

『哀詞 序』 とい ふ もの を 書いた。 あ \ いふ もの を 書く 時分から， 透 谷 君 自身の ライフ も * 次第に 磨り 

減され ていった やう に 見え る」 

と 書いて ゐる。 

そ の 次 の 文 舉界 の會 合のと きに も、 この 「哀 詞序」 が 問題に なつ た 。 禿 木 た ぞ は , 

「我 は あからさまに 我が 心 を 曰 ふ。 物に 感ずる こと 深く して、 悲に 沈む こと 常なら ざる を。 —— 我 は 

明かに 我が 情 を 曰 ふ。 美しき もの に 意 を 傾く る こと は 人に すぎて 多き を。 . —— 鳴 呼 |K 地味 ひなき こと 

久し >  花-一 あこが る、 もの 誰ぞ、 . 月に 嘯く もの 誰ぞ、 人世の 冉々 として 滅毀 する を^し、 惧 として 命 


運の？ 4 し 難き を慨 す」 

と、 朗吟 調で 讀みト げたり した。 そのと き 透 谷 は大眞 面目で、 

「どうも 彼女 は —— 僕に 對 して、 ラブが あつたの かと 思 ふよ」 

と、 吿 白した。 それで みんな は、， 

r サァ、 北 村 君の^ 福 だッ」 

と、 大騒ぎ をして はやし 立てた が、 透 谷 は 二 コリ ともしないで、 死んだ 富 井の 面影 を 追 ふやう に、 

目 を S 問に 光らして ゐた。 みんな は、 拍子 拔 けがした。 藤 村 だけ はちよ つと 心配に なった。 富 井の 死 

が、 透 谷の 精神の 上に あたへ たシ ョ ック は、 想像 以上に、 激しい ものだった ので はない かと 案じられ 

た。  - 

「君 は 少し、 鋭す ぎる」 

と、 その 歸り 途、 藤 村 はいつ もの 言葉 をく りかへ して、 透 谷に 懾 いた。 透 谷 は 吃と なって 立 止り、 

はく  手 も 見せず、  ， 

「しかし 君、 僕 は、 死んだ 女友達の こと を， 座興に する 氣 はない の だ」 

と、 打ち かへ した。 そのと きの 彼の 語調に は 氷の やうな 厳び しい 勢 ひがあった。 

三 四 五 
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透 谷 二十 六 歳の 年の 日記 は、 八月 三十日と 九月 四日の 二日の 記錄 しか 殘 つて 居らない。 

東北の 旅から 歸 つて 間もなく、 透 谷 は、 國府津 在の 前 川 村に、 引つ こんだ。 透 谷め 健康 は、 その 前 

後から、 次第に 少 しづ、、 損 はれて ゐた。 

「何でも 一 つ、 身體を 丈夫に しなく つち やならない」 とい ふので、 彼 は 國府津 へ-引き 移った の だと、 

藤 村は觀 察して ゐ るが、 しかし、 透 谷 自身に、 病氣の 自覺 が、 どの位 あつたか は審か でない。 その 八 

月 三十日の 日記に も、  . 

〇 國府津 在 前 川 村に 來り、 長 泉 寺に 投ず。 蓋し、 祖先の 骨 を I- むる 處 * 家族 を携 へ、 弟と 義妹と を 

與 にす。 繁雑なる 旅行. なり。 此. 行、 はじめて- H マルソン 研究に 着手せ り。 十二月に 於て、 脫 稿し 

得ん と- 期 すれば なり 11 。 


と、 簡單に 記して ゐる だけで ある。 

私 は 先日、 偶然の ことから- 樱井明 石 氏の 令息に、 藤 村の 「春」 に、 明 石が 朱筆で 書 入れ をした， 

只 重な 書 入 本 を 借りう ける ことが 出來 たが、 その 書 入のう ち 、「春」 第二 十 罔の 終りの 部分に  >  うすい 

美 濃 紙に、 朱筆の 達筆で、  * 

〇 明治 二十 六 年 八月 三十 一 日 

予 が神戶 なる 關西 擧院に 赴任の 時、 かねて 時刻 を 打合せ 置きた る 故、 透 谷 は 夫人 美那 子に、 ふさ子 

嫌 を 抱かせ， この 國府津 の 停車場に 出迎へ をり- 五分 間の 停車 時に、 盡 きぬ 名 殘を惜 みて、 西と 東 

： わかれた るが、 いづ ヽんぞ 知らん， これ、 透 谷との 永袂 とならむ と は。 

と、 書か， れ てあつた。 前の 日記と 照し 合すと、 透 谷 一家が 國府津 に 移った 翌日に、 明 石 氏 は 祌戶に 

赴任した わけで ある。 人 一 倍 淋しがり やの 透 谷が、 都會 生活の 煩 はし さ を 避けて、 故鄉に 近い 東海の 

漁村に 引き こもった すぐ 翌日、 彼 は 友の 赴任と 聞いて、 なつかし さの あまり、 妻子 を從 へ國府 津の驛 

まで 友の 額 を 見に ゆかずに は ゐられ ない ところに， 透 谷の 誠意が よく 窺へ る。 明 石 氏 も 亦、 透 谷に 劣 
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もない 誠實な クリスチャン である。 二人が、 國府 津の驛 頭に、 車窓に 寄って、 互に 別れ を 惜しんだ 風 

景は、 目の あたりに 見る が 如くで ある。 

透 谷の 祖先が 眠る とい ふ 寺の ある. 前 川 村 は、 相 模灣の 海岸の 漁村で、 蜜 W 畠の 多い 豊饒な 谷 一 つ 

隔て、、 津の 町に- つ いて ゐる。 透 谷 は、 その 長 泉 寺の 一 窒を 借りう け て、 一家と 共に 引越し 

たので ある。 現在で は 字 羽根 尾と 合せて 足 抦下郡 前 羽 村 字 前 川と いって ゐる らしい。 恰度- 東)；^ 道 線 

. が. 二の 宮 から 西 進して、 押切 川と いふ 川 を 渡って すぐのと ころ- 園 府津驛 の 構內に 入る、 ちょっと 

手前のと ころが、 それで ある。  . 

長 泉 寺 は 小高い の 上に ある。 小說 「春」 はこの 寺へ 移った 當 座の 透 谷の 氣 持ち を- 次の やうに 敍 

して ゐる。 

Ri が淺 くて， 暑い 寒い を 感じ 易かった これまで の都會 生活に くらべ ると、 彼 はせ 、 こまし ぃ樹の 

下 を 出て、 大木の 蔭に 移った やうな 心地が した。 

高い 稍の やうな 屋根- 枝を擴 げたやうな 軒、 葉 裏 を 見上げる やうな 天井 —— 何もかも 氣に 入った。 

心地の よい 光が、 本堂の 側に ある g 心 を 通して * 射し こむ 具合 も氣に 入った。 おまけに、 都會に 住む 

と は 違って、 新鮮な 魚が 安く 食へ る。 海岸の 空氣が 吸 へ る。 蜜柑 畠の 香 も 鳴げ る。 


何故 早く 斯うい ふ 場處に 引越して 來 なかった らう、 と 靑木は 後悔した 位であった。 それ sr この 

漁村の 生活 は. 彼の 多病な 身に 適する やうに 思 はれた …… 」 

二の {呂 から 國府 津、 小 田 is§ へ かけての 海岸、 —— たしかに あの 邊は、 湘 南の 海岸で も、 氣溫 の暖ぃ 

健康地で ある。 緩漫な 懷斜の 起伏す る 一 帶の地 11 小山の 上. 低い 谷間、 み. な靑ぃ 蜜柑の 葉に 埋れて 

ゐる。 透ハ仓 は. さう いふ 丘 や 谷々 の 間 を ぶら/ \步 いて. 光る 葉 や. 土の 上まで 深々 と 垂れ 下った 枝 

を 眺めたり、 つよい 果實の 香 を^いだ りする のが 珍しかった。 長 泉 寺の 隣に は、 常 念 寺と いふ 寺が あ 

る。 その 寺 は、 柴田勝 家と 共に 秀吉 と戰 つて 敗れ， のがれて 前 川 村に 入り， 入道 西 入と 號 した 瀧 川 一 

益の 建立した もので、 透 谷 は 或る 朝， 多くの 墓の なか、 ら， 苔む した 一益の 墓 を 見出す ことが 出來た 

しかし、 こ、 に 移って， 大いに 仕事 を やらう とい ふ 抱負 は、 思った より はかどらなかった。 本堂の 

すぐ 横の， 明るい 聰の ある 部屋に 坐って、 默々 として 原稿紙に 對 して ゐる 彼の 憂 is さうな 姿が 毎日つ 

づ いた。 

彼 は 「國 民の 友」 と 「文 學界」 の 註文 を 受けて ゐ たが、 仕方がな いので， 兩方 共に、 短い 詩 を 書い 

て 送った。 r 國 民の 友」 に は、 r 雙 蝶の わかれ」 「文 舉界」 に は 「眠れる 蝶」 が. それん \ 九月 號に載 

つた。 


=ー 五 〇 

「眠れる 蝶」  ， 

けさ 立ち そめし 秋風に  •  ，• 

「自然」 の いろは か はりけ り 

たかえ 

高 梢に 蟬の聲 細く 

茂 草に 蟲の歌 悲し 

林に は  - 

聰の こ ゑ さへ うらがれて、 

野 面に は 

千草の 花 もうれ ひけり 

あはれ、 あはれ、 蝶 一 羽 

破れし 花に 眠れる よ 

「雙 蝶の わかれ」 


ひとつの 枝に 雙 つの 蝶 

羽を收 めて やすら へ り - 

露の 重荷に うな だる 、 

草 は 思 ひに 沈む めり 

秋の 無情に 身を責 むる 

花は愁 ひに 色褪めぬ 

1 一目 はず 語らぬ 蝶 ふたつ 

齊 しく 起ちて 舞 ひ 行けり 

うしろ を 見れば 野 は 寂し 

前に 向へ ば 風 冷し 

過ぎに し！^ は 夢 なれ ど 

迷 ひ 行 衞は何 處ぞゃ 
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同じ 恨みの 蝶 ふたつ 

重げ に 見 ゆる 四の 翼  , 

愛び 飛びても ひえ わたる 

秋の つるぎの 怖ろ しゃ 

雄 も 雌 も 共に た ゆた ひて 

もと 來し 方へ 悄れ 行く 

もとの 一 枝 を またの 宿 

暫 しと 憩 ふ 蝶 ふたつ . 

夕吿げ わたる 鐘の音に 

おどろきて 立つ 蝶 ふたつ  . 

こたび は 別れて 西 ひがし 

拫 りかへ り. つ、 去り こけり  * 

>J れらの 詩に 潜む ベ シ ミズ ムは、 今までの、 r 內部 生命 論」 とか 「富 嶽の詩 神 を 想 ふ」 などの B マ ン 


チックた 評論に くらべる と， 非常に 弱々 しい もので あり、 しかも、 一行 書いて は 一休み、 又- 筆 を ふ 

るって， 一句 を 成して は 一休み、 ごろつ と. 叠の 上に、 仰向けに 寢 て、 古い 寺の 眞黑 になった 天井 を 

にらみながら- すぐ 萎れて ゆく 詩興 を 辛うじて、 つなぎとめ るのに 骨が折れた。 

はじめの 約束で は- 明治 女擧 校へ も、 汽車で 講義に 通 ふこと になって ゐ たが、 來て 見る と、 さう ま 

めに 體を うごかす 氣 にも なれ なくなって、 休講が ちに なった。 そして 少し づ \ 彼 自身に も 病識が 感じ 

られる やうに なって 來た。 

九月 四日の 日記 は、 彼の 日記のう， ちで も、 特に 凄壯の 氣に充 ちた ものである。 

.  I 

〇 九月 四日 われ この 地に 來り てより 後 も- 常に 晏如 たる； J と 能 はざる を 悲しむ。 

. われ つら/ \ 近時の 自己 を 顧みる に. 危機に のぞめる こと 久しと 謂 ふべ し。 凡そ 一時間 も 書を讀 

め ば>  則ち 大いに 勞 れて爲 すと ころ を 知らず。 思想 も 亦斯の 如し。 此 地に 來 りて より. 評論の 爲 

に 一 タを爲 さんに は、 凡そ 四 五日 を 費せ り。 斯の 如き はこれ まで 曾て あら ざり しと ころ、 之を以 

て 余 は、 余が 精 祌の當 を 失しつ 、ある を 知る ものな り。 
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然れ ども 萬事必 然の 因より、 余が 多年の 辛苦 も 濒 く に 水 沿に 歸 したり。 寸蓄も 之 を 成す 能 はず 9 

空しく 唯だ獨 立せ ざるの 事業に 苦役す。 斯の 如くして、 余が 精神、 遂に 亂れ ざる を 得ざる べきな 一 

り 0  - 

余 はたし か に 精神 の 不安の 原因 を 知る。 而 して 遂に 之 を 如何と もす る な き を 知る 。 余 は 多 く の 者 

に 欺かれたり。 希望に も ライフに も  >  すべての もの、 余 を 苦しむ るな り。 

余 は爱に 於て- 從 来の すべての 忍耐 を 甘んじて 打破す べしと 決心す。 . 

妻に 對 する； J とも- 妻の 家に 對 する こと も- 我が家に 對 する； J とも、 事業に 對 する こと も。 

而 して 我 は- 之より すべての 事に 耐久の 精神 を 破りて、 自ら 好む ところ、 自ら 題す ると ころの 外 

は、 必らず 之を爲 すま じ。 

わが 獨立 のために は、 愛 を も犧牲 にすべし。  ， 

最後 は 三界 乞食の 境界 あれば、 卽ち 可な り 鳴 呼、 男兒， 何ぞ斯 くの 如く  .ilK  く碌々 として. 遠慮 

、をのみ 事と すべ けんや」 

この 日記 を 見ても、 いかに 彼が 生活 上の^ 苦缺 乏に惱 まされて なる かが わかる。 r 寸蓄も 之 を 成す 

能 はず- とい ひ、 「空しく 獨立 せざる 事業に 苦役す」 と訴 へて ゐる。 國府津 の 古寺に 引 こもった こと も" 


大半 は 生活難 を 原因と した ことが 想像され る。 海に は 新たな 魚介が 璺富 であり、 畑に は澤 山の 野菜が 

みのって ゐ たが， それさへ、 購 ふに は 金が 必要であった。 金がなくて は、 目の前に ぶらさがって ゐる 

もので も 指 をく は へ て 見て ゐる外 はない。 九月の 海に は 鰹が 大漁であった。 しかし、 透 谷 1 家の 食膳 

を賑 はすこと はなかった。 美那子 はた まら なくなって- 

「あたし 一 ォ、 實 家へ 行って 來 ますよ。 お 留守居 をして 下さい」 

無論、 少しで も， 小 遣 ひ を 貰って くるた めであった。 透 谷 は、 何と 返事して いいかわ からない 氣持 

ちだった。 やがて、 美那子 は英を 背負って、 蜜柑 畠に はさまれた 丘の 道 を 越えて 行った。 

「このま、、 行った きりになる のぢ や、 あるまい な  」 

サッと 不安が 掠めて、 透 谷 は 我 破と 起 上る と、 本堂の 段々 を かけ 下りて、 妻の 姿 を 求めた。 しかし. 

妻 はもう、 蜜柑の 丘の 向う にかくれ て、 影 も 見えなかった。 

ガランと した 部屋に 一人つ きりの こされる と、 透 谷 は 急に、 ゐても 立っても ゐられ ないやうな， 深 

い 寂寞 を 感じた。 部屋の 中には、 道具ら しい 道具 も « いて はない。 古い 寺に 特有な- 徽 臭いに ほひ も 

する。 彼 は， むき 出しの 黑ぃ 太い 梁 を 見て ゐ ると.  ， 

「一 思 ひに、 首 を 釣ったら どんな だら う」 

と、 妙な 想像に 走ったり した。 妻が 東京の 實 家で、 みんなに、 いろんな 嫌味 をい はれながら、 十頻 
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か 二十 圓の小 遣 ひ を 借りて ゐる 光景 も、 まざまざと 目に 浮かんだ。  It 

ー院 泊り で、 それでも 妻は歸 つて 來た。 

「まる、 よかった。 鼠に 引かれ やしない かと 思って、 私もォ チォチ 眠れな かったんで すよ」 

と， 美 i: 子 は， 英が 貰って 來た、 よだれ 掛けな ど を、 夫に 見せながら、 明るく いった。 美那 子の， 

どこか 樂天 的た 氣質 は、 今の 透 谷に は 絕對に 必要の もので あり、 美那 子が 歸 つて 來 たので、 急に 叉. 

魚が 水に もどった やうに、 透 谷の 氣 持ち も， 生き生きして くるので ある。 

「こんな 薄汚い 寺に 住 むんだ つて、 お前が 俺の，^ にゐて くれる からだ。 お前が ゐ なくなって は、 俺 は 

一 ョ だって、 こんな 淋しい ところに は 居れん」  . 

と， 其の 夜、 透 谷 は 久しぶりに、 東京の みやげの 牛肉 を、 鍋に 煮て 食 ひながら、 泪を ながした。 

藤 村が、 前 川 村の 寓居 を 訪れた の は， それから 間 もない 或る 曰であった。 

1. 一人 は、 すぐ 海岸へ 出た。 青い 海面が、 キラ キラ 光って ゐた。 小說 「春」 に は- このと き 二人が、 

國府津 の 海へ 人って： や 5 い だ ことが 書かれて ある。 

「 …… 軀て 衣服 を 砂の 上に 脫ぎ すて 、置いて. ザ プリと 海の 中へ 飛込んだ。 彼等 は 押 寄せて，、 る 波 

に 向って 競爭 で： 冰 いだ。 


浪は 高かった， - 

や >, もす ると- 岸 本 (藤 村) は 流され さう に 成った。 靑 木の 方 は， 斯の 海邊に 生れた 丈あって、 友 ■ 

達より よく： 一 仏げ る 彼の 體カは まだまだ， さう 失望した もので ない とい ふこと を 思 はせ た。 この 考へ 

に 力 を 得て， 友達と ー緖に 浮いたり 沈んだり して ゐ ると >  何時の 問に か、 岸に は 多勢 漁夫が 集って. 

つ ば 0- 

二人の 方へ 恐ろしい 魚 釣 を 投げて よこす。 . 

鈎 は 鳴って 來る。 それが 右に も 左に も 落ちる。 二人 は 吃驚した。 そこ/ \ に、 岸へ 泳ぎ 着かう とし ■ 

たが、 却って 浪 のために、 あべこべな 方へ さら はれて 行った。 

またく 浪が押 寄せて 來て、 港の 方へ 二人とも 持って行かれ たかと 思 ふうちに、 纏て 崩れ落ちる や 

うな 壯大な 音響が した。 其 時、 二人 は 白い 泡の 中に 立つ ことが 出來 た。 

海に は 幸の 多い 日であった。 釣に か、 つた 鰹 は， 婦女 や 子供の 群に 引かれて、 幾 尾と たく 險へ 上つ 

た。 

斯の 光景 を 眺めながら、 暫時 二人 は そこに 足 を 投げ出して， 暖ぃ 心地の 好い 秒 を 身體に 塗りつ けた。 

甲羅 を 干す 積り で. 岸 本 は 這 ひのめって 見た が、 首 を 傾ける と、 耳から 汐 水が 流れて 出る L 

同. に、 兩國の 河岸で よく： 冰 いだ こと を 思 ひ 出す。 靑木は 自分の 膝頭 を 抱へ て、 不調和な 社會に 倦; 一 

み 疲れた やうな 目附 をし た 。 
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終に は、 其の 膝頭へ、 額の 着く ばかりに 重苦しい 頭 を 垂れた。 而 して- じっと 目を^って- 岸に 碎， 

け. る 浪の音 を 聞いた —— 」 

こ 、は 「舂」 でも 特に 有名な 個處 で、 いろんた ものに 引用され てゐ るが、 若き 日の 藤 村が、 透 谷と. い 

共に， 秋の 日の 壯 絡な 怒濤の 中に 泳いだ 光景 は、 恐らく、 事實を その ま > -に傳 へた ものと はれる。 

藤 村が 歸 ると き 、 透 谷 も 久しぶ りに 體內に 活氣の 起る の を 感じた ので、 

「今日は 僕 も 明治 女擧校 へ 出て 見よう」 

と、 二人 はつれ 立って、 新橋 行の^ 車に のった。 汽車 は 長 泉 寺の 境內の 外れ を 横切って ゐ るので- 

國府津 からのり こんだ 二人 は、 すぐ、 車窓から 首 を 出して、 前 川 村の 踏切に 立って ゐ る美那 子と、 そ 

の 背中の 英に、 精子 を ふった。 

「お ー い， おみやげ を 待って ろ」 

と. 透 ハ介は 車中から 呶 鳴った。 車輪の 音 1.： 打消されて 聞え たか 聞えぬ かわからなかった が- 英が小 

さい 手 を 出して、 體を ゆすぶって ゐる のが、 見えた。 こっちへ 來 てから、 一 日 ましに 疲れた 額に たつ 

た 夫が 昨日 は 海へ 入ったり、 今日は 學 校へ 出かけたり- 急に 活氣づ いて 見える のが， 美那 子に は、 た 

の もしい ことに 思へ た。 思 ひなし か、 車窓に 立つ 夫の 顏に は、 美しい 血色が ほの 見えた j この 問" 声 


分が 東京から 歸 つて 来た 時、 うす 嗜ぃ 本堂の 奥の 柱に もたれて， キヨ トンと した 顏 をして ゐた 彼と は， 

まるで^ 人の やうに 思 へ た。 

「別に、 體の どこが わるい とい ふわけ ぢ やない。 あの人の は祌 經.. ^の だ」  . 

美那子 は、 路切を 通りす ぎた 長い 車體が >  向う の 丘の かげに 姿を沒 する まで、 ジッと 見送りたがら，. 

さう 思った。 それから 又、 靑ぃ 葉の 光る 蜜柑 畠の 道 を、 ボッ ボッ步 きながら. 

英の 好きな 

「建武 のむ かし， 正 成 は 1 .」  . 

の 歌 を、 うたった。 

三  - 、.、  . 

十月、 十一月。 海 邊の秋 もやう やく 闌 けた。 うすく 蜜柑の 實が、 色づく 頃から、 靜 かな 小春日和が 、 

打ち ク^いた。 長 泉 寺の 周圍 は、 何處へ 行っても、 日 あたりの いい 丘が ある。 谷と いふ 谷に は， 晚秋 

の 香が 滿ち あふれて ゐる。 畠と はい ひ條、 寧ろ 庭園と いっていい 蜜柑 畠の 閒を、 幾 筋 も 散步に 適した， 

細道が ついて ゐる。 透 谷 は、 勢 ひこんで ゐた H マ ー ソンの 研究 もす \ まず、 註文の 原稿 も 書け ない、 

憂う つな 顔をしかめて， 蜜柑の 葉が くれに、 小春の 細道 を步 きま はった。 
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國府津 へ來て 見ても、 透 谷 一家の 生活 は、 どんなに 儉 約した ところ、 月に 三十 圓 はか、 るので あつ 

た。 ところが、 最近の 牧人 は、 殆ど 無に 近かった。 .  . 

「やっぱり、 國府 津に來 たこと は 失敗だった ね。 田舍 だからといって、 飯 を 食 はない わけ ぢ やな いん 

だから、 最低限 か、 る もの はどうしても 必要なん だ。 さう いふ こと だって わかって はゐ たが、 仞か、 

田舍へ 引つ こめば、 助かる やうな 氣 がして、 見 透し もっけずに 引越した のが 惡か つたの だ」 

と、 彼 は 後悔した。 或る 晚 は， 夜泣きの くせの ついた 英を、 癎癀 まぎれに、 透 谷 は 抓った。 英はそ 

れで、 火の ついた やうに 泣いた。 

「いっそ- 暫く、 別れて しま はう か。 お前 は英を つれて >  石 坂のと ころへ 歸れ、 俺 は 友達の 所に、 居 

候になる  -」 

そんな こと も、 夫婦の 話題に のぼった。 しかし 、本心 をい へば、 透 谷 は、 一時 問で も美那 子の 傍 や 

はなれる 氣 はなかった。 自分が ともかくも、 生きて ゆけ るの は、 美郏 子が 自分の 侧に、 伴侶と して ゐ. 

るから だとい ふこと は- 自分に もよ くわ かって ゐた。 別れ話 は 何度と なくく り 返された が、 結局， い 

つも、 n 先き だけの ことに 終った。 美那 子に しても- 今更 オメ オメ、 英を 背負って、 石 坂の 家へ おれ 

る わけ もなかった。 

「私、 決心し ましたよ。 近所の 娘さん を 集めて、 お 寺の 本堂で、 針仕事 や 手 習 ひなん ぞを敎 へ るんで 


と、 或る日 美那 子が 云った。 そして、 早速 >  長 泉 寺の 和尙に 交渉して 來た。 村の 娘で、 杉 原と いふ 

のが、 その 前から 時々 出入り をして ゐ たので、 その子に 賴んで 宣傳係 をして 贳 つた。 

「いい 和尙 さんです よ。 どうせ あいて ゐ るんだ から， 御 自由にお つか ひなさい ましって。 お 葬 ひの あ 

る 時 だけ、 休めば いいで せう」 

と， 美那子 は、 さう きまる と- すっかり 乘氣 になって， 持 前の 無 邪氣な 快活な 笑 ひ聲を 立てた。 笑 

ふたび に、 美しい^い 齒の 見える の も、 この 人の 愛嬌であった。 

「これで、 お前が 弱かったら 大變 だが、 お前の 身體が 丈夫な の は >  かう いふ 時、 實 にカづ よいね」 

と、 透 谷 は， この K いよ/ \ 若さの 熟して 來た 妻の 體を 見ながら いった。 夫婦の 愛な どと いふ もの 

は 可笑しな もので. この頃の やうに、 時々 別れ話な どが 出る やうに なると * 却って、 餘計、 執着が つ 

よくなる の だ。 國府 津へ來 てから、 夫 it の 間に は 諍 も 多かった が、 それだけに 叉、 互に ひかれる 思 ひ 

も 深くな つた。 

「丈夫 もい いけれ ど、 御飯 を餘計 頂く から、 私みたい な 女 は 不經濟 よ」  • 

と、. 美那子 は笑談 をい つたが、 

「でも.. まつ子さん みたい に、 死んで しまへば おしま ひね、 いくら 綺麗で も —— 」 


「ほんと に 富 井 も- この 邊の、 暖ぃ 土地で. 療養す り ゃァ、 あんなに 早く、 斃れる やうな こと はな か 

つたの だ」 

二三 日す ると、 村 Q 娘 達が 集って 來た。 蜜柑畑 を澤山 持って ゐる 村」 番の 素封家の 娘な ども やって 

來た。 田舍 娘と はいへ、 年頃の 女た ちが 集って くるので、 いつ. も 薄暗い、 黴の 臭 ひの する 本堂 も. に 

はかに 色めき立って 見える のであった。 

「月謝 はきめ たの かい」 . 

と、 其の 晚、 透 谷が 聞いた *  . 

「いいえ、 まだ」 

「何人 來 たの だ」 

「五 人よ。 五人ぢ ゃァ、 まだ、 商賣 にならない わ。 でも、 段々 ふえる でぜ う。 そのうち、 私 は、 羽拫 

尾の 方へ 行って， 戶刖に 引つ ばって 來て もい い」 

「前 川に だって、 娘 はもう ちっと ゐる だら う」 

一 一人 はそんな 話 をした。 

「ともかく、 私が 働く から、 あなた は 少し， 靜養 なさる といい わ」  - 

「いや. さう もい かない。 H マ ー ソン を 引きう けて あるから」 


「でも- それお ゃァ- やっぱり- j;r つかれ は 休まらない でしよ。 仕事の 疲れと いふより， あなたの は. 

あせって お疲れになる のよ」 

. 「  」  ， 

しかし、 あせらずに は ゐられ なかった。 子供が 段々 大きくな つても まだ. 滿 足に 妻子 を 養へ ない 自 

分の 生活 を 省る と， 透 谷は甩 から 追 立てられる やうな、. 辛い 焦慮に さいた まれる のであった。 

「いよいよ" 俺が、 にっちもさっちもいかなく なったら. どうす る」  - 

「どうす る つ て」 

「さうな り ゃァ、 坊主になる か 死んで しまう か だ」 

「  」  ■ 

「一緒に、 ついて 來て くれる か」  、 

「ついて 行きます よ」 

と、 美 那子は 事 も なげに 答へ た。 

畠に は、 蜜 桥が. 黄色く 實 つて、 枝 を 垂れる 頃と たった。 枝の ま、 折って、 自分の 家へ 持 る こと 
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は 禁じられて ゐ たが、 畠で 摘んで 食 ふ 分に は、 咎められる 心配の ない のが、 この 邊の習 はしであった。 

到る ところに、 甘 さうな、 熟した のが ある。 透 谷 は、 路ば たの 木に、 廿 さうな の を 見つける と、 もぎ 

つて、 狭に 入れて、 其を哈 ひながら、 谷 問 や 丘 を步き 廻った。 枯れた 草の 上に 寢 ころんで、 靑 天井 を 

眺めながら、 せい 蜜 柳の 汁 を 吸 ふの は、 氣 持ちの いい ものであった。 しかし、 これで は， まるで 人の 

畠の 蜜 W を 食って 露命 をつな いで ゐる やうな もの だ、 と 思 ふと、 甘い 蜜 W が 急に 酸っぱく なるやうな 

氣 がした。 

その 頃、 彼 は、 思 はぬ 行懸 りから、 これまでの 宗敎 生活と、 緣を 切る やうな 事態が 發 生した。 

宗敎 生活と いっても， 本質的な 信仰 上の 問題で はなく、 いは ゾ 生活の 便宜上、 關 係して ゐた宜 教師 

たちとの 關係 を淸算 する ことにな つたので ある。 以前に も 書いた やうに、 明治 二十 二 年， イビ ー 氏の 

許に 出入す る やうに なって 以來， ブレス ゥヱ ー ト、 コ ー サンドな どの 宣教師と 交際して、 飜譯の 手つ 

だ ひや、 傳道 旅行の 同伴 を やって、 臨時の 收 入を圖 つて ゐ たので あるが、 二十 五 年の 十二月に は、 新 

たに、 ウッド ゥォ I スと相 知り、 その 飜譯の 手つ だ ひ をしながら、 傍ら 「聖書の 友」 なる 雑誌の 編輯 

も 引きう け， 若干の 報酬 を 得て ゐ たので ある。 

ところが、 其の 敎會 に、 多少の ゴタ ゴタが 起り、 牧師 太 田 某に 對 する 排斥 問題が 表面化し たので あ 

ろた。 


そのために、 彼 は 再三、 東京に 呼び出され たが、 敎會內 の 紛糾 は、 すでに、 手の つけられな いとこ 

ろまで、 燃え 上って ゐた。 

遂に 問題 は 行く ところまで 行って、 敎會關 係 者 全體の 意見 を徵 する 「敎會 會議」 が ひらかれ， 透 谷 

は その 議長に 推された。 しかし、 會議の 結果 は、 牧師 太 田 派に、 不利の 決定 を 見た。 透 谷 も， 太 田 派 

に殉 じて、 アメリカの 宣教師た ちと、 袂を 分つ ことにき めた。 「聖書の 友」 の 編輯 主任 も、 自然 解任 

とい ふこと になった。 

その 歸り、 彼 は、 會議の 席で 激昂した ほ とぼりが さめない ので、 人力車の 上から、 膝に かけた 毛布 

を 落とした の を 知らない 位であった。 

いざ、 下りよう とすると、 毛布がない。 

「おい、 且那、 毛布 はどうし たんです ね。 困る ぢゃァ ありま せんか」 

と、 俾 夫 は 怒って、 劍 つく をく はした が， 让方 なしに、 又、 落とした 毛布 を さがして、 車 を もどし 

た。 

—11 彼 は、 國府 津へ歸 つても >  まだ、 .一 几 奮が さめなかった。 美那子 をつ かまへ て、 一部始終 を 語つ 

てきかせ た。 しかし、 やめる の はいいと して、 敎會 からの 收入 がなくなる の は、 この 不如意の 上に、 

更に 一段の 打擊 とい はなければ ならなかった。 この頃の 調子で は、 敎會 から 入る 分 を， 原稿料で 補 ふ 
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などと いふ こと は、 到底、 考 へられる ことではなかった。 いよいよ、 これで、 ほんとうに 米 榧に はな 

れた —— 美那子 は、 そんな 突きつ めた 暗い 氣 持ちに なった が、 夫の 心を盧 ると、 こ、 で 自分が 泣き 事 

をい つて はならぬ と、 强ぃ氣 持ちに なって、 

「もともと、 あなたの 本當の 仕事 ぢ やな いんだし- よ ござんす よ、 かう いふ 機會に 一思 ひに、 清算し 

ておし まひになる の も  」 

と、 勵 ます やうに いった。 

その 翌日、 夫が 散歩に 出た あとで、 彼女 は 夫の 日記 を あけて 見た。 

〇 十一月 一日。 

…… 引つ、. -き、 敎會の 方の 苦情 やまず、 牧師と しての 太 田 君に 對 十る 反動 起り、 從て、 余 も 亦、 

敎會 を辭し 去らざる ベ からざる に 至れり。 

余 は 之 を 以て、 機會 なりと す。  - 

卽ち， 斷然、 從來. 三ケ 年間 執着せ し 宗敎的 生涯 を 打破し、 之より- 大いに 我が 意志 を 貫くべし。 

われ 多難なる 過去 を 通り 來れ り。 

この 頑 骨 を 抂げて 面白から ぬ 仕事に 追 ひっか はれたり。 看よ。 これよりの 余が 猛志 を。 ェ マ ー ソ 


ンを脫 稿す るの 後 直ちに 「公 曉」 に 取り か、 らん か。 おもしろし、 おもしろし …… 」 

美 那子は それ を讀 みながら、 泪 なしに は ゐられ なかった。 自分 達 を 養 ふために、 いやな 仕事 を 無理 

じひに つ けて 來た 夫が、 いとしくて いとしく てなら なかつ た。 夫 は、 「こ の 頑 骨 を抂げ て」 と 書いて 

ゐる。 そして 更に 勇猛心 を 鼓舞して、 豫定の 仕事に 邁進し ようとい ふ 氣概を 記して はゐ るが、 實 際の 

夫の 健康 は、 とても それ を 許し さう にない こと は美那 子に はよ くわ かって ゐた。 それだけに >  無理に 

大言壯 語し ずに は ゐられ ない 夫の 氣 持ち もまた わかり、 敎會を やめた ことが、 やはり 自分 達の 生活に 

とって、 忽ち 大 影響 を來 たす こと も 見 透され るので あった。 こんなに までして、 愛して くれる 夫の 愛 

の 深さに、 美 那子は 胸 をし めら れる やうな 苦しい 嬉し さ を 味 ふの だった。  ， 

後年、 美那 子が 藤 村に 語って、 

r 國府津 時代 は樂 しう ござんした」 

と- 告白して ゐ るが、 その 樂し さは- この やうな 複雑な 心理 を 含蓄した 樂 しさであった にち がひ^ 

、 0 

彼女 は、 しばらく は、 日記の 上に 突ぶ して 顔 を 上げる ことが 出來 なかった。 

散歩から. S つて 來た透 谷 は、  . 
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「サ ァ、 俺 も 忙しくな つて 來た ぞ」 

と * 机の 前に 坐った が、 すぐに 又、 ゲン ナリ して、 煙草 を ふかし 出した。 そのうちに、 ドンと 體を 

投げ出す 音が した。 

「どうして、 書け ない の だら う。 あんなに 好きな 害の 仕事が —— 」  • 

と美 那子 は、 そ 知らぬ顔 をしながら 胸 を 痛めた。  、 

「おい、 蜜柑 を 買って 來て くれない か」 

「はい 11 」  . 

美那子 はさつ きの 泣 顔の 痕を 見られない やうに 面 を 背む けて 立った。 そして、 近くの 畑に 入って、 

人影の ない の を 幸 ひ、 五つば かり 枝から もいで 歸 つて 來た。 

「有りが たう。 こいつ は 大きい」 

透 谷 はさう いって、 皮 をむ き 出した が、  . 

「おい- 旗 をまい て彌 左衞鬥 町へ かへ らう か」 

だしぬけに、 美那 子の 手 をと つて、 引 寄せながら いった。 

「あ \、 びっくりした」 

美 那子は 目 を まるくして、 呼吸 を はずませた。 


「そり ゃァ あなたが、 ぉ歸 りになる つて 仰 有るなら、 私に 否やはありません けれどね  でも、 もう 

少し- 頑張って 見ち ゃァ いけない でせ うか」 

しばらく してから、 美那子 は、 落ちつき を とりもどし ていった。 

「頑張る つてい つても、 私がゃって：2^0んですょ。 村の 娘 達 だって、 あ、 して、 少しづつ 增 えても 來 

- たし、 よろこんで 毎日 通って くるので す もの」 

「それ もさう だが 1 .し かし、 人 問 の 力に も 限りが あるね。 僕 は 世 を 破る 積り でゐ て、 却って 自分の 

心 を 破って しまったの かも 知れない。 それが 殘念 といへば、 こんな 殘 念な こと はない」 

透 谷の 目から、 泪の しづくが ボタ ボタ 落ちた。  . 

「そんな 氣の 弱い こと を 仰 有らないで 下さい。 悲しくな ります から」 

いっか 美那子 は、 夫の 膝に 突ぶ して ゐた。 

其の 夜、 彼 は 久しぶりに * 新鮮な 詩興の 起る の を 感じて、 「一 タ觀」 を 書き出した。 

「ある { せ、 われ 聰に ありて 横た は. る。 ところ は 海の 鄕、 秋 高く、 夭 朗らかに して、 よろ づの 象， よろ 

づの 物， 凛 乎と して 我に 迫る。 恰も 我が 眞 率なら ざる を 笑 ふに 似たり、 恰も 我が 局 促た る を 嘲け るに 

似たり、 恰も 我が 力なく、 能な く辨 なく、 氣な きを 篤る に 似たり」 
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美那子 はほんと うに 久しぶりに、 夫の ペンが、 よどみな く、 紙の 上 を 軌る音 を 快く 聞く のであった。. 

英も 大人しく つて ゐる。 靜か 4 な 秋の 夜- 浪の音 も 平和な ひ きを 傳 へた。 美那子 は、 たのまれ も 

の、 とき をしながら、 夫の 仕事の 終らぬ うち は、 自分 も 朝までに これ を片 づけて しま ふ氣 だった。 

そのうちに. 透 谷 は 机 を 本堂の 方へ 持ち出して、 しきりに ペン を 走らせた。 

「大分， 書け ますね」 

「うん. 書け る」 

「あたし も、 今夜 は、 このと きもの を片 づけて しま ひます から、 御用が あったら いつでも 仰ず つて 下 

さいよ」  _ 

と、 美 那子は 隣り から 聲を かけた。 

一時間ば かり 經 つた。 

湘 南の 秋と はいへ、 眞 夜中 をす ぎる とさす がに 冷えて くる。 何となく 襟元が 寒い。 そのうちに 又、 

ガ ラ ン と した 本堂 のしめつ ぼい 徵の臭 ひが 鼻 をつ き 出す と、 透 谷 は 急 に 疲れ が や つて 來た。 頭 も 痛い 。- 


筋肉 や 節々 が 俄かに けだるく、 鈍痛 を覺 えてく る。 かうな ると、 又い つもの 癖で、 もう 一字 も 先へ 進 

まなくなる のだった。 

「おい、 美那」 

と、 とう/ \、 彼 は 妻 を 呼んだ。 

「駄目 だ、 外へ 行かう。 頭を冷やして 来なければ I .」 

寢て ゐる英 一人 をの こして、 ドン ドン 本堂の 段 を 下りて いく 良人 Q うしろに 美那 子は從 つた。 彼 は 

踏切 を 越え- だらだら 下りに 丘 を 下りて、 浪の 音の する， 一力へ 步 いていった。 

空に は 無數の 星だった。 彼 はふと 夭 の 一 方 を 眺める と、 暫く/ ィん だま &、 妻の 追 ひつく の を 待って 

ゐた。 やがて 彼 は. 妻に 星 を 指して いった。 

r 漠々 たる 大空 は、 思想の 廣ぃ歷 史の紙 だ。 あすこに、 ホ ー マ ー がゐ る。 こ、 に、 シ ヱキ スピアが ゐ 

る。 彗星の 天 系を亂 して ゆく の は. バイ ロン か、 ボル テ I ルか」 

11 彼が つ ひに 氣 がちが つたと 思 ひこんだ 美那子 は、 しっかり 彼の 體 にしが みつく やうに して、 つ 

いてく る。  . 

「ホ I マ ー がゐ たと きに も， ブラト ー がゐた 時に も- かの 北斗星 は、 今夜と 同じ、 光芒 を 放った の 

だ」 
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と、 彼 は 叫ぶ やうに いって 步 いた。 浪打 際に 出た。 夜目に も浪は 白く、 と ろく やうな 大きな 響 を 

打 返して ゐた。 彼 は、 あまりに も 偉大な、 天地 悠久の 自然の； is に 立って、 人事の 傻さを 感じた ので、 

ほんとうに、 その 浪の 中に 吞 まれて しま はう と 思った の だ。 蒼々 として 永遠の 色 を 宿す 波濤。 腕 を 拱 

いて、 蒼 空 を 察すれば、 叉、 實に茫 々乎た る 天涯の 歷史 だ。 このと き 彼 は、 「我れ」 も 「時」 も、 所 IfJl 

は 一 個の 濫樓に 及ばず と觀 じたの だ。 

「浪の 中へ 行かう」  - 

と、 彼 は、 大きく 叫んで、 矢庭に 妻の 體を 引つ ばった。 ところが、 妻の 體が、 そのと きは實 に、 磐 

石の 如く 重かった から 不思議だった。 美 那子は 必死になって、 抵抗して- 彼の 體に、 我武者羅に、 し 

がみつ いて ゐ たの だから 重かった わけ だ。 

「お前に は、 自然の 威力が わからぬ のか。 水 を 見ろ。 空 を 見ろ」 

と 叫んでも 美那 子に は 一向 通じない。 透 谷に は、 浪が 大きな 口 を あけて、 自分た ち を 待って ゐるゃ 

うに 思 はれる の だが、 美那子 はどうしても 承知 しないの だ。 

「私 は 厩です、 子供が あります から。 —— 今、 二人で 死んだら、 英を どうす るので す」 

と美 那子 は、 浪の 音に 齒向 ふやうな、 高い 金 切聲を あげながら、 夢中で 良人の 體を 抱きと めた。 子 

供と 聞いて、 漸く 透 谷 も ハツと 胸 をつ かれた。 見る と、 妻 は髮も 亂れ、 裾 も はだけ て、 眞 蒼な 顔 をし 


てゐ る。 濱邊に は 誰も ゐ ないから いい 樣な ものの、 俄かに 自分の 目の 中に うつされた 恥し い 妻の 姿に 

氣 がっくと、 透 谷 は 急に、 情けない 氣 持ちに 返った。 

彼 は 一 度に、 腰から 下の 力 を 失って、 妻の 足 もとに、 崩れる やうに 坐った。 美 那子も それと 一 緖に 

氣が拔 けて >  彼の 横に、 へたへ たと なった。 

うすく 濕 つた 砂が、 彼の 尻に 異様に、 冷い 感覺 だった。 
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第 十一 章  ， . 


そのころ は、 寺に 住む のが 流行った わけで もなから うが、 禿 木 は 谷 中の 或る 古寺の ー窒を 借り、 透 

谷 は 國府津 の 長 泉 寺 だし、 藤 村 も 鎌 倉の 古い 禪 寺に 住んで ゐた。 

そこ は圓覺 寺の 境內 になって ゐて、 苔の 生えた 石段 を 登り つめたと ころに、 門が ある。 住職と も 心 

安く、 すぐ 前の 飯屋から 飯 をと つて、 のんきな 一人 住居であった。  ， 

秋 もやう やく 深かった。 

或る日、 透 谷から 雜 誌が 一冊と いた。 「評論」 の 第 十六 號 であった。 「評論」 とい ふ雜誌 は、 二 

十六 年 四月から、 巖本善 治が、 白 表紙の 「女 擧雜 誌」 を廢刊 して、 その代りに はじめた 文藝雜 誌で あ 

つた。 その 十六 號に は、 透 谷の 「一夕 觀」 がの つて ゐる。 藤 村 は、 封 を 破って， 先づ 友の 文章から 讀 

み 出した。 


「月 は晚 くして 未だ 上る に 及ばず。 仰いで、 蒼寫 を視れ ば、 無数の 星宿 紛糾して、 我が 頭上に あり。. 

顧みて 我が 五 尺 を視、 更に 叉內觀 して 我が 內 なる もの を 察する に、 彼と 我との 距離 甚だ 遠き に 驚く。 

不死 不朽， 彼と 與 にあり。 

衰老 病死、 我と 與 にあり。 

鮮 美透凉 なる 彼に 對 して、 橈み 易く 折れ 易き 我れ、 如何に 赧然 たるべき ぞ。 爱に 於て 我 は 一 種の 悲 

慨に擊 たれた るが 如き 心地す。 聖 にして 熱 ある 悲慨， 我が 心頭に 入れり。 罵 者の 聲耳邊 にある が 如 

し。 我が 爲 すなき と， 我が 言 ふなき と、 我が 行くな きと を責 む。 われ 起って、 茅舍を 出で、 且つ 仰 

ぎ， 且つ 俯して、 篤 者に 答 ふるところ あらんと す。 胸中の 苦悶、 未だ 全く 解けず。 行く行く 秋草の 

深き 所に 至れば、 忽ち 聽く 蟲聲， 樓の 如く 耳朶 を 穿つ を」 

藤 村 は、 讀 みながら， 友の ゐる 漁村の 有様 を 目に うかべた。 この 晚夏、 二人して， 怒濤の 中 を 泳^ 

だ 時の こと も 甦った。 なつかしい 氣 持ちが した。 しかし、 透 谷の 文章に は、 今までに もあった やうな、 

鋭い 調子の 底に、 何ともい へない 一種の 不安が、 ザ I ザ ー と 音を立て、 流れて ゐる やうに 思へ た。 

「こり や、 いかん。 こり や- いかん」 

藤 村 は、 急いで 紙に 向 ひ、 この 友 を 慰める 言葉 を 書かなければ ならぬ と 思った。 
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その 手紙が ついて 問 もな く、 こんど は 透 谷が 藤 村の ゐる錄 倉の 寺 を 訪れた。 

「島 崎さん， お客様で すよ」 

と、 庫裏の 方から、 長い 廊下 づた ひに、 寺男が 知らせて 來た。 きれいに 晴れ 上った 秋の 晚 である。 

人戀 しく 思って ゐる處 へ、 日が 暮れて からの 訪問客と いふので、 藤 村 は 誰 だら うと、 胸 を を どらせ て 

出た。 透 谷だった。 

「や ァ、 よく 來 たね」 

「手紙 を 貰ったら、 急に、 君に 逢 ひたく つて やって 來 たよ」 

友 はさう いって、 不相變 の 調子で、 グ タツと、 行儀 わるく 坐った。 まくった 羽織の 裾が、 夜露に し 

めって ゐる やうであった。 ， 

「どうして ゐる？ 」 

「とう/, \、 別れる ことにし たよ」 

と、 透 谷 は、 ぶっきら棒に IK つた。 

「别れ るって？」  一 

「どうに も， 暮 して 行けない ことが わかった の だ」  - 

と、 彼 は 悲痛な 額に、 ふかい 皺 を 刻んで いった。 


「しかし- 別れる といっても、 決して、 崩壞を 意味して ゐる わけ ぢ やない。 寧ろ、 僕らの は、 建設 を 

目的と して ゐる のさ。 一 旦、 別れて、 しばらく、 形勢 を 見て、 再び 生活す る だけの 根據が 出来たら、 

叉、 一緒になら うとい ふの だ。 昨夜， やっと 相談が まとまった のさ」 

「で、 子供 はどうす る。 英 ちゃん は？」 

「あれ は、 妻の につれ て ゆく。 石 坂の 家の 居候 だ。 僕 は、 叉、 彌左衞 門 町で、 阿 母と くらす のさ」 

「大丈夫 か ——」 

と、 藤 村 は 念 を 押す やうに いはずに は 居れなかった。 

「大丈夫って、 何が？」 

と 一寸 反問した が、 

「あ、、 君の 手紙に も そのこと が 心配して あつたが、 そり ゃァ 君、 大丈夫 さ。 僕 は、 もう 死んだり は 

、f 

せん。 死んだり はせんと；^ 心が つい たれば こそ、 妻と も 別れて、 起死 同. 生を圖 らうと いふの ぢ やない 

か」 

と、 彼 は 眉 を 上げて、 答へ た。 

「さう か」 

「君に しろ、 平 田に しろ、 戶川 にしろ、 みんな さう だ。 僕らが、 文筆の 士 として、 獨 立し 得ない と は、 
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實に 情ない 話 だ。 そり ゃァ、 硯友 社の 奴ら の やうに、 通俗 を迎 へれば、 立ち どころ に、 生計の 道 は 立 

たう。 民 友 社の やうに、 一 面に 文を賣 り、 他面に 政事 を 弄べば、 これ も 又、 處 世の 法 さ。 しかし、 僕 

ら文 暴界の 一 派 は、 最も 醇の 醇乎たる もの だ。 日本で ほんとうに、 純 文 藝を以 つて 世に立たん として 

ゐ るの は、 僕ら だけで はない か。 立た う。 絕對. Lf 立た う。 叉 是非に でも、 世に立たなければ いかん。 

然 からざる とき は、 日本の 文學 は、 遂に- 德 川の 戲作を 出で ず、 通俗 蒙昧の 賣文學 に 堕する のみ だ。 

撲 はさう 思 ふとき、 僕らの 責任 を 痛感す るの だ。 愚圖々 々して は 居られん とい ふ氣 がする の だ」 

「君の いふ 通り だ」  . 

と、 藤 村 は、 はやく も 感激 性の 目 をし ばた >- く。  - 

「僕 は、 日記に 書いた の だ。 わが 獨立 のために は、 愛 を も 犠牲に すべし。 最後 は 三界 乞食の 境界に 沒 

入す るの 覺悟 あれば、 則ち 可な り。 —— 僕は實 に、 この 意 氣を以 つて、 妻と 別居す るの だ。 しかし、 

ね ェ 、 島 崎 君」 

と、 透 谷 は 調子 を 和げ、 

「さう いふ 僕 も、 この間 は 全く 絡 望して ね H  、危 く、 やりかけた のさ」 

「え ッ」 

と、 藤 村 も 思 はず 驚きの 叫び を あげる。 


「一 夕觀を 書いた 衣 さ。 その 日 は、 實に危 い 寸前まで いったの さ。 あのと き. もし、 妻に 理性が 缺け 

てゐ たら * 今顷 は、 二人とも 相模 灣の蒗 になって しまって ゐ たらう」 

藤 村 は その 話 を 聞きながら、 二度 も 三度 も、 ゾッ と惡感 が、 背筋 を 走る の を 感じた。 透 谷 は， その 

夜 以來、 死への 誘引 を 清算して、 强く 生きる こと を 決意し- そのために は、 美那 子との 戀愛 生活 さへ 

犠牲に する ほどの、 堅い 信念に 到達した の だと、 語って ゐる けれども • 打 見たところ、 彼の 健康 は 決 

して、 舊に復 して ゐ ると は 思へ なかった。 打ち 重なる 生活難 は、 少しも 前途の 樂觀を 許さぬ 以上、 再 

び 三度び、 彼が， 死の 誘惑 を. 發作 しまいと は、 斷 言出來 ない。 この 前 は、 幸 ひに、 健康な 美那 子が ゐた 

からよ かった。 透ハ 介が、 この 好 伴侶 を 一度、 死へ 誘って 果 さなかつ たからに は， この 次 は、 恐らく、 

單獨で 決行し まいと は 限らない。 「一夕 觀 J を讀 んで危 いと 感じた 藤 村の 心配 は、 彼に 再び 直面して 

一 層 その 憂 ひ を 深く した。 

「君の、 さう いふ 激しい 心 は、 僕に は ビン ビン、 HS1 くやう によく わかる が、 しかし、 君が、 あの 快活 

ない、 奥さんと 刖れ るの は反對 だよ。 あの人が ゐて、 貧乏 を 貪乏 とも 思 はんやう に ふるまって くれる 

から、 君の 生活 は、 明るくな るの だ。 君 一 人で やって 見 給へ、 一 日 だって、 君の 神經 は、 その 陰惨な 

男ぐ らしに、 耐 へられる もの か。 たと へ、 君の 意思が、 どんなに 建設と 再生 を 目 ざして ゐる にしても 

結果 は、 やはり 自滅 だよ」 
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と、 藤 村 は、 向き 直って、 心から 忠言 を 吐露し ずに は ゐられ なかった。 透 谷 はしば らく 默 つて、 考 

へ てゐ たが、 

「しかし、 君、 どんなに 險 約しても、 僕のと ころで は、 月に 三十 圓か かるの だ。 それ 以下で はどうし 

ても暮 せない。 何しろ、 美那 は、 昔から、 ぉ附 女中 をお いて やって 來た女 だからね -11 それが 君.， 米 

一 升 買 ふのに 事を缺 くやうな 有様なん だから。 あいつ もこの 頃 は、 他人の 畑の もの を、 もいで くるの 

がう まくな つた。 しかし、 君が そんなに 反對 なら、 僕ら も 叉、 考へ 直さな けり やならない が —— 」 

と、 透 谷 は 苦し さうな 顏 をした。 

「そり ゃァ、 ほんと に、 愼. 重に 考へ て くれ 給へ。 率直に いふと 君から あの 奥さん を 引いて、 何が 殘る 

かね"  さ うだらう」 

「さう かね」 

11 といって * 藤 村 も、 この 友の ために、 何 か チャンと した 生活の あて を 作って やる 力はなかった。 

考へ ると、 .0 分の いって ゐる ことの 無力 さに、 もどかしい ばかりだった。  . 

突然、 透 谷 は、 

「あ ッ、 誰か 僕 を 呼ぶ やうな 聲 がする」 

と、 言 ひながら， 兩手を 耳のと ころへ あてがって、 首 をす こし 傾けた。 


「何にも， 聲 なんか しないよ」 

藤 村 は、 少し 氣 味わる くな つてい つた。 

「どうかして ゐる e 君の 祌經 は、 疲れす ぎて ゐ るの だ」 

「やっぱり、 さう だな ァ —— 」 

と、 彼 も 自分の 病氣を 感じた やうに、 サッと 恐怖の 色 をう かべた。 

其の 晚は、 二人 は、 一 つの 蒲圑を 引つ ばり 合 ふやう にして， 寢 つきの 惡ぃ夜 を 明かした。 

そして 翌朝、 門前の 飯屋で、 一緒に 飯 を 食 ふと- そのまま 別れた。 

「そのうち 又來て くれ」 

「うん、 必ず 行く。 奥さんに よろしく」 

黑ぃ 羽織 を 着て、 帽子 も 冠らず 歸 つてい く 友のう しろ 姿 は、 覿々 として ゐた。 藤 村 は 苔の 生えた 石 

!5^の上に立って、 ジッ とそれ を 見送って ゐた。 

君の 厚意 ある 反對の 通りに、 ^居 案 は撤囘 した。 その代り、 二人 は 叉、 慘 として 相對 する やうな 日 

を 送って ゐる。 貪し い 食事 を 共に するとき さへ、 お 互 ひの 目と 目 を、 合 はさぬ やうに 食 ふ 時 も ある。 
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一方へ 向いて は、 貧乏と は 戰« ねばならぬ。 又、 一 方に 向いて は 純 文 學に對 決せねば ならぬ。 更に 一 

方に 向いて は、 英を養 はねば ならぬ。 —— そんな 悲しい 手紙 を、 透 谷 は、 錄 倉の 友人に、 書き送った。 

それから 叉、 暫くして、 こんど は 藤 村が 透 谷の 家 を 訪問した。 

そのと き、 若き 日の 藤 村 は、 一夜 を 品 川の 遊廓に 遊んだ 悔いに、 頭 を 剃って 靑 坊主に なり、 錄 倉の 

住職から、 法衣 を 借り、 托鉢 姿で、 無一文の 放浪の 旅に 上って、 東海道 を 足に まかせて 歩き、 やう や 

く國府 津に迎 りついた ので ある。 

. 美那子 は， 俄 道心の 藤 村 を 見て、 ひとごと ではない やうな 氣 がした。 良人の 透 谷 も、 いつ、 どんた 

こと を やり-出す かわからない ので、 決して 油斷 は出來 ない のであった。 何しろ、 この 人た ちの 考 へる 

こと は、 人生に も 名利に も あたり まへの 執着がない の だから、 やりたい ことが どうしても 出來 ぬと な 

れば、 いつでも、 この 世を蹶 つて 立つ とい ふ氣 合が 見える のが、 傍に ゐる 者に したら、 心配で ならぬ 

ところな のであった。 

「島 崎さん の やうに なったら、 どうします？  I  , 

と、 詰る やうに いふと、 良人 は平氣 で、 

「俺が、 あんなへ マな こと はする もんか」 

と、 いっての ける けれど， 實際は 信用が 出來 なかった。 もっと、 もっと、 思 ひ 切った こと も、 やり 


かねない i;;- 人の 氣 性が、 恐ろしい のだった。 

しかし 又、 國府 津へ來 てから は、 良人の 自分に 對 する 愛が、 一層 深くな つて 來 たこと も >  美那 子に 

は、 はっきり 感じられた。 良人 はよ く- 家庭の 束縛が、 自分の 才能 を 枯らす の だとい ふ 風に 惱ん でゐ 

るが、 その 實、 ますます 堅く、 自分 を かき 抱いて、 放すまい とする 氣配 がわ かるので ある。 その 點で 

は、 rt- 人 は 激しい 矛盾に 苦しめられて ゐ るに ちが ひなかった。 そして、 民 友 社からの ェ マ ー ソンの 傳 

記 は、 三分の 一 ばかりのと ころで、 ピッ タリ 停って しまったし、 勢 ひこんで ゐた 戯曲の 創作 も、 構成 

が 出來た けで、 その 儘に なって ゐた。 始終、 頭が痛い、 といって ゐる。 內 部の 疲勞と 衰弱 は、 この 

頃で は、 もう その 表情 や 目の色にまで， あら はれて ゐる やうに 思へ るので ある。 それで ゐて， 友達 を 

相手に 文擧論 や 政治 論 を やり 出す と、 血色が 額に 上って、 とても 元氣 さう になる。 自分 を 愛して くれ 

ると きも、 さう だ。 時には まるで、 新婚 當 時の やうな、 若々 しい 烈しい 情熱 を 示す こと も ある。 

どうも わからない。 しかし、 わからな いにしろ、 氣は 許せない —— 何時、 この間の やうな、 發作的 

な 行動に 出る かも 知れない からだ。 英 さへ ゐな かつら、 そり ゃァ どうせ、 自分の 一生 は、 ^^！人にすべ 

て 捧げつ くして ゐ るの だから， ついて 來 いとい ふ處 なら、 浪の 底で も 地の 中へ でも、 どこ へ でも 自分 

一人 はかま はない の だが、 何しろ、 二人の 問に は、 あの 小さい 英がゐ るの だもの —— と、 美 那子は 歎 

息した。 
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京 橋 • 彌左衞 門 町の 透 谷の 母のお ゆき も、 近頃の 息子の 健康に ついては、 非常に 心配であった。 時 

時、 東京へ 出る と、 ひよ つくり 數寄屋 橋の 店 口に あら はれる 息子の 額 は、 一二 年 前と は、 見ち がへ る 

やうに、 尖々 しく 蒼かった。 

小 田 原 時代から、 がせいに 働く ことで は、 評判 もののお ゆき は、 数寄屋 橋の 店 も、 殆ど 一 人で 切り 

廻して ゐた。 戶じ まりから 竈の 下の 火の 用心、 火消壷の 蓋の しめ 具合まで、 一 々自分で 見て 廻って 念 

を 押さない と、 眠れない 方の 性質であった。 勝手 を 働く とき は、 必ず 次男の 垣 穂に、 店の 番を たのん 

だ。 垣 穗は透 谷と はちがつて、 きさくな 方であった から- 少々 ぐら ゐ 面倒臭い と 思っても- 嫌な 顏を 

見せずに、 母の 指 圖に應 じた。 おゆきと すれば、 垣穗 ばかりが 可愛い いわけではなかった が、 何 かに 

つけて、 すぐ 矛 をむ けて くる 門太郞 より、 柔順な 弟の 方が、 親しみ 易く、 遠慮がなかった の は、 當然 

であった。 門太郞 が、 女房 子 を か、 へて、 田舍の 汚い 古寺なん ぞを 借りて-食 ふや 食 はずの 貧乏 ぐら 

し をして ゐ るの、 も、 世間で はまる で、 親に 對 して、 何 かいひ 分で もあって して ゐる； 0 との やうに 取つ 

てゐ るの が、 おゆき は 業腹であった。 

「だから、 いはない こっち ゃァ ない C あたしの いふ こと をき かない からさ —— 」 

とい ふの が、 このごろのお ゆきの 口 靡であった。 大體、 はじめから， おゆき は 透 谷た ちの 結婚に つ 

いて は、 强 硬な 尙早 論を唱 へて ゐた。 まだ- 自分 一 人 飯の くへ ない ものが、 家 を 持つ の は 早す ぎる。 


持って いい 時が くれば、 息子の 方で いはなくても， 親の 方で 持たせずに は 措かない、 とい ふの が、 お 

ゆきの やうな 勝氣な 母と して は- 當然の 言葉で、 それ を 何でも、 一緒にな りたい と、 母の 反 對に橫 車 

を 押した 透 谷の やり方 は、 今にな つて、 それ 見た ことか、 と、 母の 手 きびしい 逆襲 を 受ける の は 止む 

を 得なかった。  . 

それに 石 坂 家が 相當 知名の 家柄 だけに、 おゆき は餘計 つらかった。 緣を 結ぶ 以上 は、 先方と も、 な 

るべ く は、 對 等の 交際が したいと 思 ふの が、 親と しての 自然の 情であった。 それ を 石 坂 家で は、 大事 

な 娘 を、 風来坊の やうな 貧 書生に、 劫 奪され たかの 如き 口吻 を 洩らし かねないので あつたから- おゆ 

きと すれば、 先づ その 點 からして、 大體氣 に 喰 はぬ 話な ので ある。 それば かりで なく、 このごろの 透 

谷 夫婦の 生活 態度に ついては、 北 村 側の 親類から も、 いろいろな 苦情が 出て ゐた。 あんな こと をして 

ゐて、 門太郞 さん は、 先々 どうしな さる 氣だ。 定まって 入るべき もの もない のに、 子供 は出來 る、 病 

氣の やうで は ある。 お母さん も- あれ を默 つて 見て なさる 法 は あるまい  とい ふやうな 駄目 も 出て 

來る。 

おゆき も 氣が氣 ではなかった。 若し、 このま、 放っておいて、 ほんものの 氣違 ひに でもな つたら、 

どうしょうと 思 ふと- さすがに 女心の、 胸 さわぎが 靜 まらぬ 程であった。 氣違 ひまで ゆかな くと も、 

いよいよ、 食 ふに 困った あげ 句 は、 夫婦 心中な どと いふ； J とも、 やり かねない 氣性 だからと 思 ひ、 若 
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し. そんな ことで もされたら * 世 問に 對し、 叉、 先祖に 對 して、 どんなに 肩身の せまい 思 ひ をし なけ 

れ ばなら ぬか わからぬ と 思った。 —— もう、 國府津 の 生活が すっかり 行詰り- どん底まで 行って ゐる 

と は、 おゆきに は、 よく 見えて ゐた。 

本當 をい へば， ともかく、 一年な り 二 年な り、 夫婦 わかれ をして * お 互に 心身の 衰弱 を囘復 する ま 

で、 美那 子は實 家へ、 透 谷 は 數寄屋 橋に 引取る のが、 最上 分別に ちが ひなかつ たが、 そんな こと をい 

ひ出したら， 息子 は、 目 を 血走らし、 嚼 みつく やうに、 .一 几 奮して 自分 を 罵る に 知れて ゐた。 事實、 今 

までに も、 一寸、 その 話に ふれ か、 ると 息子 は 俄かに 語氣を 荒く-  . 

r ぢゃ あ、 何です か。 つまり- お母さん は、 別れろ とい ふんです か」 

と 詰め寄せ るので、 おゆき は 止むを得ず、 辯 解の 言葉 を 吐いたり、 ほかの 話に、 鋭鋒 を 反らしたり 

しなければ ならなかった ので ある。 そんなら せめて、 親子 三人 を， 店の 二階に 置いて、 自分の 監視の 

行き届く 範圍に 入れたら >  多少 は 病 氣も違 ふだら う —— とい ふの が、 おゆきの 第一 一案であった。 

「垣 穗、 ねェ、 どう だ-らう。 お母さん は、 せめて. さう でもし ない ことに は、 門の 體は、 とても、 持 

たない と 口.〕 ふんだ が I 」 

と- 或 日、 おゆき は、 垣穗 に、 その 第二 案 を 打 あけた。 

「さう で 十ね。 この間、 島 崎さん に 逢って 聞い たんだが、 神經 衰弱 は 大分 昂 じて ゐ るら しいです よ。 


何でも、 夜、 嫂さん を 波打 際まで 引 指って 行った こと も あると かって」 

「だから、 あたし は 云つ たんだよ。 定牧 もない ものが 早く 家 を もったら、 きっと、 そんな、 見苦しい 

こと をし なきやなら なくなる つて。 いくら- 美那 子が 學 問が あるった つて、 そり やお 前、 人の くらし 

の 道 を 立てるな あ 別 だからね。 あたしに は、 最初から、 今日の 有さ まが、 目に 見える やう だつ たん 

だ」 

と、 おゆき は 愚痴で も あれば、 褒呵 でも ある やうな、 いひ 方 をした。 

「まあ、 兄さんが 歸 つて 來 たにしても、 家ん 中の、 物 や 何 か は、 かくして おく こって すね。 どこか 

へ 出かける やうな 場合 も、 誰かう しろから 尾行して ゐな いと、 危 いです よ。 萬 一 のこと があります か 

らね」 

と、 垣 穗も眉 を 曇らせて いった。  、 

「まあ. そんなに、 神經を とがめて ゐ るんだら うか」 

「どうも、 そんた 様子ら しいです よ。 ちょっと 見る と， わからん けれど」 

「とにかく、 それ ぢゃぁ 一 刻 も 心配で ゐられ ない よ。 お前、 明日に でも- 國府津 へ 行って、 よく 門 太 

郞と 話して 來て くれない かね ェ。 この 際、 すべ て、 お母さんに まかして、 もう 一 度 だけ、 彌左衞 門 町. 

に、 歸 つて 來て くれる やうに つて」 
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と 透 谷 は 自嘲す る やうに いった。 モルヒネと 聞いて、 おゆき は 身ぶ る ひ をした。 

「毎 晚、 寢られ な いんで、 國府 津の醫 者に 一服盛って 貰つ たんです よ」 

「まあ、 恐ろしい。 そんな もの をのんで、 癖になったら どうし ますえ。 美那 さん も美那 さんだ、 ちゃ 

んと 傍に ついて ゐて 何故、 そんな 藥 まで， のませる やうな 破目に したんです —— 」 

おゆき はさつ きから * それが いひたくて ならなかった。 美那子 は、 默 つて、 俯いて 口 少なに、 申譯 

がありません と 答へ るば かりだ。 

「今夜から は、 そんな 恐ろしい 藥で なしに、 もっと、 別の 睡眠 法 を 工夫しなさい」 

「そんな ことい つたって、 駄目です よ。 僕の 不眠 は、 とても 頑固で、 一筋繩で いくやうな もん ぢ やな- 

いんだから」 

—— - そうしてもう、 話す の も 草臥れる とい ふ 風に、 頭の 毛 をむ しり 乍ら、 さっさと 二階へ 上って し 

まった 彼 は、 やがて、 勢な くシ ョ ン ボリつ いて 來た 美那 子に、 

「斯うな つたの も、 すべて 俺の 運命 だよ。 お母さんなん ぞに いはせ ると、 先づ 第一、 俺た ちの 結婚 は， 

馬鹿の 骨頂 だとい ふんだら うが、 僕 は 斯うな つた 現在で も尙， 僕の 取った 道 は 間違って 居らん とい ふ 

信念に 變り はない よ。 世間の 奴等に くらべて、 決して、 決して、 恥し い 結婚 をした のぢ やない。 結婚 

がさうなら、 その後の 家庭生活 にしても どこに、 やましい 態度が あつたか。 僕の 事業 も又然 りさ。 僕 


が 文 S3- によって 立たん とする 意志 は、 いよく 詰 腹 を 切る 土壇場に 於いても、 後悔 はせん。 僕 は， 僕 

の 意思す る 通り 生きて 來た。 その 結果、 まあ- かう して、 舊の默 阿 彌に戾 つてし まった。 いは、：^,  二. 

の 丸も燒 けお ちて， おい、 この 御 本丸 だけが、 僅かに 落 械の日 を 支へ てゐ る。 まさに、 矢盡 き、 刀 折- 

れた。  しかし、 僕 は、 泰然と して- 僕の 一 生 を 誇りながら、 自滅す るね。 —— どう だ、 ここまで くる. 

と- 人間 も， 大悟 徹底 出來る もの だら う」  」 

と， 彼 はしゃべ り 立てた。 美那子 は、 はじめは、 又、 この 人の 負惜しみと いふ 位の 氣 持ちで 問いて 

ゐ たのが、 何だか 段々 に、 胸 を しめつけられる やうな 氣 になって 來た。 久しぶりに、 良人の 立派 さが 

仰がれる やうな 氣 にもな つた。 この 人の いってる る こと を 聞く と， この 人 はた の 氣狂 ひぢゃ ァ な い。 

氣狂 ひどころ か * 立派な 魂の 持主が、 た i -、 世に 容れ られ ず、 戰略を 誤って、 んな 所に 追 ひつ めら 

れて しまったの だ —— そんな 氣 持ちが、 胸に 高く 溢れて 來て、 自然と 泪が 顿を傳 はった。 

「わかって ゐ ます。 わかって ゐ ます。 美那子 だけ はよ く、 あなたの 心が わかります」 

さう 心で いひ 乍ら、 美那子 は、 良人の 體 に取鎚 つた。 

「でも、 まだ- 最後と いふ わけ ぢ やありません。 早く 身體 をな ほして、 もう 一度、 鬪 つて 下さい。 そ 

して あなたの 信念 を 世の 巾に 徹底させる のです」 

と美 那子も 必死に 答へ た。 
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「うん、 この 二階が、 當 分の 足場 だ」 

彼 は 右腕に 美那 子の 首 を 抱きながら、 部屋の 中をキ ヨロ キヨ 51 見廻した。 それから 彼 は- しばらく-. 

美 那子を 相手に、 戰爭に 於け る 最も 壯烈な 自爆の 話な ど をして きか， せた。 自ら 爆彈を 投じて、 敵 を 倒 

すと 共に * 己れ も その 砲煙の 中に 消えて ゆく 精神の、 限りない 美し さに ついて、 熱心に 語る ので あつ 

た。 

「敵に すっかり 取り かこまれたら * 俘虜になる より は、 自殺した 方が、 男らしい からね」 

などと もい つた。 それから 急に、 俺は髮 床に 行って くると いって、 出て 行つ， た。 

あとで， 美那子 は， t の ごろの 自分が とんでもない 誤解 をして ゐ たこと に氣 がつ いた。 良人 はた-;^ 

の 生活難に よる 神經褰 弱と いふ やうな、 弱々 しい 女々 しい もので はない. I もっと、 逞しい 理想 を擁 

して、 そのために、 俗人 生と 痛烈な 戰ひを 挑んで ゐ たのが、 敵に はかられて、 動きの とれぬ 陷穽 に、 

足 を 踏み外して しまったの である。 無論、 そのこと は、 前から 美那子 は、 わかって ゐ たこと では あつ 

て も、 俄かに 良人の 様子が 變り、 世間から もさう いはれ ると、 或は ほんとうに、 祌經が 狂った ので は 

ないか、 生活苦に 壓 迫され て， 精； t が 消耗した ので はない かと- 卑俗な 想像で、 良人 を 見る 廊が、 い 

つの まに か、 ついて しまって ゐ たのであった。 良人 はそんな 弱い 入で はない。 强ぃ 人な の だ。 强 すぎ 

る 程の 人な の だ。 そのために、 却って， こんなに 深い 傷 手 を 負って しまったの だ 11 美那子 はさう 


ふと 何として でも. 良人の 體を、 昔に かへ さなければ ならない と、 決心した。  . 

夕方、 良人が 歸 つて 來た。 叉、 不機嫌な 額に なって ゐた。 

「どうな すった の？.」 

rut 鹿な 奴 だ。 俺が 床屋へ いくのまで、 垣穗が あと をつ けて ゃァ がる。 人 を 氣狂ひ あっか ひに する の 

も、 いい加減 にして 貰 ひたい」  ， 

「まあ — 」 

それから、 彼 は、 - 盛んに 又、 蔑 を やり 出した。 狭い部屋 がすぐ 煙で 一杯に なり、 冬の 夕まぐれの、 

まだ、 瓦斯 燈に 灯の 入らない 一とき の、 薄 闇 中 を、 二人 は 所在な く、 煙に つ、 まれた 黑ぃ 影の やうに 

相對 して ゐた。  、 

「美 那 さん。 少し、 お 店 をた のむ よ」 

と， 階下から、 おゆきの 聲 がして 沈默が 破れた。 それ もお ゆきが、 息子の 病 を 思 ふ 僅かな 苦言の 意 

味 を 含めた ものだった が、 透 谷に すれば、 見當 外れの うるさい おせっかいに すぎなかった 

夜 11 久しぶりに 盛 場に 近い 土地の 騷 音に 妨げられて 彼 は 一層、 神經が 冴えて しまった。 二 時に な 

つても 三時に なっても 眠れなかった。 彼 は ソット 床 を 出て 階下へ 下りる と、 母の 枕元に 坐って 

「お母さん、 お母さん」  • 
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と、 を ゆすった。 おゆき は 驚いて 目 を さました。 

「お母さん、 さっきの 藥を —— あれが なくち や、 駄目なん だ」 

「お前 まだ、 寝られな いの」  . 

「だから、 早く、 おくれ」 

と、 透 谷 はお ゆきの 前へ 手 を 出した。 « せて 細い 手であった。  „ 

おゆき はしば らく 枕元の 合 財 袋 を 手 さぐりで さぐって ゐ たが、 やう やく、 それ を 見つけて、 默 つて 

息子の 手の 上に 置かう として、 却って 自分の 手が、 ひっつれ る やうに、 慄 へて、 自由が 利かない のに 

氣 がっくと、 ハツと した。 おゆき は、 氣を 取り直し ていった。 

「まあ、 門の 手 も、 隨分、 痛せ たね。 子供の ころぐ らゐ しか、 な いぢ やない か」 

「何しろ、 こ、 一月ば かり は、 毎 晚こひ 通りなん ですから —— 」 

透 谷 は 勝手 もとに 下り、 冷い 水道の 水で、 白い 粉藥を 一 いきに のみ 下した。 

午前 三時と いふので、 さすがに 新興の 都 會の夜 も： ひっそりと" 音 無しかった。 國府津 なら、 耳の 

はたで、 浪の 音が 强く 鳴り 出す 頃 だな、 と 思 ひながら、 彼 は 又、 床に 戾 つた。 


待ち やれ 待ち やれ その 手 は 元 へ もどし やん せ 無 慘な事 をな されまぬ 手の指の 先にても これ この 露 

にさ はるなら たちまち 零ち て 消えます ぞ へ  . 

吹けば 散る 散る こ の 花の 生命と は 悟った やうな 人の 言 ひごと この 露 は 何とせ う 吹き もせず ゆうべ 

むすん でけ さは 消 ゆる 

あま 

草の葉ず えに 唯 ひとよ かりの ふしど をた のみても さて 美い 夢 一つ 見る でもな し 野 ざら し の 風楓々 

と 吹き わたるな かに 何が たのしくて 

ひま 

結びし 前 はいかな りし 消えての 後 はいか ならむ ゆうべ とけさの こ の 間 もうれ ひの 種と なりし かや 

待ち やれと 言った は あやまち とくとく 消して たま はれ や 

この 詩 は 「文 學界」 第 十 一 號に揭 載され てゐる 「露の いのち」 とい ふ 透 谷の 詩で ある。 数寄屋 橋の 

家に 戾 つて、 祌 經の衰 へと、 周 圍の壓 迫に 惱 まされながら， 僅かな 餘カ を驅り 立て K 書き上げた 短 章 

- であるが、 最议の 「とくとく 消して たま はれ や」 とい ふやうな ところに も、 旣に、 透 谷の 背後に、 不 
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氣 味に 掩 ひか \ つて 來た 死の覉 とい ふやうな もの を、 直觀 する ことが 出來る ものである。 「待ち やれ 

待ち やれ、 その 手 は 元 へ もどし やん せ、 無慘な こと をな され まゐ」 とい ふ 書 出しの 一 句 も、 何 か 迫つ 

てく る 暗示 的な 印象が ある。 彼が、 二十 六 年 十二 年 二十 八日 夜、 彌左衞 門 町の 家の 物干 場で 竟に 咽喉 

を 突く に 至る 前に も 幾度 か、 彼の 手 は、 鋭い 物 を 己が 咽喉 元に 凝しながら 、「待ち やれ 待ち やれ、 そ 

の 手 は 元へ もどし やん せ」 と、 躊路逵 巡す る ことが 厦々 であった ので あらう。 

11 或る日、 弟の 垣 穗が目 を まるくして、 美那 子の 所へ やって 來て 話した。 

「嫂さん。 僕 は 驚き ましたよ。 不 相變、 マントー つで、 步 いて ゆく から、 いつもの やうに ソッ とうし 

ろ をつ けて いったんで すがね、 ドン ドン 入って 行った ところが、 嫂さん、 場所 も あらう に、 品 川のお 

. 女郎屋 なんです よ。 僕 も， それ 以上 は 尾いて ゆけ ない ので、 そこから 引返して 來 ました」 

「まあ、 品 川です つて」 

「さう なんです よ。 兄さん は、 今迄 も >  あ、 いふ 場所に、 足 を 入れて たんです か」 

r サァ、 私 は 知りません よ。 私が 來 てから は、 そんな 風 は 一度 も 感じられなかった けれど、 それとも 

私が、 とんま だから、 氣 がっかなかった のか も 知れない」 

と、 美郑子 は、 笑談ロ をき いたが、 內 心はド キリと させられた。 案の定、 その 翌日 も、 夕方になる 

と. 透 谷 は 叉、 ブラ ッと 外へ 出て ゆく 様子な ので、 美 那子は 目く ばせ をした。. 垣穗 も何氣 ない 風を裝 


- つて、 すぐ、 裏口から、 彼の 背後 をつ けて いくと、 やはり 叉、 品 川の 女郎屋へ 上った とい ふ報吿 だつ 

た。 透 谷の 性格の すべて を 知悉して ゐる つもりの 美那 も， さすがに これ だけ は 諒解に 苦しんだ。 

「このごろ は、 夕方に たると、 どこかへ お出掛けに なるやう だけど、 ー體 どこへ いらっしゃ るんで す 

か」 

と， 我慢し かねて、 美 那子は 彼 を 問 ひつめ た。 すると 透 谷 は、 ふんと、 鼻で 笑って、 

「閜 かなく つたって 知って る だら う。 若し、 知らないなら 垣穩 にきいて みろ」 

と、 しい をう ごかして いった。 美那子 は、 あきれて 二の句が 出ないで ゐ ると、 

「あんまり、 うるさい から 「度 肝を拔 いて やらう と 思って、 品 川へ 上った の だ。 親切な， いい 花魁が 

出て きて ね。 お前た ちとち がって、 その 花魁 は、 俺 を 狂人 あっか ひに はしなかった ぜ」 

さう いって、 ごろり と * 仰向けに 寢 ころがる と、 それが 癖の、 細い 腕 を 枕に した。 美那 子は默 つて- 

うなだれて ゐた。 何ともい へない 苦々 しい 悲痛が、 胸 を 襲って ゐた。 透 谷に は、 その 妻の 悲しみ も わ 

かった が、 目の前に は、 もう 今日で 四日 も 通 ひつ、、 けて ゐる品 川の 遊女の 你が、 ボウツと あら はれて 

ゐた。 

その 花魁 は、 昔、 小 田 原で、 若鮎づ りの 女の 髮の毛 を くれた、 おせんと いふ 吳服太 物屋の 娘の 顔に 

そっくりであった。 引附 部屋の 障子 を あけて、 女が 入って きたと き、 彼 は、 一瞬、 目 を 疑った くら ゐ 
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であった。 小 田 原のお せんの 家 は、 隣町の 遊女 屋 への 出入 を專 門に して ゐ たので、 透 谷の 母のと ころ 

へたの みに 持って くる 仕立物 も、 大部分 は、 花魁の 帶 とか 楠襠 とかい ふ ものであった。 久しぶりに、 

品 川の 遊女 を 買って、 透 谷 は、 少年 時代 を 思 ひ 出して ゐた。 

ふきの 大きい、 厚 織の 禰襠を 縫 ひながら、 指先に、 血 を ふく 程 あかぎれ を 切らして ゐる 若い 母の 姿 

も 目に 見えた。 出來 上った 錦 襴の帶 や、 派手な 模様の 桂 を、 衣桁に かほると、 せまい li^: い 象の 中が、 

. 急に、 なまめかしい g 氣に 包まれて、 子供の 自分まで が、 何となく 浮々 しずに は ゐられ なかった 當時 

のこと が、 なつかしく 思 ひ 出される。 

「そのお せんとい ふ 子が、 ぼくに、 髮の毛 を くれたんだ。 ぼくの 田舍ぢ ゃァ、 若 鮎 を 釣る に は、 みん 

な 女の 髮の 毛で 釣った もんだ。 ぼく は、 それが 手に入らな いんで、 毎晚， 女の 髮の 夢を見た のさ。 そ 

れ でも、 自分の 方から、 女に 物 を 貰 ふな ァ 口惜しい から、 ぼく はしなかった。 すると、 暗い お 濠 端の 

柳の 葉が、 女の 髮の 毛に 見えたり、 お 城下町の 夜、 行きずりの 女の 洗 髮の匂 ひに、 頭が ボウツと なつ 

たりした もんだ。 おせんが、 そのと き 1 向う から、 ぼくに 髮の毛 を くれる つて、 いび 出した のさ」 

と、 透 谷 は、 花魁 をつ かまへ て 昔 物語り をした。 

f そのお せん ちゃんて 人、 あんた に 惚れて たんだね」 

と 花魁 も 話に つり こまれた。 


「あとに もさき にも， 女の 髮を拔 いたの は、 そのと き だけだった。 一本で はたり な いんで 二 木、 三本 

と拔 いてった。 おせん は、 はじめは、 痛い つてい つたが、 段々 馴れて くると、 拔 くコッ も、 拔 かれる 

コッも わかって きたの さ。 そしてね、 拔き 終って から、 おせんが 云 ふに はね、 その代り、 あんた、 外 

の 女の子の を 貰ったら 承知 しないよ、 つて …… 」  . 

この 花魁 も、 かう いふ 商賣の 女に は 珍しい、 毛筋の い！ S 髮を たっぷり 持って ゐた。 それば かりで な 

く、 女 は 何となく 世 を はかなむ 風が 見え、 物言 ひに も 捨鉢な 調子が あった。 不思議に 强く惹 かれる も 

S  した ぢ 

の を 感じた 彼 は、 その 翌日 も- 女の 氣 持ち を 引いて 見た。 女に 若し * その 素地が あれば、 一人で は ど 

うしても 死に 切れない 自分の 氣 持ちに、 はづみ をつ けて 貰へ るか も 知れない と、 思った のであった。 

五 

透 谷 は、 我 破と 立 上った。 美那 子が、 勝手元へ 行った 留守 を 伺って、 今日 も 逃げる やうに 外へ 出た- 

暫くして、 美那 子が 二階へ 上って いくと、 透 谷の 姿 はもうな かった。 叉、 品 川へ 行つ たんだな と、 美 

那子 は， すぐ 思った。 まさか 透せ が、 花魁 を 死の 道づれ にしようと 思って ゐ ると は 知らなかった から、 

今にな つて、 そんな 汚ら はしい 女に とり 憑かれた 良人の 氣 持ちが、 全く 不可解であった。 理想 を唱へ _ 

美 を 護へ る 日頃の 文學的 主張と は、 似ても 似つ かぬ 所行に ちが ひなかった。 
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この こと は、 小說 r 舂」 の 中で も、 透 谷の 死後、 夫人の 感想と して， 一寸 だけ 觸れ てゐ る。 

「あの 刀 騒ぎ をす る 前に、 幾 晚か品 川へ 通った ことがありました。 11 あれば かり は、 奈何しても 私 

にわかり ません」. 

とい ふ 未亡人の 言葉が 寫 されて ゐる。 先日、 私 (筆者) が、 未亡人に お 目に か、 たつ 折 も、 その 話 

が 出た。 現在で もま だ、 未亡人 は、 ゆ 田 時の 品 川 通 ひとい ふ ものに、 不審 を 抱いて ゐら れる樣 子で あつ 

た。 

しかし、 透 谷 は、 妻 を 死への 道づれ にす る ことが 不可能と 悟った 以上、 たと へ 相手 は 遊女で も、 一 

諸に 死んでくれ るなら 一 恩 ひに やって しま はう と 決心した ので ある。 一 再なら ず を 握った 自分の 手 

に、 もう 一息の カを货 して くれる ものが ありさへ すれば いいと いふ 程の、 思 ひつめ た 感情に 逼られ て 

ゐた。 

五日 目の 晚、 彼 は、 いよいよ 今夜 こそ、 それ をい ひ 出さう と 思って、 女 を 待って ゐた。 しかし、 女 

は、 その 晚に 限って 廻って くるの がお そかった。 

彼 は、 苟々 した。 しかし， こんな ことで、 苛々 する ので は、 とても 死ねたり する もので はない とも 

恩った。 そのうちに、 夜が 更けて 來た。 彼 は、 置 去りに して 來た 妻の 心 を 思 ふと、 急に、 氣の 毒で な 

ら ない 氣 がした。  ) 


彼 は 遣 手 を 呼び、 今夜 はもう 歸 るから とい ふと、 遣 手 は、 花魁が 今、 頭痛が する から 一寸 休んで 行 

きます 故 待って ゐて 下さる やうに とい ひなさん した、 とい ふ 口上だった。 さう いはれ ると 彼 は 又歸る 

に歸れ ない 氣 持ちだった C 

しかし- それから 又、 一時間 程 待ち 呆氣 をく つた 揚句、 彼 は、 そのお せんに 似た 女に 逢 ふこと なし 

に、 しょんぼり、 品 川 を 出た。  - 

「女郎と 遊ぶ のなら、 かう して 叉、 おそくな つても、 妻の 傍に 歸 つて ゆく。 だが- これで 若し、 ほん 

とに 他が 死んだら、 俺 はもう 二度と かう して、 妻の 傍へ は歸れ ない の だ。 妻 は、 永遠に 置 去りに され 

る の だ —— 」  、 

かう 考へ ると、 彼 は、 胸 を、 錐で もまれる やうに 辛かった。 

「俺 は、 生きなければ いかん。 妻の ために も 子の ために も >  死んで はならん の だ」 

と、 彼 は 我が身に 言 ひき かせた。 さう 思 ふと、 今^, あの 花魁に 逢 はずに しまったの は、 危機 ー髮 

のと ころであった かもしれ ぬと 考 へられた。 若し 女が. こっちの 話に 乘 つてき て、 どうせ 生き甲斐の 

ない 身體 だと、 ^が 合へば、 實際 今夜に も、 二人 は 心中 S ぎ を 演じて ゐた かも 知れない のだった。 

「お \ 桑原， 々 々」 

と， 彼 は 襟 を 縮めた。 師走の 風が、 急に 身に 沁みる やうに 思へ た。 
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glo 二 

もう、 鐵道 馬車 もない ので、 彼 はボッ ボッ步 いた。 一時す ぎて ゐた。 薩 摩つ 原まで くると- やう や 

く 辻 車が 寒さう に 毛布 をまい て 客 を 待って ゐた。  ， 

「おい、 乘 せない か、 京 橋まで だ」 

「へえ、 どうぞ」 

車夫が 梶枠を あげる と、 彼 は、 くらくらと 目が 昏 みさう になった。 

「旦那， どうな すった？」 

「何に、 大丈夫 だ」 

「醉 つてな さるなら、 ゆっくり 挽かう か」 

一- 

「いや、 飛んでくれ、 大急ぎ だ」 

と， 彼 は 答へ たが、 自分で も、 體に 無理が 來てゐ る こと は、 よく わかった。 車 は 威勢よ く 走った * 

おそいのに、 妻 はま だ 起きて 待って ゐた。 

「今夜 も 品 川です か」 

と、 妻 は 落ちついた 聲で 訊ねた。  . 

「今夜 は、 ふられた よ。 もう、 僕 は， 二度と 行かん から 安心し ろ」 

「心配なん かして やしま せんよ」  _ 


「そいつ は 豪 儀 だね。 でも， こんどの こと は 俺が 悪かった。 一寸、 魔が さした の だから * 勘辨 してお 

くれ。 しかし、 一 々、 俺の あと を 尾行した りする のがい けない の だ。 家中の 物 を かくしたり、 そん 

な こと をす るから、 俺 は， とび 出して いくの だ」  - 

「それ は、 ほんと にす みません でした。 でも、 みんな、 あなたが 眠れなかった りして ゐ るので、 心配 t 

したんで すよ。 あと をつ けたんだ つて、 惡氣 でした わけ ぢ やな いんです から —— 」 

「女 郞買ひ をす る やうな 奴に、 死ねる 害 はない から、 安心す るんだ な」 

「でも- ソラ、 無理心中つ てこと もあります からね」 

「馬鹿。 どうせ、 心中す るなら、 もう 少し. ましな 相手 を 選ぶ よ」  . 

と、 透 谷 は、 いひ まぎらした。 

「ぢ ゃァ、 ほんと に 安心して、 もう 決して あなたの あとなん か 尾け ません から、 あなた も、 あたしの 

傍 を はなれないで 下さいよ」 

人の いい 美那子 は、 それで 心から 安心した やうに、 堅く 良人の 手 を 握った。 

深 衣 —— 突然、 大きな 物音が、 物干 場の 方に 響いて、 美那 子の 夢 を 破った の は、 それから、 一週 問 

と はたって ゐ ない 暮のニ 十八 日であった。 
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一度 は 家の 中の^ 物と いふ R?- 物 を >  すっかり かくして しまったの だが、 一寸、 氣を 許して ゐた 問に、. 

被 は佛壇 下の 抽斗から、 鋭い 短刀 を 取 出して ゐ たので ある。 

物干の ある 所 は、 臺 所の 上に あって、 二階の 鍋 町 寄りの S から， すぐに それへ 出られる やうに なつ 

てゐ る、 眞先 きに、 美那 子が 寢間 着の ま、 飛 出して いった。 階下から も 異様の 物音に びくり した 塩穗 

がつ 1- いて かけ 上って 来た。 

物干 場に は、 黑ぃ 影が 倒れて、 呻り 聲を發 して ゐた。 美那子 は、 ふり 廻して ゐる右 利 腕に とりすが 

つて、 血の ついた 物 を 奪った。 その 間に、 垣穗 は、 創 口 を しらべた。 血が タラ タラと 胸 もとへ 流れ 

てゐ たが、 動脈 を 外れて ゐる こと は、 素人目に もす ぐ わかった。 

物 を とられる と- 彼 はぐった りして、 垣穗の 胸に くづれ た。 出血の ために、 氣が 遠くな つてい つ 

た。 

おゆきが 醫者を つれて かけつけた 頃に は- 傷ついた 體 は- 垣穗 と美 那 子の 手で、 窓から 部屋の 中に 

運ばれて ゐた。 

醫者は 一寸、 傷口 を しらべた が、 

「急所 は 外れて ゐ ますから、 御 心配はありません。 ともかく 洗って、 鑣帶 をして おきます から、 夜が： 

明け. -,! ら， 東京 病院に でも， おつれに なつて- 診て 貰ったら いいで せう」 


さリ いって， 簡單 に手當 して， 鎭靜劑 だとい ふ 粉藥を 一服お き， 立ちが けに、 この 病人 は、 外科よ 

りも內 科の 方です な、 と、 味な 言葉 をい ひすて 、歸 つてい つた。 明け方に、 病人 は 目 を あけて、 しき 

りに 妻の 手 を 探が した。 そして- 美那 子の 手 を 握る と、 又- 昏々 と 深い 眠りに 入って， いった。 

「私の 不注意から、 とんだ ことにな りまして、 申譯 ございません」 

と、 少し 一 ちついて から、 美那子 はお ゆきに あやまった。 お. ゆき は 何とも 答へ ず、 きびしい 顏を硬 

ばらして ゐた。 

「でも、 大 怪我でなかった から、 何より さ。 それに、 お 父つ あんが 出張 中だった のが、 まあ- よかつ 

た」 

と、 傍から 垣 穂が、 取りな す やうに いった。 投々. 外が 白んで くると、 透 谷の 靑ぃ寢 顔が、 浮き出 

す やうに 鼻筋 だけ を 光らした。 白く- 大きく、 繃帶が 咽喉 をまい てゐ る。 それ を 見て るう ちに- 美那 

子 は 突然、 激情に 襲 はれた。 どんな ことがあっても、 この 人 を 殺して はいけ ない。 若し，， この 生活が 

いけないなら、 再び、 父母の 家 を 去っても- この 人の 魂 を 守. 》^ 通さなければ いけない —— それが- 自 

分に 負 はされ た 責任の 一 切 だ。 彼女 はさう 思 ふと、 頭の 中の 血が 一度に. 一 几 奮して 波立つ のを覺 えた。 

「脈 も 大分 靜 かにな つた やうです。 この 分ぢ ゃァ、 お 父つ あんに、 知らせて やる 必要 もな ささう です 

ね」 
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と、 垣 穏は手 を はなした。 脈 博 は 九十 二ば かりであった。 

六 

翌日の 午後、 彌左衞 門 町の 家から は、 幌を 深く おろした 二 臺の俾 が 出た。 前の 車 は 相 乘で垣 棟の 腕- 

に、  傷け る 透 谷が 抱かれて ゐる。 うしろの 車に は、 美那 子が 一人- 着替へ を 入れた 信玄袋 を 膝に のせ 

てゐ る。 師走 も 押しつ まった 寒い 日で、 おまけに 朝から、 强ぃ 風が 吹いて ゐた。 塵埃が 黄色い 烟のゃ 

うに 舞 ひ 上つ. て、 置々， 車 を 立 止ら せた。 幌， が 風に バタ バタ 鳴り、 しま ひに は、 今にも 幌が 吹き さら 

はれさうな 氣 配だった。  ■ 

東京 病院の 病室に 運ばれた 透 谷 は、 もう、 皆の する ま、 に まかせて、 大人しく ベッドの 上に 横た は 

つた。 院長の 診斷 では、 入院の 必要 もない 程度で あると いふ こと だつ. たが、 美那 子は當 分、 病院の 靜 

かな 環境の 中で、 傷 を 癒したい と 思った。 出が けに、 おゆきの 希望 もた しかめて おいた。 おゆき も、 

日頃の 氣 性に 以ず、 昨夜の シ ョ ックに はすつ かり 氣 負けして ゐた。 車が 出る とき も、 いつにな くォ 口 

ォ 口して、 額の 色 をな くして ゐた。 少しぐ らゐ、 掛り がしても いいから * いい 病院に 入れて、 二度と. 

こんな ことが 起らぬ やうに して 賞 ひたいと おゆき は 思った。 

出來る だけ、 事を內 輪に して、 世間の 耳に は 入れまい としたが、 それでも、 どこから；^ k れる となく 


洩れて、 夕方に は 三 四の 見舞 客が あった。 美那 子が 一 々、 應 待に 出て、 病人との 面會は 見合した。 容 

のなかに は 明治 女學 校の 生徒た ち もあった。  . 

「今ね、 明治 女舉 校の 方た ちが、 お見舞 ひに いらっしゃい ましたよ」 

と、 病人が 時-々， 思 ひ 出した やうに、 目 を あける 時 を 見 はからって- 美那 子が 知らせた。 

「さう かい。 誰々 だ」  -  . 

「松 井さん や 佐薛； さんたち でした」 

r 齋藤 は？.」  ， 

「お 冬さん です か。 ゐ ませんで した。 お 萬さん の 話 だと， 少し 感冒 をこぢ らして、 ずっと 寢 ついて ゐ 

る さう で， 丁よ」 

「それ は 知らなかった」 

「でも、 富 井さん と はちがつて、 お 冬さん は、 あんなに 見事な 體格 をして ゐ るの だから， 心配な こと 

はないで せう。 どうも 今年の 感冒 は、 性が 惡 くて、 なか/ \ サッ パリし ない さう ですから」 

「しかし、 年頃 だから、 樂觀は 出來ん よ」 

病人 は， 力の たい、 暖れ聲 でい つた。 これ は 不幸に も 透 谷の 豫感が 的中した。 齋藤 冬の 水々 しい 肉 

體は、 ふとした 感冒が もとで、 恐ろしい 徽菌に 蝕まれ 出して ゐ たので ある。 例の 相馬黑 光さん が 次の 
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やうに 云って ゐる。 

『卽ち 藤 村さん に 於け る 佐 藤お 輔 さん。 透 谷に 於け る齋 藤お 冬さん。 ぉ輔 さんが 抒情 的な 大きな E を ■ 

持った 色白な 美しい 人で、 しかし 極めて 穩當 で、 尋常な 婦人であった のに 引かへ て、 お 冬さん は何處 

まで も 冴えた 人柄、 頭腦の 人で、 實に はっきりした 對照 をな して ゐ ました。 それで ゐて、 結局 二人と 

も傳統 的な 情操、 理知的 敎 養から 來る 諦観、 しかも はげしい 情熱に 肉體を むしばまれて、 二十歳 あま 

りのうら 若さで、 病んで 仆れて 行った ところ は、 やはり 同時代の 女性の 姿、 さう して これ こそ は- ゆ £ 

年 問題に なった 明治 女擧 校の 戀愛 至上 主義、 プラト 二 ック ラヴの 好 標本であります』 

—— まもなく、 花屋が 花 を 届けて 來た。 今の 女學 生た ちの 名が、 B1 マ 字で- 力 I ドに 書いて あつ 

た。 

「そら、 お 冬さん からの も、 あります よ」 

と、 美那 子が、 束に なった 水仙の 黄色い 花 を 見せた。 透 谷 は、 一 寸、 首 を あげよう として、 傷口の 

痛みに 眉 をし かめた。 

「この 際>  徹底的に 病氣を 癒して、 昔の 身體 にして 頂く わけに は參ら ぬで せう か」 

美 那子は 院長 室の 椅子に かけて， 熱心に 院長に たのんで 兑た。 しかし、 院長の 意見 は 又 別であった。 


「傷口が 癒って しまへば、 それ 以上. こ、 に 置いても. 何にも だらん のです がな」 

「あの人の 病氣 は、 傷 だけで はない ので ございます。 神經 そのもの を、 癒して 頂かなければ」 

「それに は， 根氣が 要る。 癒す 人 も、 瘡 さう とする 人 も- もっと、 長い 根氣が 要る。 一 週間 や 二週間 

入院した ところで- すぐ， どうと いふ わけに はいかんです」 

「さう で ございませ うか」 

「それや ァさ うです とも。 私共と しても. 家族の 方が、 よほど その 點を 承知して か、 つて 下さらん こ 

とに は、 うっかり お引受け は出來 ない。 それに 神經々 々と 仰 有る が、 現在お 見受けした ところでは、 

醫擧 上に 謂 ふ 精神病 者に 該$€ する ものと は考 へられない。 こんどの 事件に しても、 單 純な 精神病 的發 

作と はどうし も 思へ ない。 むしろ、 もっと、 息 想 的な ものに 原因して ゐる。 とすれば、 旣に、 北 村さん 

の 場合 は、 醫學の 境域 を 出て ゐ るの だとい ふ t とも 出來 る。， 私と して は、 要するに、 早く 且つ 完全に 

傷口 を 治癒せ しめ- れば * それで 醫者 としての 仕事 は 立つ、 —— さう 考 へて ゐ たのです。 そして 幸 ひに 

拔糸 もす み、 もう、 傷口が 完全に 舊に復 したので すから， 私共と して は、 御 限 院が願 ひたい。 これ 以 

上に 立 入る こと は、 醫者 として は、 はたして 奈何 か。 —— 實は、 さう 考 へて をる 次第な のです」 

と， 院長 は說 明した。 

「私 は 叉、 傷口ば かりで なく、 良人の 精神の 傷 も、 お 醫者樣 の 手で、 癒して 頂ける もの だと 思って を 
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りました」 

美 ゝ那子 は、 醫 者にまで fsl を 投げられた 思 ひで、 がっかりして 答へ た。 美 那子は 病室へ 歸 ると， 

「院長さん が 仰 有る に はね、 あなた はもう、 病人で はな いんです つて」 

と、 透 (合の 傍に 立って いつ だ。 大きな 繃帶 も、 すっかり 小さくな つて- 申譯 ばかり 咽喉に まいて あ 

る。 血色 も 段々 もとへ 房って 來てゐ た。 

「でも、 私 は 心配です お。 叉、 家へ 歸 ると、 どんな こと をな さる か 知れません もの」 

「いや、 もう、 決して 心配 はか けん」  . 

T そんな こと を 仰 有って、 私 >  信用し ません わ。 この間 だって、 決して 死んだり しないって、 お 誓 ひ 

になって、 すぐの ことだった ぢ やありません か」 

「こんど こそ 大丈夫 だ」 

「さ ァ、 どうです か」 

「それに、 歸 るなら、 彌左衞 門 町に は歸 りたくない」 

「え、、 そのこと も、 昨日、 とっくり お母様と 相談し たんです よ。 お母様 も、 こんどの ことで は、 よ 

くよ くお 懲りに なった と 見えて、 門の 病氣に は、 やつば じ、 芝 あたりの、 閉靜 なと ころがい いん ぢゃ 

ないかって 仰 有って るの. - 銀座の 眞中 ぢゃァ 夜通し 車の 音が 斷 えな いんだから、 あなたの やうな 神經 


め 過敏な 方に は. 無理に きまって るんで すよ。 さう かって、 又、 國府津 や 小 田原ぢ ゃァ、 あんまり 遠 

くて. オイ ソレと 核子 を 見に ゆく わけに もい かないし つて —— 」 

「芝なら、 もとの 家 は-空いて ゐ ないかね」  •  • 

と 透 谷 は、 昔の 借家 を 思 ひ 出す やうに、 訊ねた。， 

「さう です ね、 早速， Alt つて 見 ませう。 あすこたら、 ま はりに 樹も あるし， 夜 も 早くから， シンと し 

てし まし ふし」 

—— その 家 は、 前に も 書いた が 紅葉 館の 裏手に 當る ところで、 飯 倉の 通りへ 出られる 細い 坂道に 接 

した 位置に あった。 土地が 高燥で、 樹木 も欝乂 ：5 とした 具合が、 彼の 性質に よく 協って ゐる。 

「しかし- 叉、 家 を 持つ の はいいが、 すぐ 降參 して、 をぬ ぐんで は 駄目 だからな ァ」 

と、 彼 は、 心細 さう にいった。 

「でも， こんどの は、 ぉ母樣 から- 公然お 許しが 出たん だから、 今までの やうに 强引 にや るん ぢァな 

いから」 

透 谷 は それに 答へ ず、 目 をつ むった。 閉ぢた 目蓋の 間から、 やがて ジ メジ メと、 泪 がに ぢ んで來 る 

め を. 美那 子は氣 がっかず、 病室 を 出た。 

母と 妻の、 どうしても 調和し きれたい 一線 11 ： てれ は、 透 谷の 良心 を、 いつも^ 酷に 脅かして ゐる 
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ものであった。 巖本善 治 氏の r 滿 州からの 通信」 なる 一 文に も、 さう した 透 谷の 惱 みの 一 片が& へ ら 

れてゐ る。 曰く、 

『一 透 谷 は 非常な 親孝行で したが、 口と ふだんの 行 ひに 出さず。 心に 幾 十倍 思 ひせ まる 質で、 其の 

戀 女房と 母と 同居して、 理想的の 「ホ ー ム」 を 作り、 母に は 孝子、 妻に は 良 夫と なりたと いふ、 切な 

る 美しき 理想に 對し 吾が 思 ふ 様にならぬ こと を、 俗人なら ば、 左程 苦に も 思 はぬ こと を、 透 谷に とつ 

て は、 堪へ 難き 程の 苦痛に 感じた やうです。 

二 透 谷が 私に 語った 言葉で、 永久に 忘れられぬ 印象 を 私に 殘 したの は- 左の 一 句です。 

((厭世と いふ. もの は、 家庭の 平和の 破れた とでき なくて は 起り ません。)) 

三 透 谷の 論文 を 讀む人 は、 透 谷が 靑年 時代に 尊敬した る社會 改革 家の 愛孃 を、 「ライ バ ル」 に 打ち 

勝って、 (透 谷 自身の 私に 話した 言葉 のま、) 純潔なる 處女を 妻と したる こと を、 彼が 無上の 孝心 を捧 

げんと したる 母に、 自分の 感ずる 程- 諒解して 赏 へなかった 點を、 承知して， 而 して 後、 彼の 論文 を 

讀 まば- 種々 の聯感 が- 起り ませう —— 」 

七 

恰度 都合よ く、 芝 公園の 舊居 は、 空 家に なって ゐた。 美那子 は、 すぐ、 契約して、 病院から、 眞直 


に、 その 家に 戾る ことにした。 無論、 兩 親に も垣穗 にも 異存はなかった。 その代り >  こんど、 もしも 

の ことがあれば、 すべての 責任 は、 美那 子が 負 はなければ ならなかった。 

しかし. こ、 へ 移って からの- 病人の 様子 は、 日/ましに 薄紙 を剝ぐ やうに よくな つて 來た。 「文 擧 

界」 の 同人た ち も- 代る代る 見舞 ひに 来て は， 安心して 歸 つた。 透 谷 も、 この頃 は、 平氣で 咽喉の 創 

痕を 見せたり した。  . 

「どうも、 文 學界の 人た ち は、 遠慮が たさす； きて、 病人の ため を 思 はな いのは 困ります ね H  。 なる ベ 

く、 これから は、 文 舉界の 人た ちに は、 お 逢 ひに ならない 方が よろしい んぢ やないで せう か」 

と、 美那子 は， 時々、 苦言 をい はずに は 居られぬ 程、 その 人た ちの 話 は あけつ 放しだった。 

「そんな こと はない。 あいつら の 話 を 聞く のが、 - 一番 俺に は、 ためにな るの だ。 少し 位、 祌經が 疲れ 

て も- 俺 は あいつら の 話 を 聞きたい の だ」 

と 透 谷 は 主張す る。 美 那子は それより、 宗教 方面の 人に 來て 貰って、 なるべく 信心深い やうな 話 を 

して 貰 ひ， 良人の 苛立ち 易い 精神 を鎭 めようと 考 へて ゐる。 この頃 は、 自分まで- 朝晚、 良人の 病氣 

全快 を 神に 祈る やうに なって ゐた。 

「しかし， どうしても 僕に は、 あんな 風に、 安易に 神佛を 信ずる 氣には 成れない」 

と、 さう V ふ 宗教家の 歸 つた あとで、 必ず 透 谷 は 不滿を 洩らした。 美那 子の 心づ かひ も、 この 點で 


は， 全く 徒勞 にす ぎなかった。  • 

「どうも、 奥さんが、 あんまり 僕らが 逢 ひに ゆく こと を 好まん らしい よ。 やはり、 神經が 立って ゐる 

ので、 逢った あとが よくない の だら う」 

— 「文 舉界」 の 同人 會 なぞで、 そんな 話が 出る やうに もな つた。 

「といって、 放っとく わけに もい かん ぢ やない か」  - 

と 藤 村が いふ。 同人の 中で もや はり、 一 番し げしげ 見舞 ひに ゆく の は、 藤 村と 秋 骨の 二人であった。 

「しかし、 奥さんの 考へ 方に も 疑問が あるね e あれで いよいよ、 北 村 をして、 孤獨の 鬼と 化せし める 

だけ だ」 

と、 冷酷に 突 放す やうに いふの は、 天 知であった。 そのうちに、 見舞 ひに 行く と、 奥さんが 出て 來 

て、 玄關を 上らせな いとい ふやうな 嚼も 飛んだ。 

さう いふ 或る日、 —— それ は 二月 初 の 風の つめたい 日であった。 玄關の あく 音が して、 いそいで 

美那 子が 出て 見る と、 その 頃の 若い 女の 風俗で ある 厚い 毛糸の シ ョ -ルを 三角形に 肩に まいた 齋藤冬 

が 立って ゐた。 

「まあ、 お 冬さん」  . 

と、 美那子 は、 驚いて いった。 驚く の も 無理 はない。 冬 は 一 寸 見ぬ 間に、 半分 以上 も、 瘦 せて しま 


つたので ある。 ー體- 齋藤 冬と いふ 人 は、 富 井 まつ子の やうな 華奢な 女と はちがつて、 背 も 高く， そ 

の 背に 相應 して 肉 付 もい い、 がっちりした 體 格の 人だった が、 それが 見る 影 もな く 肉 落ちて、 瘦 せた 

といっても、 その 瘦せ やうが、 まるで 骨 を 磨いた やうに、 鋭く、 薄く、 瘦せ 切って しまって ゐ た。. 顔 

も 生き生きと はり 切って ゐ たのが、 げっそりと 頻が 落ちて、 まるで、 象牙細工の やうに、 透き通って 

見える のであった。  . 

「どうな すった の。 お 風邪で したの。 大層お 瘦せ になり ましたね」 

「え、. もう、 自分で も覺 悟して 居ります の。 でも- どうせ 死ぬなら、 仙 臺へ歸 りたい と 息 ひまして 

その 前に、 一 目先 生に お 目に か、 らして 頂きた いんで 參 りました」 

と- 冬 は 小さい 低い 聲で いった。 美那 子は當 惑した。 このところ、 折角 快方に 向いて ゐる 良人に 對 

して， 訪問客 はなるべく 逢 はせ ない 方針に して ゐる。 原稿の 依賴 も、 實は透 谷に は 全く 知らせずに 自 

分の 所で、 一切 ことわる ことにして ゐる。 現に、 昨日 も、 「文 學界」 の 三月 號 のこと で、 わざわざ 足 を 

はこんで くれた 星 野-天 知と 云 ひ爭ひ をして しまった 程で ある。 まして、 この場合、 相手 は 胸 を 病んで 

誰が 見ても， 恐ろしい 傳染の 危險の ある 病人で ある。 その上- 前から、 明治 女擧 校で 噂に 上って ゐる 

因緣の 人で ある。 神經を 病む 者に 逢 はして、 いい 結果の あらう 害 はない —— さう 思 ふと、 美那子 はこ 

こで 一思 ひに、 ことわつ てし まふ 方が、 お 互の ためだと いふ こと は 重々 わかって ゐ るの だが、 現に 目 
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の 前に、 瘦せ 細った 佳人の、 必死の 氣 持ち を 見て しまって は、 おなじ 女と して、 どうして このま、 歸 

れと いふ i 可 酷な 言葉が 發 しられよ うか。 美那子 は、 いま、 での、 すべての 精進、 祈り、 深慮が、 一度 

に lii 折して しま ふ 思 ひで、 冬 を 病室に 案內 してし まった ので ある。 

透 谷 は 床の 上に 起きて ゐた。 もっと こっちへ 來 たまへ といっても、 冬 は 部屋の 隅に うづく まる やう 

に 坐って、 

「いいえ、 私の 病氣 は、. うつる 病です から —— さ-、， 一 目 だけ、 先生のお 顔 を 見てから、 仙 臺へ歸 り 

たかった の  一 4 ございます」 

さう いつて-手 巾 を 出して 泪を おさへ た。 

「この間 は、 ありがたう。 君の 水仙が、 一番 あとまで、 花 をつ けて ゐた。 あれ を 見ながら、 僕 は 思つ 

た。 君 は 決して、 病氣 なん ぞに I おされる 人ぢ やない」 

透 谷 はいつ になく、 元氣に 云った。  - 

「いつ、 歸 るんで す」 

「明日、 迎へ が來て くれる ことにな つて をり ます。 向う へつ いたら、 やはり、 すぐ、 病院へ 入った 方 

が、 よう ございませ うね」  - 

「病院って、 どこです」 


「宮械 病院で ございま 十" ， "？離 病 宝 を、 とって ある さう ですから」 

.と>  冬 は 冷靜な 調子で 答へ た。 その 頃 はま だ 肺病と いふ ものが、 必要 以上に 怖れら れてゐ たので， 

初期の 患者で も 普通の 病楝に 入る こふ-は 六ケ しかった の である。 

「先生、 二度と、 こんどの やうな こと は、 なさらないで 下さい ましよ。 かう して、 私の やうに、 病氣 

にわ 負かされ てし まふき もゐ るんで すから、 先生なん か、 ほんと に、 お 生命 を 大切に なさらなければ。 

冬が 死ぬ 前に， 決して、 そんな 勿體 たいこと をな すって はいけ ませんで すよ」 

と >  冬 は 心を籠めて いった。 透 谷は默 つて， うん >  んと肯 いて ゐた。 が、 

「お 冬さん。 心配し ないで いい。 こんな 馬鹿な 眞似 はもう 決してし ない。 久しぶりに、 靜 養が 出来た 

から、 こんど こそ、 立直り ますよ、 もう 少し 暖く なったら 起きて、 大いに 書き はじめる。 そして，、 世 

間の 奴ら の 不健全な 思想に、 筆誅 を 加へ るつ もりです。 僕の 思想 を 不健全な りと する もの を、 逆に" 

不健全と して、 大いに 戰ふ つもりで ゐる。 あなたの 病氣 も、 もうち つと 暖 くな りさへ すれば、 きっと 

よくなる の だ。 さう したら、 又、 東京へ 出て 来なさい。 僕 も その 時分に は、 明治 女學 校へ 出かけます 

よ」 

と、 彼 は汩を 流しながら も 昂然と，.^ てい つ た。 

「でも、 お 元氣な 様子 を拜： して、 とても、 うれしう ございま すわ。 私 もこれ で、 ほんと に， 安心 レ 
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て田舍 へ參れ ます」 

冬 もやつ と 心が 落ちつい たとい ふ 1^ を 見せながら、 やはり- 全身 をう ごかす やうな スリルに 手 巾 を. 

濡らして ゐた。 外で は、 强ぃ 北風が 家の ま はりの 樹々 を 吹く 癎 高い 音 を 鳴らした。 部窒は 暗く、 對座 

した 病人の 二つの 影が、 黑ぃ 輪の やうな 印象 をの こした。 —— その 晚. 冬 は 第一 囘の * いよいよ どう 

にもなら ぬ 恐ろしい 病狀 を自覺 させられて、 それから どっと 惡 化した。 しかし 早晚 かうな る 運命 はわ- 

かって ゐ たので、 無理 をして でも- 今日- 北 村 先生に 逢って 來 たこと は. 冬の 最後の 恍惚た る 感動に 

ちが ひなかった。 


第 十二 章 


櫻の 疾く 頃に は、 咽喉の 創 も、 もうす つかり、 癒って、 醫 者の 手から 離れた。 それでも 恰度 咽喉 沸 

の 上に， 相當に 目立つ 創痕が 殘 つてし まった。 彼 はとき どき、 妻の 鏡 臺に對 つて は- 咽喉の 創痕 をし 

らべ て 見た。 

「どうも これが あっち ゃァ- うかつに 人中に 出られ まいな ァ」 

「そんな ことはありません よ」 

r 淺 いわり に、 隨分 醜い」 

「さう やって、 鏡の 反射で 照らし 出す から、 よけい 目立 つんです よ」 

と、 美 那子は 有め る やうに いふ。 透 谷 は、 まるで それが 生 恥 を、 自分から 見せびらかした やうに 思 

はれて ならない。 何故 あの 時、 もう 一 息 * 手に 力が 入らなかった ので あらう。 ほんの ちょっと のこと 

で、 咽喉 笛 を 破って ゐ たら、 血が 氣管 支へ 流れ； J んで、 恐らく 生命 を絕っ ことが 出來 たの だら うに- 
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. II さう 思 ふと、 自分の やり 損 ひに、 むやみと 腹が立った。 死ぬ にも 死ねない 男 >  くたばり 損 ひ、 — 

—つまり こ の 創 はさう いふ 看板 を 出して ゐる やうな もの だと 思 へ た。 

彼 は 「文 學界」 の 同人 會 にも- 幾度 か 出かけよ うとして 中止した。 美那子 も. 稀に は氣 晴らしに、. 

行って 見た 方が い 、とす、 める が、 透 谷 はい ざと なると、 勇氣が 出ない のであった。 自然、 昔に まし 

て、 メラン コ リイに もな つたし， 嫌 人 癖 もつ よくな つた。 

それに、 この ことがあ つてから、 收 入の 道 は、 ばったり 閉ざされた。 明治 女學 校の 給料と、 敎會か 

ら の手當 (十五 圓 ばかり) それに 僅かな 稿料と が、 それまでの 彼の 月收 であった が、 今 は どこから も" 

入って くる ものがない。 止むを得ず 数寄屋 橋から 月々 の 仕送り を 仰がなければ ならなかった。 その 頃. 

たばこ 雑貨の 商 ひの 方 は、 おゆきの 丹精で 大分 繋昌 して ゐた。 そのうちの 一部 を、 芝の 方に 廻しても. 

大して 苦にならぬ 程度だった。 月末に なると、 大て いは 弟の 垣穗 が、 狀 袋に 人れ たいくら かの 金 を 持 

つて、 芝の 家 を 訪れた。 

何とかして、 自分で 生活して ゆきたい、 とい ふ 彼の 苦心 は、 却って ますます、 彼 を 窮地に 追 ひこん 

でい つた。 人の 世話になりた くないと、 あせれば あせる 程、 かう して、 手 をつ かねて、 人の 扶助 を受. 

ける 破目に なった。 

或る日、 金 をと けに 來た 垣穗 をつ かま へ て 透 谷 は 一 K つた 11 


「この 金 を. 狀 袋に 入れて、 お前に 渡す とき、 お母さん は、 どんな 顏 をす るね」 

「^に —— 」 

「門 太 郞も， ソロ ソ 口 三十と いふに、 困った 奴 だ。 いつまで たっても 自分 一 人で、 ォマ ン マが 食べら- 

れない。  ー體 この 先き * どうす る氣 なんだら う  つて、 きっと さう いふ だら う」 

「そんた こと はい ひません」 

「い、 や、 云 ふ。 いふに きまって ゐる。 金 を惠む 人と いふ もの は、 必ず、 さう いふ 文句が 入用な の 

だ」 

「だって 兄さん。 親子 ぢ やありません か。. 親子の 間で 惠む も惠 まぬ もないで せう」 - 

「親子 だって、 僕の やうに、 親の 氣に 入らぬ 女房 を 持てば、 やっぱり、 いろんな 文句 を 聞かされる こ 

とになる の だ」 

「そんな ことはありません よ」 

「僕 は その 文句が つらい。 つらい から、 何とかして、 人の 世話になる まいと 頑張った が、 遂に 多年の 

辛苦 も 水泡に：！ してし まった よ」 

「兄さん は病氣 になって、 た、 く、 一寸、 ひがんで ゐ るんで すよ」 

「いや、 ひがみ なんか ぢ やない。 ほんとう のこと をい つて ゐ るの だ。 しかし、 いくら 文句 附の お金で 
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も、 これがなければ、 親子 三人、 干乾しに なって しま ふんだ から、 我々 は 何てい はれても、 感謝 はし 

なければ ならない。 歸 つたら よくお 禮を いって くれ」 

さう いって 透 谷 は、 狀袋 を懷に 入れて、 自分の 書齋に 入って しまった。 書齋 は、 壁に 作り つけの 書 

棚が ある 洋間 風で、 疊敷 では あつたが、 內 側から 楼が 下りる と. 外から は 全く 様子が わからぬ やうに 

なって ゐた。 大體 芝の 家 は、 周 圍に樹 が 多い 關 係で、 濕氣 がつ よく， 閑靜 では あるが、 日光が 入らな 

いから、 隨分 陰氣な 間取りに なって ゐた。 中で も， 書齋が 一 番ジ メジ メ して 嗜 ぼつたかった。 その 嗜 

い 部屋に 胡 坐 を かいて、 彼 は 一日中 考 へこんで ゐ るの だ。 身體 にいい 害はなかった。 

美那子 も、 透 谷 を かう いふ 環境に いつまでも 置いて おく ことの 危險に は、 無論 氣が ついた。 良人の 

病氣 は、 もっと どころ か、 明るい ところへ 引っぱり 出せば、 きっとよ くなる、 と 知りながら、 しかし 

先立つ もの は、 お金だった。 

「何しろ、 透 谷 は 人の 世話にな るの がきら ひな 性分で ござんした からね。 まして、 石 坂の 實 家から、 

金 を 借りて 來る； J と は、 どうしても 許しませんでした。 でも、 あとから 考へ ると、 いくら きら ひな 性 

分で も、 默 つて 惜 りて 來て しまって、 私の 一 存で、 無理に でも、 韓地 させて しまへば、 それでも いや 

と は、 申さなかった でせ う。 やっぱり、 私が 世事に うとかった ので、 あ、 いふ 悲しい 目にあ はして し 

まひ ましたん です」  ， 


と- 或る時 * 未亡人の 美那 子が、 私に 往時の こと を 述懐した ことがある。 しかし、 ほんとう をい へ 

ば 數寄屋 橋の 家で も， 石 坂の 家で も、 もう その 時分の 透 谷-. -對 して は、 實 はは ク きり 見切り をつ けて 

ゐ たの だ。 數寄屋 橋で は、 まだし も 月末に 生活費 を屆 ける だけの 義理 をつ、.^ けて はなた が、 石 坂の 方 

では 全然 無顿 著で おった。 無頓 著と いふより 彼等 は 寄る とざ はると >  透 谷への 非難に 夢冲 だった。 咽 

喉 を 突いた ときに 1、 誰 一 人、 見舞 ひに 來る ものはなかった。 それ どころ か、 あの 事件 以来- 石 坂 家 

の 冷淡 は 一層 强 まった。 とんでもない 狂人 文士に、 大事な 娘 を くれてし まった、 とい ふの が 彼らの 合 

言葉であった。 透 谷に は それが よく わかった。 結婚 以來、 透 谷 は その 俗物 的な 嫌味と 鬪ひ、 のた め 

に 發«3 したり、 鞭撻したり、 焦躁した りして、 遂に 空しく、 最後の 土壇場に 立 至った ので ある。 

ところが、 その 頃に なって、 透 谷 はいよ いよ 恐ろしい 懷 疑に 陷ら ざる を 得 なくなった。 それ は、 石 

坂 家が 物質的 援助 をし ないど ころで はたい。 もっと 恐ろしい 計畫 をして ゐ ると いふ ことが、 始終 頭の 

中 を 掠める やうに なった ので ある。 

石 坂 家で は、 手 を 代へ、 品 を 代へ て、 美 那子を 自分から、 取り かへ さう として ゐる —— とい ふこ と- 

だ。  これ は 透 谷の 單 なる 脅迫 觀念 でも， 被害妄想 でもな く、 事實、 その 當 時の 石 坂 家の人々 に は、 當 

然もって 然 かるべ き考へ 方だった。 
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病人 は 無力であった。 若し、 石 坂 家の人々 が、 彼の 手中から 美 那子を 奪な しょうと 考 へるなら.' 全 

く 赤子の 手 を 捻じる やうな ものである。 自分 は その 場合、 何の 抵抗 も >  何の 術策 も 施す こと を 知らな 

いで あらう。 さう 思 ふと、 彼 は 不安に 一 刻もゐ た、 まれなくなる のであった。 彼 は 床 を 蹴って 立ち， 

狭い部屋 を、 ぐるぐ る步き 廻った が、 もはや、 昔の やうに、 外へ 飛 出して 友達 を 訪ねる 勇氣 もなかつ 

た。 まして 品 川 や 盛り場 を步 いて、 氣を 晴らす 餘裕 もなかった。 

「美 那」 

と- 結局 彼 は 妻 を 呼びつ けて、  V 

「石 坂の 家で は、 お前に 歸 つて 來 いと、 いって ゐ るの だら う。 こんな 病人の 傍に- いつまでも 附 いて 

ゐ るの は、 愚の 骨頂 だと、 お前に 智慧 をつ け るんだら う」 

彼 は 妻の 手 を， 永刼に はなさない ぞと いはぬ ばかり、 力 一 杯に 堅く つかんで ゐる。 

「さ ァ、 はっきり 言って 見ろ」 

「そり ゃァ、 そんな こと もい はな いぢゃありません けど」  ， 

と、 美 那子は 正直に 答へ る。 


「誰が いふんだ」 

「お母さん も 11 父 だって、 云 ひます よ」  * 

「それで、 お前 は、 よく 僕から 逃 出さう としない ね」 

「大丈夫で すよ。 そんな、 義理 しらず ぢゃァ ありません。 それに、 英 だって ゐ るんで 十 ものね」 

r 歸^ たければ 歸 つても い 、よ。 僕 は 引きと めたり しない」 

「私が 若し、 歸 つたら， あと はどうな さるで せう」 

「一人で、 立派に 病氣を 癒して 見せる よ。 この 病氣 は、 そこまで いけば、 自然に 癒る 病氣 だよ」 - 

「それ ぢゃァ まるで、 私が ついて ゐる ために 癒らない 病氣 みたい ね」  ノ 

「さう かも 知れない」 

「いやです ね ヱ」  . 

「數 寄屋 橋で は， 少 くと も" さう 見て ゐる。 門太郞 の病氣 は、 美那 子の せゐ だ。 その 點、 石 坂 家と 好 

對照 だよ」 

そんな 風に いひながら、 彼の 言葉と 感情 は 矛盾して ゐた。 握って ゐた 手が、 痞攣 する やうに ふる へ 

て 止まらな いのは * 頭の 中が いひ 様の ない 嫉妬の やうな 苦痛で 一杯の せゐ だった。 

彼 は 夜中で もとき どき 不安に なって、 妻の 存在 をた しかめずに は ゐられ なかった。 一 そ、 一思 ひに * 

,  ,  . .  ■  t  四 二 五. 
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妻 も 子 も- 殺して しま はう かと 思 ひな やむ こと は 一 再でなかった。 

それが、 微妙に 美那 子の 胸に も 不安 を あたへ るので、 美 那子は その 頃から、 寢窒を 別にした。 自分 

はお されても いいが、 英 まで 死なす に は 忍びなかった からで ある。 

この 申出に 對 して >  透 谷 は 案外 素直に 肯 いた。 

「もう、 看病され る やうな 病人 ぢゃァ な いんだから、 僕 は 一人で 寢 るよ。 その 方が、 物を考 へる のに、 

却って 都合が い 、—一 

さう いって、 その 晚 から、 彼 は 書 齋に寢 る ことにな つた。 美那 子と 英は、 隣り の六疊 の 居 問に 並ん 

で寢 た。 

しかし， 一 人で 寢て 見る と、 彼 は、 その 淋し さに、 慄然と する のだった。 かう して、 妻 も 子 も >  段 

段に 自分から 離れて いってし まふの だと、 思 はずに は ゐられ なかった。 妻 は 石 坂 家へ >  子 は 数寄屋 橋 

へと、 結局、 ちりぢり になって、 E 分から 去る の だ。 その 方が、 むしろ 妻子の ために は 仕 合せで ある 

とも 考 へられる。 自分が 斯うして 生きて ゐる 以上 は、 妻 も 自分 を 裏切って まで、 石 坂 家へ 歸ろ わけに 

もい かない。 しかし、 すでに、 自分と いふ もの を 離れて しまった 妻の 心 は * 裏切り も 同様で はなから 

うか。 裏切った 女 を- 無理に 傍に 引きつけ ておいて 何になる であらう。 さう 思 ひつめ ていく と 彼 は、 

自分が 一 番 愛して ゐる ものまで が、 いかに 自<8 と甚 しい 距離の 向う にゐ るかに 東が ついて >  愕然とし 


た。 

そのころ、 彼 は， 二つば かり、 石 坂 家から ひそかに 美那 子の もとに 達ら れた 手紙 を發 見した。 それ 

に は、 無論、 透 谷に 對 する 憎惡の 言葉が 列ね てあつた。 しかし、 透 谷 は、 それに 對 してもう 昔の やう 

に、 直接の 怒り を あら はす 力はなかった。 き、 彼 は 一 日中、 陰氣 な書齋 に、 美 那子を 引きす えて、 

ジク ジク遠 廻し に 嫌味 をなら ベて は、 美 那子を こまらせた。 美 那子も >  兩 方から さう 挾 打ちに あ ふと、 

自分で 自分が わからぬ のであった。 或は 自分まで、 ほんきで 別れる つもりな のかと、 自分に きいて 見 

たいやうな 氣 がして くる。 若し、 本氣で 別れる と 云ったら どうなる か。 昔 はよ く 平氣で 別居の 相談 を 

した こと もあった が、 今、 それが 現實 的な 問題に なったら 最後、 恐らく 良人 は、 自 分を設 さずに はゐ 

まいと いふ 氣 がする …… 。 

. 或 日、 美那子 は、 飯 倉の 方へ、 買物に 出た。 

彼女 は， 風呂敷 包 一つで、 普斷 着の ま、 だった が、 その ま、、 ス タス タと 歩いて、 いつのまにか、 

虎の 門の あたりまで 來て しまった r 

「このま k、 うちへ 歸ら なかったら、 どうなる かしら」 

と， ふと 思った" 無論、 LP 坂へ は歸れ ない。 た-く 何とい ふこと なしに、 このま、 姿を消し てし まふ 

の だ。 女中 奉公 をしても い、。 1" そんな こと も考 へながら- また ス タス タと步 いた。 ぉ滚 端へ 出た。 
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彼女 はお 濠の 靑ぃ水 を 見ながら、 いっそ 英を つれてくれば よかった と 思った。 さう すれば、 このま 

ま、 どこかへ 行って しまへ^ かもしれ ない。 その 方が、 良人の ために もい、。 良人 はきつ と、 自分に 

捨てられ たと 息って、 今の 氣 持ち を 取り直し、 心機 一 轉の 生活に 入る ことが 出來 るか も 知れない —— 

さう いふ ことで もない 限り、 良人の 病氣 はよ くなら ない の だ。 —— さう 思 ふと、 自分の 存在が 良人の 

病 氣を惡 くして ゐ ると いふ 强ぃ 責任 も 感じる。 しかし、 それ はたうて い、 實行 出来る ことで はな かつ 

た。 彼女 は、 やはり、 置いて 來た英 に 心 を ひかれ.、 病 得の 良人の 身に 心 を ひかれて、 情 然と 踵 を かへ 

した。 

一時間 以上 もた つて ゐ たので、 芝の 家で は 透 谷が、 もしゃと- 心を戰 かせて ゐた。 しかし、 どうや 

ら， 妻の 歸 つて 來た樣 子に ホッ として、 書齋を 出て 來た。  ， 

「どこ へ 行って ゐた」 

「少し、 運動して 來 ました。 あなた も、 毎日 散步 をな さると い、 んで すよ」 

と、 美那子 は，、 云 ひまぎ らした が、 二人の 顔の 間に は、 すべて を 物語る 幾 筋 かの、 心の 波が 交流し 

た. - ォ、 ォ、 危 かった  0、  二人 は、 同じ やうに、 危機 を 感じ 合 ひ， それ を どうやら 切り 拔け たこ 

とに、 ソッと 胸 を 撫でお ろした。 

11 花が 散って、 若葉が 萠 えた。  » 


芝 山內の 木々 の綠 も、 一 日 ましに 冴え わたった。 透 谷の 憂 * お. S は、 いよいよ 最後の ー步 手前まで 来て 

.a た。  . 

三 

. 明治 二十 七 年 五月 十五 日。 その 夜 は 月の い 、晚 であった。 晝間 は、 妻 を 書齋に 呼び寄せて、 去年 「早 

稻田 文學」 に 出た 逛遙 氏の 「吾が 國の^ 釗」 とい ふ 論文 を讀 ませた。 ， 

「大丈夫で すか、 こんな 御 本 をお 讀み になって」 

と、 美那 子が 用心して 訊ねる と、  - 

r 讀んで 貰って， わかる かどう か、 自分の 頭 を 試め して 見る の だ」 

と 彼 は 答 へ る。 

「そんな こと、 なさらな くっても， よ ござんす よ。 今に、 體 さへ よく なれば、 いくらでも、 お好きな 

やうに jfS めます よ」 

「いや、 さう ではない。 自分の 頭 中の 働き を 信用 出来な いぢ や、 一刻 もた まらな いぢ やない か —— ま 

, あ、 ともかく 讀んで みてくれ。 はっきり 發 音して ね」 

さう いはれ て、 美那子 は、 緊張して その il 文 を朗讀 した。 
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透 谷は默 つて、 少し 首 を 垂れて、 聞いて ゐた。 ー區 切り 讀ん で、  - 

一. 「いか^です。 もっと 讀 みます か」 

「やっぱり 默目 だよ。 まるで、 頭へ 入らん の だ。 お前に はわ かる かい」  ， 

「わかり ますよ」 

「お前の 頭 は、 それなら、 正常なん だ。 僕の は、 もう 壤 はれて ゐ るの だ」 

「そんな ことはありません よ。 わざと、 駄目 だ 駄目 だと、 思って ゐ らっしゃ るから、 私の 聲が、 筒拔 

けにな つて しま ふんです よ」 

「さう かしら」  ，、 

「さう です とも。 もう 少し 讀んで 見 ませう」 

しかし、 次の 一章 を讀ん でも やはり、 全然 わけが わからなかった。 こんど は 美 那子も 一寸、 氣 味の 

. わるい 思 ひがして、 あと をつ くけ て 讀む氣 もなかった。 

11 そんな ことがあって、 透 谷の 絕望 は、 遂に 來 るべき ところに 來 たとい ふ 感じだった。 

彼 は、 その 晚、 特に、 妻と 名殘を 惜しむ 風 も 見えなかった が、 宵のう ちから、 ひそかに 心中に 決す 

/... ると ころが あつたので ある。 

彼 は、 例の やうに、 妻と 子が 隣室で、 すでに 安らかな 寢息を 立て、 ゐ るの をき くと、 ソッ と、 書齋 


を拔け 出した。 彼 はしば らく、 公園 地- e: を、 フ ラフラ 歩いた. 

藤 村の 顔が うかんだ。 秋 骨の 顔 も 見えた。 二人 はや はり、 透 谷に とって、 かけが へのない 友人で あ 

つたと 思った。 それから、 死んだ 富 井 まつ子との 思 ひ 出に、 しばらく ふけった。 どうせ >  今、 かう し 

て 一 人で 死ぬ 位 だったら、 富 井と 一 緒に 死んでも よかった の だと、 思った。 おせんの 顏が 出て 來た。 

小 田 原の 海 や 山が、 まるで 幻燈 を 見る やうに、 公園の 樹々 の 間に、 はっきり 見えた。 おせんの 顔が い 

つの まに か、 品 川の 花魁の 顏 になって ゐた。 

彼 は步き 疲れて、 公園の ベンチに かけた ま、、 夢を見て ゐる やうに、 次から 次へ と、 思 ひ 出 を 繰り 

返した。 實に 明瞭な 記憶の 再生であった。 

彼が このと き、 まだ、 自分の 記憶力が、 この 通り、 ちゃんと 正常で あると いふ 自覺を 持ったら、 彼 

は、 この 瀨戶 際で、 辛くも 立 止る 餘地を 感じた かも 知れなかった。 しかし、 彼 は、 しきりに 過去の 追 

憶に ひたりながら， その 自覺に 取鎚る ちょっとした 常識 を 忘れて ゐた。 それが 全く、 運の つきで あつ 

たの だ。 妻に 讀んで 貰った 文章が 全然 わから. * かった とい ふこと だけが、 た、.^ 無性に 彼 を 絶望 させて 

しまった。 

しかも、 その 間際で も、 彼 は 自分の 胸底に 迸る W りのあるの をつ よく 感じて ゐた。 彼 をケ. -、 まで 追 

ひつめ た 俗物 達の 卑劣な 嘲笑に 對 して、 彼の 神經 は、 まだ ちっとも 休まって はゐ なかった。 
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自分 は、 悟って 死ぬ ので はない。 はかなんで 死ぬ ので もない。 人 は 何と 見る にしろ、 所謂 厥 世 思想 

に とら はれて 死ぬ ので はない。 た 戰ひ 敗れて、 自 する やうな もの だ。 自分の 死 は 昔の 武士が、 

最後の ー戰 をして、 花々 しく 討死 をす るのと， 全く 同一な の だと 自分に 一 K つた。 

しかし. これ 以上， もう 生きる 力 はない、 と觀 ずる こと は、 思想の 額慶 であらう か、 と 彼 は 自ら 問 

うた。 

「いや、 決して、 僕の 自殺 は、 額 魔で はない」 

と、 彼 は 明瞭に 答へ 得られた。 彼 は、 過去の、 ォ 能の 畳 富な 名將 たちが、 武運った なく、 討死す る 

壯絕な 場面 を 思 ひう かべた。 敵 は 十重二十重に とりかこんで ゐる。 自分の 病 握 は それと 同じ やうに、 

今 はもう、 逃げて 再生 を圖る こと も、 打って出て、 敵 を 追 ひ 散らす こと も出來 ない の だ。 かう なれば 

誰 だって、 自分で 死ぬ 勇氣 だけが の こされて ゐる 11 

彼 は そのこと を、 最後に 何 かに 書きし るして おきたかった。 でない と， 世間の 奴 は， .E 分の 今夜の 

行爲 を、 發狂 沙汰 か 乃至 は、 厭世 自殺 ぐら ゐに片 づけて しま ふ 外 はない と： 恩った からだ 發狂 沙汰 

はま だい、。 死 を 讚美して 死んだ とか、 ペシミズム とか ニヒリズム だと か はれる の は眞平 だ。 そん 

な 不健全な 汚名 だけ は 受けた くないと 思った。 

しかし、 それも所！？^^ この 世への 愚かな 未練に 十ぎ ない と 思 ふと、 自分の 死が どんな. 魂 解に よって. 


侮り を 受けようと * かま ふもん かとい ふ氣 になった。 彼の 頭腦 は、 夜の 更ける と共に. いよいよ 明 

皙 になって 來た。  、 

若し、 誰か 、、 このと き、 彼に 細い 紐の 代りに、 原稿紙と ペン を あたへ たなら ば、 彼 は 往年の 元氣を 

とり 戻して、 忽ち 素晴らしい H ッ セィを ものした かも 知れなかった。 彼 は 最後の、 異常な^ 心に よつ 

て， 衝動的に、 精神の 正常 を 取り もどした ので あつたが、 それだけに 叉 * その 決心 は， 强く、 逞しい 

ものであった。 それ はこの 前， 咽喉 をつ いた 時よりも， 遙 かに 意欲の つよい ものであった。 

月は屮 -:;< にの ぼって、 いよいよ 明るかった。 彼 はべ ンチを 立ち、 死 場所 を 選んだ。 何も 殊更、 大き 

な樹を 選ぶ 必要 もなかった。 一寸， 表から 入った ところの、 割に 背の 低い 杉の 木の 前に 立って、 彼 は 

最後の 瞬間に、 たしかに 健康な 北 村 透 谷と なって、 死に 就く の を 見届ける やうに * 目 を閉ぢ て、 おの 

れの心 をう か、.^ つた。  拳 

四  、 

朝 まだき。 美那子 は玄關 の戶が 激しく 叩かれる のに、 吃驚して 目 を さました。 

「北 村さん、 起きて 下さい。 大變 です」 

美那： 十はセ ぐ、 恐ろしい 豫感に 額へ た。 急いで 帶を しめ 直し、 寢間 着の 上に 羽織 を 着て， 玄關を あ 
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けた。 戶の 外に は、 見知 越しの 近所の 女中の 顔が 見えた。 

r 大變 です。 お宅の 先生が、 裏の 木に」 

「木 丄 

「奥さん、 大丈夫で すか。 おちついて ゐて 下さい」  . 

女中 は、 太い 手で、 美那 子の 腕 をつ かまへ る やうに して， 現場 を 指した。 そこ は 象から、 もの、 ？ 

丁と はは なれて ゐ なかった。 いは、 、庭つ，、、 きの 公園 地內 であった。 しかし、 薄い 朝霧 を 通して、 水と 

木の間に、 まだ その ま、 になって ゐる 良人の 姿 を 見た とき、 美那子 は、 膝 を 失って、 ガク ガクと 地べ 

たに 尻餅 をつ いてし まった。 

「奥さん-.—：」 

女中 も 思 はず、 美那 子の 體に 取りす がって、 泣き出した。 今まで はりつめて ゐた 感情が、 一 どに 破- 

れて、  もう， どうす る こと も出來 ない のだった。 

向う から、 その 女中の ゐる 象の 主人が、 やはり、 寢卷 姿で 近づいて 來た。 偶然、 彼の 職業 は 警^で- 

あった。  透 谷の 家から、  ダラ ダラと 下った、 小さい 坂 下の 借家に 住んで ゐた。 

「奥さん。 お嘆き は 無理 もありません。 しかし- 幸 ひ、 私が 發 見した のです から、 特別のお はから ひ： 

を 致し ませう。 但し 御 內密に 願 ひます よ」 と、 警部 は靜 かに 云った： 


美 那子は 幾度 か 立 上らう として、 どうしても 腰が 上らな かつ. #T  . 

「いや、 奥さん は 却って、 來ら れん 方が い 、でせ う。 私と これと で 運んで 差 上げます から」 

さう いって、 警部 は 女中 を 促して、 叉、 木立の 中へ 入って いづた。 

美那子 は、 霧の 中で、 遠く 演じられる 夢幻 劇 を 見て ゐる やうに、 頭が 驚きで、 馬鹿にな つて ゐた。 

警部 は、 職掌 柄" いかにも なれて ゐる やうに、 すぐ、 木から 體を 引きお ろした。 そして、 立ちす くん 

でゐる 女中に、 何 かいひつ けながら、 うまく、 する つと 背中に おぶ ふと、 木立の 中 を 出て 來た。 

それ を 見る と、 美那子 はやう やう 立 上って、 いそいで 警部の そばへ 走り 寄った。 

「もう、 汰目 でせ うか」 

「駄目で せうな」 

「何時間 位、 經 つてね ませう？」 

「サ ァ、 11 やった の. は、 夜中で せう から」 

その 一 丁 程の 道が、 いかに 長かった ことか。 

美那 子は步 きながら、 腹の 底から 噴き 上げて くる やうな 强烈 な淚を 流した。 とう/ ヽ、 1^. んで しま 

つた 良人の 心が、 いとしくて いとしくて ならなかった。 良人の、 惡戰 苦闘の 人生 も、 これでい よいよ. 

終った の だと 思 ふと、 こんな 可哀 さうな 人が、 またと ゐ るたら うかと， 胸が はりさける やうに 思 はれ 
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る 」 

警部の 背中に、 他愛な くだらり となって 背 食 はれて ゐる 良人の、 變り 果て だ 姿に 對 しても、 自分 を ■ 

置いて きぼりに したと いふ 恨みよりも、 どうして もこれ を やらずに は 居れな かつ た 良人の 氣 持ちに、 

素直な 肯定が 感じられる 11 一 

やがて、 庭の 方から、 家の 中へ 死體は 蓮び 人れ られ た。 藻拔 けにな つた 床 を 敷き 直して、 北枕 を 置 

、 二  0 

警部 は， 簡單 に、 生年月日 なぞ を、 手帖に 書きと めた。 

「別に、 咋夜 は、 何 か あなた 方の 注意 を ひく やうな 素振りはなかった のです ね」 

「はい。 に、 これと いふ こと は ございませんで したので、 私 も、 全然 知らずに 居りました。 何しろ、 

書齋 は、 中から 棧を 下す やうに なって 居ります ので、 外から は 何 をして ゐ るか、 少しも わからた いも 

ん でございます か ら 1 1」 

「さう です か。 では.、 すぐ、 撿 屍の 醫者を つれて 來 ますから I -本當 だと、 檢 屍が くるまで は、 手 を" 

ふれる わけに はいかんの だが、 近所 づき あ ひで、 特^の 處置 をし たんです よ」 

. 「有りが たう ご. ざいます」 

r 幸 ひ、 誰の 目に もま だ、 ふれなかった の は、 先生の ために、 大變 よかった」 


鬌 


さう いって 警部が、 IsS つた 頃 は、 霧 も 晴れ、 四邊 はすつ かり 明るくな つて 來た。 三十 分 もしない う 

ちに、 制服の 巡査が ついて， 撿 屍が 來 たが、 これ は 警部からの 話が きいて ゐ ると 見えて、 ごく 形式的. 

の ものであった。  • 

「かう いふ 事件の 死體 として は、 大變- 體が 綺麗です な。 さすがに、 ：iii 意ぶ かく、 あとの ことまで、 

考へ て 居られた のでせ う」 

と 醫者は 云った。 さう いへば、 四 五日 前に、 透 谷 は 美 那子を 呼んで、 

「どうも、 變 だよ。 頭の せゐ で、 K 門が ひらいち や ふやうな 氣 がす るんだ が」 

といった こと を、 美 那子は 思 ひ 出した。  - 

「そんな ことはありません よ。 氣 のせ ゐ です よ」 

と、 美 那子は 打消した が、 そんな こと も、 今にして 思へば 悲しい 前提だった のか も 知れない。 

檢- 屍が すんだ ので、 美那子 は、 良人の 着物 を 取り かへ た。 醫 者の いった 通り、 良人の 死體 は、 どこ ■• 

も： t:: れてゐ なかった。 •  . 

それから 彼女 は、 近所の 傅屋 をた のんで、 二通の 葉書 を、 大急ぎで 届けて 貰 ふこと にした。 一通 は- 

數寄屋 橘に 宛て， もう 一通 は、 池の 端の 戶川秋 骨に 宛て \書 いた。 

「門 太郞 こと、 昨夜 死去 つかまつり 候。 とりいそぎお 知らせまで 申入 候。 
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何卒、 皆様へ も、 おった へ 下された く 候。  - 

十六 日 朝- 

つ  、 TT  i1 美 Ik 

戶川秋 骨 様」 

五  . 

偶然、 藤 村が 池の 端の 下宿に、 秋 骨 を 訪ねて、 二言 三 言 話し はじめた ところへ、 この 葉書が 舞 ひ x> 

ん だのであった。  ， 

二人 は、 俾 夫の 手から、 奪 ひ 合 ふやう に 葉書 を 受取る と、 立った ま \、 一緒に 文面 を讀ん だ。 それ. 

から 二人 は、 長い こと 對ひ 合って、 首 を 垂れて、 一語 も發 する ことがなかった。 嚴肅 な、 悲痛な、 殆 

ど名狀 しがたい 身 額 ひが、 二人の 身體を 通りす ぎた" その 葉書に は、 た i -、 死んだ こと だ. けが 報じら 

れ てあつた が、 0. 自然の 順序に 因って： r びた もので ない こと はわかった。 

「とりあ へ ず， 行かう」 

「平 田に もす ぐ來る やうに、 置 手紙 だけして おかう. 一 

二人 はお 互 ひに 顏を 見合せ ると， 泣き出さずに は 居れなかった ので、 なるべく. 外 を 向き 乍ら * 上； 


野の 山 下から、 鐵道 馬車に 乘 つた。 

藤 村 は 「春」 の 中で， そのと きのこと を 次， の やうに 描いて ゐる。 

『操 は 夫の 友達の 顏を 眺めながら、 彼程 骨 を 折って 看病した 甲斐 もなかつ たいふ 殘 念な 面持ちで、 前 

ひる -- 

の 衣の こと を 話した。 .0 晝の やうに 明ろ かった 月の 光りの 靜か さは、 青木の 魂 を 誘ったら しい。 彼 は 

生の 荒 魔に 堪 へられなかった らしい。 庭の 青葉の かげで、 彼 は 〔松れ て 死んだ。 

r 餘程 私も氣 をつ けて 居たん です けれど. いつのまにか 拔け 出して 行って しまった のです」 

と、 操 は 嘆息した。 

「昨夜 は 好い 月だった からね」 

と、 岸 本 も 思 出した やうに。 (中略) 

^子 は 母の 傍に 据 ゑら れて、 おとなしく 遊んで ゐた。 漸く 獨 りで 步く 位の 年頃で、 父の 亡くなった 

こ丄も 知らずに ゐる らしい。 その 無 邪氣な 愛らしい 顔 付が、 一層 人々 にあ はれ を 催させた。 

「父さん、 ねんね」 

■ 斯う、 鹤子は 片言 まじりに 言って ゐ た-  _ 

靑 木の 遺骸 は 暗い 部屋の 方に あった。 そこ は 彼の 書齋 にして 居た ところで、 窓 はわ ざと 閉めて、 靑 

葉 を 通して 来る 光線が、 僅に 戶の透 間から 射し 込んで ゐ る。』 
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藤 村と 秋 骨 は、 美那 子の あとから、 その 死體の ある 部屋に 導かれた の だ。 美^子 は靜 かに、 人の. 

顏 から、 白い 帕子を 取りの けた。 見る と、 鼻が 少し 尖ったと いふ だけで、 愁の ふかい 祌經 質な 透 谷の 

顏は、 生きて ゐる ときと、 まだ 大して 變 りがない やうに 思 はれる。 手 は * 胸の 上に、 • 艱難と 鬪ひ； g し- 

た  1 生の 記憶 を掩 ひかくす かの やうに- いぢら しく 結び 合されて ゐる。 藤 村 は 遂に、 淋しく、 聲を 立. 

て、 泣いた。 藤 村の 聲に秋 骨 も 泣き、 美那子 もこら へ 切れなかった。 その 傍に ゐた英 も， 急に 脅え た 

やうに、 强く 泣き出した。 > 

暫くす ると、 はやく も何處 からか 聞きつ けた 新聞記者が やって 來た。 そのうちに、 數寄屋 橋から も， 

おゆきと 坦穩 が、 車 をとば して 來た。 

段々 人が あつまって くると、 何しろ 狹ぃ家 だけに、 人が 入り切れない 程に なった。 夕方 父の 快藏 も， 

いつにな く、 氣六ケ しさうな 眉 を 寄せて 入って 來た。 

「家に は 家の 宗旨が あります が、 美那 子の 希望 も あるし、 又、 故人の 生前が、 北 村 家の 仕き たりと は. 

大いに 違った の だから- 葬式 も 耶蘇が い、 でせ う」 

と、 快藏 は、 おゆきの 主張 を 押へ る やうに していった。 おゆき は、 せめて、 葬式 だけで も 北 村 家の 

宗旨に よって，. 堂々 とやり たいと 考 へて ゐ たので ある。 さう いふ 點 でも， この 親と 子が どうしても 融 

和し きれない 深い 溝に 苦しんで ゐ たこと が、 藤 村 達に も 察 しられた。 


夜になる と、 快藏 とお ゆき は、 英を つれて 引， げた。 通夜 は、 藤 村た ちに よって 行 はれた。 その 晚 

から 翌朝に かけて、 夕 影、 孤蝶、 柳 村， 儿木、 殘花 などの、 「文 擧界」 の 同人 連 は、 みな 集って 來た。 

明治 女學 校から も、 校長の ？齩 本 善 治 を はじめ、 高等科、 普通科 各 クラスから それん \ 代表の 生徒が、 

集った。 

翌朝の 新聞 は、 ー齊 に、 透 谷の 死を傳 へた。 

中には 「やまと 新聞」 の やうに 、一. ブランコ 往生」 とい ふやうな 見出しで；' 漫罵の 記事 を 書いた もの 

もあった が、 多くの 新開 は、 眞 面目な 追憶の 記事 を か、 げた。 よく、 苦節 を完 うした 壯 烈な自 死と し 

て、 今更の やうに、 掉み 惜しんで ゐる 文章 を 見る と、 突 那子は 何だか 皮肉な 氣 がした。 こんな こと を 

す るんだ つたら、 何とかしょう もあった もの だ， とい ふやうな、 あとの 祭り をい ふ 親類の もの も あつ 

たが、 その 場 かぎりの 無責任な 言葉に ちが ひなかった。 透 谷 は、 さう いふ 出鳕 目が 一番 きら ひで、 さ 

うい ふ ものと、 どうしても 安 協が しきれなかった から 死んだ の だと、 美 那子は 思 ひながら、 默 つて、 

皆の いふ 御託 を 聞 流して ゐた。 

しかし， それにしても、 石 坂の 家から、 まだ 誰も、 悔み 一 ついひに 來る ものがない のに は、 美那子 

もさす がに、 なさけない 氣 がする のだった。 

十七 日の 九 時から、 キリスト 敎 による 葬儀が、 芝の 自宅で 行 はれた。 會葬者 は 一杯に あふれて、. 坂 
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の 小 ri まで、 ずっと 並んだ。 

おは 黑ぃ 布で 包まれ、 青い 十字架 を かけ， その そばに、 白い 牡丹の 花が 飾られた。 

明治 女擧 校の 女生徒た ちに よって、 悲しい 讚美歌が 起った。 その 合唱の 中に、 齋藤 冬の 聲 のない こ 

と は、 ー沫の 淋し さであった。 

それが すむ と、 牧師 は 布 を 取りの けて、 柁の蓋 を あけた。 人々 は 最後れ 別れ を 告げるべく、 傍に 寄 

つた。 射し こむ やうに 入って くる 强ぃ 日光に 照らされた 透 谷の 死 顔に は、 もう 血の 色はなかった。 眼 

は 閉ぢ、 臉は 重く 垂れて ゐる。 やがて 其の上に、 再び 蓋が 閉ざれ 釘 を うちつける 重い 暗い 石^の 音が 

ひ，、 いた。  • 

葬式 は、 芝の. 家 を 出た。 長い 列 をな して、 釵 倉の 通りから 赤 羽 橋 を 渡って、 三 田の 方へ す、 んだ。 

男 は 徒步、 女 は 車に のって の あとに 從 つた。 列 は 三 田 通りから 右へ 折れて、 聖坂を 上らず、 豊岡町 

から 松 坂 町. の裹通 をと り、 三 光町から 坂に か 、 つ て 白金 臺を のぼって ゆく ：.：• 。 

其の 曰 は 初夏， らしい n 者い 曰で、 まだ， 單 衣の 季節ではなかった から、 皆 は 汗に なやまされた。 我慢 

しきれず， 洋傘 を さす 人もゐ た。 その 列の 中には、 文 學界の 同人た ち は 無論の こと、 民 友 社から も- 

往年の 論敵 だ つ た 山路 愛山 や、 德富蘇 峯も加 は つて ゐ たり 

葬列 は、 やがて 白金の 瑞祥 寺に ついた。 本堂の 橫 にある 大廣 間で、 一同 一寸 休憩した。 


. そのと き- あの 垣穗 は、 北 村 家 側と して， 智に挨 接して 廻った。 透 谷の 死骸 は、 この 瑞祥 寺の 境- s: 

め 墓地に 埋められ たので ある。 

叉、 讚美歌が 起った。 齋藤 冬の クラスから は、 藤 村の 戀 人であった 佐 藤輔子 や、 星 野 亮子も 加 はつ 

てゐ た。 彼女た ち は、 薄 小豆色の 縮緬の 紋付ゃ 薄い 御 納戶の 小紋の 紋付 をき て 掘られた 穴の ま はりに 

ずらっと 列んだ。 

柁は、 穴に 沒 した。 上から. 土砂が はげしく 搔 きおと された。 女た ちの 中には、 耐ら なくなって、 お 

互の 肩に 取りす がる やうに して， いて ゐる もの も ある。 文擧界 同人た ちの 目から も、 淚 は滂沱 とし 

て 落ちて ゐる。 

柁の蓋 は 土中に 隱れて ゆく。 藤 村 や 秋 骨た ち は、 とても それ を 見る に堪 へない 氣 持ちで、 ハンカチ 

を 目に 掩 うた。 

年少に して、 世俗の 常識と 戰 ひつ. M けて、 遂に、 窮地に はまり こんで、 自ら 生命 を 絡った 友達の 心 

は、 藤 村た ちに は、 誰よりも よく わかった。 恐らく-、 透 谷 を ほんとうに 理解し 得た 人 は、 透 谷の 肉親 

に はな かつ/^ ので ある。 透 谷 は、 はやく 小 田 原 時代から して 孤獨 であった。 彼の 父 も、 母 も. 弟 も、 

彼に とっての よき 理解 者で は 有り得なかった。 愛すれば 愛する 程 彼との 距離 を 生じた。 

, 更に 彼 は 美那 子と いふ 愛人 を 得た。 しかし 愛人 さへ 結局 は 普通の 人であった。 そして、 透 谷 だけが、 
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何 かにつ けて、 みんなから 不健全 視 される のであった。 透 谷 は それに 抗議し 通した。 俺が 不健康な の 

ではない。 お前た ち こそ 不健康な の だ。 條 はむしろ、 健全な の だ、 と 主張した が、 その 主張 は、 遂に 

最後まで 容 れられ なかった。 彼の 肉體 は、 かう して 滅びた。 滅びつ &、 彼は尙 自分 をー步 も讓ら なか 

つたので ある。 明治の 靑年 層に、 若し 死 を 讚美す る 傾向 を 生じた ことがあった とすれば、 まだ あと 十 

年 程ば かり、 經 つてから である。 透 谷の 死が、 さう いふ ものと 混同され 易 いのは、 これまでの 誤解で 

ある。 

やがて. 赤土が 盛り上げられ、 白木の 墓標が 立った。 みんな は 順々 に 祈り、 水 や 花 を 手 向けつ、、 

尙、 泣いた。 

六 . . 

透 谷の 死 は、 すぐ、 仙臺 にも 傳 はった。 しかし 齋藤冬 は、 宮城 病院の 一室で、 死ぬ まで、 遂に 透 谷 

の 死 を 聞かされなかった。 

それに ついては、 次， の やうな 黑 光さん の 文章が のこって ゐる。 

「お 冬さん が 肺病に なって、 もういけ ない さう だ。 仙 臺に歸 つて 死にたい とい ふので、 迎 ひに 行った 

象の 人が、 汽車 を 一 箱 買 ひ 切って つれて 歸る。 今日もう 直ぐ、 その 汽車が 着く —— とい ふこと を 人 か 


も 聞いて， 私が 仙 臺驛に 駅け つ け、 いたましく 變り 果てた お 冬さん を、 やっと^に 合って 出迎 へたの. 

は、 その 二十 七 年の 何月でした か。 私 は その 時 • 脚氣を 病んで、 養生の ため、 横濱 から 鄕 里に 歸 つて 

ゐ たので ございました。  ， 

汽車 はもう 着いた とい ふので、 走って 行く と- 驛を 出て 來る擔 架に 會ひ、 私 は 胸を衝 かれた やうに 

なって， 何も 言へ ず そっと 擔 架の 傍に よって、 苦し さう に 仰臥して ゐる 人の 顏を 見て、 た、 く 頭 を 下げ 

ました。 

お 冬さん は 背が 高く、 その 背に 相應 し、 て 見事な 體 格で、 それからして 人に すぐれて 見えた ものです 

のに、 僅かの 間に、 これが お 冬さん かと 疑 はれる 程に 瘦せ てし まって、 その 瘦せ やうが まるで 骨 を 磨 

いたやう、 よく 例 へられる 言葉です けれど、 あの 病人に 特有の、 實際 象牙の やうた 顏 をして 「よく 來 

て くれた わね え」 と 小さい 聲で いひ、 でも 私の 心持ち を 思 ひやる やうに して 淋しい 微笑 を 見せました。 

お 冬さん は、 その ま、 家に 入らず、 宮城 病院に 入院して、 そこの 別室で、 靜 かに 死期 を 待って ゐま 

した。 病院の 中と はいふ けれど、 それ は玄 關を經 ないで、 庭づた ひに ス つて 行ける 全く 獨 立した 草 葺 

屋根の 一棟でした ので、 私 は 毎日 見舞 ひに 行きまして、 曰當 りの よい-: 至に ぐったり となって 寢てゐ る 

お 冬さん をつ く. 見ました。 

あんなに 颯爽と して ゐ たお 冬さん がと 思って、 私 は 子供たがら も 感慨無量 で ご ざいました。 
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が、 それ 以上に 何 か 私 を考べ 深く して ゐる ものが ありました。 氣 持ち だけで なら、 お 冬 さは そんな 

に無殘 にた ふれる 人で はない。 病氣 なら 病氣 で、 これ は 精神的に 原因して ゐ るの だとい ふ。 決して 敏 

感 とはい へ ない 私でした けれど、 何 か暗默 のうちに 了解す ると ころがあった やうであります、 

お 冬さん は、 そんなに なって ゐても 、「よくな つたら 話 をす る わ」 と 言って、 やっぱり 指導者ら し C 

、も 持ちが 見え、 私 はほんた うに そのお 冬さん のして くれる 話が き  た 

くて なりませんで し.^、。 たうと 

う もの 話 は、 聞く ことが 出來 ないで 終り ましたが、 もし 聞かされて ゐた としたら、 私 はい ま、 どんな 

こと を 心に 刻んで をり. ました か。 お 冬さん は、 なやみ を 人に うつたへ ると いふた ちの 人で はない お、 

或は、 モの 心の中に 秘 してんる もの を、 それとなく 示して、 私に 何 をか敎 へて くれる ので はたかった 

でせ うか。 

果して さう してお 冬さん から 何 をか敎 へられた としたら、 私 はどうな つた か： あの 魅力の あるお 冬 

さんの ことです から- 必ず その 言葉 は 私の 生命に、 强ぃ 働き を殘 して、 少く とも 或 一時 は 私の 思想 を 

變 化させる やうた もの で あつたに 違 ひない と 思 ひます。 

しかし また その 人から 閜 くべ くして 聞かれなかった 言葉と いふ もの も 恐ろしい もので、 私 は その後、 

明治 女擧 校に 入って から、 故人と 同じ 寄宿 舍の 起臥に、 却て ありあり と 故人の 心 を讀み 取る ことが 出 

來 たので ございます。」 (默 移」 , 


透 谷の 死が 仙 臺に傳 はった とき、 この 文の 筆者の 黑 光さん を はじめ- 齋藤 家の人 達が 期せず して、 

思った こと は、 この こと を、 お 冬さん に 知らして はいけ ない。 知らせる と、 お 冬さん の 死期 を 早める 

ことになる。 怪我に も 耳に 入れない やうに —— とい ふこと であった。 だから、 お 冬さん は 結局、 透 谷 

はま だ 生きて ゐる。 自分 は 透 谷より 先き に 死ぬ の だと 信じて- 死んだ ので ある。 お 冬さん の 臨終 は 六 

月の 二十 二日であった から、 透 谷の 死にお くれる こと、 約 一 ヶ月 餘 であった。 靑葉 山に 若葉が 萌 え- 

廣潮 川に 初夏の 風が 流れる 日- お 冬さん は、 追 ふと も 知らず 透 谷の あと を 追った ので あるが、 このと 

き、 お 冬さん の 死體を 拭き 清めよう として、 着物 をぬ がした 家人 は- その 肌に 祕 めら れた 一な の 手紙 

の 裏に、 北 村 生より と 記されて ゐ るの を 發 見した。 お 冬さん は、 遠く 仙臺 の病舍 にあって- 死ぬ まで- 

透 谷の 手紙 を 肌身に は さず、 持って ゐ たのだった。 しかし、 この こと は、 齋藤 家の 家人に よって、 

永遠に 葬られた ので、 殆ど 世間に は傳 はらなかった。 現に- 美那子 未亡人 も、 富 井 まつ子の こと は 知 

つて ゐ るが、 齋藤 冬の こと は あまり 詳しく 知って 居ない 様に 見える。 蓋し、 明治時代の 知的な 女性 達 

の 代表者であった 齋藤冬 も、 かう した プラトニックな 戀 愛に 白熱しながら- 蕾のう ちに 世 を 終った の 

である。 

一 余 は 多くの 者に 欺かれたり。 希望に も ライフに も， すべての もの、 余 を 苦しむ るな り」 

と 叫び >  * 
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「わが 獨立 のために は、 愛 を も 犠牲に 供すべし。 嗚呼、 男兒、 何ぞ斯 くの 如く 祿々 として 遠慮 をのみ 

事と すべ けんや」 

と、 日記に 悲痛な 記事 をの こして、 いは 1^ ボロボ 口 にまで 傷いた 肉體 を、 竟に 自ら 抛った 透 谷に も， 

こんな 可憐な 傾倒 者が、 ひそかに 思慕の 夢 を 捧げて ゐ たの だが、 それ もい は、. -、 見果てぬ 夢と なって. 

僅かに 薄命の 天才の、 最後の 靜 かな 明暗 を 描いて ゐ るので ある。 

七 ， 

透 谷の 死につ いて、 その 當時 多くの 人々 が、 追悼の 文 を 寄せた。 山路 愛山 は、 國民 新聞に 「北 村 透 

谷 君」 なる 一 文 を、 禿 木 は I 文 學界」 十七 號に r 蟬羽子 を 吊 ふ」 と 題して、 殘花は 同 號に追 惊の詩 を、 

r 國民之 友」 ニニ 七號 に、 追憶の 文を揭 げた。 叉 「文 舉界」 は 當分は 彼の 遣 稿を揭 げて雜 誌を賑 はし 

た。 それらの 中から、 四、 五の 短 章 を拔萃 して 左に 紹介して、 この 傳を 終らう と 思 ふ。 

(平 田 禿 木 氏 曰く) 

〇 蟬羽子 北 村 透 谷 君。 君が 淸 高の 音な ほ わが 耳に あり、 君が 獨 苦の 姿な ほ 我 眼に あり。 あはれ 死 

とい ふ ものの あやしき-" 

悲壯 君が 如き もの、 死して 何ぞ靜 なる。 激切 君が 如き もの、 死して 何ぞ 寂た る。 され ど 勁 辩の氣 


なほ 君が 眉宇に 溢る。 沈痛の 氣 なほ 君が 眉宇に 溢る。 死と いふ ものの あやしき、 われ は 君な きを ま 

ことと 思へ ず。 

一 日、 透 谷 橋畔の 家に 君 を 見る。 君 曰く 「大濤 怒り、 激浪 躍る にあらず や。 人間 何ぞ 獨り靜 なる 

を 得む」 と。 またつ ぎて 、「誰か 我 一生の 悲しき 事を傳 ふるもの ぞ」 とい ふ。 

蟬羽 子、 君に 妻 あり、 兒 あり。 君に 友 あり。 なほ 獨り 自ら その 悲淚を 負 ふて、 逝くべき 處に、 逝 

かざるべからざる か。 二十 七 年 五月 十五 日、 夜 深く して 臥床 人な し。 月光 朦朧、 破 窓^ 洩る。 蟬羽 

子 獨り庵 を 出で て， 何れに か 行きし。 

綠 樹陰 暗く、 早 や 夏虫の 聲 かすかに、 君が 心 を さそ ふ 者 ありし か。 君が 燈 火の 如き 眸を かき 立て 

て、 遙 かに 嫦娥の 光 を 追 ひつ、、 幽林の 間、 かしこに さすら ひ、 こ、 にさ まよ ひしなら め。 

かくて 月 は 西へ/、 と 落ちて、 寂と して 其 光の 消えし 一刹那、 曉の風 寒く、 療骨を 吹きて、 露 冷 

に 君の 病の 袂に 落ちし 時、 君が 半生の 悲淚と 熟 血 は 如何なる 狂 ひ を わかしけ む。 (下略) (亡友 を H? 

ふ)  .  1 

(島 崎 藤 村 氏 曰く) 

〇 飄遊を 好める 面白き 男と して、 彼 を 知れる も あるべし。 俠骨を 愛し、 慈善 を 好みた る 志士と して、 
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彼 を 知る もの も あるべ し。. 外面き はめて 諷逸 にして、 內部 極めて 沈欝 なる 詩人と して 彼 を 知れる も 

の も あるべし。 吾 は 彼と 相 知り 相 慕 ひて より、 極めて 深 情 ある 親友と して 忘る k こと 能 はざる なり。 

いかに 冷たき 泥土に 覆 はる、 とも、 いかに 重 困し き 石碑 を 戴く とも. いかに ー點の 日光 だ も通ぜ 

ざる 暗孔に 押込めら る、 とも、 子 は 今や、 何の 傷む ところ、 何の 霜 終 を 苦しむ ところな きか。 11 

今一度 人間 世界に 歸り來 つて、 舊 友と 相 見る こと を 欲せざる や。 あ. - 子よ、 子が 步 みつ める 死と 

は、 夫れ 詩人の 歌 ふ 眠りの 如き もの か。 眠りなら ば、 樂 しき 眠りに て あれ かし。 

少年より 大人に 飛躍せ りと は、 ティンが バイ B ンを 評した る 語な り。 透 谷 子の 如き も亦然 りと 首 

ふべ きか。 彼が 思想 上の 歷史に 於て は、 ー步 if ー步 よりも 高く 登れる にあらず して、 寧ろ、 點々 iS£ 

躍の 痕 をと めた る 如し。 (亡友 反古 帖) 

(同 藤 村 氏 曰く) 

〇 透 谷の 惜しい 生涯 は 終った。 彼 は 誠意の こもった 戀愛を も、 そこから 出發 した 結婚 生活 を も， 

すべて 疑問と して， この 世に 殘し ていった。 彼の 生涯 は 結局 失敗に 終った 戰 ひだった。 彼の 亡くな 

つた 時 は、 ふうち やん はま だ 極く 幼かった。 渐 く四才 ぐら ゐ だった。 彼 は その 一人の 力ない 愛兒を 

未亡人の 手に 殘 した。 人と しての 彼に とって、 これが 失肷 でなくて 何で あらう。 

しかし その 慘谵 とした 戰 ひの 痕に は、 拾っても 拾っても 盡 きない やうな 光った 形見が 殘 つた。 ^ 


は 私達と 同時代に あって、 最も 高く 見 * 遠く 見た 人の 一人 だ。 そして 私達の ために、 早く も^ろい 

ろな 支度 をして をいて くれた やうな 氣 がする" 

透 谷の 文學的 生涯 は、 彼の 早い 結婚と 共に 開けた。 人と しての 彼が 步 いた 路は、 近代の 生活 を考 

ベる ものに とって、 いろ/ \ な 暗示 を與 へる。  。 

彼に は 天才の 誠實 があった。 その 誠 實が彼 を 導いて、 短く 傷まし く は あるが、 しかし 意味 深い 生 

涯を 送らせた と 思 ふ。 (北 村 透 谷 集 序) 

<德 富 蘇峯氏 曰く) 

〇 想 ふに 君 は、 ォ情 濃，^ にして、 神經 過敏に、 志望 高く、 且つ 多くして、 理性、 意力、 或は 少し 

く 之に 伴 は ざり しもの ありし ならむ。 されば 常人の 眼に 於て は 尋常の こと も、 君に 於て は、 非常の 

事たり しなるべく、 常人に 於て は、 齒 牙に 掛けざる こと も、 君に 於て は 驚 心 駭魄の 事たり しこと も 

あるべく、 君 は 常人の 踏み こむ 能 はざる、 ； 大地の 祕密に 踏み； J みたる か は、 未だ 知る 可から ずと 雖 

も、 常人の 樊せ ざり し 人生の 苦味 は、 或は 滿盞に 之を樊 したる なるべし。 果して 然 らば、 IK 才 狂に 

近し と は， 君に 於て は、 無意義の 矯言 として， 之を排 すべから ざるな り e 

君の 精神 は 活動 を 好めり。 詩人の 血 は 君が 血管に 湧け り。 君 は、 決して 陋劣に して 利己的なる 泣 
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蟲 にあらず。 其の 高 情 は、 以て 鬼神に 質すべく、 其の 熱感 は、 以て 天地に 訴ふ べし。 (明治 三十 五 

年 十月 五日 (國民 新聞 第三 千 八 百 五十一 號) 

(巖本 善 治 氏 曰く) 

〇 透 谷が 芝 山內で 死にました 時 は、 私 は 恰度、 北海道に 居りまして、 其の 前後の こと は. 知り ませ 

んが、 彼の 死 を 單に發 狂の ためと 言うた 人の あるの は、 誠に 殘 念です。 私 は 思 ふに、 芝山內 の繁れ 

る 森の 中の 小さき 庵室に 病 を 養 ひつ-、、 不平、 厭世、 懷慨- 美妙、 幽遠、 様々 に 頭 をな やましつ. -、 

夜 一人 寢て、 フト窒 を 出で、 折 柄の 月影 を 慕 ひつ、、 木 間々々 を呤 行し つ \ 、突然 西 行の 歌 を吟ん 

で、 直ちに 其の 美 境に 突入 するとい つた、 純一 無 雜の誠 を 遂げ 得る ことが、 卽ち 彼の 本色です (明 

治文學 研究、 第 一 卷第 SI 號) 

(戶川 秋 骨 氏 曰く) 

〇 畏友 故 透 谷 北 村 君。 君 は 詩人な りき。 思想家な りき。 而 して 又、 戰士 なりき。 君先づ 世と 戰ひ、 

人と 戰 へり。 次いで 魔と 戰ひ、 靈と戰 へり。 終に 自己と 戰 へり。 

孤劍 陣頭に 立ちて、 慨然と して 叱咜 したる 其 風姿、 今尙 見る が 如し。  • 


悲しむべし- 幾 百年の 年を經 たりし 敵 は， 君の 獨 力に 動 かざりき。 君 終に 仆れ ぬ。 見よ、 君が 揮 

ひし 鐵 ST 兹 にあり。 君が 篛し、 太刀， 彼處 にあり。 鍰袖 ちぎり、 兜 落ちたり。 あ K 想界 荒寥 草茫 

茫 として、 當年は 夢の 如し。 

君 世 を 去る 前數 日、 君が 僑 居 を 芝の 公園に 訪ふ。 君 談笑 常の 如し。 去る に當 り、 家人 眉 を 顰めて 

曰く， 君 等と 談 ずる 時、 しかく 樂 しきが 如し。 何の 故ぞ、 孤獨の 時、 かの 狂亂に 似た ると。 悲慘の 

事跡、 終に 吾が 腦裏を 去らず。 (下略) (博 文 館 本 透 谷 全集の 序) 

(戶川 殘花氏 曰く) 

〇 蝶と なりし 君 は 何處ぞ 桃の 花 
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